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1	

万よ
ろ
ず
よ代

の
世せ

か
い界

一い
ち
れ
つ列

見み
は晴

ら
せ
ど
　

	

胸む
ね

の
分わ

か
り
た
者も

の
は
無な

い
か
ら

放
眼
望
去
，
從
古
至
今
，
這
個
世
界

上
沒
有
人
了
解
神
的
心
意
。

2	

其そ

の
筈は

ず
や
説と

い
て
聞き

か
し
た
事こ

と
は
無な

い
　

	

何な
に

も
知し

ら
ん
が
無む

り理
で
無な

い
ぞ
哉や

那
是
當
然
的
啊
！
因
為
從
來
沒
有
說

出
來
給
人
聽
，
不
明
白
也
不
是
沒
道
理

的
呀
。

3	

此こ
の

度た
び

は
神か

み
が
表

お
も
てい

現
あ
ら
われ

て
　

	

何な
に
か
委い

さ
い細
を
説と

い
て
聞き

か
す
る

這
一
次
神
出
現
在
人
世
間
，
任
何
事

的
詳
情
都
要
說
給
你
們
聽
。

4	

此こ
の

処
と
こ
ろ

大や
ま
と和
の
ぢ
ば
の
神か

み
が
た館
と
　

	

言ゆ

う
て
い
れ
ど
も
元も

と
は
知し

ろ
ま
い

這
大
和
地
區
的
原
地
，
是
神
鎮
座
之

處
。
但
即
使
這
麼
說
，
元
始
之
事
卻
沒

有
人
知
道
。

遍
觀
古
今
全
世
界	

無
人
瞭
解
神
心
懷

神
意
從
來
未
講
解	

世
人
不
知
本
難
怪

而
今
神
顯
人
世
間	

神
意
詳
盡
講
出
來

大
和
原
地
是
神
館	

世
人
不
知
其
根
源
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5	
此こ

の

元も
と

を
詳く

わ
し
く
聞き

い
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

如い
か何
な
者も

の
で
も
皆み

な

恋こ
い
し
成な

る

仔
細
聽
了
這
元
始
之
事
以
後
，
不
管

任
何
人
都
會
心
生
懷
慕
之
情
。

6	

聞き

き
た
く
ば
尋た

ず
ね
来く

る
な
ら
言ゆ

て
聞き

か
そ
　

	

万
よ
ろ
ず

委い
さ
い細

の
元も

と
の
因い

ん
ね
ん縁

想
聽
的
話
就
到
這
裡
來
尋
訪
，
元
始

因
緣
的
一
切
詳
情
都
會
說
給
你
們
聽
。

7	

神か
み

が
出で

て
何な

に
か
委い

さ
い細

を
説と

く
な
ら
ば
　

	

世せ
か
い界
一い

ち
れ
つ列
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
る

神
來
到
人
世
間
，
將
所
有
詳
情
都
說

出
來
，
世
人
的
心
將
因
此
而
踴
躍
。

8	

一い
ち
れ
つ列

に
早は

や
く
救た

す
け
を
急い

そ
ぐ
か
ら
　

	

世せ
か
い界

の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

め
掛か

か
り
て

只
因
急
切
地
想
早
日
拯
救
世
人
，
要

使
世
界
人
心
都
踴
躍
起
來
。

如
果
詳
聞
此
原
因	

無
人
不
生
懷
慕
心

若
想
知
悉
來
問
詢	

詳
告
創
世
萬
般
情

神
顯
人
間
講
實
情	

人
心
踴
躍
皆
歡
欣

神
因
切
望
速
拯
救	

使
人
踴
躍
去
遵
行

第
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9	

段だ
ん
だ
ん々

と
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

ん
で
来く

る
な
ら
ば
　

	

世せ
か
い界
世よ

の
中な

か

処
と
こ
ろ

繁は
ん
じ
ょ
う盛	

世
人
的
內
心
漸
漸
踴
躍
起
來
的
話
，

世
界
各
個
地
方
也
將
會
繁
盛
興
隆
。

10	

此こ
の

先さ
き
は
神か

ぐ
ら楽
勤づ

と
め
の
手て

を
付つ

け
て
　

	

皆
み
ん
な

揃そ
ろ
うて

勤つ
と

め
待ま

つ
也な

り	

今
後
將
教
導
神
樂
聖
舞
，
等
待
人
手

齊
聚
奉
行
。

11	

皆み
な

揃そ
ろ

て
早は

や
く
勤つ

と
め
を
す
る
な
ら
ば
　

	

側そ
ば
が
勇い

さ
め
ば
神か

み
も
勇い

さ
む
る	

眾
人
齊
聚
早
日
奉
行
聖
舞
，
當
身
旁

的
人
踴
躍
起
來
，
神
也
會
跟
著
踴
躍
。

12
一い

ち
れ
つ列
に
神か

み
の
心

こ
こ
ろが
い
ず
む
な
ら
　

	

物も
の

の
立り

ゅ
う
け毛

が
皆み

な
い
ず
む
也な

り

神
的
心
若
是
對
所
有
事
情
都
感
到
沮

喪
的
話
，
作
物
的
生
長
也
都
會
萎
靡
不

振
呀
！

人
心
如
能
漸
騰
踴	

世
界
各
地
皆
繁
榮

以
後
教
傳
神
樂
舞	

深
望
一
致
齊
奉
行

舞
人
聚
齊
速
行
舞	

眾
人
踴
躍
神
悅
目

萬
事
神
意
若
消
沈	

一
切
作
物
難
收
成

第
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13	
立り

ゅ
う
け
い毛

の
い
ず
む
心

こ
こ
ろは

気き

の
毒ど

く

哉や

　

	

い
ず
ま
ん
様よ

う
と
早は

や
く
勇い

さ
め
よ

這
樣
的
心
念
使
得
作
物
歉
收
，
真
是

可
憐
呀
。
欲
讓
作
物
好
好
生
長
，
就
早

點
踴
躍
起
來
吧
！

14	

立り
ゅ
う
け
い毛

が
勇
み
出で

る
様よ

と
思お

も
う
な
ら
　

	

神か
ぐ
ら楽

勤づ
と

め
や
手て

お
ど踊

り
を
せ
よ

希
望
作
物
能
好
好
生
長
的
話
，
就
去

奉
行
神
樂
聖
舞
、
手
舞
。

15	

此こ
の

度た
び

は
早は

や
く
手て

お
ど踊

り
始は

じ
め
掛か

け
　

	

此こ
れ
が
合あ

い
ず図
の
不ふ

し
ぎ思議
な
る
ぞ
哉や

這
一
次
，
儘
早
開
始
奉
行
手
舞
，
這

就
是
徵
兆
的
不
可
思
議
之
處
呀
。

16	

此こ
の

合あ
い
ず図

不ふ
し
ぎ思議

と
言ゆ

う
て
見み

え
て
無な

い
　

	

其そ
の

日ひ

来き

た
れ
ば
確た

し
か
分わ

か
る
ぞ

這
個
徵
兆
，
說
它
不
可
思
議
卻
還
沒

出
現
，
但
等
日
子
來
臨
時
便
會
明
白
。

五
穀
歉
收
神
憐
人	

應
速
踴
躍
免
歉
稔

如
欲
五
穀
得
豐
收	

當
行
神
樂
及
手
舞

今
速
開
始
行
手
舞	

應
此
神
賜
奇
異
福

奇
異
並
非
即
時
顯	

時
至
顯
現
確
可
見

第
一
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17	

其そ
の

日ひ

来き

て
何な

に
か
分わ

か
り
が
付つ

い
た
な
ら
　

	

如い
か何
な
者も

の
で
も
皆み

な
が
感か

ん
し
ん心

當
那
日
子
到
來
，
人
們
了
解
了
以
後
，

無
論
是
誰
都
會
感
到
欽
佩
。

18	

見み

え
て
か
ら
説と

い
て
掛か

か
る
は
世せ

か
い界
並な

み
　

	

見み

え
ん
先さ

き
か
ら
説と

い
て
置お

く
ぞ
哉や

出
現
了
之
後
才
說
，
就
跟
世
俗
沒
有

兩
樣
。
是
把
還
沒
出
現
的
事
情
先
說
出

來
的
呀
。

19	

此こ
の

先さ
き

は
上か

み
た
る
心

こ
こ
ろ

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
和わ

ぼ
く睦
な
る
様よ

う

今
後
，
上
位
者
的
心
漸
漸
地
沉
靜
，

變
得
和
睦
起
來
。

20	

此こ
の

和わ
ぼ
く睦
難

む
ず
か

し
様よ

う
に
あ
る
け
れ
ど
　

	

段だ
ん
だ
ん々

神か
み

が
守し

ゅ
ご
う護

す
る
也な

り

和
睦
看
似
困
難
，
但
神
會
漸
漸
賜
予

祐
護
。

時
至
奇
顯
如
了
然	

無
論
何
人
皆
感
嘆

事
顯
之
後
人
方
語	

事
顯
之
前
神
已
諭

今
後
身
為
權
貴
者	

應
漸
心
靜
互
融
和

看
此
和
睦
似
困
難	

神
漸
賜
祐
使
實
現

第
一
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21	
此こ

の

世よ
う

は
理り

い
で
迫せ

め
た
る
世せ

か
い界

也な
り

　

	

何な
に
か
万

よ
ろ
ずを
歌う

た
の
理り

で
迫せ

め

這
世
界
是
用
理
來
教
導
的
世
界
，
任

何
事
情
都
用
歌
之
理
來
教
導
。

22	

迫せ

め
る
と
て
手て

差ざ

し
す
る
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

口く
ち

で
も
言ゆ

わ
ん
筆ふ

で
さ
き先

の
迫せ

め	

這
個
教
導
，
既
不
是
要
出
手
也
不
是

用
嘴
巴
說
，
而
是
用
筆
的
先
端
來
教
導
。

23	

何な
に

も
彼か

も
違ち

が
わ
ん
事こ

と
は
良よ

け
れ
ど
も
　

	

違ち
が
い
有あ

る
な
ら
歌う

た
で
知し

ら
す
る	

無
論
任
何
事
情
，
沒
出
錯
的
話
當
然

很
好
，
如
果
有
錯
誤
的
話
就
用
歌
來
告

知
。

24	

知し

ら
し
た
ら
現

あ
ら
われ

出で

る
は
気き

の
毒ど

く

哉や

　

	

如い
か何

な
病

や
ま
いも

心
こ
こ
ろか

ら
と
て

告
知
之
後
便
顯
現
了
出
來
，
真
是
可

憐
啊
…
任
何
的
疾
病
都
是
由
於
內
心
所

引
起
的
。

此
世
規
戒
依
真
理	

萬
般
規
戒
以
歌
諭

雖
云
規
戒
非
動
手	

只
以
筆
諫
不
用
口

萬
事
最
好
無
過
失	

若
有
過
失
用
歌
示

神
示
病
顯
雖
憐
憫	

任
何
疾
病
出
自
心

第
一
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25	

病や
ま
いと

て
世せ

か
い界

並な
み

で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

神か
み
の
立り

っ
ぷ
く腹
今い

ま
ぞ
現

あ
ら
わす	

雖
然
是
生
病
，
但
與
世
界
上
一
般
的

生
病
不
同
。
是
神
在
生
氣
，
只
是
到
現

在
才
表
現
出
來
。

26	

今い
ま
ま
で迄
も
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

聞き

か
ん
か
ら
　

	

是ぜ
ひ非

な
く
思お

も
て
現

あ
ら
わわ

し
た
也な

り

因
為
你
們
到
現
在
都
不
肯
聽
從
神
言
，

實
在
沒
有
辦
法
，
所
以
疾
病
才
會
顯
現

出
來
。

27	

此こ
ら

程ほ
ど

の
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念

出で

て
る
か
ら
　

	

医い
し
ゃ者
も
薬

く
す
りも
此こ

れ
は
適か

な
わ
ん 	

神
的
遺
憾
已
經
這
樣
子
顯
現
出
來
了
，

不
管
醫
生
還
是
藥
物
都
不
能
與
它
抗

衡
。

28	

此こ
れ
ば
か
り
人ひ

と
な
み並
や
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

何な
ん

で
も
此こ

れ
は
歌う

た
で
迫せ

め
切き

る

千
萬
不
要
只
把
它
當
成
一
般
的
事
情

哦
，
任
何
事
情
都
要
用
歌
來
教
導
。

此
疾
絕
非
普
通
病	

今
因
神
怒
而
使
生

至
今
不
聽
神
所
言	

無
奈
方
使
顯
外
面

既
因
神
憾
使
病
生	

決
非
醫
藥
能
治
症

莫
認
此
疾
是
常
病	

必
定
以
歌
來
促
省

第
一
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29	
此こ

の

度た
び

は
屋や

し
き敷

の
掃そ

う
じ除

す
き
や
か
に
　

	

仕し
た立
て
て
見み

せ
る
此こ

れ
を
見み

て
く
れ	

這
一
次
要
把
宅
院
徹
底
清
掃
乾
淨
。

看
著
，
清
掃
的
方
法
會
讓
你
們
看
。

30	

掃そ
う
じ除

さ
い
す
き
や
か
し
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

知し

り
て
話は

な
し
て
話

は
な
しす

る
也な

り

如
果
徹
底
清
掃
乾
淨
，
知
道
方
法
了

以
後
，
就
可
以
到
處
去
宣
揚
。

31	

此こ
れ

迄ま
で

の
残ざ

ん
ね
ん念

な
る
は
何な

に
の
事こ

と
　

	

足あ
し
の
跛

ち
ん
ばが
一い

ち
の
残ざ

ん
ね
ん念

直
到
現
在
，
究
竟
是
什
麼
事
情
感
到

遺
憾
呢
？
最
遺
憾
的
事
就
是
跛
腳
的
事

情
。

32	

此こ
の

足あ
し

は
病

や
ま
いと

言ゆ

う
て
い
る
け
れ
ど
　

	

病や
ま
いで

は
無な

い
神か

み
の
立り

っ
ぷ
く腹

這
跛
腳
的
事
情
雖
然
說
是
疾
病
，
但

其
實
不
是
病
，
是
神
在
生
氣
。

今
欲
清
掃
宅
院
事	

此
次
安
排
可
見
實

宅
院
如
能
掃
清
時	

神
意
自
然
可
傳
知

至
今
何
事
最
遺
憾	

當
然
要
屬
足
跛
蹇

雖
言
足
跛
是
疾
苦	

此
疾
非
病
乃
神
怒

第
一
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33	

立り
っ
ぷ
く腹

も
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

積つ
も
り
重か

さ
な
り
故ゆ

え
の
事こ

と

也な
り

不
要
小
看
生
氣
這
件
事
，
這
是
經
過

不
斷
累
積
的
緣
故
呀
。

34	

立り
っ
ぷ
く腹
も
何な

に

故ゆ
え
な
る
と
言ゆ

う
な
ら
ば
　

	

悪あ
く
じ事

が
退の

か
ん
故ゆ

え
の
事こ

と

也な
り

說
到
為
何
會
生
氣
，
因
為
壞
事
情
還

沒
有
結
束
啊
。

35	

此こ
の

悪あ
く
じ事

す
き
や
か
退の

け
ん
事こ

と
に
て
は
　

	

普ふ
し
ん請
の
邪じ

ゃ
ま魔
に
成な

る
と
こ
そ
知し

れ

要
知
道
！
壞
事
情
沒
有
徹
底
消
除
的

話
，
會
阻
礙
建
設
的
進
行
。

36	

此こ
の

悪あ
く
じ事
何な

ん
ぼ
し
ぶ
と
い
物も

の
や
と
て
　

	

神か
み

が
迫せ

め
切き

り
退の

け
て
見み

せ
る
で

要
給
你
們
看
，
這
壞
事
情
無
論
多
麼

地
頑
強
，
經
神
勸
告
之
後
便
會
消
失
。

神
怒
非
因
小
事
生	

乃
因
日
久
所
積
成

若
問
神
怒
何
以
生	

惡
事
不
除
久
積
成

若
不
清
除
此
惡
事	

妨
礙
建
設
汝
須
知

不
管
惡
事
多
頑
固	

神
定
促
省
使
清
除

第
一
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37	
此こ

の

悪あ
く
じ事

す
き
や
か
退の

け
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

足あ
し
の
跛

ち
ん
ばも
す
き
や
か
と
成な

る

這
壞
事
情
若
能
徹
底
消
除
的
話
，
跛

腳
也
會
馬
上
痊
癒
。

38	

足あ
し

さ
い
か
す
き
や
か
治な

お
り
し
た
な
ら
ば
　

	

後あ
と

は
普ふ

し
ん請

の
模も

よ
う様

ば
か
り
を	

腳
痊
癒
之
後
，
接
下
來
的
就
是
建
設

的
準
備
工
作
。

39	

一ち
ょ
と寸

話
は
な
し

正し
ょ
う
が
つ月

三み
そ
か十日

と
日ひ

を
切き

り
て
　

	

送お
く
る
も
神か

み
の
心

こ
こ
ろか
ら
と
て

說
一
件
事
情
：
在
一
月
三
十
日
這
個

期
限
，
會
把
人
送
走
也
是
依
據
神
意
。

40	

側そ
ば

な
者も

の

何な
に
ご
と事

す
る
と
思お

も
え
ど
も
　

	

先さ
き

な
る
事こ

と
を
知し

ら
ん
故ゆ

え

也な
り

身
旁
的
人
在
想
，
這
究
竟
是
怎
麼
一

回
事
呢
？ 

因
為
還
不
知
道
接
下
來
要

發
生
的
事
情
呀
。

若
能
清
除
此
惡
事	

足
跛
廢
疾
可
全
治

足
跛
廢
疾
痊
癒
時	

只
待
準
備
建
設
事

限
於
正
月
三
十
日	

送
伊
還
家
是
神
意

近
人
不
解
是
何
意	

乃
因
後
事
人
不
知

第
一
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41	

其そ
の

日ひ

来き

て
見み

え
た
る
な
ら
ば
側そ

ば
な
者も

の
　

	

神か
み
の
言ゆ

う
事こ

と

何な
に
も
違ち

が
わ
ん

當
那
天
來
臨
、
看
見
了
以
後
，
身
邊

的
人
才
會
明
白
，
神
說
的
事
情
絲
毫
不

會
出
錯
。

42	

今い
ま
ま
で迄
は
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

疑う
た
ごう
て
　

	

何な
に

も
嘘う

そ
や
と
言ゆ

う
て
い
た
也な

り

你
們
直
到
現
在
都
還
懷
疑
神
所
言
之

事
，
說
任
何
事
都
是
謊
言
。

43	

此こ
の

世よ
う

を
始は

じ
め
た
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と
に
　

	

千せ
ん
に
一ひ

と
つ
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

創
造
這
世
界
的
神
所
說
的
事
情
，
一

千
件
裡
一
件
也
不
會
出
錯
。

44	

段だ
ん
だ
ん々
と
見み

え
て
来き

た
な
ら
得と

く
し
ん心
せ
　

	

如い
か何

な
心

こ
こ
ろも

皆み
な

現
あ
ら
わ

れ
る	

漸
漸
出
現
了
之
後
就
能
夠
領
會
，
屆

時
不
論
怎
麼
樣
的
心
性
都
會
顯
現
出

來
。

時
至
事
顯
近
人
前	

方
知
神
講
皆
真
言

至
今
懷
疑
神
所
講	

以
為
萬
事
皆
是
謊

創
世
元
神
所
述
說	

千
言
之
中
無
一
錯

神
意
漸
顯
須
瞭
然	

任
何
心
思
無
不
顯

第
一
號 
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45	
万よ

ろ
ず
よ代

の
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
見み

わ
た渡

せ
ば
　

	

道み
ち
の
次し

だ
い第
も
色い

ろ
い
ろ々
に
有あ

る

放
眼
望
去
，
從
古
至
今
，
這
世
界
上

有
各
種
不
同
的
道
路
。

46	

此こ
の

先さ
き

は
道み

ち
に
例た

と
え
て
話

は
な
しす

る
　

	

何ど
こ処

の
事こ

と
と
も
更さ

ら
に
言ゆ

わ
ん
で

現
在
要
用
道
路
來
做
比
喻
，
但
不
會

特
別
說
是
哪
個
地
方
的
事
情
。

47	

山や
ま
さ
か坂

や
茨

い
ば
ら
ぐ
ろ
う畔

も
崖が

け
み
ち道

も
　

	

剣つ
る
ぎの
中な

か
も
通と

お
り
抜ぬ

け
た
ら

山
坡
、
荊
棘
滿
佈
的
山
間
小
徑
、
或

是
崖
邊
小
徑
，
還
是
劍
林
之
中
…
穿
越

過
這
些
地
方
，

48	

未ま

だ
見み

え
る
火ひ

の
中な

か
も
あ
り
淵ふ

ち

中な
か

も
　

	

其そ
れ

を
越こ

し
た
ら
細ほ

そ
い
道み

ち

有あ

り	

然
後
再
穿
越
眼
前
的
火
海
及
深
淵
，

在
那
之
後
會
出
現
一
條
小
徑
。

觀
遍
古
今
世
界
中	

人
生
途
徑
各
不
同

今
後
以
路
做
比
喻	

不
言
出
自
何
處
事

山
坡
棘
地
或
崖
道	

即
是
劍
林
亦
穿
過

雖
有
深
淵
及
火
坑	

越
過
必
能
遇
小
徑

第
一
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49	

細ほ
そ
み
ち道

を
段だ

ん
だ
ん々

越こ

せ
ば
大お

お
み
ち道

哉や

　

	

此こ
れ
が
確た

し
か
な
本ほ

ん
み
ち道
で
あ
る

小
徑
穿
過
之
後
會
漸
漸
成
為
大
道
，

這
便
是
真
正
的
大
道
。

50	

此こ
の

話
は
な
し

他ほ
か
の
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

神か
み

一い
ち
じ
ょ
う

条
で
此こ

れ

我わ

が
事こ

と

這
些
話
不
是
在
說
別
的
事
，
全
心
為

神
付
出
是
我
的
事
情
。

51	

今い
ま
ま
で迄

は
内う

ち
な
る
事こ

と
を
ば
か
り
也な

り
　

	

も
う
此こ

れ
か
ら
は
文も

ん
く句
変か

わ
る
ぞ

到
現
在
為
止
說
的
都
是
家
裡
面
的
事

情
，
現
在
起
要
改
變
話
題
了
。

52	

万よ
ろ
ず
よ代
に
世せ

か
い界
の
処

と
こ
ろ

見み
わ
た渡
せ
ど
　

	

悪あ

し
き
の
者も

の
は
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

看
遍
古
今
世
界
各
個
地
方
，
沒
有
任

何
一
個
人
是
邪
惡
的
。

小
徑
漸
過
大
道
顯	

此
乃
確
為
正
道
焉

此
言
並
非
指
他
人	

信
神
至
上
汝
自
身

至
今
只
述
家
中
事	

此
後
話
題
將
轉
之

遍
觀
古
今
世
界
中	

並
無
天
生
是
惡
人

第
一
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53	
一い

ち
れ
つ列

に
悪あ

し
き
と
言ゆ

う
て
無な

い
け
れ
ど
　

	

一ち
ょ
と寸
の
埃

ほ
こ
りが
付つ

い
た
故ゆ

え

也な
り

世
人
之
中
沒
有
人
是
邪
惡
的
，
只
不

過
是
內
心
沾
到
一
點
灰
塵
罷
了
。

54	

此こ
の

先さ
き

は
心

こ
こ
ろ

静し
ず

め
て
思し

や
ん案

せ
よ
　

	

後あ
と

で
後こ

う
か
い悔

無な

き
様よ

う
に
せ
よ

今
後
的
事
靜
下
心
來
好
好
思
考
，
不

要
之
後
才
來
後
悔
。

55	

今い
ま
ま
で迄

は
長な

が
い
道

ど
う
ち
ゅ
う中

道み
ち

す
が
ら
　

	

余よ
ほ
ど程
退た

い
く
つ屈
し
た
で
あ
ろ
う
な

至
今
漫
長
的
道
路
上
，
有
的
人
已
經

感
到
相
當
厭
煩
了
吧
。

56	

此こ
の
た
び度

は
も
う
確た

し
か
な
る
参ま

い
り
処し

ょ
　

	

見み

え
て
来き

た
ぞ
え
得と

く
し
ん心

を
せ
よ

這
次
供
人
參
拜
的
地
方
確
實
已
出
現

了
，
好
好
去
領
會
吧
。

世
人
本
來
無
邪
惡	

乃
因
心
上
生
薄
塵

今
後
靜
心
細
思
考	

切
莫
事
後
生
悔
懊

迄
今
旅
途
長
無
靠	

必
定
感
到
極
枯
燥

今
已
確
建
參
拜
所	

誠
心
信
仰
莫
疑
惑

第
一
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57	

此こ
れ

か
ら
は
長な

が
い
道

ど
う
ち
ゅ
う中

道み
ち

す
が
ら
　

	

説と

い
て
聞き

か
す
る
篤と

く
と
思し

や
ん案
を

今
後
要
將
創
世
以
來
漫
長
道
路
上
的

事
情
說
給
你
們
聽
，
要
仔
細
地
去
思
索
。

58	

此こ
の

先さ
き
は
内う

ち
を
治お

さ
め
る
模も

よ
う様
立だ

て
　

	

神か
み

の
方ほ

う
に
は
心

こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

む

現
在
起
要
著
手
平
定
宅
院
裡
的
事
情
。

神
心
對
此
感
到
很
著
急
。

59	

段だ
ん
だ
ん々

と
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

聞き

い
て
く
れ
　

	

悪あ

し
き
の
事こ

と
は
更さ

ら
に
言ゆ

わ
ん
で

神
說
的
事
情
請
一
點
一
點
聽
進
去
，

邪
惡
的
事
情
絕
對
不
會
說
。

60	

此こ
の

子こ
ど
も供
二に

ね
ん年
三さ

ん
ね
ん年
仕し

こ込
も
う
と
　

	

言ゆ

う
て
い
れ
ど
も
神か

み
の
手て

離ば
な

れ

雖
然
說
要
照
顧
這
孩
子
兩
到
三
年
，

但
神
卻
不
再
賜
祐
了
。

今
後
詳
述
長
途
程	

細
思
當
悟
創
世
情

今
後
準
備
治
家
事	

神
心
只
是
急
待
此

逐
漸
靜
心
聽
神
言	

邪
惡
妄
謬
決
不
談

此
女
欲
養
二
三
年	

無
有
神
祐
得
歸
天

第
一
號 
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61	
思し

や
ん案

せ
よ
親お

や
が
如い

か何
程ほ

ど

思お
も

う
て
も
　

	

神か
み
の
手て

ば
な離
れ
此こ

れ
は
適か

な
わ
ん

好
好
想
一
想
吧
，
不
論
父
母
親
如
何

疼
愛
子
女
，
一
旦
神
不
再
賜
祐
的
話
任

誰
也
無
能
為
力
。

62	

此こ
の

世よ
う

は
悪あ

く
じ事

混ま

じ
り
で
あ
る
か
ら
に
　

	

因い
ん
ね
ん縁

付つ

け
る
事こ

と
は
い
か
ん
で 

這
個
世
界
混
雜
著
邪
惡
的
事
情
，
不

要
去
靠
近
這
些
因
緣
。

63	

我わ
が
み身

に
は
も
う
五ご

じ
ゅ
う十

や
と
思お

も
え
ど
も
　

	

神か
み
の
目め

え
に
は
未ま

だ
先さ

き
が
有あ

る

雖
然
想
著
「
我
已
經
要
五
十
歲
了
」，

但
在
神
眼
裡
，
未
來
的
日
子
還
很
長
。

64	

今こ
と
し年

よ
り
六

ろ
く
じ
ゅ
う
ね
ん

十
年
は
確

し
っ
かり

と
　

	

神か
み

の
方ほ

う
に
は
確し

か
と
請う

け
合や

う

今
年
之
後
肯
定
還
有
六
十
年
，
神
為

此
確
實
地
作
保
證
。

父
母
盼
女
能
延
年	

神
不
賜
祐
亦
枉
然

此
世
邪
惡
易
沾
染	

千
萬
莫
結
惡
因
緣

自
認
五
十
力
已
衰	

由
神
觀
之
有
將
來

自
今
尚
有
六
十
年	

有
神
作
主
心
可
安

第
一
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65	

此こ
れ

か
ら
は
心

こ
こ
ろ

確し
っ
かり

入い

れ
替か

え
よ
　

	

悪あ
く
じ事
払は

ろ
う
て
若わ

か
き
女

に
ょ
う
ぼ
う房

今
後
好
好
地
把
心
念
改
換
過
來
，
掃

除
掉
邪
惡
的
事
情
，
去
迎
娶
年
輕
的
太

太
。

66	

此こ
れ
と
て
も
難

む
ず
かし
様よ

う
に
あ
る
け
れ
ど
　

	

神か
み

が
出で

た
な
ら
貰も

ろ
て
来く

る
ぞ
哉や

這
件
事
雖
然
看
起
來
不
容
易
，
但
由

神
出
面
的
話
就
能
達
成
呀
。

67	

日に
ち
に
ち々

に
心

こ
こ
ろ

尽つ
く

し
た
其そ

の

上う
え

は
　

	

後あ
と
の
支し

は
い配
を
万

よ
ろ
ず

任ま
か
せ
る

你
每
天
為
神
務
盡
心
盡
力
，
之
後
任

何
事
都
由
你
來
掌
管
。

68	

五ご
に
ん人
有あ

る
中な

か
の
二に

に
ん人
は
内う

ち
に
置お

け
　

	

後あ
と

三さ
ん
に
ん人

は
神か

み
の
引ひ

き
受う

け

五
人
裡
面
，
兩
個
人
留
在
家
裡
，
另

外
三
人
由
神
來
安
排
。

今
後
確
須
改
心
意	

除
掉
惡
緣
迎
少
妻

或
許
認
為
此
事
難	

神
若
親
臨
事
成
全

日
日
竭
誠
行
神
事	

其
他
一
切
汝
主
持

五
人
之
中
家
留
雙	

其
餘
三
人
為
神
忙

第
一
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69	
万よ

ろ
ず
よ代

の
世せ

か
い界

の
事こ

と
を
見み

は晴
ら
し
て
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
思し

や
ん案
し
て
み
よ	

放
眼
望
去
從
古
至
今
世
界
上
的
事
情
，

把
心
靜
下
來
去
想
一
想
吧
。

70	

今い
ま
ま
で迄

も
神か

み
の
世せ

か
い界

で
あ
る
け
れ
ど
　

	

仲な
か
だ
ち立

す
る
は
今い

ま
が
初は

じ
め
哉や

這
世
界
雖
然
至
今
一
直
由
神
來
支
配
，

但
由
神
來
作
媒
這
可
是
第
一
次
呀
。

71	

此こ
れ

か
ら
は
世せ

か
い界

の
人ひ

と
は
可お

か笑
し
が
る
　

	

何な
ん
ぼ
笑わ

ろ
て
も
此こ

れ
が
第だ

い
い
ち一

今
後
世
人
們
會
覺
得
很
奇
怪
，
但
不

管
他
們
怎
麼
笑
，
這
件
事
情
都
是
最
重

要
的
。

72	

世せ
か
い界

に
は
何な

に
ご
と事

す
る
と
言ゆ

う
で
あ
ろ
　

	

人ひ
と

の
笑わ

ら
い
を
神か

み
が
楽た

の
し
む

世
人
大
概
會
說
：
這
是
怎
麼
一
回
事

啊
？
他
們
雖
在
嘲
笑
，
神
卻
因
此
感
到

高
興
啊
。

遍
觀
世
界
萬
般
事	

靜
下
心
來
細
沉
思

至
今
神
曾
創
人
世	

為
人
作
媒
是
初
次

此
後
世
人
或
譏
嘲	

姻
緣
大
事
豈
怕
笑

世
人
對
此
或
戲
謔	

神
對
嘲
笑
卻
心
悅

第
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73	

銘め
え
め
え々

の
思お

も
う
心

こ
こ
ろは

い
か
ん
で
な
　

	

神か
み
の
心

こ
こ
ろは
皆み

な

違ち
が
う
で
な

只
想
著
自
己
的
事
，
這
樣
的
心
念
是

不
好
的
。
神
的
心
與
所
有
人
的
心
都
不

同
。

74	

前ぜ
ん
し
ょ
う
生
の
因い

ん
ね
ん縁
寄よ

せ
て
守し

ゅ
ご
う護
す
る
　

	

此こ
れ

は
末ま

つ
だ
い代

確し
か

と
治お

さ
ま
る

牽
起
前
世
的
因
緣
賜
予
祐
護
，
這
祐

護
必
將
世
世
代
代
留
傳
下
去
。

世
人
不
可
錯
思
念	

神
心
與
人
不
一
般

前
世
因
緣
神
撮
合	

賜
祐
永
保
如
琴
瑟

第
一
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九
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治
二
年
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七
十
二
歲
老
嫗





1	

此こ
れ

か
ら
は
往お

う
か
ん
み
ち

還
道
を
付つ

け
掛か

け
る
　

	

世せ
か
い界
の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

勇い
さ
め
る
で

今
後
要
開
闢
一
條
康
莊
大
道
，
世
人

的
心
都
會
躍
踴
起
來
。

2	

上か
み
た
る
は
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
ん
で
来く

る
程ほ

ど
に
　

	

何な
ん
ど
き時

に
来く

る
刻こ

く
げ
ん限

が
来き

た	

上
位
者
的
心
也
將
要
躍
踴
起
來
。
會

在
什
麼
時
候
呢
？
時
限
已
經
來
臨
了
。

3	

茶ち
ゃ

摘つ

ん
で
後あ

と

刈か

り
取と

り
て
し
も
た
な
ら
　

	

後あ
と
い
出で

る
の
は
陽よ

う
き気
勤づ

と
め
哉や

茶
葉
摘
完
、
收
割
完
後
，
緊
接
著
而

來
的
就
是
康
樂
聖
舞
呀
。

4	

此こ
の

勤つ
と
め
何ど

こ処
か
ら
来く

る
と
思お

も
う
か
な
　

	

上か
み

た
る
処

と
こ
ろ

勇い
さ

み
来く

る
ぞ
哉や

這
聖
舞
你
們
想
是
從
何
而
來
？
是
要

讓
處
在
上
位
的
人
也
踴
躍
起
來
呀
。

今
後
康
莊
路
將
開	

使
人
踴
躍
皆
稱
快

即
使
權
貴
心
亦
快	

此
事
時
機
已
到
來

採
茶
完
畢
整
茶
樹	

此
後
該
行
康
樂
舞

可
知
此
舞
何
所
來	

權
貴
見
此
亦
心
快

第
二
號 
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5	
段だ

ん
だ
ん々

と
神か

み
の
守し

ゅ
ご
う護

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

珍め
ず
らし
事こ

と
を
皆み

な

仕し
か掛
け
る
で

神
的
祐
護
會
漸
漸
顯
現
出
來
，
所
有

珍
奇
之
事
都
要
去
著
手
。

6	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
を
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

は
何な

ん
と
思お

も
て
る

神
的
心
每
日
都
感
到
著
急
，
對
此
世

人
是
怎
麼
想
的
呢
？

7	

何な
に

に
て
も
病

や
ま
い

痛い
た

み
は
更さ

ら
に
無な

し
　

	

神か
み
の
急せ

き
込こ

み
手て

び引
き
な
る
ぞ
哉や	

什
麼
樣
的
病
或
痛
其
實
都
不
存
在
，

是
神
急
著
要
指
引
你
們
呀
。

8	

急せ

き
込こ

み
も
何な

に

故ゆ
え

な
る
と
言ゆ

う
な
ら
ば
　

	

勤つ
と

め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う衆

欲ほ

し
い
事こ

と
か
ら

話
說
為
什
麼
要
著
急
，
是
因
為
需
要

奉
行
聖
舞
人
員
。

靈
妙
祐
護
珍
奇
事	

神
漸
顯
示
眾
人
知

日
日
神
心
何
所
急	

汝
等
可
知
神
何
意

並
無
任
何
病
與
苦	

只
有
神
引
與
神
促

若
問
神
促
是
何
因	

欲
速
集
聚
聖
舞
人

第
二
號 
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9	

此こ
の

勤つ
と

め
何な

ん
の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

万
よ
ろ
ず

救た
す
け
の
模も

よ
う様
ば
か
り
を	

這
聖
舞
你
們
認
為
是
什
麼
呢
？
是
要

為
萬
般
拯
救
作
準
備
。

10	

此こ
の

救た
す
け
今い

ま
ば
か
り
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

此こ
れ

末ま
つ
だ
い代

の
口こ

う
き記

な
る
ぞ
哉や	

這
拯
救
不
要
以
為
只
是
現
在
而
已
，

是
要
成
為
世
世
代
代
永
留
傳
的
口
記

呀
。

11	

一ち
ょ
と寸

話
は
な
し

逆の
ぼ上

せ
か
ん
て
き
言ゆ

う
て
い
る
　

	

病や
ま
いで
は
無な

い
神か

み
の
急せ

き
込こ

み

說
一
件
事
情
：
一
時
的
興
奮
或
是
易

怒
，
這
些
都
不
是
生
病
，
是
神
在
焦
慮
。

12	

段だ
ん
だ
ん々
と
真し

ん
じ
つ実
神か

み
の
一

い
ち
じ
ょ
う
条
を
　

	

説と

い
て
聞き

か
せ
ど
未ま

だ
分わ

か
り
無な

い

一
點
一
點
把
如
何
全
心
為
神
付
出
的

真
實
道
理
說
給
你
們
聽
，
但
你
們
還
是

不
明
白
。

聖
舞
為
何
汝
可
知	

萬
般
拯
救
準
備
事

拯
救
非
只
今
日
事	

傳
以
口
記
永
無
止

世
人
以
為
是
狂
癡	

並
非
疾
病
神
促
使

真
實
神
意
雖
漸
述	

世
人
依
然
不
瞭
悟

第
二
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13	
早は

や
ば
や々

と
表

お
も
て

出で

よ
う
と
思お

も
え
ど
も
　

	

道み
ち
が
無の

う
て
は
出で

る
に
出で

ら
れ
ん

雖
然
早
就
想
要
出
現
到
人
世
間
來
，

但
因
為
沒
有
途
徑
，
想
來
也
沒
有
辦
法

來
。

14	

此こ
の

道み
ち

を
早は

や
く
付つ

け
よ
と
思お

も
え
ど
も
　

	

他ほ
か

な
る
処と

こ
で
付つ

け
る
処と

こ

無な

し

早
就
想
開
闢
這
條
道
路
，
但
除
此
地

之
外
沒
有
其
他
地
方
能
夠
開
闢
。

15	

此こ
の

道み
ち

を
真し

ん
じ
つ実

思お
も

う
事こ

と
な
ら
ば
　

	

胸む
ね
の
内う

ち
よ
り
万

よ
ろ
ず

思し
や
ん案
せ

如
果
相
信
這
是
一
條
真
實
之
道
的
話
，

就
用
自
己
的
內
心
去
思
考
一
切
吧
。

16	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

神か
み

の
打う

ち
分わ

け
場ば

し
ょ所

急せ

き
込こ

む

說
這
些
話
，
你
們
想
是
什
麼
意
思
呢
？

神
急
著
要
建
造
傳
達
神
意
的
場
所
。

早
欲
顯
示
人
世
間	

無
道
可
出
亦
徒
然

神
本
早
想
創
此
道	

除
此
以
外
無
處
找

若
欲
真
誠
為
此
道	

只
須
靜
心
去
思
考

所
述
神
言
可
領
悟	

急
設
傳
達
神
意
處

第
二
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17	

此こ
の

道み
ち

が
一ち

ょ
と寸

見み

え
掛か

け
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

世せ
か
い界
の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

勇い
さ
み
出で

る

如
果
能
看
出
一
點
路
的
樣
子
來
的
話
，

世
人
的
心
也
就
會
踴
躍
起
來
。

18	

何な
に
に
て
も
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

確し
か
と
聞き

け
　

	

屋や
し
き敷

の
掃そ

う
じ除

出で
け来

た
事こ

と
な
ら

不
論
神
說
什
麼
事
情
都
要
確
實
地
聽

好
，
當
宅
院
都
清
掃
乾
淨
之
後
…

19	

も
う
見み

え
る
横よ

こ
め目

振ふ

る
間ま

も
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

夢ゆ
め

見み

た
様よ

う
に
埃

ほ
こ
り

散ち

る
ぞ
哉や

日
子
就
要
來
臨
了
，
在
左
顧
右
盼
都

來
不
及
時
，
如
作
夢
般
，
灰
塵
就
消
失

不
見
了
。

20	

此こ
の

埃
ほ
こ
り

す
き
や
か
払は

ろ
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

後あ
と

は
万

よ
ろ
ず

の
救た

す
け
一

い
ち
じ
ょ
う条	

這
灰
塵
要
是
徹
底
地
清
除
掉
的
話
，

之
後
就
是
全
心
去
拯
救
一
切
事
情
。

此
道
只
須
稍
顯
些	

世
界
人
心
皆
踴
躍

一
切
皆
聽
神
所
言	

希
能
掃
淨
此
宅
院

瞬
間
即
將
顯
眼
前	

如
夢
醒
來
塵
不
見

灰
塵
如
能
皆
掃
淨	

萬
般
苦
難
無
不
拯

第
二
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21	
此こ

の

先さ
き

は
段だ

ん
だ
ん々

勤つ
と

め
急せ

き
込こ

ん
で
　

	

万
よ
ろ
ず

救た
す
け
の
模も

よ
う様
ば
か
り
を

接
下
來
會
慢
慢
地
催
促
你
們
奉
行
聖

舞
，
這
都
是
為
拯
救
一
切
而
作
準
備
。

22	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
何ど

こ処
が
悪あ

し
き
や
痛い

た
み
処し

ょ

	

神か
み

の
道み

ち
お教

せ
手て

び引
き
知し

ら
ず
に	

世
界
上
哪
裡
有
不
舒
服
及
病
痛
？
你

們
不
知
道
，
這
些
都
是
神
的
教
導
、
在

引
導
你
們
。

23	

此こ
の

世よ
う

に
病

や
ま
いと

言ゆ

う
て
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

身み

の
内う

ち

障さ
わ
り
皆み

な

思し
や
ん案
せ
よ	

這
個
世
上
沒
有
所
謂
的
生
病
，
身
體

上
若
有
任
何
的
毛
病
都
要
去
思
量
啊
。

24	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
急せ

き
込こ

み
此こ

の

救た
す

け
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

は
何な

ん
と
思お

も
て
る

神
每
天
都
急
著
要
施
行
拯
救
，
對
此

世
人
是
怎
麼
想
的
呢
？

此
後
聖
舞
漸
促
使	

萬
般
拯
救
準
備
事

世
上
所
有
病
與
苦	

皆
由
神
導
神
引
出

此
世
本
來
無
病
疾	

身
如
失
調
須
細
思

神
為
拯
救
日
日
急	

汝
等
對
此
有
何
意

第
二
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25	

高た
か
や
ま山

の
お
池い

け
に
湧わ

い
た
水み

ず
な
れ
ど
　

	

出で
ば
な端
は
濁に

ご
り
芥

ご
も
く

混ま
じ
り
で

高
山
上
的
水
池
裡
湧
出
來
的
水
，
剛

湧
出
來
時
總
是
夾
雜
著
混
濁
的
污
物
。

26	

段だ
ん
だ
ん々
と
心

こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
思し

や
ん案
す
る
　

	

澄す

ん
だ
る
水み

ず
と
変か

わ
り
来く

る
ぞ
哉や

慢
慢
地
，
內
心
沉
靜
下
來
思
考
，
水

就
變
得
清
澈
了
呀
。

27	

山や
ま
な
か中

の
水み

ず
の
中な

か
い
と
入い

り
込こ

ん
で
　

	

如い
か何
な
る
水み

ず
も
澄す

ま
す
事こ

と

也な
り

進
到
山
裡
，
到
湧
水
的
水
池
去
，
不

論
什
麼
水
都
會
變
得
清
澈
。

28	

日に
ち
に
ち々
に
心

こ
こ
ろ

尽つ
く
す
る
其そ

の

方か
た
は
　

	

胸む
ね

を
治お

さ
め
よ
末す

え
は
頼た

の
も
し	

每
天
為
神
盡
心
盡
力
的
人
，
把
心
定

下
來
，
將
來
的
路
必
會
一
帆
風
順
。

高
山
池
水
本
清
冽	

初
湧
混
濁
因
夾
埃

逐
漸
靜
心
細
思
索	

濁
水
仍
可
變
清
澈

進
入
山
裡
池
水
中	

任
何
濁
水
使
清
澄

汝
若
日
日
盡
真
誠	

心
靜
日
後
樂
無
窮

第
二
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29	
此こ

れ
か
ら
は
高た

か
や
ま山

池い
け

い
飛と

び
入は

い
り

	

如い
か何
な
芥

ご
も
くも
掃そ

う
じ除
す
る
也な

り	
現
在
起
要
到
高
山
去
、
跳
到
水
池
裡
，

任
何
有
灰
塵
的
地
方
都
要
去
清
掃
。

30	

芥ご
も
くさ

い
す
き
や
か
出だ

し
て
し
も
た
な
ら
　

	

後あ
と

な
る
水み

ず
は
澄す

ん
で
あ
る
也な

り

當
灰
塵
徹
底
清
除
掉
以
後
，
水
就
變

得
清
澈
了
呀
。

31	

此こ
れ

か
ら
は
唐か

ら
と
日に

ほ
ん本

の
話

は
な
しす

る
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
と
も
分わ

か
り
有あ

る
ま
い

現
在
要
開
始
說
悟
區
迷
徒
和
悟
區
的

事
情
，
但
不
管
說
什
麼
你
們
還
是
不
會

明
白
。

32	

唐と
う
じ
ん人

が
日に

ほ
ん本

の
地じ

い
い
入い

り
込こ

ん
で
　

	

儘ま
ま

に
す
る
の
が
神か

み
の
立り

っ
ぷ
く腹

迷
徒
進
到
悟
區
的
境
地
裡
恣
意
而
為
，

神
感
到
相
當
生
氣
。

今
將
進
入
高
山
池	

所
有
塵
芥
全
掃
去

塵
芥
若
能
全
掃
淨	

濁
水
自
然
會
澄
清

悟
區
迷
徒
今
將
述	

所
述
一
切
難
瞭
悟

悟
區
迷
徒
已
進
入	

恣
意
放
肆
觸
神
怒

第
二
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33	

段だ
ん
だ
ん々

と
日に

ほ
ん本

救た
す

け
る
模も

よ
う様

立だ

て
　

	

唐と
う
じ
ん人
神か

み
の
儘ま

ま
に
す
る
也な

り	

但
漸
漸
地
，
神
要
為
拯
救
悟
區
做
準

備
，
使
迷
徒
也
能
依
從
神
意
。

34	

此こ
の

先さ
き
は
唐か

ら
と
日に

ほ
ん本
を
分わ

け
る
で
な
　

	

此こ
れ

分わ
か

り
た
ら
世せ

か
い界

治お
さ

ま
る

今
後
要
將
迷
域
與
悟
區
作
區
分
，
若

能
區
分
開
來
的
話
世
界
就
會
變
得
和

平
。

35	

今い
ま
ま
で迄

は
上か

み
た
る
心

こ
こ
ろ

分わ
か

ら
い
で
　 

	

世せ
か
い界
並な

み
や
と
思お

も
て
い
た
也な

り

位
居
上
位
者
一
直
到
現
在
還
不
了
解

這
些
事
情
，
以
為
這
條
路
和
世
俗
之
道

沒
什
麼
兩
樣
。

36	

此こ
れ
か
ら
は
神か

み
が
体た

い
な
い内
入い

り
込こ

ん
で
　

	

心
こ
こ
ろ

速す
み

や
か
分わ

け
て
見み

せ
る
で

今
後
神
要
進
入
人
的
身
體
裡
，
馬
上

把
心
區
分
出
來
給
你
們
看
。

神
漸
準
備
救
悟
區	

亦
使
迷
徒
隨
神
欲

迷
域
悟
區
將
有
分	

明
此
劃
分
世
和
平

至
今
權
貴
不
瞭
悟	

以
為
本
教
是
凡
俗

神
今
進
入
人
體
內	

區
分
其
心
真
與
偽

第
二
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37	
日に

ち
に
ち々

に
寄よ

り
来く

る
人ひ

と
に
断

こ
と
わり

を
　

	

言ゆ

え
ば
段だ

ん
だ
ん々

尚な
お
も
増ま

あ
す
で

雖
然
每
天
都
不
讓
前
來
的
人
參
拜
，

但
來
的
人
還
是
漸
漸
在
增
加
。

38	

如い
か何

程ほ
ど

の
多お

お
く
の
人ひ

と
が
来き

た
る
と
も
　

	

何な
に

も
案あ

ん
じ
な
神か

み
の
引ひ

き
受う

け

不
論
來
多
少
人
都
不
必
擔
心
，
會
過

來
都
是
受
到
神
的
指
引
。

39	

珍め
ず
らし

い
此こ

の

世よ

創は
じ

め
の
甘か

ん
ろ
だ
い

露
台
　

	

此こ
れ
が
日に

ほ
ん本
の
治お

さ
ま
り
と
成な

る

創
造
這
個
世
界
的
可
貴
的
甘
露
台
，

由
此
，
悟
區
將
會
變
得
和
平
。

40	

高た
か
や
ま山

に
火ひ

い
と
水み

ず
と
が
見み

え
て
あ
る
　

	

誰た
れ

が
目め

え
に
も
此こ

れ
が
見み

え
ん
か

在
「
高
山
」
上
出
現
火
水
相
爭
的
樣
子
，

難
道
有
誰
沒
看
見
嗎
？

日
日
慕
道
來
聚
者	

愈
是
拒
絕
愈
是
多

不
管
聚
來
多
少
人	

有
神
保
祐
勿
擔
心

珍
奇
創
世
甘
露
台	

世
上
和
平
可
到
來

高
山
已
見
火
水
險	

汝
等
何
以
眼
不
見

第
二
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41	

段だ
ん
だ
ん々

と
如い

か何
な
話

は
な
しも

説と

い
て
あ
る
　

	

確た
し
か
な
事こ

と
が
見み

え
て
あ
る
か
ら

什
麼
事
情
神
都
會
一
一
說
出
，
千
真

萬
確
的
事
神
都
能
先
預
見
。

42	

幸し
や
わせ
を
良よ

き
様よ

う
に
と
て
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん
分
に

	

身み

に
付つ

い
て
来く

る
此こ

れ
を
楽た

の
し
め 

幸
福
美
好
的
日
子
都
已
安
排
好
了
，

期
待
它
的
到
來
吧
。

43	

何な
に

も
彼か

も
強ご

う
よ
く欲

尽つ
く

し
其そ

の

上う
え

は
　

	

神か
み
の
立り

っ
ぷ
く腹
見み

え
て
来く

る
ぞ
哉や

對
什
麼
事
都
懷
著
強
烈
私
欲
的
話
，

神
生
氣
的
模
樣
將
會
顯
現
出
來
。

44	

段だ
ん
だ
ん々
と
十じ

ゅ
う
ご五
日に

ち
よ
り
見み

え
掛か

け
る
　

	

善ぜ
ん

と
悪あ

く
と
は
皆み

な

現
あ
ら
わ

れ
る

漸
漸
地
，
在
十
五
日
那
天
就
會
看
見
，

善
與
惡
都
會
顯
現
出
來
。

逐
漸
神
諭
萬
般
事	

因
神
無
事
不
預
知

充
分
顧
及
人
幸
福	

正
心
順
神
樂
何
如

凡
事
貪
婪
不
知
足	

引
起
神
怒
將
受
苦

此
事
漸
明
十
五
日	

善
惡
顯
現
皆
可
知

第
二
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45	
此こ

の

話
は
な
し

何ど
こ処

の
事こ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

見み

え
て
来き

た
れ
ば
皆み

な

得と
く
し
ん心
せ

這
些
話
不
是
針
對
哪
個
地
方
所
說
的
，

看
到
了
以
後
就
會
全
部
明
白
。

46	

高た
か
や
ま山

の
日に

ほ
ん本

の
者も

の
と
唐と

う
じ
ん人

と
　

	

分わ

け
る
模も

よ
う様

も
此こ

れ
も
柱

は
し
ら

哉や

將
「
高
山
」
中
的
悟
者
與
迷
徒
區
分

開
來
，
這
樣
的
準
備
也
是
由
此
甘
露
台

來
完
成
的
啊
。

47	

唐と
う
じ
ん人

と
日に

ほ
ん本

の
者も

の
と
分わ

け
る
の
は
　

	

火ひ
い
と
水み

ず
と
を
入い

れ
て
分わ

け
る
で

為
了
區
分
出
迷
徒
與
悟
者
，
將
會
用

火
與
水
來
作
區
分
。

所
諭
未
指
何
人
事	

遲
早
顯
現
可
悟
知

高
山
悟
者
與
迷
徒	

依
據
聖
臺
可
分
出

迷
徒
悟
者
如
何
鑑	

施
以
火
水
則
可
辨
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第 
三 

號

七
十
七
歲
老
嫗

		


一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
一
月
起





1	

此こ
の

度た
び

は
門も

ん
の
内う

ち
よ
り
建た

ち
物も

の
を

	

早は
や
く
急い

そ
い
で
取と

り
払は

ら
い
せ
よ

這
一
次
，
要
把
家
門
之
內
的
建
築
物

急
速
拆
除
掉
。

2	

す
き
や
か
に
掃そ

う
じ除
仕し

た立
て
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

縄な
わ
む
ね棟

急い
そ

ぎ
頼た

の
み
い
る
ぞ
哉や

徹
底
清
除
完
畢
了
以
後
，
就
要
麻
煩

你
們
快
去
丈
量
土
地
的
大
小
啊
。

3	

真し
ん
じ
つ実

に
掃そ

う
じ除

を
し
た
る
其そ

の

後の
ち

は
　

	

神
か
み
い
ち
じ
ょ
う

一
条
で
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
る	

確
實
地
清
除
完
畢
以
後
，
全
心
全
意

為
神
付
出
，
內
心
踴
躍
起
來
。

4	

段だ
ん
だ
ん々
と
世せ

か
い界
の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
な
ら
　

	

此こ
れ

が
日に

ほ
ん本

の
治お

さ
ま
り
と
成な

る

當
世
人
的
內
心
漸
漸
地
踴
躍
起
來
的

話
，
悟
區
也
就
會
變
得
和
平
。

門
內
有
礙
各
房
屋	

今
須
急
速
盡
拆
除

宅
院
如
已
清
掃
畢	

速
施
繩
索
定
地
基

掃
除
確
皆
已
完
成	

信
神
至
上
心
歡
騰

世
界
人
心
漸
歡
騰	

此
使
世
上
呈
和
平

第
三
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5	
今い

ま
ま
で迄

は
何な

に
よ様

の
事こ

と
も
分わ

か
り
無な

い

	

此こ
れ
か
ら
見み

え
る
不ふ

し
ぎ思議
合あ

い
ず図
が

雖
然
到
目
前
為
止
什
麼
事
情
都
還
不

明
白
，
但
接
下
來
就
會
看
見
不
可
思
議

的
信
號
。

6	

来こ

ん
者も

の
に
無む

り理
に
来こ

い
と
は
言ゆ

う
で
無な

し
　

	

付つ

き
来く

る
な
ら
ば
何い

つ時
迄ま

で
も
良よ

し  

不
來
的
人
不
會
強
迫
他
來
，
願
意
遵

循
神
意
的
話
，
世
世
代
代
都
能
得
到
祐

護
。

7	

此こ
れ

か
ら
は
水み

ず
に
例た

と
え
て
話

は
な
しす

る
　

	

澄す

む
と
濁に

ご
り
で
悟さ

と
り
取と

る
也な

り

接
下
來
要
用
水
為
例
來
講
述
事
情
，

用
澄
清
和
混
濁
來
去
領
悟
吧
。

8	

真し
ん
じ
つ実

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
は
　

	

真し
ん

の
柱

は
し
らを

早は
や

く
入い

れ
た
い	

神
的
心
真
正
著
急
的
，
是
希
望
早
點

將
真
柱
安
置
進
來
。

至
今
任
事
皆
不
曉	

今
顯
奇
信
可
見
到

不
願
來
者
不
強
勸	

願
隨
神
者
永
世
安

今
後
以
水
來
作
比	

澄
濁
事
理
汝
可
悉

神
心
誠
然
何
急
促	

急
欲
建
立
真
之
柱

第
三
號 
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9	

此こ
の

柱
は
し
ら

早は
や

く
入い

れ
よ
と
思お

も
え
ど
も
　

	

濁に
ご
り
の
水み

ず
で
処

と
こ
ろ

分わ
か
ら
ん	

雖
然
早
就
想
安
置
此
柱
，
但
因
為
水

很
混
濁
，
不
知
道
要
安
置
在
哪
裡
才
好
。

10	

此こ
の

水み
ず
を
早は

や
く
澄す

ま
す
る
模も

よ
う様
立だ

て
　

	

水す
い
の嚢

と
砂す

な
に
掛か

け
て
澄す

ま
せ
よ

為
了
早
日
將
水
澄
清
而
作
準
備
，
用

濾
水
囊
以
及
濾
水
砂
去
淨
化
吧
。

11	

此こ
の

水す
い
の嚢

何ど
こ処

に
有あ

る
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

胸む
ね
と
口く

ち
と
が
砂す

な
と
水す

い
の嚢
哉や

不
要
想
這
水
囊
要
去
哪
裡
找
呀
，
內

心
及
嘴
巴
就
是
濾
水
砂
及
濾
水
囊
！

12	

此こ
の

話
は
な
し

速す
み
や
か
悟さ

と
り
付つ

い
た
な
ら
　

	

其そ
の

儘ま
ま

入い

れ
る
真し

ん
の
柱

は
し
らを

如
果
能
早
日
領
悟
這
些
話
的
話
，
真

柱
就
能
順
利
安
置
進
來
。

雖
欲
急
於
立
此
柱	

水
濁
難
覓
立
柱
處

從
速
準
備
使
水
淨	

可
用
囊
沙
去
澄
清

可
知
此
囊
何
處
有	

囊
沙
即
是
心
與
口

神
言
如
能
速
瞭
悟	

即
可
建
立
真
之
柱

第
三
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13	
柱は

し
らさ

い
確

し
っ
かり

入い

れ
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

此こ
の

世よ

確た
し
か
に
治お

さ
ま
り
が
付つ

く	
此
柱
若
能
確
實
地
安
置
好
的
話
，
這

世
界
確
實
就
會
安
定
下
來
。

14	

此こ
の

話
は
な
し

悟さ
と

り
ば
か
り
で
あ
る
程ほ

ど
に
　

	

此こ
れ

悟さ
と

り
た
ら
証し

ょ
う
こ拠

試だ
め

し
哉や

這
些
話
看
你
們
怎
麼
去
領
悟
，
一
旦

領
悟
的
話
便
是
最
好
的
見
證
啊
。

15	

此こ
の

世よ
う

の
人に

ん
げ
ん間

創は
じ

め
元も

と
の
神か

み
　

	

誰た
れ
も
知し

り
た
る
者も

の
は
有あ

る
ま
い

創
造
世
界
人
類
的
元
始
之
神
…
沒
有

人
知
道
是
誰
。

16	

泥ど
ろ
う
み海

の
中な

か
よ
り
守し

ゅ
ご
う護

教お
し

え
掛か

け
　

	

其そ
れ

が
段だ

ん
だ
ん々

盛さ
か

ん
な
る
ぞ
哉や

從
泥
海
之
中
教
導
有
關
祐
護
的
道
理
，

是
從
那
裡
開
始
漸
漸
繁
盛
起
來
的
呀
。

只
要
此
柱
能
立
定	

此
世
確
可
顯
和
平

汝
等
須
悟
此
神
言	

如
能
瞭
悟
顯
證
驗

創
世
創
人
元
始
神	

知
此
理
者
無
一
人

授
以
祐
護
於
泥
海	

人
類
方
漸
繁
榮
開

第
三
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17	

此こ
の

度た
び

は
救た

す
け
一

い
ち
じ
ょ
う

条
教お

し
え
る
も

	

此こ
れ
も
無な

い
事こ

と

創は
じ
め
掛か

け
る
で

這
一
次
教
導
全
心
拯
救
也
是
一
樣
，

都
是
從
「
無
」
開
始
的
。

18	

今い
ま
ま
で迄
に
無な

い
事こ

と

創は
じ
め
掛か

け
る
の
は
　

	

元も
と

拵
こ
し
ら

え
た
神か

み
で
あ
る
か
ら

從
至
今
未
曾
有
過
的
事
情
開
始
教
導

…
因
為
是
創
世
創
人
的
元
始
之
神
。

19	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
話

は
な
しが

山や
ま
や
ま々

と
　

	

つ
か
え
て
あ
れ
ど
説と

く
に
説と

か
れ
ん	

神
每
天
都
有
堆
積
如
山
的
話
想
說
，

卻
沒
辦
法
暢
快
地
說
出
來
。

20	

何な
に
に
て
も
説と

か
れ
ん
事こ

と
は
無な

い
け
れ
ど
　

	

心
こ
こ
ろ

澄す

ま
し
て
聞き

く
者も

の
は
無な

い

沒
有
什
麼
事
情
是
不
能
說
的
，
只
是

人
們
的
內
心
尚
未
澄
清
聽
不
進
去
。

今
述
專
心
拯
救
事	

從
未
有
事
今
開
始

何
以
行
此
從
未
存	

乃
因
我
是
創
世
神

日
日
神
言
堆
如
山	

欲
講
卻
又
不
如
願

任
事
告
知
非
不
能	

只
是
無
人
澄
心
聽

第
三
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21	
速す

み
や
か
に
心

こ
こ
ろ

澄す

ま
し
て
聞き

く
な
ら
ば
　

	

万よ
ろ
ずの
話

は
な
し

皆み
な

説と

き
聞き

か
す

想
聽
這
些
話
的
話
，
快
把
內
心
澄
淨

下
來
，
所
有
事
情
都
會
說
給
你
們
聽
。

22	

此こ
の

世よ
う

の
確た

し
か
試た

め
し
が
掛か

け
て
あ
る
　

	

此こ
れ

に
間ま

ち
が違

い
無な

い
と
思お

も
え
よ

這
世
界
真
實
的
「
試
驗
」已
經
開
始
了
，

要
知
道
哦
，
這
些
都
是
千
真
萬
確
的
。

23	

此こ
の

試た
め

し
速す

み
や
か
見み

え
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

如い
か何
な
話

は
な
しも
皆み

な

真
ま
こ
と

や
で

這
「
試
驗
」
如
果
能
即
早
看
見
的
話
，

說
的
任
何
事
情
便
皆
真
實
無
誤
。

24	

何な
に

も
彼か

も
如い

か何
な
話

は
な
しも

説と

く
程ほ

ど
に
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
嘘う

そ
と
思お

も
う
な

無
論
說
什
麼
樣
的
事
情
，
都
千
萬
別

以
為
有
虛
假
。

如
速
澄
心
聽
神
述	

萬
事
一
切
皆
講
出

神
於
此
世
已
驗
過	

可
信
神
言
決
無
錯

此
驗
如
能
速
見
時	

可
知
神
言
皆
真
實

神
願
講
解
任
何
事	

一
切
勿
做
謊
言
思

第
三
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25	

目め
え

に
見め

ん
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

為な

す
事こ

と
は
　

	

何な
に
を
す
る
と
も
一ち

ょ
と寸
に
知し

れ
ま
い

神
說
的
、
做
的
事
情
，
你
們
眼
裡
還

看
不
見
，
所
以
到
底
在
做
些
什
麼
你
們

一
點
也
不
知
道
。

26	

早は
や
ば
や々
と
見み

え
る
話

は
な
しで
あ
る
程ほ

ど
に
　

	

此こ
れ

が
確た

し
か
な
証し

ょ
う
こ拠

な
る
ぞ
哉や	

說
的
這
些
事
如
果
能
即
早
看
見
的
話
，

就
會
成
為
確
切
無
疑
的
證
據
呀
。

27	

此こ
れ

を
見み

て
何な

に
を
聞き

い
て
も
楽た

の
し
め
よ
　

	

如い
か何
な
話

は
な
しも
皆み

な

此こ
の

道ど
う
り理	

看
看
這
些
，
無
論
聽
到
什
麼
要
都
感

到
高
興
。
神
說
的
事
情
都
是
同
樣
的
道

理
。

28	

人ひ
と
の
物も

の

借か

り
た
る
な
ら
ば
利り

が
要い

る
で
　

	

早は
や

く
返へ

ん
さ
い済

礼れ
い

を
言ゆ

う
也な

り

借
了
人
家
的
東
西
要
付
出
利
息
，
除

了
需
早
日
歸
還
以
外
，
還
要
向
對
方
道

謝
。

神
在
人
目
莫
能
視	

神
言
神
行
恐
難
知

神
言
不
久
可
見
實	

此
乃
確
證
汝
可
知

見
此
所
聞
當
悅
怡	

神
言
無
不
據
此
理

借
人
財
物
須
付
利	

應
速
歸
還
並
致
禮

第
三
號 

25 - 

28

- 45 -



29	
子こ

の
夜よ

な泣
き
思お

も
う
心

こ
こ
ろは

違ち
が

う
で
な
　

	

子こ

が
泣な

く
で
無な

い
神か

み
の
口く

ど説
き
哉や

不
要
想
為
何
小
孩
會
在
夜
裡
哭
泣
，

不
是
小
孩
在
哭
，
是
神
在
講
述
道
理
呀
。

30	

早は
や
ば
や々

と
神か

み
が
知し

ら
し
て
や
る
程ほ

ど
に
　

	

如い
か何

な
事こ

と
で
も
確し

か
と
聞き

き
分わ

け

這
些
事
神
想
早
日
讓
你
們
知
道
，
不

論
什
麼
事
情
都
要
確
實
聽
好
。

31	

親お
や
お
や々

の
心

こ
こ
ろ

違ち
が

い
の
無な

い
様よ

う
に
　

	

早は
や
く
思し

や
ん案
を
す
る
が
良よ

い
ぞ
哉や

為
人
父
母
的
呀
，
內
心
不
要
有
所
偏

差
，
最
好
早
一
點
開
始
思
考
這
些
道
理
。

32	

真し
ん
じ
つ実

に
人ひ

と
を
救た

す
け
る
心

こ
こ
ろな

ら
　

	

神か
み

の
口く

ど説
き
は
何な

に
も
無な

い
ぞ
哉や

如
果
真
的
懷
有
一
顆
救
人
之
心
的
話
，

神
就
不
會
再
嘮
叨
任
何
事
了
呀
。

嬰
兒
夜
啼
莫
責
難	

並
非
兒
啼
神
苦
勸

神
將
早
日
告
汝
聽	

任
何
事
情
可
聽
明

父
母
莫
將
心
用
錯	

應
當
從
速
細
思
索

若
真
懷
有
救
人
心	

無
須
神
來
苦
口
勸

第
三
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33	

銘め
え
め
え々

に
今い

ま
さ
い
良よ

く
ば
良よ

き
事こ

と
と
　

	

思お
も
う
心

こ
こ
ろは
皆み

な

違ち
が
う
で
な	

只
想
要
現
在
過
得
好
就
好
，
這
樣
的

心
念
全
是
錯
誤
的
。

34	

出で

が
け
か
ら
如い

か何
な
大お

お
み
ち道
通と

お
り
て
も
　

	

末す
え

の
細ほ

そ
み
ち道

見み

え
て
無な

い
か
ら

外
頭
無
論
是
多
麼
寬
廣
的
大
道
，
到

最
後
都
將
成
為
小
徑
，
但
你
們
卻
看
不

見
。

35	

人に
ん
げ
ん間

は
あ
ざ
な
い
者も

の
で
あ
る
か
ら
に
　

	

末す
え
の
道み

ち
す
じ筋
更さ

ら
に
分わ

か
ら
ん

人
都
是
很
膚
淺
的
，
路
走
到
最
後
會

變
怎
麼
樣
沒
有
人
知
道
。

36	

今い
ま
の
事こ

と

何な
に
も
言ゆ

う
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

先さ
き

の
往お

う
か
ん還

道み
ち

が
見み

え
る
で

對
於
現
在
的
事
情
不
要
埋
怨
，
未
來

會
出
現
一
條
康
莊
大
道
。

只
要
目
前
好
則
可	

此
種
心
意
皆
差
錯

開
始
大
道
雖
然
寬	

未
來
小
徑
卻
不
見

人
本
膚
淺
看
不
遠	

未
來
行
徑
更
難
見

且
莫
訴
說
目
前
苦	

日
後
必
有
康
莊
路

第
三
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37	
今い

ま
の
道み

ち

如い
か何

な
道み

ち
で
も
嘆な

げ
く
な
よ
　

	

先さ
き
の
本ほ

ん
み
ち道
楽た

の
し
ゅ
ん
で
い
よ

不
管
現
在
的
路
途
怎
麼
樣
都
不
要
悲

嘆
哦
，
期
待
將
來
出
現
真
正
的
大
道
。

38	

真し
ん
じ
つ実

に
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ条

の
心

こ
こ
ろな

ら
　

	

何な
に

言ゆ

わ
い
で
も
確し

か
と
受う

け
取と

る

如
果
擁
有
一
顆
全
心
拯
救
他
人
之
心

的
話
，
什
麼
話
都
不
必
說
，
神
一
定
會

接
受
。

39	

口く
ち

先さ
き

の
追

つ
い
し
ょ
う

従
ば
か
り
は
要い

ら
ん
も
の
　

	

真し
ん
の
心

こ
こ
ろに
誠

ま
こ
と

有あ

る
な
ら	

若
擁
有
一
顆
真
誠
之
心
的
話
，
任
何

諂
媚
的
話
語
都
不
需
要
。

40	

段だ
ん
だ
ん々

と
何な

に
ご
と事

に
て
も
此こ

の

世よ
う

は
　

	

神か
み

の
身か

ら
だ体

や
思し

や
ん案

し
て
み
よ

這
世
界
是
神
的
身
體
，
任
何
事
情
都

好
好
地
去
思
量
吧
。

莫
歎
目
前
路
崎
嶇	

歡
待
日
後
正
道
出

專
一
拯
救
心
真
實	

不
語
神
亦
接
受
之

不
必
口
頭
說
奉
承	

只
要
內
心
有
真
誠

整
個
宇
宙
皆
神
軀	

細
思
則
可
漸
瞭
悟

第
三
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41	

人に
ん
げ
ん間

は
皆み

な
み
な々

神か
み

の
貸か

し
物も

の

哉や

　

	

何な
ん
と
思お

も
う
て
使つ

こ
て
い
る
や
ら	

每
個
人
的
身
體
都
是
向
神
借
來
的
，

你
們
是
如
何
思
考
、
如
果
去
使
用
的

呢
？

42	

今こ
と
し年
に
は
珍

め
ず
らし
事こ

と
を
創は

じ
め
掛か

け
　

	

今い
ま
ま
で迄

知し

ら
ぬ
事こ

と
を
す
る
ぞ
哉や	

今
年
會
開
始
出
現
珍
奇
的
事
情
，
這

些
都
是
到
目
前
為
止
沒
有
人
知
道
的
事

呀
。

43	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
よ様

の
事こ

と
も
世せ

か
い界

並な
み

　

	

此こ
れ
か
ら
分わ

か
る
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り

到
目
前
為
止
，
所
有
的
事
你
們
都
是

以
世
俗
之
心
來
看
待
，
但
今
後
要
用
內

心
去
領
悟
。

44	

此こ
の

度た
び
は
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ条
に
掛か

か
る
の
も
　

	

我わ
が
み身

の
試た

め
し
懸か

か
り
た
る
上う

え

這
一
次
要
開
始
全
心
去
拯
救
，
也
是

先
從
自
己
來
做
試
驗
。

人
體
皆
由
神
貸
之	

以
何
心
思
用
此
體

本
年
始
行
珍
奇
事	

此
事
至
今
人
不
知

至
今
所
知
如
常
人	

此
後
竅
開
悟
神
心

今
行
專
心
拯
救
事	

因
我
已
再
親
身
試

第
三
號 
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45	
救た

す
け
で
も
拝お

が
み
祈き

と
う祷

で
行い

く
で
無な

し
　

	

伺う
か
がい
立た

て
て
行い

く
で
無な

け
れ
ど

雖
說
是
拯
救
，
但
不
是
光
靠
拜
拜
、

祈
禱
，
也
不
是
只
靠
請
示
神
意
而
已
。

46	

此こ
の

処
と
こ
ろ

万よ
ろ
ずの

事こ
と

を
説と

き
聞き

か
す
　

	

神か
み

一
い
ち
じ
ょ
う

条
で
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り

在
這
裡
所
有
事
情
都
會
說
給
你
們
聽
，

本
著
全
心
為
神
付
出
之
心
，
從
內
心
去

領
悟
。

47	

分わ
か

る
様よ

う

胸む
ね

の
内う

ち
よ
り
思し

や
ん案

せ
よ
　

	

人ひ
と

救た
す
け
た
ら
我わ

が
み身
助た

す
か
る	

在
內
心
裡
去
明
白
，
去
思
考
這
些
道

理
吧
，
拯
救
別
人
自
己
也
會
得
救
。

48	

高た
か
や
ま山

は
世せ

か
い界

一い
ち
れ
つ列

思お
も

う
様よ

う
　

	

儘ま
ま

に
す
れ
ど
も
先さ

き
は
見み

え
ん
で

「
高
山
」
用
自
己
的
想
法
來
對
待
世
人
，

但
未
來
的
事
他
們
卻
一
無
所
知
。

拯
救
卻
非
依
禱
巫	

不
取
預
言
不
問
卜

講
述
萬
事
在
此
場	

衷
心
瞭
悟
神
至
上

仔
細
思
量
可
瞭
悟	

救
人
己
亦
必
得
救

高
山
恣
意
操
人
世	

將
來
前
景
卻
不
知

第
三
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49	

段だ
ん
だ
ん々

と
多お

お
く
寄よ

せ
た
る
此こ

の

立た
ち
き木

	

用よ
う
ぼ
く木
に
成な

る
物も

の
は
無な

い
ぞ
哉や

雖
然
有
越
來
越
多
樹
聚
集
過
來
，
卻

沒
有
一
株
能
成
為
用
木
。

50	

如い
か何
な
木き

も
多お

お
く
寄よ

せ
て
は
あ
る
け
れ
ど
　

	

歪い
が

み
屈か

が
み
は
此こ

れ
は
適か

な
わ
ん

不
論
有
多
少
樹
聚
集
過
來
，
歪
曲
的
、

彎
掉
的
，
都
沒
有
辦
法
使
用
。

51	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り
真

し
ん
ば
し
ら

柱
　

	

神か
み
の
急せ

き
込こ

み
早は

や
く
見み

せ
た
い

神
急
著
掃
淨
世
人
的
內
心
，
希
望
早

日
迎
接
真
柱
的
到
來
。

52	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り
此こ

の

掃そ
う
じ除

	

神か
み

が
箒

ほ
う
けや

確し
か

と
見み

て
い
よ

看
清
楚
呀
，
神
當
作
掃
帚
，
要
清
掃

世
人
的
內
心
。

神
漸
尋
集
諸
材
木	

可
成
用
木
今
尚
無

尋
得
材
木
雖
眾
多	

彎
曲
無
用
可
奈
何

世
界
人
心
如
清
除	

神
希
急
速
建
真
柱

欲
將
世
人
心
塵
掃	

神
自
做
帚
可
細
瞧

第
三
號 
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53	
此こ

れ
か
ら
は
神か

み
が
表

お
も
てい

現
あ
ら
われ

て

	

山や
ま
い
掛か

か
り
て
掃そ

う
じ除
す
る
ぞ
哉や	

今
後
神
出
現
到
人
世
間
來
，
要
到
山

裡
面
去
做
清
掃
呀
。

54	

一い
ち
れ
つ列

に
神か

み
が
掃そ

う
じ除

を
す
る
な
ら
ば
　

	

心
こ
こ
ろ

勇い
さ

ん
で
陽よ

う
き気

づ
く
め
哉や	

神
把
世
人
的
心
都
清
掃
乾
淨
後
，
世

人
的
內
心
踴
躍
起
來
，
四
處
盡
是
康
樂

氣
息
。

55	

何な
に

も
彼か

も
神か

み
が
引ひ

き
受う

け
す
る
か
ら
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
自じ

ゅ
う
よ由
自じ

ざ
い在
を

無
論
任
何
事
情
都
由
神
來
擔
保
，
對

何
任
事
都
會
賜
予
自
由
自
在
的
祐
護
。

56	

此こ
の

度た
び

は
内う

ち
を
治お

さ
め
る
真

し
ん
ば
し
ら

柱
　

	

早は
や

く
入い

れ
た
い
水み

ず
を
澄す

ま
し
て

這
一
次
要
將
水
澄
清
，
早
日
迎
接
治

理
內
務
的
真
柱
到
來
。  

今
後
神
將
顯
人
間	

進
入
山
中
掃
心
塵

神
將
人
心
掃
清
潔	

康
樂
豐
實
皆
踴
躍

一
切
皆
由
神
做
主	

萬
般
皆
以
全
能
助

今
望
世
人
心
清
除	

速
立
真
柱
統
內
務

第
三
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57	

高た
か
や
ま山

の
真し

ん
の
柱

は
し
らは

唐と
う
じ
ん人

哉や

　

	

此こ
れ
が
第だ

い
い
ち一
神か

み
の
立り

っ
ぷ
く腹

「
高
山
」
的
中
心
人
物
是
迷
徒
，
這
是

最
讓
神
生
氣
的
事
。

58	

上か
み
た
る
は
段だ

ん
だ
ん々

世せ
か
い界
儘ま

ま
に
す
る
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

何な
ん

と
思お

も
う
ぞ	

上
位
的
人
用
己
意
來
支
配
世
界
。
神

感
到
很
遺
憾
，
而
你
們
又
做
何
感
想
？

59	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
見み

え
て
無な

い
　

	

も
う
此こ

の

度た
び
は
節

せ
え
つ
うが
来き

た

至
今
不
論
說
了
些
什
麼
都
還
沒
看
見
，

但
這
一
次
時
節
已
經
來
臨
了
。

60	

此こ
れ
か
ら
は
陽よ

う
き気
勤づ

と
め
に
ま
た
掛か

か
る
　

	

何な
ん

の
事こ

と
や
ら
一ち

ょ
と寸

に
知し

れ
ま
い	

今
後
要
再
度
奉
行
康
樂
聖
舞
，
可
是

聖
舞
究
竟
為
何
事
，
你
們
一
點
也
不
清

楚
。

高
山
芯
柱
是
迷
徒	

此
乃
所
以
觸
神
怒

權
貴
恣
意
操
人
世	

對
此
神
憾
做
何
思

至
今
雖
講
未
顯
實	

顯
實
時
機
今
已
至

從
此
再
行
康
樂
舞	

究
竟
何
事
難
瞭
悟

第
三
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61	
今い

ま
ま
で迄

も
知し

り
て
話は

な
し
て
話は

な
し
と
も
　

	

説と

い
て
あ
れ
ど
も
何な

ん
の
事こ

と
や
ら

目
前
為
止
已
經
將
知
道
的
事
說
了
再

說
、
說
了
再
說
，
但
你
們
可
知
道
是
什

麼
嗎
？

62	

此こ
れ

迄ま
で

は
如い

か何
な
話

は
な
しを

説と

い
た
と
て
　

	

日ひ

が
来き

た
ら
ん
で
見み

え
て
無な

い
ぞ
哉や

到
現
在
為
止
不
論
說
了
哪
些
事
情
，

時
間
還
沒
到
所
以
還
沒
出
現
啊
。

63	

此こ
れ

か
ら
は
も
う
節

せ
え
つ
うが

来き

た
る
か
ら
　

	

言ゆ

え
ば
其そ

の

儘ま
ま

見み

え
て
来く

る
ぞ
哉や

今
後
時
節
就
要
來
臨
了
，
所
以
事
情

就
會
像
之
前
說
過
的
一
樣
顯
現
出
來
。

64	

確し
か

と
聞き

け
三さ

ん
ろ
く
に
い
ご

六
二
五
の
暮く

れ
や合

い
に
　

	

胸む
ね

の
掃そ

う
じ除

を
神か

み
が
す
る
ぞ
哉や	

仔
細
聽
著
，
在
立
教
三
十
六
年
某
月

二
十
五
日
的
傍
晚
，
神
要
清
掃
某
個
人

心
中
的
灰
塵
。

至
今
雖
已
講
又
講	

究
竟
何
事
汝
不
詳

迄
今
雖
講
任
何
事	

未
顯
乃
因
時
未
至

時
機
今
已
到
眼
前	

所
講
皆
可
如
實
顯

細
聽
三
六
二
五
暮	

神
掃
汝
等
心
中
污

第
三
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65	

思し
や
ん案

せ
よ
何な

ん
ぼ
澄す

ん
だ
る
水み

ず
や
と
て
　

	

泥ど
ろ
を
入い

れ
た
ら
濁に

ご
る
事こ

と

也な
り

仔
細
想
想
吧
！
不
管
是
多
麼
乾
淨
的

水
，
倒
入
了
泥
沙
後
還
是
會
變
得
污
濁
。

66	

濁に
ご
り
水み

ず

早は
や
く
澄す

ま
さ
ん
事こ

と
に
て
は
　

	

真し
ん

の
柱

は
し
らの

入い

れ
様よ

う
が
無な

い

污
濁
的
水
不
趕
快
澄
淨
下
來
的
話
，

真
柱
便
沒
辦
法
安
置
進
去
。

67	

柱
は
し
ら

さ
い
早は

や
く
入い

れ
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

末ま
つ
だ
い代
確し

か
と
治お

さ
ま
り
が
着つ

く

這
柱
子
如
能
即
早
安
置
完
成
的
話
，

世
世
代
代
必
定
會
安
定
下
來
。

68	

此こ
の

世よ
う
を
創は

じ
め
た
神か

み
の
真し

ん
じ
つ実
を
　

	

説と

い
て
聞き

か
す
る
嘘う

そ
と
思お

も
う
な

將
神
創
造
此
世
的
實
情
說
給
你
們

聽
，
千
萬
別
以
為
是
假
的
。

細
思
水
雖
極
清
澈	

放
入
污
泥
變
混
濁

濁
水
如
不
速
清
除	

不
能
建
立
真
之
柱

只
要
此
柱
早
日
定	

可
使
永
世
保
和
平

創
世
元
神
真
實
情	

告
汝
莫
當
謊
言
聽
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69	
今い

ま
ま
で迄

も
心し

ん
が
く学

口こ
う
き記

有あ

る
け
れ
ど
　

	

元も
と
を
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

い
ぞ
哉や

至
今
也
有
關
於
修
養
心
性
的
學
問
及

口
記
等
等
，
但
元
始
之
事
卻
沒
有
一
個

人
知
道
。

70	

其そ
の

筈は
ず

や
泥ど

ろ
う
み海

中な
か

の
道み

ち
す
が
ら
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
無な

い
筈は

ず
の
事こ

と

這
是
當
然
的
呀
。
從
泥
海
之
中
開
始

的
這
條
路
，
其
歷
程
沒
人
知
道
是
很
正

常
的
。

71	

此こ
れ

迄ま
で

は
此こ

の

世よ

創は
じ

め
て
無な

い
事こ

と
を
　

	

段だ
ん
だ
ん々

説と

い
て
聞き

か
す
事こ

と

也な
り

至
今
創
世
以
來
未
曾
有
之
事
，
要
一

點
一
點
說
給
你
們
聽
。

72	

何な
に

も
彼か

も
無な

い
事こ

と
ば
か
り
説と

く
け
れ
ど
　

	

此こ
れ

に
間ま

ち
ご違

た
事こ

と
は
無な

い
ぞ
哉や

盡
說
些
未
曾
有
過
之
事
，
但
這
些
都

是
千
真
萬
確
的
事
情
呀
。

雖
有
心
學
與
古
記	

元
始
真
情
無
人
知

泥
海
創
人
經
過
事	

當
然
無
有
一
人
知

創
世
以
來
未
有
事	

逐
漸
講
與
汝
等
知

只
講
從
來
未
有
事	

無
有
一
事
不
屬
實
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73	

十じ
ゅ
う
い
ち一

に
九く

が
無な

く
な
り
て
芯し

ん

忘わ
す

れ
　

	

正し
ょ
う
が
つ月

廿
に
じ
ゅ
う
ろ
く
六
日に

ち
を
待ま

つ	

「
十
一
」
與
「
九
」
的
那
一
天
「
芯
」

將
會
離
開
，
忘
記
一
切
的
辛
苦
。
等
待

一
月
二
十
六
日
那
天
的
到
來
。

74	

此こ
の

間
あ
い
だ

芯し
ん
も
付つ

き
来く

る
欲よ

く

忘わ
す
れ
　

	

人に
ん
じ
ゅ
う衆

揃そ
ろ

う
て
勤つ

と
め
拵

こ
し
らえ

在
這
段
期
間
「
芯
」
也
會
來
到
此
，

捨
棄
欲
望
，
人
員
齊
聚
，
為
聖
舞
作
準

備
。

75	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
は
　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を
早は

や
く
見み

せ
た
い

神
的
內
心
每
一
天
都
非
常
著
急
，
想

早
點
讓
你
們
看
見
自
由
自
在
的
祐
護
。

76	

此こ
れ
か
ら
は
人

に
ん
じ
ゅ
う衆
揃そ

ろ
う
て
勤つ

と
め
す
る 

　

	

此こ
れ

で
確た

し
か
に
日に

ほ
ん本

治お
さ

ま
る

現
在
起
人
員
齊
聚
奉
行
聖
舞
，
這
聖

舞
確
實
會
讓
悟
區
變
得
祥
和
安
定
。

伊
年
十
一
我
九
十	

忘
辛
靜
待
正
二
六

其
間
芯
立
忘
貪
圖	

人
齊
準
備
行
聖
舞

日
日
神
心
何
所
急	

早
顯
全
能
是
神
希

今
後
人
齊
聖
舞
行	

因
而
世
上
呈
和
平
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77	
真し

ん
じ
つ実

に
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ条

で
あ
る
か
ら
に
　

	

何な
に
も
怖こ

わ
み
は
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

因
為
擁
有
一
顆
全
心
拯
救
的
真
實
之

心
，
碰
到
什
麼
事
情
都
不
必
害
怕
。

78	

何な
に

も
彼か

も
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ
う条

止と

め
る
な
ら
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

身み

に
障さ

わ
り
付つ

く

但
如
果
全
心
拯
救
全
都
遭
到
阻
止
的

話
，
神
感
到
遺
憾
，
疾
病
將
會
上
身
。

79	

思し
や
ん案

せ
よ
万

よ
ろ
ず

救た
す

け
の
此こ

の

模も
よ
う様

　

	

人に
ん
げ
ん間
業わ

ざ
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な

仔
細
想
想
吧
，
為
拯
救
一
切
而
作
的

這
些
準
備
，
絕
不
要
以
為
人
的
力
量
就

能
完
成
。

80	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
か
万

よ
ろ
ずが

分わ
か

ら
い
で
　

	

皆み
な

人に
ん
げ
ん間

の
心

こ
こ
ろば

か
り
で

到
現
在
你
們
一
切
事
情
都
還
不
明
白
，

是
因
為
都
還
抱
著
世
俗
之
心
啊
。

既
是
專
心
去
拯
救	

任
何
畏
懼
皆
無
有

如
阻
專
心
拯
救
事	

神
憾
將
使
汝
身
疾

細
思
萬
般
拯
救
事	

決
非
人
為
即
可
知

至
今
萬
般
人
不
知	

皆
因
只
憑
人
心
思
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81	

此こ
れ

か
ら
は
神か

み
の
心

こ
こ
ろと

上か
み

た
る
の
　

	

心こ
こ
ろと
心

こ
こ
ろの
引ひ

き
合や

わ
せ
す
る

今
後
你
們
去
比
較
看
看
，
神
的
心
及

上
位
者
的
心
，

82	

此こ
の

話
は
な
し

一ち
ょ
っ
と寸
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ

	

神か
み

が
真し

ん
じ
つ実

見み

兼か

ね
た
る
故ゆ

え

千
萬
不
要
小
看
神
說
的
這
些
話
哦
！

實
在
是
看
不
過
去
才
說
了
出
來
。

83	

此こ
れ

か
ら
は
神か

み
の
力

ち
か
らと

上か
み

た
る
の
　

	

力
ち
か
ら

比く
ら
べ
を
す
る
と
思お

も
え
よ

現
在
起
你
們
來
比
比
看
，
想
一
想
，

是
神
的
力
量
大
，
還
是
位
居
上
位
者
的

力
量
大
？

84	

如い
か何
程ほ

ど
の
剛ご

う
て
き的
有あ

ら
ば
出だ

し
て
み
よ
　

	

神か
み

の
方ほ

う
に
も
倍ば

い
の
力

ち
か
らを

不
管
是
多
麼
剛
強
健
壯
的
人
，
試
著

使
出
你
的
力
量
來
吧
。
不
論
力
量
多
大
，

神
都
還
有
加
倍
的
力
氣
。

今
後
神
心
與
權
貴	

神
心
人
心
相
比
對

莫
將
此
言
當
小
事	

因
神
確
難
再
坐
視

權
貴
人
力
與
神
力	

從
此
較
量
汝
須
知

不
管
人
力
如
何
壯	

神
力
比
人
加
倍
強
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85	
真し

ん
じ
つ実

の
神か

み
が
表

お
も
てい

出で

る
か
ら
は
　

	

如い
か何
な
模も

よ
う様
も
す
る
と
思お

も
え
よ

真
實
的
神
已
經
來
到
人
世
間
，
要
知

道
，
不
管
任
何
事
情
神
都
會
去
安
排
。

86	

今い
ま
ま
で迄

は
唐か

ら
が
日に

ほ
ん本

を
儘ま

ま
に
し
た
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

何な
ん

と
し
よ
や
ら

直
到
現
在
，
迷
徒
一
直
照
著
自
己
的

意
思
來
對
待
悟
者
。
對
於
神
的
遺
憾
，

是
不
是
該
去
做
些
什
麼
呢
？

87	

此こ
の

先さ
き

は
日に

ほ
ん本

が
唐か

ら
を
儘ま

ま
に
す
る
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列
は
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

現
在
開
始
要
用
悟
者
的
方
法
去
對
待

迷
徒
，
全
世
界
的
人
都
要
知
道
。

88	

同お
な

じ
木き

の
根ね

え
と
枝え

だ
と
の
事こ

と
な
ら
ば
　

	

枝え
だ

は
折お

れ
く
る
根ね

は
栄さ

か
い
出で

る

用
樹
的
根
和
枝
幹
來
說
的
話
，
枝
幹

雖
然
會
斷
掉
，
但
根
只
會
變
得
更
加
茂

密
。

萬
界
真
神
既
顯
世	

任
何
安
排
汝
應
知

至
今
迷
徒
操
悟
者	

神
憾
急
烈
可
奈
何

今
後
悟
者
操
迷
徒	

汝
等
世
人
須
知
悟

根
與
枝
葉
同
一
樹	

枝
葉
雖
折
根
榮
固
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89	

今い
ま
ま
で迄

は
唐か

ら
は
偉え

ら
い
と
言ゆ

う
た
れ
ど
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
折お

れ
る
ば
か
り
哉や

現
在
迷
徒
好
像
很
了
不
起
的
樣
子
，

但
今
後
只
會
不
停
地
斷
掉
呀
。

90	

日に
ほ
ん本
見み

よ
小ち

い
さ
い
様よ

う
に
思お

も
た
れ
ど
　

	

根ね

が
現

あ
ら
われ

ば
恐お

そ
れ
入い

る
ぞ
哉や

看
看
悟
區
吧
！
雖
然
看
起
來
很
渺
小
，

但
當
根
出
現
的
時
候
，
會
多
麼
的
讓
人

吃
驚
呀
。

91	

此こ
の

力
ち
か
ら

人に
ん
げ
ん間

業わ
ざ

と
思お

も
わ
れ
ん

	

神か
み
の
力

ち
か
らや
此こ

れ
は
敵か

な
わ
ん	

別
以
為
這
是
人
為
的
力
量
，
是
神
的

力
量
啊
！
其
他
的
力
量
無
法
與
之
匹

敵
。

92	

此こ
の

世よ
う
は
賑に

ぎ
わ
し
暮く

ら
し
い
る
け
れ
ど
　

	

元も
と

を
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

い
の
で

世
上
的
人
們
雖
然
用
各
式
各
樣
的
方

式
在
過
生
活
，
元
始
之
事
卻
沒
有
人
知

道
。

至
今
雖
云
迷
徒
高	

此
後
彼
等
唯
折
倒

悟
區
看
來
雖
微
弱	

根
如
顯
露
可
驚
愕

切
莫
認
此
是
人
力	

神
力
無
邊
非
人
及

世
人
欣
欣
虛
度
日	

創
世
根
源
無
人
知
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93	
此こ

の

元も
と

を
詳く

わ
し
く
知し

り
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

病や
ま
いの
起お

こ
る
事こ

と
は
無な

い
の
に	

若
是
知
道
這
元
始
之
事
的
詳
情
的
話
，

就
不
會
再
有
疾
病
發
生
。

94	

何な
に

も
彼か

も
知し

ら
ず
に
暮く

ら
す
此こ

の

子こ
ど
も供

　

	

神か
み

の
目め

え
に
は
い
じ
ら
し
き
事こ

と

看
子
女
們
一
無
所
知
地
過
日
子
，
神

感
到
很
心
疼
。

95	

何な
に

に
て
も
病

や
ま
いと

言ゆ

う
て
更さ

ら
に
無な

し
　

	

心
こ
こ
ろ

違ち
が
い
の
道み

ち
が
有あ

る
か
ら	

無
論
怎
麼
說
，
生
病
這
件
事
情
都
不

存
在
，
是
因
為
心
路
走
偏
了
的
緣
故
。

96	

此こ
の

道み
ち

は
惜お

し
い
欲ほ

し
い
と
可か

わ
い愛

い
と
　

	

欲よ
く

と
高こ

う
ま
ん慢

此こ
れ

が
埃

ほ
こ
り

哉や

這
條
天
理
之
道
，
是
教
導
人
：
吝
惜
、

貪
心
、
偏
愛
，
私
欲
、
驕
傲
。
這
些
都

是
灰
塵
啊
。

創
世
根
源
如
詳
悉	

決
不
生
患
病
與
疾

子
女
只
知
度
時
光	

在
神
看
來
真
可
憐

一
切
疾
病
本
來
無	

因
有
錯
誤
之
心
路

此
路
乃
指
吝
貪
愛	

以
及
欲
傲
皆
塵
埃
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97	

此こ
の

世よ
う

の
人に

ん
げ
ん間

は
皆み

な

神か
み

の
子こ

哉や

　

	

神か
み
の
言ゆ

う
事こ

と

確し
か
と
聞き

き
分わ

け

世
界
上
所
有
的
人
都
是
神
的
子
女
，

神
說
的
事
情
要
仔
細
聽
清
楚
。

98	

埃ほ
こ
りさ
い
す
き
や
か
払は

ろ
た
事こ

と
な
ら
ば

	

後あ
と

は
珍

め
ず
らし

救た
す

け
す
る
ぞ
哉や

如
果
灰
塵
能
徹
底
清
掃
乾
淨
的
話
，

之
後
神
就
會
賜
予
珍
奇
拯
救
。

99	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろ

次し
だ
い第

の
此こ

の

救た
す

け
　

	

病や

ま
ず
死し

な
ず
に
弱よ

わ
り
無な

き
様よ

う

這
拯
救
是
根
據
每
個
人
的
真
心
，
可

以
使
人
不
病
、
不
死
，
也
不
會
衰
弱
。

100	

此こ
の

救た
す
け
百ひ

ゃ
く
じ
ゅ
う
ご

十
五
歳さ

い

定
じ
ょ
う
み
ょ
う命
と
　

	

定さ
だ

め
付つ

け
た
い
神か

み
の
一い

ち
じ
ょ
う条

這
拯
救
，
是
要
讓
人
都
活
到
一
百
一

十
五
歲
的
定
壽
。
這
是
神
最
大
的
心
願
。

世
人
皆
是
神
子
女	

務
須
瞭
悟
神
所
語

只
要
心
塵
清
掃
完	

神
使
珍
奇
拯
救
顯

信
心
至
誠
必
得
救	

不
病
不
死
不
衰
朽

神
心
願
人
得
此
救	

定
壽
一
百
十
五
秋
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101	
日に

ち
に
ち々

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
を
　

	

側そ
ば
な
る
者も

の
は
何な

ん
と
思お

も
て
る	

神
的
心
每
天
都
如
此
著
急
，
在
神
身

邊
的
你
們
，
在
想
些
什
麼
呢
？

102	

上か
み

た
る
を
怖こ

わ
い
と
思お

も
て
い
ず
み
い
る

	

神か
み

の
急せ

き
込こ

み
怖こ

わ
み
無な

い
ぞ
哉や

因
為
害
怕
上
位
者
，
於
是
內
心
就
消

沉
下
來
。
但
神
很
著
急
，不
必
害
怕
呀
！

103	

胸む
ね

悪あ

し
く
此こ

れ
を
病

や
ま
いと

思お
も

う
な
よ
　

	

神か
み
の
急せ

き
込こ

み
つ
か
え
た
る
故ゆ

え

胸
口
不
舒
服
，
千
萬
別
以
為
是
生
病

造
成
的
，
是
因
為
神
心
裡
著
急
，
才
會

感
到
鬱
悶
的
呀
。

104	

段だ
ん
だ
ん々

と
神か

み
の
心

こ
こ
ろと

言ゆ

う
も
の
は
　

	

不ふ
し
ぎ思議

現あ
ら
わし

救た
す

け
急せ

き
込こ

む

不
可
思
議
的
拯
救
將
接
二
連
三
出
現
，

顯
示
出
神
的
內
心
有
多
著
急
。

日
日
神
心
甚
焦
急	

近
旁
汝
等
如
何
思

因
怕
權
貴
心
遲
疑	

此
乃
神
促
莫
恐
懼

胸
中
鬱
悶
非
疾
病	

乃
因
神
急
促
使
生

奇
異
祐
護
逐
漸
顯	

神
心
急
於
拯
世
間
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105	

此こ
の

不ふ
し
ぎ思議

何な
ん

の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

埃
ほ
こ
り

払は
ろ
う
て
掃そ

う
じ除
仕し

た立
て
る

神
做
的
這
些
不
可
思
議
的
事
情
，
你

們
認
為
為
的
是
何
事
呢
？
是
為
了
掃
除

你
們
心
中
的
灰
塵
啊
。

106	

後あ
と
な
る
に
早は

や
く
柱

は
し
らを
入い

れ
た
な
ら
　

	

此こ
れ

で
此こ

の

世よ

の
定さ

だ
め
付つ

く
也な

り

今
後
如
果
儘
早
把
柱
子
安
置
起
來
，

這
樣
世
界
就
會
變
得
和
平
。

107	

此こ
の

話
は
な
し

早は
や

く
見み

え
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

如い
か何
な
者も

の
で
も
皆み

な

得と
く
し
ん心
せ

這
些
事
情
如
果
儘
早
顯
現
出
來
的
話
，

不
論
是
誰
都
會
信
服
。

108	

今い
ま
ま
で迄
は
証し

ょ
う
こ拠
試た

め
し
と
言ゆ

え
あ
れ
ど
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
も
何な

ん
の
事こ

と
や
ら

已
經
說
過
了
，
是
做
為
證
據
的
一
個

「
測
試
」，
但
你
們
以
為
「
甘
露
台
」
是

什
麼
呢
？

可
知
奇
異
是
何
意	

欲
將
心
塵
皆
掃
去

其
後
速
將
柱
立
定	

如
此
世
界
方
和
平

此
言
早
日
實
現
時	

無
論
何
人
皆
信
實

至
今
證
驗
雖
言
及	

甘
露
台
意
尚
未
悉
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109	
此こ

の

者も
の

を
四よ

ね
ん年

以い
ぜ
ん前

に
迎む

か
い
取と

り
　

	

神か
み
が
抱だ

き
締し

め
此こ

れ
が
証し

ょ
う
こ拠
哉や

四
年
前
神
迎
走
此
人
並
緊
緊
地
抱
住

她
，
這
就
是
證
據
呀
。

110	

真し
ん
じ
つ実

に
早は

や
く
返か

や
す
る
模も

よ
う様

立だ

て

	

神か
み

の
急せ

き
込こ

み
此こ

れ
が
第だ

い
い
ち一

確
實
是
為
了
早
日
讓
她
再
出
生
於
世

而
作
準
備
，
這
正
是
神
最
心
急
的
事
情
。

111	

此こ
れ

迄ま
で

は
自じ

ゅ
う
よ由

自じ
ざ
い在

と
儘ま

ま

説と

け
ど
　

	

何な
に
も
見み

え
た
る
事こ

と
は
無な

け
れ
ど

雖
然
說
了
很
多
有
關
自
由
自
在
的
祐

護
之
事
，
但
目
前
什
麼
都
還
沒
看
見
。

112	

此こ
れ

か
ら
は
如い

か何
な
話

は
な
しも

説と

き
置お

い
て
　

	

其そ
れ

見み

え
た
な
ら
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
哉や

現
在
起
不
管
什
麼
事
情
都
會
說
出
來
，

你
們
看
到
了
以
後
，
便
能
了
解
這
自
由

自
在
的
神
祐
。

四
年
以
前
迎
此
女	

神
抱
在
懷
即
證
據

確
欲
使
她
早
托
生	

神
對
此
事
最
焦
心

至
今
常
言
神
全
能	

尚
無
一
事
顯
實
證

今
後
預
告
萬
般
情	

見
實
可
證
神
全
能
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113	

今い
ま
ま
で迄

の
事こ

と
は
何な

ん
に
も
言ゆ

て
く
れ
な
　

	

廿
に
じ
ゅ
う
ろ
く六
日に

ち
に
創は

じ
め
掛か

け
る
で

過
去
的
事
什
麼
都
不
必
再
說
，
就
在

二
十
六
日
那
天
將
會
開
始
。

114	

此こ
れ
か
ら
は
世せ

か
い界
の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
め
掛か

け
　

	

日に
ほ
ん本

治お
さ

め
る
模も

よ
う様

す
る
ぞ
哉や

今
後
世
人
的
心
將
踴
躍
起
來
，
好
為

平
息
悟
區
作
足
準
備
。

115	

人に
ん
げ
ん間

の
心

こ
こ
ろと

言ゆ

う
は
あ
ざ
の
う
て
　

	

見み

え
た
る
事こ

と
を
ば
か
り
言ゆ

う
也な

り	

人
的
心
啊
，
是
非
常
淺
薄
的
，
盡
只

說
些
看
得
見
的
事
情
。

116	

此こ
れ
か
ら
は
無な

い
事こ

と
ば
か
り
説と

い
て
置お

く
　

	

此こ
れ

か
ら
先さ

き
を
確た

し
か
見み

て
い
よ

現
在
起
神
要
說
的
都
是
未
曾
有
過
的

事
情
，
接
下
來
的
事
情
你
們
好
好
地
看

著
吧
。

過
去
事
情
不
要
說	

二
十
六
日
開
始
作

從
此
人
心
漸
奮
踴	

安
排
先
使
悟
區
平

世
人
之
心
極
膚
淺	

只
能
談
及
眼
所
見

從
此
只
諭
未
有
事	

今
後
所
現
須
待
視
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117	
何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

言ゆ

い
掛か

け
る
　

	

見み

え
た
る
事こ

と
は
更さ

ら
に
言ゆ

わ
ん
で

不
管
什
麼
樣
的
事
情
都
會
慢
慢
地
說

出
來
，
絕
不
會
說
些
已
經
看
見
的
事
。

118	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
た
神か

み
の
真し

ん
ば
し
ら柱

	

早は
や

く
付つ

け
た
い
神か

み
の
一い

ち
じ
ょ
う条

神
最
大
的
心
願
，
是
將
代
表
創
世
之

神
的
真
柱
早
日
安
置
進
來
。

119	

目め
え

に
見め

ん
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

為な

す
事こ

と
を
　

	

段だ
ん
だ
ん々

聞き

い
て
思し

や
ん案
し
て
み
よ

眼
睛
看
不
見
的
神
所
說
的
、
做
的
這

些
事
情
，
慢
慢
地
去
聽
，
好
好
地
去
思

考
。

120	

今い
ま

の
道み

ち

上か
み

の
儘ま

ま
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

心
こ
こ
ろ

違ち
が

う
で
神か

み
の
儘ま

ま

也な
り

當
今
的
道
路
，
似
乎
都
任
憑
著
上
位

者
的
意
思
。
但
這
是
錯
誤
的
想
法
，
全

都
是
神
的
意
思
呀
！

我
將
漸
告
事
萬
般	

既
存
事
實
不
再
談

真
柱
以
表
創
世
理	

神
心
只
望
早
建
立

眼
雖
不
見
神
言
行	

漸
聽
細
思
即
可
明

權
貴
以
為
己
治
世	

彼
等
錯
想
乃
神
治
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121	

上か
み

た
る
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
儘ま

ま
に
す
る
　

	

神か
み
の
残ざ

ん
ね
ん念
此こ

れ
を
知し

ら
ん
か

上
位
者
用
自
己
的
心
意
掌
管
著
世
界
。

神
感
到
很
遺
憾
，
你
們
難
道
不
知
道

嗎
？

122	

此こ
れ

迄ま
で
は
万

よ
ろ
ず

世せ
か
い界
は
上か

み
の
儘ま

ま

	

も
う
此こ

れ
か
ら
は
文も

ん
く句

変か
わ

る
ぞ

到
目
前
為
止
，
世
上
所
有
的
事
都
依

從
上
位
者
的
心
意
，
但
從
現
在
起
事
情

將
會
有
所
改
變
。

123	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
は
何な

に
も
彼か

も

	

説と

い
て
聞き

か
し
た
事こ

と
は
無な

い
の
で

這
世
界
從
最
初
到
現
在
，
任
何
事
情

神
都
沒
說
出
來
給
人
聽
過
。

124	

上か
み
た
る
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
我わ

が
儘ま

ま
に
　

	

思お
も

て
い
る
の
は
心

こ
こ
ろ

違ち
が

う
で

上
位
者
盡
是
用
自
己
的
想
法
來
掌
控

這
個
世
界
，
但
這
樣
的
心
態
是
不
對
的

呀
。

權
貴
恣
意
操
縱
世	

為
此
神
憾
汝
可
知

至
今
萬
般
權
貴
弄	

此
後
情
況
必
變
動

神
創
此
世
迄
今
日	

尚
未
講
解
任
何
事

權
貴
以
為
可
操
世	

豈
知
此
乃
錯
誤
事
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125	
高た

か
や
ま山

に
育そ

だ
つ
る
木き

い
も
谷た

に
そ
こ底

に
　

	

育そ
だ
つ
る
木き

い
も
皆み

な

同お
な
じ
事こ

と

在
「
高
山
」
上
、
或
在
「
谷
底
」
生

長
的
樹
木
，
其
實
都
一
樣
。

126	

人に
ん
げ
ん間

は
皆み

な
み
な々

神か
み

の
貸か

し
物も

の

哉や

　 

	

神か
み

の
自

じ
ゅ
う
よ
う

由
此こ

れ
を
知し

ら
ん
か

人
呀
，
都
是
神
的
借
物
，
神
能
是
如

此
地
自
由
，
你
們
都
不
知
道
嗎
？

127	

一い
ち
れ
つ列

は
皆み

な
み
な々

我わ
が
み身

気き

を
付つ

け
よ
　

	

神か
み
が
何な

ん
ど
き時
何ど

こ処
へ
行い

く
や
ら

世
人
都
要
自
我
留
意
呀
，
神
何
時
會

到
何
處
去
誰
也
不
知
道
。

128	

一ち
ょ
と寸

話
は
な
し

神か
み

の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
は
　

	

用よ
う
ぼ
く木

寄よ

せ
る
模も

よ
う様

ば
か
り
を	

說
一
件
事
情
：
神
的
內
心
非
常
著
急
，

為
了
招
集
用
木
不
斷
地
作
準
備
。

樹
生
高
山
或
谷
底	

樹
木
為
物
本
無
異

人
體
皆
由
神
貸
之	

對
此
神
能
豈
不
知

世
人
自
身
須
留
意	

神
祐
不
知
何
時
離

且
聽
神
心
所
急
促	

只
為
準
備
招
用
木
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129	

段だ
ん
だ
ん々

と
多お

お
く
立た

ち
き木

も
有あ

る
け
れ
ど
　

	

何ど

れ
が
用よ

う
ぼ
く木
成な

る
や
知し

れ
ま
い

樹
木
漸
漸
越
來
越
多
，
但
哪
一
株
可

以
成
為
用
木
誰
也
不
知
道
。

130	

用よ
う
ぼ
く木
も
一ち

ょ
っ
と寸
の
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

多お
お

く
用よ

う
き木

が
欲ほ

し
い
事こ

と
か
ら

需
要
的
用
木
不
只
是
一
點
點
而
已
，

是
需
要
很
多
的
用
木
。

131	

日に
ち
に
ち々

に
用よ

う
ぼ
く木

に
て
は
手て

い入
り
す
る
　

	

何ど
こ処
が
悪あ

し
き
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な	

每
天
對
用
木
施
予
神
譴
，
但
千
萬
別

認
為
那
是
苦
與
病
。

132	

同お
な
じ
木き

も
段だ

ん
だ
ん々

手て
い入
り
す
る
も
有あ

り
　

	

其そ
の

儘ま
ま

倒こ
か

す
木き

い
も
有あ

る
也な

り	

有
時
也
會
對
同
一
株
樹
施
予
不
同
的

神
譴
，
有
時
僅
僅
是
砍
筏
而
已
。

樹
木
集
聚
雖
不
少	

何
為
用
木
無
人
曉

欲
集
用
木
數
非
少	

希
能
愈
多
則
愈
好

用
木
日
日
受
神
譴	

切
莫
看
成
苦
與
病

木
有
修
整
可
成
材	

亦
有
無
用
僅
伐
採
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133	
如い

か何
な
る
の
自じ

ゅ
う
よ由

自じ
ざ
い在

の
此こ

の

試た
め

し
　

	

他ほ
か
な
る
処と

こ
で
更さ

ら
に
せ
ん
ぞ
哉や	

這
試
驗
是
要
讓
人
們
知
道
，
神
能
是

如
此
自
由
自
在
，
在
其
他
地
方
是
絕
對

看
不
到
的
。

134	

今い
ま
ま
で迄

も
試た

め
し
と
言ゆ

う
て
説と

い
た
れ
ど
　

	

も
う
此こ

の

度た
び

は
試た

め
し
納お

さ
め
哉や

至
今
已
經
說
過
了
有
關
試
驗
的
事
情
，

但
這
次
的
試
驗
是
最
後
一
次
了
。

135	

段だ
ん
だ
ん々

と
何な

に
ご
と事

に
て
も
此こ

の

世よ
う

は
　

	

神か
み
の
身か

ら
だ体
や
思し

や
ん案
し
て
み
よ

不
論
任
何
事
都
好
好
去
想
想
：
這
個

世
界
就
是
神
的
身
體
啊
。

136	

此こ
の

度た
び

は
神か

み
が
表

お
も
てい

出で

て
る
か
ら
　

	

万
よ
ろ
ず

の
事こ

と
を
皆み

な

教お
し

え
る
で	

這
次
神
出
現
在
人
世
間
，
任
何
的
事

情
都
要
傳
授
出
去
。

任
何
全
能
此
證
驗	

除
此
以
外
決
不
顯

至
今
雖
已
述
證
驗	

此
乃
最
後
不
再
顯

整
個
宇
宙
皆
神
軀	

細
思
則
可
漸
瞭
悟

而
今
因
神
顯
人
世	

萬
事
真
情
皆
告
知
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137	

銘め
え
め
え々

の
身み

の
内う

ち
よ
り
の
借か

り
物も

の
を
　

	

知し

ら
ず
に
い
て
は
何な

に
も
分わ

か
ら
ん

每
個
人
的
身
體
都
是
借
物
，
這
一
點

若
是
不
明
白
的
話
便
什
麼
都
不
會
明

白
。

138	

思し
や
ん案
せ
よ
病

や
ま
いと
言ゆ

う
て
更さ

ら
に
無な

し
　

	

神か
み

の
道み

ち
お教

せ
意い

け
ん見

な
る
ぞ
哉や

仔
細
想
想
吧
！
生
病
這
種
事
根
本
就

不
存
在
，
是
神
在
指
引
路
的
方
向
，
給

人
們
忠
告
呀
。

139	

一ち
ょ
と寸

し
た
る
目め

え
の
悪あ

し
く
も
出で

き
も
の

来
物
哉や

　

	

逆の
ぼ上
せ
痛い

た
み
は
神か

み
の
手て

び引
き
哉や

眼
睛
稍
微
一
點
疾
病
、
皮
膚
上
長
出

東
西
，
暈
眩
或
是
疼
痛
等
，
這
些
都
是

神
在
指
引
人
們
呀
。

140	

今い
ま
ま
で迄
は
高た

か
い
山や

ま
や
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

用よ
う
ぼ
く木

見み

え
た
事こ

と
は
無な

け
れ
ど	

到
目
前
為
止
，
在
高
山
上
還
沒
看
見

過
用
木
。

不
知
人
體
是
借
物	

其
他
事
理
更
難
悟

細
思
本
無
疾
與
病	

乃
是
神
導
或
神
警

輕
微
眼
疾
與
昏
暈	

瘡
癤
疼
痛
皆
神
引

至
今
高
山
樹
雖
多	

可
做
用
木
尚
未
得
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141	
此こ

の

先さ
き

は
高た

か
や
ま山

に
て
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

用よ
う
ぼ
く木
見み

だ出
す
模も

よ
う様
す
る
ぞ
哉や 

但
就
從
現
在
起
，
漸
漸
要
在
高
山
裡

找
出
用
木
，
為
此
先
作
準
備
。

142	

一い
ち
れ
つ列

に
早は

や
く
救た

す
け
る
此こ

の

模も
よ
う様

　

	

上か
み
し
も下

共と
も

に
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

め
て

世
人
即
早
為
拯
救
作
準
備
，
不
論
居

上
位
還
是
下
位
，
內
心
一
齊
踴
躍
起
來
。

143	

日に
ち
に
ち々

に
世せ

か
い界

の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

む
な
ら
　

	

物も
の
の
立り

ゅ
う
け毛
は
皆み

な

勇い
さ
み
出で

る

世
人
若
是
每
天
都
抱
著
踴
躍
的
心
，

作
物
的
生
長
也
會
跟
著
踴
躍
起
來
。

144	

何な
に

に
て
も
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ
う条

で
あ
る
か
ら
に
　

	

謀む
ほ
ん反

の
根ね

え
を
早は

や
く
切き

り
た
い

神
不
論
對
何
事
都
專
心
拯
救
，
希
望

叛
亂
、
造
反
的
根
源
能
儘
早
切
除
。

此
後
即
或
高
山
樹	

亦
漸
從
中
覓
用
木

神
欲
速
拯
全
人
類	

上
下
人
心
皆
使
悅

日
日
世
人
若
振
奮	

所
有
作
物
皆
豐
稔

專
心
拯
救
事
萬
般	

欲
速
根
絕
戰
亂
源

第
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145	

今い
ま

の
道み

ち

埃
ほ
こ
り

だ
ら
け
で
あ
る
か
ら
に

	

箒ほ
う
けを
持も

ち
て
掃そ

う
じ除
を
仕し

た立
て

現
在
路
途
上
到
處
都
充
滿
了
灰
塵
，

所
以
拿
起
掃
把
來
清
掃
。

146	

後あ
と
な
る
は
道み

ち
は
広ひ

ろ
く
て
芥

ご
も
く

無な

し
　

	

幾い
く
た
り人

な
り
と
連つ

れ
て
通と

お
れ
よ

將
來
的
道
路
既
寬
廣
又
乾
淨
，
不
管

多
少
人
都
能
一
起
穿
過
。

147	

二に
い
に
い二

の
二に

い
の
五い

つ
つ
に
話

は
な
しし

掛か

け
　

	

万
よ
ろ
ず

因い
ん
ね
ん縁
皆み

な

説と

き
聞き

か
す

在
二
月
二
十
二
日
的
第
五
時
辰
要
講

述
事
情
，
所
有
的
因
緣
都
說
給
你
們
聽
。

148	

高た
か
や
ま山
の
説

せ
っ
き
ょ
う教
聞き

い
て
真し

ん
じ
つ実
の
　

	

神か
み

の
話

は
な
しを

聞き

い
て
思し

や
ん案

せ

聽
「
高
山
」
說
教
，
也
聽
聽
真
實
的

神
說
的
道
理
，
仔
細
去
想
想
。

如
今
道
途
滿
灰
塵	

速
持
掃
帚
皆
掃
盡

事
後
道
途
寬
且
淨	

汝
可
偕
同
眾
人
行

二
月
廿
二
日
戌
時	

萬
般
因
緣
皆
告
知

聽
過
高
山
諸
說
教	

再
聽
神
言
細
思
考

第
三
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149	
日に

ち
に
ち々

に
神か

み
の
話

は
な
しを

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

聞き

い
て
楽た

の
し
め
口こ

う
き記
な
る
ぞ
哉や	

每
天
一
點
一
點
聽
神
之
所
言
，
聽
出

樂
趣
來
，
這
些
將
成
為
傳
世
的
口
記
啊
。

日
日
漸
聆
神
所
言	

聽
來
心
悅
口
記
傳
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第 
四 

號

七
十
七
歲
老
嫗

		


一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
四
月





1	

今い
ま

の
道み

ち

何な
ん

の
道み

ち
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

何な
に
か
分わ

か
ら
ん
道み

ち
で
あ
れ
ど
も

現
今
這
條
路
，
你
們
認
為
是
什
麼
樣

的
一
條
路
呢
？
雖
然
現
在
還
不
清
楚
，

2	

此こ
の

先さ
き
は
往お

う
か
ん還
道み

ち
が
見み

え
て
あ
る
　

	

も
う
彼あ

こ処
に
有あ

る
此こ

こ処
い
来き

た
也な

り

但
未
來
將
會
出
現
一
條
康
莊
大
道
。

就
在
那
裡
，
就
要
看
見
了
呀
。

3	

此こ
の

日ひ
が
ら柄

何い
つ時

の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

五ご
が
つ月
五い

つ
か日
に
確た

し
か
出で

て
来く

る

你
們
想
，
這
事
情
什
麼
時
候
會
發
生

呢
？
就
在
五
月
五
日
這
天
一
定
會
出

現
。

4	

其そ
れ
よ
り
も
お
蔭か

げ

始は
じ
ま
る
此こ

れ
を
見み

よ
　

	

夜よ
る
ひ
る昼

知し

れ
ん
様よ

う
に
成な

る
ぞ
哉や

看
啊
！
感
謝
神
恩
的
行
動
就
要
開
始

了
！
人
們
不
捨
晝
夜
地
聚
集
過
來
。

對
今
之
路
思
何
如	

雖
然
不
知
是
何
路

康
莊
大
路
即
可
見	

其
實
已
經
在
眼
前

可
知
此
日
何
時
至	

五
月
五
日
可
證
實

感
恩
參
拜
即
將
始	

今
後
不
分
夜
與
日

第
四
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5	
段だ

ん
だ
ん々

と
六ろ

く
が
つ月

に
な
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

証し
ょ
う
こ拠
守ま

む
り
を
す
る
と
思お

も
え
よ

要
記
得
，
慢
慢
到
六
月
的
時
候
，
會

發
給
祐
身
符
作
為
證
據
。

6	

其そ
れ

か
ら
は
段だ

ん
だ
ん々

普ふ
し
ん請

急せ

き
込こ

ん
で
　

	

何な
に

か
忙

い
そ
がし

事こ
と

に
な
る
也な

り	

屆
時
建
設
的
速
度
會
加
快
，
不
知
會

變
得
多
忙
碌
呀
！

7	

此こ
れ

か
ら
は
神か

み
の
心

こ
こ
ろは

日に
ち
に
ち々

に
　

	

急せ

き
込こ

み
有あ

る
と
思お

も
い
こ
そ
知し

れ	

要
知
道
，
今
後
的
每
一
天
，
神
心
會

變
得
多
麼
地
著
急
，
這
點
好
好
去
想
一

想
。

8	

如い
か何

程ほ
ど

の
多お

お
く
急せ

き
込こ

み
有あ

る
と
て
も
　

	

口く
ち

で
は
何な

に
も
言ゆ

う
で
無な

い
ぞ
哉や	

但
不
論
有
多
著
急
，
嘴
巴
上
什
麼
都

不
會
說
。

漸
漸
來
到
六
月
時	

證
據
神
符
必
將
賜

而
後
漸
促
行
建
築	

因
此
汝
等
將
忙
碌

今
後
汝
等
須
瞭
悟	

神
心
日
日
愈
急
促

不
管
神
心
多
急
促	

亦
決
不
以
口
說
出

第
四
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9	

此こ
の

先さ
き

は
多お

お
く
見み

え
来く

る
人ひ

と
び
と々

を
　

	

早は
や
く
知し

ら
し
て
置お

こ
と
思お

も
え
ど

神
想
早
點
讓
你
們
知
道
，
將
來
會
有

很
多
人
到
這
裡
來
。

10	

段だ
ん
だ
ん々
と
珍

め
ず
ら

し
人ひ

と
が
見み

え
て
あ
る
　

	

誰た
れ

が
目め

え
に
も
此こ

れ
が
見み

え
ん
か

一
些
想
都
沒
想
過
的
人
會
慢
慢
出
現
，

你
們
難
到
都
沒
看
見
嗎
？

11	

此こ
れ

か
ら
の
後あ

と
な
る
話

は
な
し

山や
ま
や
ま々

の
　

	

道み
ち
を
見み

て
い
よ
珍

め
ず
らし
き
道み

ち	

關
於
以
後
的
事
還
有
很
多
話
要
說
，

來
瞧
瞧
看
，
這
條
珍
奇
的
天
理
之
道
！

12	

面お
も
し
ろ白
や
多お

お
く
の
人ひ

と
が
集あ

つ
ま
り
て
　

	

天て
ん

の
与あ

た
え
と
言ゆ

う
て
来く

る
ぞ
哉や

真
有
趣
呀
！
越
來
越
多
的
人
聚
集
過

來
，
他
們
為
了
甘
露
而
來
到
這
裡
。

今
後
眾
人
絡
繹
至	

心
雖
早
欲
使
汝
知

新
人
逐
漸
映
眼
簾	

此
景
汝
等
可
否
見

今
後
講
述
許
多
路	

汝
可
靜
待
奇
路
出

眾
人
來
聚
神
心
悅	

皆
言
此
惠
是
天
與

第
四
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13	
日に

ち
に
ち々

に
身み

に
障さ

わ
り
付つ

く
ま
た
来き

た
か
　

	

神か
み
の
待ま

ち
兼か

ね
此こ

れ
を
知し

ら
ず
に

每
天
都
有
人
因
為
生
病
而
到
這
來
，

卻
不
知
道
神
已
經
焦
急
地
在
等
待
。

14	

段だ
ん
だ
ん々

と
勤つ

と
め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う衆

手て

が
揃そ

ろ
い
　

	

此こ
れ

を
合あ

い
ず図

に
何な

に
も
出で

掛か

け
る

奉
行
聖
舞
的
人
手
漸
漸
到
齊
，
以
此

作
為
信
號
，
神
將
到
處
去
施
展
神
能
。

15	

日に
ち
に
ち々

の
神か

み
の
心

こ
こ
ろは

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

上か
み
の
心

こ
こ
ろに
早は

や
く
見み

せ
た
ら

每
天
神
都
希
望
早
點
將
心
意
，
一
點

一
點
傳
達
給
位
居
上
位
的
人
。

16	

上か
み

た
る
は
何な

に
も
知し

ら
ず
に
唐と

う
じ
ん人

を
　

	

従
し
た
が

う
心

こ
こ
ろ

此こ
れ

が
可お

か笑
し
い

在
上
位
的
人
什
麼
都
不
知
道
，
一
心

只
想
跟
隨
迷
徒
，
這
是
多
麼
的
不
合
理

呀
。

每
患
疾
病
來
此
地	

神
心
急
待
卻
不
悉

舞
人
逐
漸
齊
聚
時	

以
此
為
信
萬
般
始

日
日
神
心
漸
諭
示	

只
欲
促
使
權
貴
知

權
貴
一
切
皆
不
曉	

聽
從
迷
徒
心
可
笑

第
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17	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
は
　

	

唐と
う
じ
ん人
こ
ろ
り
此こ

れ
を
待ま

つ
也な

り

神
每
天
著
急
的
事
，
就
是
在
等
待
迷

徒
能
夠
改
換
心
念
。

18	

今い
ま
ま
で迄
の
牛う

し
の
先さ

き

道み
ち

思お
も
て
み
よ

	

上か
み

た
る
処

と
こ
ろ

皆み
な

気き

を
付つ

け
よ

想
想
至
今
發
生
的
牛
疫
的
事
情
吧
，

處
在
上
位
的
人
要
多
留
意
。

19	

此こ
れ

さ
い
か
皆み

な

見み

え
来き

た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

世せ
か
い界
の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

勇い
さ
み
来く

る

當
神
說
的
事
情
都
看
見
了
的
話
，
世

人
的
心
就
會
跟
著
踴
躍
起
來
。

20	

何な
に
に
て
も
世せ

か
い界
の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
な
ら
　

	

神か
み

の
心

こ
こ
ろも

皆み
な

勇い
さ

む
也な

り

世
人
的
心
若
是
踴
躍
起
來
的
話
，
神

的
心
也
會
跟
著
踴
躍
。

日
日
神
心
所
急
促	

待
望
迷
徒
改
心
悟

憶
及
往
日
牛
瘟
疫	

一
切
權
貴
須
留
意

此
事
如
能
真
瞭
解	

世
界
人
心
皆
踴
躍

人
心
萬
事
如
踴
躍	

神
心
亦
將
極
喜
悅

第
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21	
今き

ょ
う日

の
日ひ

は
如い

か何
な
る
道み

ち
と
思お

も
う
か
な
　

	

珍
め
ず
ら

し
事こ

と
が
見み

え
て
来く

る
ぞ
哉や

今
天
這
條
路
你
們
認
為
是
什
麼
樣
的

路
呢
？
珍
奇
的
事
情
將
會
顯
現
出
來

呀
。

22	

段だ
ん
だ
ん々

に
何な

に
か
の
事こ

と
も
見み

え
て
来く

る

	

如い
か何

な
る
道み

ち
も
皆み

な

楽た
の

し
め
よ

無
論
什
麼
事
情
都
會
漸
漸
顯
現
出
來
，

不
論
走
的
是
什
麼
路
都
要
感
到
高
興
！

23	

日に
ち
に
ち々

に
陽よ

う
き気

勤づ
と

め
の
手て

が
付つ

け
ば

	

神か
み
の
楽た

の
し
み
如い

か何
程ほ

ど
の
事こ

と

每
日
奉
行
康
樂
聖
舞
的
話
，
神
將
感

到
無
比
的
高
興
。

24	

早は
や
ば
や々

と
勤つ

と
め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う衆

待ま

ち
兼か

ね
る
　

	

側そ
ば

な
心

こ
こ
ろは

何な
に

を
思お

も
う
哉や

神
迫
不
急
待
地
等
待
奉
行
聖
舞
人
員

早
日
到
齊
，
但
身
邊
的
人
究
竟
在
想
些

什
麼
呢
？

今
日
之
路
如
何
看	

珍
奇
之
事
即
可
見

神
祐
萬
般
漸
顯
明	

信
仰
路
艱
樂
無
窮

康
樂
聖
舞
日
日
學	

神
心
感
到
無
比
悅

急
待
聖
舞
人
員
齊	

近
旁
汝
等
作
何
思

第
四
號 

21 - 

24

- 84 -



25	

如い
か何

な
る
の
病

や
ま
いと

言ゆ

う
て
無な

い
け
れ
ど
　

	

身み

に
障さ

わ
り
付つ

く
神か

み
の
用よ

う
む向
き

不
論
什
麼
樣
的
病
都
不
存
在
，
生
病

乃
是
神
在
招
喚
。

26	

用よ
う
む向
き
も
何な

に
の
事こ

と
や
ら
一ち

ょ
と寸
知し

れ
ん
　

	

神か
み

の
思お

も
わ
く惑

山や
ま
や
ま々

の
事こ

と 

即
使
被
召
喚
，
但
究
竟
是
什
麼
事
卻

一
點
也
不
清
楚
，
因
為
神
有
非
常
多
的

思
慮
。

27	

何な
に

も
彼か

も
神か

み
の
思お

も
わ
く惑

何な
に

に
て
も 

　

	

皆み
な

説と

い
た
な
ら
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
で

神
把
一
切
的
思
慮
全
都
說
出
來
的
話
，

你
們
的
心
便
會
踴
躍
起
來
。

28	

段だ
ん
だ
ん々
に
何な

に
も
思お

も
わ
く惑
説と

き
切き

れ
ば
　

	

身み

の
内う

ち
よ
り
も
涼す

ず
や
か
に
成な

る	

把
這
些
思
慮
一
點
一
點
說
盡
之
後
，

你
們
的
身
體
也
會
跟
著
輕
快
起
來
。

雖
言
並
無
疾
病
事	

身
體
失
調
乃
神
使

神
使
何
意
難
瞭
然	

神
所
期
望
事
如
山

所
有
神
意
皆
告
諭	

汝
等
必
能
心
踴
躍

漸
次
告
諭
神
心
意	

人
心
喜
悅
身
健
益

第
四
號 

25 - 

28

- 85 -



29	
ま
た
先さ

き
の
陽よ

う
き気

勤づ
と

め
を
待ま

ち
兼か

ね
る
　

	

何な
ん
の
事こ

と
な
ら
神か

ぐ
ら楽
勤づ

と
め
哉や

神
在
等
待
接
下
來
的
康
樂
聖
舞
，
這

康
樂
聖
舞
就
是
神
樂
聖
舞
啊
。

30	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
多お

お
く
の
人ひ

と
で
あ
る
け
れ
ど
　

	

神か
み

の
心

こ
こ
ろを

知し

り
た
者も

の

無な

し

世
界
上
雖
然
有
這
麼
多
的
人
，
但
神

的
心
卻
誰
也
不
知
道
。

31	

此こ
の

度た
び

は
神か

み
の
心

こ
こ
ろの

真し
ん
じ
つ実

を
　

	

何な
に
か
委い

さ
い細
を
皆み

な

教お
し
え
る
で 

這
一
次
，
神
心
裡
面
任
何
真
實
的
事

情
，
都
要
詳
細
地
告
訴
你
們
。

32	

何な
に

に
て
も
神か

み

一い
ち
じ
ょ
う

条
を
知し

り
た
な
ら
　

	

唐か
ら

に
負ま

け
そ
な
事こ

と
は
無な

い
ぞ
哉や

無
論
如
何
，
如
果
知
道
要
以
神
為
上

的
話
，
就
不
會
輸
給
迷
者
了
。

尚
望
速
行
康
樂
舞	

該
舞
即
是
神
樂
舞

整
個
世
界
人
眾
多	

但
無
瞭
悟
神
心
者

今
將
神
心
真
實
情	

所
有
一
切
皆
講
明

一
切
如
信
神
至
上	

決
不
敗
於
迷
者
黨
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33	

此こ
の

先さ
き

は
唐か

ら
と
日に

ほ
ん本

を
速す

み
や
か
に
　

	

段だ
ん
だ
ん々

分わ

け
る
模も

よ
う様
ば
か
り
を

為
了
儘
速
將
迷
域
和
悟
區
區
分
開
來
，

接
下
來
要
一
步
一
步
作
準
備
。

34	

此こ
れ
さ
い
か
早は

や
く
分わ

か
り
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

晴は

れ
る
事こ

と

也な
り

如
果
能
早
日
明
白
這
事
情
的
話
，
神

的
遺
憾
也
就
會
一
掃
而
空
。

35	

真し
ん
じ
つ実

の
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念

晴は

れ
た
な
ら
　

	

世せ
か
い界
の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

勇い
さ
み
出で

る

真
實
的
神
憾
若
能
掃
淨
的
話
，
世
人

的
心
便
會
踴
躍
起
來
。

36	

段だ
ん
だ
ん々
と
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
真し

ん
じ
つ実
に
　

	

救た
す

け
る
模も

よ
う様

ば
か
り
す
る
ぞ
哉や

一
步
一
步
，
要
為
這
世
界
的
真
實
拯

救
作
準
備
。

今
後
我
將
漸
安
排	

迷
域
悟
區
速
分
開

此
事
只
要
速
辨
別	

神
憾
自
然
會
消
滅

真
實
神
憾
如
消
滅	

世
界
人
心
皆
踴
躍

神
將
漸
次
去
佈
置	

真
要
拯
救
全
人
世
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37	
其そ

の

後あ
と

は
病や

ま
ず
死し

な
ず
に
弱よ

わ
ら
ず
に
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第
に
何い

つ時
迄ま

で
も
い
よ

從
那
之
後
不
會
生
病
、
不
死
去
、
也

不
會
衰
老
，
根
據
每
個
人
的
心
念
，
想

活
到
什
麼
時
候
都
可
以
。

38	

ま
た
先さ

き
は
年ね

ん
げ
ん限

経た

ち
た
事こ

と
な
ら
ば

	

年と
し

を
寄よ

る
め
は
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

之
後
不
管
經
過
多
少
時
間
，
也
都
不

會
感
覺
年
齡
在
增
長
。

39	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
の
事こ

と
で
も
知し

れ
な
ん
だ
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
皆み

な

教お
し
え
る
で

直
到
現
在
人
們
什
麼
都
還
不
知
道
，

今
後
神
要
將
這
些
事
情
全
都
教
授
給
你

們
。

40	

今い
ま

で
は
な
皆み

な
の
心

こ
こ
ろと

内う
ち

な
る
の
　

	

心こ
こ
ろが

大お
お

い
違ち

が
い
な
れ
ど
も

現
在
，
外
面
的
心
與
裡
面
的
心
，
有

很
大
的
差
別
，

其
後
隨
心
可
永
活	

不
病
不
死
不
衰
弱

此
後
時
光
雖
逝
移	

長
生
不
老
更
無
疑

至
今
萬
般
汝
不
曉	

此
後
一
切
皆
相
告

如
今
近
人
與
世
俗	

彼
此
心
意
甚
懸
殊
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41	

明あ
す
に
ち

日
日
は
何な

ん
で
も
頼た

の
み
掛か

け
る
で
な
　

	

神か
み
の
言い

い
条

じ
ょ
うに
付つ

か
ね
ば
な
ら
ん

但
明
天
起
無
論
什
麼
事
情
都
要
拜
託

你
們
，
你
們
務
必
要
聽
從
神
言
。

42	

日に
ち
に
ち々
に
身み

に
障さ

わ
り
付つ

く
得と

く
し
ん心
せ
　

	

心
こ
こ
ろ

違ち
が

い
を
神か

み
が
知し

ら
す
る

平
常
生
病
要
好
好
去
領
會
，
是
神
在

提
醒
人
們
心
路
走
錯
了
。

43	

銘め
え
め
え々

の
身み

の
内う

ち
よ
り
も
思し

や
ん案

し
て
　

	

心
こ
こ
ろ

定さ
だ
め
て
神か

み
に
凭も

た
れ
よ	

每
個
人
都
從
自
己
的
身
體
好
好
去
思

考
，
下
定
決
心
來
倚
靠
神
吧
。

44	

何な
に
に
て
も
神か

み
の
思お

も
わ
く惑
深ふ

か
く
有あ

る
　

	

側そ
ば

な
る
者も

の
は
其そ

れ
を
知し

ら
ず
に 

任
何
事
情
都
包
含
了
神
深
厚
的
思
慮
，

然
而
身
邊
的
人
卻
都
不
知
道
。

明
日
一
切
將
托
汝	

必
須
遵
從
神
吩
咐

日
日
身
疾
細
思
考	

心
意
錯
用
神
警
告

每
人
細
思
各
自
身	

決
心
萬
事
依
靠
神

萬
事
皆
出
神
深
意	

近
人
對
此
卻
不
悉
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45	
今き

ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
よ様

の
道み

ち
も
見み

え
ね
ど
も
　

	

早は
や
く
見み

え
る
で
思し

や
ん案
定さ

だ
め
よ

到
今
天
人
們
還
不
曉
得
這
是
條
什
麼

樣
的
路
，
但
很
快
就
會
看
見
了
。
好
好

地
思
量
，
把
心
定
下
來
。

46	

此こ
の

道み
ち

を
早は

や
く
知し

ら
そ
と
思お

も
え
ど
も
　

	

悟さ
と

り
が
無の

う
て
此こ

れ
が
難

む
ず
かし

這
條
路
的
事
情
早
想
讓
你
們
知
道
，

但
你
們
還
沒
辦
法
領
悟
，
實
在
困
難
。

47	

段だ
ん
だ
ん々

と
筆ふ

で
に
知し

ら
し
て
あ
る
け
れ
ど
　

	

悟さ
と
り
無な

い
の
が
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念 

用
筆
將
這
些
事
情
一
點
一
點
讓
你
們

知
道
，
但
你
們
沒
辦
法
領
會
，
神
感
到

很
遺
憾
。

48	

何な
に

に
て
も
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

確し
か

と
聞き

け
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々

の
心

こ
こ
ろ

次し
だ
い第

哉や

神
說
的
任
何
事
情
都
要
好
好
去
聆
聽
，

任
何
事
情
都
是
依
據
每
個
人
的
內
心
。

至
今
不
見
任
何
路	

細
思
決
心
路
將
出

此
路
雖
欲
早
告
知	

但
不
省
悟
是
難
事

雖
然
逐
漸
以
筆
傳	

但
不
省
悟
是
神
憾

無
論
何
事
須
聽
神	

萬
事
皆
依
各
自
心
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49	

真し
ん
じ
つ実

に
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

ん
で
思し

や
ん案

し
て
　

	

神か
み

に
凭も

た
れ
て
陽よ

う
き気

勤づ
と

め
を	

虔
誠
的
心
踴
躍
起
來
，
好
好
去
想
想
，

倚
靠
神
，
奉
行
康
樂
聖
舞
。

50	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に

の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

肥こ
え

一い
ち
じ
ょ
う
条
の
話

は
な
しな
る
ぞ
哉や	

說
的
這
些
話
你
們
不
要
去
懷
疑
哦
，

這
些
話
全
都
是
有
關
肥
料
的
事
情
呀
。

51	

肥こ
え

や
と
て
何な

に
が
効き

く
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

心
こ
こ
ろ

の
誠

ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実
が
効き

く

不
要
以
為
肥
料
本
身
有
什
麼
功
效
，

懷
著
真
誠
之
心
功
效
才
會
發
揮
。

52	

真し
ん
じ
つ実
の
心

こ
こ
ろ

見み
さ
だ定
め
付つ

い
た
な
ら
　

	

如い
か何
な
守し

ゅ
ご
う護
も
す
る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
當
神
明
辨
了
一
個
人
的
真

誠
之
心
，
就
會
賜
予
他
任
何
的
祐
護
。

衷
心
踴
躍
細
思
悟	

依
神
奉
行
康
樂
舞

此
言
究
竟
何
所
指	

一
心
在
講
神
肥
事

莫
認
神
肥
有
效
力	

乃
因
誠
心
通
神
意

鑑
定
汝
心
如
真
實	

任
何
祐
護
神
皆
賜

第
四
號 

49 - 

52

- 91 -



53	
確し

か
と
聞き

け
万

よ
ろ
ずの

事こ
と

を
皆み

な

教お
し

え

	

何ど
こ処
に
隔へ

だ
て
は
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

仔
細
聽
好
，
神
會
教
導
所
有
的
事
情
，

這
些
事
情
不
管
是
哪
裡
的
人
都
沒
有
任

何
區
別
。

54	

何ど

の
様よ

う
な
処

と
こ
ろの

人ひ
と

が
出で

て
来き

て
も
　

	

皆み
な

因い
ん
ね
ん縁

の
者も

の
で
あ
る
か
ら

不
管
從
哪
裡
來
的
人
，
會
到
這
裡
都

是
由
於
因
緣
的
緣
故
。

55	

人に
ん
げ
ん間

を
創は

じ
め
出だ

し
た
る
屋や

し
き敷

也な
り

	

其そ
の

因い
ん
ね
ん縁
で
天あ

ま
く
だ降
り
た
で

這
宅
院
是
創
造
人
類
的
地
方
，
因
為

這
個
因
緣
所
以
從
天
而
降
。

56	

此こ
の

先さ
き

は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
一い

ち
れ
つ列

に
　

	

救た
す

け
守し

ゅ
ご
う護

を
皆み

な

教お
し

え
る
で

今
後
要
拯
救
世
上
所
有
的
人
，
有
關

神
祐
的
事
情
要
教
導
給
大
家
。

詳
聽
萬
般
皆
諭
知	

一
律
平
等
無
歧
視

何
處
人
來
非
偶
然	

皆
因
出
自
元
因
緣

創
始
人
類
此
宅
院	

神
降
宅
院
此
因
緣

今
後
神
將
對
全
世	

拯
救
祐
護
皆
告
知

第
四
號 

53 - 

56

- 92 -



57	

段だ
ん
だ
ん々

と
万

よ
ろ
ず

救た
す

け
を
皆み

な

教お
し

え
　

	

唐か
ら
と
日に

ほ
ん本
を
分わ

け
る
ば
か
り
哉や

萬
事
拯
救
的
方
法
會
一
點
一
點
教
導

給
你
們
，
這
全
是
為
了
將
迷
域
和
悟
區

作
區
分
呀
。

58	

日に
ち
に
ち々
に
唐か

ら
と
日に

ほ
ん本
を
分わ

け
る
道み

ち
　

	

神か
み

の
急せ

き
込こ

み
此こ

れ
が
一

い
ち
じ
ょ
う条

神
每
天
最
著
急
最
關
心
的
，
是
如
何

把
迷
域
與
悟
區
區
別
開
來
。

59	

此こ
の

道み
ち

を
早は

や
く
分わ

け
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

後あ
と
の
万

よ
ろ
ずは
神か

み
の
儘ま

ま

也な
り

若
能
早
點
將
這
條
路
區
別
出
來
的
話
，

之
後
所
有
的
事
情
便
都
會
依
神
意
而

行
。

60	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
何な

に
か
珍

め
ず
らし
創は

じ
め
出だ

し
　

	

万
よ
ろ
ず

因い
ん
ね
ん縁

皆み
な

付つ

い
て
来く

る

今
天
珍
奇
之
事
即
將
開
始
，
帶
有
元

始
因
緣
的
人
都
將
跟
隨
而
來
。

萬
般
拯
救
漸
皆
告	

迷
域
悟
區
須
分
好

迷
域
悟
區
如
何
分	

對
此
日
日
神
焦
心

迷
域
悟
區
速
分
清	

其
他
皆
如
神
意
行

今
將
開
始
珍
奇
事	

元
始
因
緣
皆
隨
至
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61	
因い

ん
ね
ん縁

も
多お

お
く
の
人ひ

と
で
あ
る
か
ら
に
　

	

何ど
こ処
に
隔へ

だ
て
は
有あ

る
と
思お

も
う
な

原
始
因
緣
雖
包
含
了
許
許
多
多
的
人
，

但
別
以
為
會
因
地
方
不
同
而
有
所
區

別
。

62	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
た
神か

み
の
事こ

と
な
ら
ば
　

	

世せ
か
い界

一い
ち
れ
つ列

皆み
な

我わ

が
子こ

也な
り

既
然
是
創
造
此
世
的
神
，
世
上
所
有

的
人
都
是
我
的
子
女
。

63	

一い
ち
れ
つ列

の
子こ

ど
も供

が
可か

わ
い愛

其そ
れ

故ゆ
え

に
　

	

色い
ろ
い
ろ々

心
こ
こ
ろ

尽つ
く
し
切き

る
也な

り

所
有
的
子
女
都
很
可
愛
，
所
以
神
才

會
這
樣
費
盡
各
種
心
思
呀
。

64	

此こ
の

子こ
ど
も供

何な
に

も
教お

し
え
て
早は

や
ば
や々

と
　

	

神か
み

の
心

こ
こ
ろの

急せ

き
込こ

み
を
見み

よ	

看
呀
，
神
的
心
是
如
此
著
急
，
什
麼

事
都
急
著
即
早
傳
授
給
子
女
。

人
雖
多
種
始
緣
同	

神
賜
祐
護
不
區
分

神
乃
開
創
此
世
者	

人
類
皆
是
神
子
女

所
有
子
女
皆
可
愛	

故
神
費
盡
心
意
哉

萬
般
皆
告
子
女
知	

希
能
早
悟
神
心
急
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65	

段だ
ん
だ
ん々

と
子こ

ど
も供

の
出し

ゅ
っ
せ世

待ま

ち
兼か

ね
る
　

	

神か
み
の
思お

も
わ
く惑
此こ

れ
ば
か
り
也な

り

等
不
及
要
子
女
跳
脫
世
俗
的
想
法
，

神
所
思
慮
的
都
是
這
件
事
情
啊
。

66	

子こ
ど
も供
さ
い
早は

や
く
表

お
も
てい
出で

し
た
な
ら
　

	

唐か
ら

を
日に

ほ
ん本

の
地じ

い
に
す
る
也な

り	

若
是
子
女
能
夠
早
日
出
到
外
面
去
的

話
，
迷
域
便
會
成
為
悟
區
。

67	

真し
ん
じ
つ実

に
子こ

ど
も供

の
心

こ
こ
ろ

確し
か

と
せ
よ
　

	

神か
み
の
心

こ
こ
ろは
急せ

く
ば
か
り
や
で	

子
女
們
呀
，
好
好
地
將
心
念
確
定
下

來
，
神
的
心
只
有
焦
急
而
已
。

68	

日に
ち
に
ち々
に
神か

み
の
急せ

き
込こ

み
此こ

の

悩な
や
み
　

	

早は
や

く
救た

す
け
る
模も

よ
う様

し
て
く
れ

神
每
天
為
這
事
情
著
急
、
煩
惱
著
，

請
你
們
快
來
為
拯
救
作
準
備
。

急
盼
子
女
心
漸
悟	

唯
此
乃
是
神
意
圖

子
女
如
能
速
成
育	

可
使
迷
域
變
悟
區

子
女
決
心
須
堅
真	

神
心
只
急
救
世
人

神
心
日
日
急
且
憂	

從
速
準
備
去
拯
救
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69	
内う

ち
な
る
は
上か

み
を
思お

も
う
て
い
ず
み
い
る

	

怖こ
わ
み
無な

い
ぞ
や
神か

み
の
請う

け
合や

い

但
在
裡
面
的
你
們
卻
因
為
考
量
到
上

位
者
，
內
心
消
沉
下
來
。
沒
什
麼
好
怕

的
啊
，
有
神
作
保
證
。

70	

今い
ま
ま
で迄

と
道み

ち
が
変か

わ
り
て
あ
る
程ほ

ど
に
　

	

早は
や

く
急せ

き
込こ

み
往お

う
か
ん還

の
道み

ち

這
條
路
與
過
去
將
有
所
不
同
。
快
為

康
莊
大
道
加
快
腳
步
呀
！

71	

此こ
の

道み
ち

は
何い

つ時
の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

早は
や
く
出で

て
み
よ
も
う
今い

ま
の
事こ

と

你
們
想
，
這
條
康
莊
大
道
要
到
什
麼

時
候
才
會
出
現
呢
？
快
走
出
來
啊
！
就

是
現
在
了
！

72	

段だ
ん
だ
ん々

と
筆ふ

で
に
知し

ら
し
て
あ
る
程ほ

ど
に
　

	

早は
や

く
心

こ
こ
ろに

悟さ
と

り
取と

る
様よ

う

這
些
事
情
會
一
點
一
點
用
筆
寫
下
好

讓
你
們
知
道
，
快
從
心
裡
去
了
悟
這
些

道
理
吧
。

近
人
畏
上
不
敢
行	

無
須
恐
懼
神
保
證

至
今
道
已
不
同
昔	

速
奔
康
莊
大
道
去

或
疑
此
道
何
日
現	

從
速
向
前
即
將
顯

業
已
逐
次
用
筆
述	

深
望
汝
等
速
醒
悟
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73	

此こ
れ

さ
い
か
早は

や
く
悟さ

と
り
が
付つ

い
た
な
ら
　

	

身み

の
内う

ち

悩な
や
み
涼す

ず
や
か
に
成な

る

如
果
能
夠
早
點
領
悟
這
些
道
理
的
話
，

身
上
的
煩
惱
也
會
跟
著
消
失
。

74	

勤つ
と
め
で
も
初は

じ
め
手て

お
ど踊
り
ま
た
神か

ぐ
ら楽

　

	

一ち
ょ
っ
と寸

の
細ほ

そ

道み
ち

付つ

け
て
あ
れ
ど
も

聖
舞
最
先
是
手
舞
，
然
後
是
神
樂
，

雖
然
是
從
很
細
小
的
路
開
始
的
，

75	

段だ
ん
だ
ん々

と
草く

さ
が
し
こ
り
て
道み

ち

知し

れ
ず
　

	

早は
や
く
本ほ

ん
み
ち道
付つ

け
る
模も

よ
う様
を	

但
久
而
久
之
雜
草
叢
生
，
不
知
路
的

去
向
。
快
！
為
開
闢
大
道
來
作
準
備
。

76	

日に
ち
に
ち々
に
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
ん
で
急せ

き
込こ

め
よ
　

	

早は
や

く
本ほ

ん
み
ち道

付つ

け
た
事こ

と
な
ら

每
天
都
抱
著
踴
躍
的
心
，
加
快
腳
步

吧
！
如
果
能
夠
早
日
將
大
道
開
闢
出
來

的
話
…

此
事
如
能
早
了
悟	

心
身
疾
惱
可
消
除

手
舞
教
後
神
樂
舞	

神
雖
闢
出
一
窄
路

雜
草
叢
生
路
難
找	

從
速
準
備
闢
正
道

日
日
踴
躍
並
急
促	

如
若
正
道
速
闢
出
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77	
真し

ん
じ
つ実

に
此こ

の

本ほ
ん
み
ち道

が
付つ

い
た
な
ら
　

	

末す
え
は
頼た

の
も
し
陽よ

う
き気
づ
く
め
哉や

這
條
大
道
若
能
確
實
開
闢
出
來
的
話
，

將
來
就
全
是
讓
人
安
心
的
康
樂
生
活
。

78	

村む
ら
か
た方

は
尚な

お
も
救た

す
け
を
急せ

え
て
い
る
　

	

早は
や

く
思し

や
ん案

を
し
て
く
れ
る
様よ

う

對
於
村
民
，
神
也
急
著
想
去
拯
救
，

請
盡
早
、
好
好
地
去
思
考
這
個
道
理
吧
。

79	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
神か

み
の
た
あ
に
は
皆み

な

我わ

が
子こ

　

	

一い
ち
れ
つ列
は
皆み

な

親お
や
と
思お

も
え
よ

對
神
來
說
世
上
的
人
們
都
是
我
的
子

女
，
所
有
人
都
應
把
神
看
作
是
父
母
。

80	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
説せ

っ
き
ょ
う

教
と
し
て
始は

じ
め
掛か

け
　

	

説と

い
て
聞き

か
す
る
聞き

き
に
行い

く
也な

り	

開
始
時
是
在
世
界
上
講
述
道
理
給
人

們
聽
，
想
聽
的
話
就
去
聽
吧
。

如
若
正
道
確
闢
成	

將
享
康
樂
豐
實
景

急
欲
拯
救
村
中
人	

希
速
細
想
悟
神
心

由
神
視
人
皆
子
女	

人
應
視
神
如
父
母

說
教
已
行
世
界
中	

汝
等
可
以
去
聆
聽
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81	

如い
か何

程ほ
ど

に
見み

え
た
る
事こ

と
を
言ゆ

う
た
と
て

	

元も
と
を
知し

ら
ね
ば
分わ

か
る
芽め

は
無な

し

看
得
見
的
事
情
不
管
說
了
多
少
，
但

不
知
元
始
之
事
的
話
便
無
法
了
悟
。

82	

段だ
ん
だ
ん々
と
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

て
置お

い
て

	

其そ
れ

出で

た
な
ら
ば
此こ

れ
が
真

ま
こ
と

哉や

接
下
來
只
會
說
沒
人
知
道
的
事
情
，

當
出
現
的
時
候
你
們
就
會
知
道
是
真

的
。

83	

一い
ち
れ
つ列

に
神か

み
に
凭も

た
れ
る
此こ

の

子こ
ど
も供

　

	

早は
や
く
表

お
も
てい
出で

る
模も

よ
う様
せ
よ	

子
女
們
呀
，
所
有
的
人
都
來
倚
靠
神
，

早
點
為
出
到
外
面
去
作
好
準
備
呀
。

84	

真し
ん
じ
つ実
に
表

お
も
て

出で

よ
う
と
思お

も
う
な
ら
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず

め
て
芯し

ん
を
尋た

ず
ね
よ

若
真
的
想
到
外
面
去
的
話
，
就
將
心

沉
靜
下
來
，
去
探
尋
那
最
根
源
的
部
分
。

外
顯
諸
事
雖
講
述	

不
知
根
源
亦
難
悟

神
漸
講
述
未
有
事	

如
其
顯
現
可
證
實

子
女
齊
來
將
神
靠	

速
備
走
向
光
明
道

真
欲
走
向
光
明
道	

靜
心
去
將
核
心
找
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85	
此こ

の

子こ
ど
も供

真し
ん
じ
つ実

よ
り
も
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

見み
さ
だ定
め
付つ

け
ば
如い

か何
な
模も

よ
う様
も	

子
女
們
的
真
心
若
是
為
神
所
確
認
的

話
，
任
何
祐
護
都
會
賜
予
。

86	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろは

急せ

き
込こ

め
ど
　

	

子こ
ど
も供

の
心

こ
こ
ろ

分わ
か

り
無な

い
の
で

神
的
內
心
每
天
都
焦
急
萬
分
，
但
是

子
女
心
中
卻
都
還
不
明
白
。

87	

子こ
ど
も供

で
も
一ち

ょ
っ
と寸

の
人ひ

と
で
は
無な

い
か
ら
に
　

	

多お
お
く
の
胸む

ね
が
更さ

ら
に
分わ

か
ら
ん

子
女
的
人
數
不
是
只
有
一
點
點
而
已
，

還
有
這
麼
多
人
不
明
白
神
意
。

88	

今い
ま
ま
で迄

は
学が

く
も
ん問

等な
ぞ

と
言ゆ

う
た
と
て

	

見み

え
て
無な

い
事こ

と

更さ
ら

に
知し

ろ
ま
い

至
今
人
們
都
談
論
著
學
問
之
類
的
事

情
，
但
還
沒
見
到
的
事
卻
誰
也
不
知
道
。

鑑
定
子
女
心
誠
時	

任
何
拯
救
無
不
賜

日
日
神
心
甚
急
躁	

無
奈
子
女
不
知
曉

因
為
子
女
非
少
數	

故
而
眾
心
更
難
悟

至
今
雖
有
學
問
事	

未
顯
諸
事
更
難
知
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89	

此こ
の

先さ
き

は
見み

え
て
無な

い
事こ

と

段だ
ん
だ
ん々

と

	

万よ
ろ
ずの
事こ

と
を
皆み

な

説と

い
て
置お

く	

今
後
，
還
沒
見
到
的
一
切
事
情
都
會

一
點
一
點
說
出
來
。

90	

此こ
れ
か
ら
は
此こ

の

世よ

創は
じ
め
て
無な

い
勤つ

と
め
　

	

段だ
ん
だ
ん々

教お
し

え
手て

を
付つ

け
る
也な

り	

現
在
起
，
創
世
以
來
從
未
有
過
的
聖

舞
，
其
手
勢
要
一
點
一
點
教
授
給
你
們
。

91	

此こ
の

勤つ
と

め
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
救た

す
け
道み

ち
　

	

唖お
し
で
も
物も

の
を
言ゆ

わ
す
事こ

と

也な
り

聖
舞
是
拯
救
世
界
之
道
，
讓
啞
巴
也

能
夠
開
口
說
話
。

92	

日に
ち
に
ち々
に
勤つ

と
め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う衆
確し

か
と
せ
よ
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず

め
て
早は

や
く
手て

を
付つ

け

奉
行
聖
舞
人
員
，
每
天
都
打
起
精
神

來
！
把
心
靜
下
，
早
點
著
手
進
行
吧
！

今
後
漸
將
未
顯
事	

萬
般
皆
告
汝
等
知

創
世
以
來
從
未
有	

聖
舞
手
勢
漸
教
授

聖
舞
確
為
拯
世
法	

可
使
啞
子
也
說
話

聖
舞
人
員
意
當
決	

日
日
靜
心
從
速
學
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93	
此こ

の

勤つ
と

め
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

世せ
か
い界
治お

さ
め
て
救た

す
け
ば
か
り
を	

這
聖
舞
究
竟
是
什
麼
呢
？
是
讓
世
界

和
平
，
全
心
去
救
人
呀
。

94	

此こ
の

道み
ち

が
確た

し
か
見み

え
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

病や
ま
いの

根ね
え

は
切き

れ
て
し
ま
う
で	

當
這
條
路
清
楚
地
浮
現
出
來
時
，
疾

病
的
根
源
就
能
夠
完
全
切
除
。

95	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
何い

ず
か
た方

も

	

如い
か何
な
守し

ゅ
ご
う護
も
せ
ん
と
言ゆ

わ
ん
で

不
管
是
誰
，
只
要
擁
有
顆
真
誠
的
心
，

神
一
定
會
賜
予
與
心
相
符
的
祐
護
。

96	

今い
ま

の
道み

ち

神か
み

の
急せ

き
込こ

み
内う

ち
な
る
は
　

	

案あ
ん

じ
無な

い
ぞ
や
確し

か
と
見み

て
い
よ	

對
於
現
今
這
條
路
，
神
非
常
著
急
。

在
裡
面
的
你
們
不
必
擔
心
，
仔
細
去
瞧

一
瞧
吧
。

聖
舞
何
謂
君
可
知	

專
一
拯
救
並
治
世

此
道
若
能
確
顯
出	

一
切
病
根
皆
清
除

任
人
只
要
心
誠
實	

任
何
祐
護
無
不
賜

如
今
之
道
神
所
急	

近
人
莫
憂
須
注
視
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97	

此こ
れ

迄ま
で

と
道み

ち
が
変か

わ
る
と
言ゆ

う
て
あ
る
　

	

神か
み
は
違ち

ご
う
た
事こ

と
は
言ゆ

わ
ん
で	

已
經
說
過
了
，
今
後
這
條
路
將
和
目

前
為
止
有
所
不
同
。
神
說
的
事
不
會
有

錯
。

98	

此こ
の

先さ
き
は
神か

み
の
心

こ
こ
ろ

の
急せ

き
込こ

み
を
　

	

口く
ち

で
は
ど
う
む
言ゆ

う
に
言ゆ

わ
れ
ん

神
的
內
心
對
於
將
來
的
事
非
常
著
急
，

已
經
到
了
無
法
言
喻
的
地
步
了
。

99	

如い
か何

程ほ
ど

に
難

む
ず
かし

事こ
と

と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

説と

か
ず
に
い
て
は
分わ

か
る
芽め

は
無な

し

不
論
多
麼
困
難
的
事
，
如
果
不
說
的

話
就
更
不
會
明
白
。

100	

日に
ち
に
ち々
に
神か

み
の
思お

も
わ
く惑
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

説と

い
て
置お

く
ぞ
や
此こ

れ

聞き

い
て
く
れ	

神
每
天
思
慮
的
事
會
慢
慢
地
說
出
來
，

請
你
們
聽
一
聽
。

已
言
此
道
異
昔
日	

神
決
不
言
錯
誤
事

今
後
神
心
甚
急
躁	

決
非
能
以
言
語
道

無
論
如
何
困
難
事	

神
不
講
解
怎
能
知

日
日
神
意
漸
諭
示	

汝
等
必
須
細
聽
之
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101	
此こ

の

道み
ち

は
何な

に
か
難

む
ず
かし

珍
め
ず
らし

い
　

	

道み
ち
で
あ
る
ぞ
や
確た

し
か
見み

て
い
よ

這
是
條
多
麼
地
艱
苦
、
卻
又
珍
奇
的

路
呀
，
請
仔
細
去
瞧
瞧
。

102	

此こ
の

道み
ち

を
通と

お
り
抜ぬ

け
た
ら
其そ

の

先さ
き

は
　

	

唐か
ら

は
日に

ほ
ん本

の
地ぢ

い
に
し
て
あ
る

穿
越
這
條
路
之
後
，
在
它
的
前
方
，

迷
域
將
會
成
為
悟
區
。

103	

唐か
ら

の
地
を
日に

ほ
ん本

の
地ぢ

い
に
し
た
な
ら
ば

	

此こ
れ

末ま
つ
だ
い代
の
生い

き
通ど

お
り
也な

り

如
果
能
夠
將
迷
域
變
成
悟
區
，
這
條

路
就
能
世
世
代
代
一
直
走
下
去
。

104	

此こ
の

世よ
う

を
治お

さ
め
る
も
上か

み

天て
ん

も
神か

み

	

上か
み

と
神か

み
と
の
心

こ
こ
ろ

分わ

け
る
で

平
定
此
世
的
是
上
位
者
，
而
天
是
由

神
。
神
會
將
上
位
者
與
神
的
心
區
分
清

楚
。

此
道
雖
艱
卻
又
奇	

汝
等
待
視
即
可
悉

此
道
如
果
能
穿
踰	

迷
域
亦
可
變
悟
區

迷
域
如
變
悟
區
時	

喜
悅
洋
溢
繼
永
世

神
治
人
治
治
相
同	

神
心
人
心
須
分
明
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105	

段だ
ん
だ
ん々

と
見み

え
ん
事こ

と
を
ば
言ゆ

て
置お

い
て

	

先さ
き
で
見み

え
た
ら
此こ

れ
が
神か

み
や
で	

還
沒
看
見
的
事
情
會
一
點
一
點
說
出

來
，
屆
時
看
見
的
時
候
，
就
知
道
這
是

神
啊
。

106	

如い
か何
程ほ

ど
に
見み

え
た
る
事こ

と
を
言ゆ

う
た
と
て
　

	

先さ
き

で
見み

え
ね
ば
分わ

か
り
あ
る
ま
い

無
論
怎
麼
述
說
眼
前
的
事
，
若
是
不

能
預
見
未
來
的
話
，
依
然
不
能
算
是
明

白
。

107	

此こ
れ

か
ら
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

上か
み
し
も下
共と

も
に
分わ

け
て
見み

せ
る
で

現
在
起
，
不
論
是
在
上
位
者
或
是
在

下
位
者
，
神
要
將
世
人
的
心
都
區
分
出

來
給
你
們
看
。

108	

此こ
れ
を
見み

よ
世せ

か
い界
も
内う

ち
も
隔へ

だ
て
無な

い
　

	

胸む
ね

の
内う

ち
よ
り
掃そ

う
じ除

す
る
ぞ
哉や

看
著
吧
！
不
管
是
世
人
還
是
裡
面
的

人
都
沒
有
差
別
，
神
要
去
清
掃
所
有
人

的
內
心
。

逐
漸
講
述
從
未
見	

未
來
如
見
是
神
言

雖
然
細
述
眼
見
事	

未
來
不
見
卻
難
知

今
後
世
界
全
人
心	

不
問
上
下
使
分
清

視
此
神
掃
心
中
塵	

不
分
世
人
或
近
人

第
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109	
此こ

の

掃そ
う
じ除

難
む
ず
か

し
事こ

と
で
あ
る
け
れ
ど

	

病や
ま
いと
言ゆ

う
は
無な

い
と
言ゆ

て
置お

く

清
掃
內
心
雖
然
很
困
難
，
但
神
說
，

生
病
這
種
事
並
不
存
在
。

110	

何ど

の
様よ

う
な
痛い

た
み
悩な

や
み
も
出で

け
も
の

来
物
哉や

　

	

熱ね
つ

も
下く

だ
り
も
皆み

な

埃ほ
こ
りや

で

什
麼
樣
的
疼
痛
、
煩
惱
、
身
上
長
出

東
西
，
或
是
身
體
發
熱
、
拉
肚
子
也
好
，

這
些
都
是
因
為
灰
塵
呀
！

111	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
に
何な

に
も
彼か

も
　

	

上か
み
へ
教お

し
え
た
事こ

と
は
有あ

る
ま
い	

創
造
世
界
以
來
的
一
切
事
情
，
從
來

沒
有
教
導
給
上
位
者
過
。

112	

此こ
の

度た
び

は
何な

に
か
万

よ
ろ
ずを

上か
み

た
る
へ
　

	

知し

ら
し
て
置お

い
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

這
一
次
不
管
任
何
的
事
情
，
都
要
讓

上
位
者
知
道
。

清
掃
心
塵
非
易
事	

本
無
疾
病
汝
須
知

任
何
痛
惱
與
瘡
癤	

燒
瀉
皆
屬
心
塵
也

自
從
神
創
此
人
世	

一
切
未
告
權
貴
知

此
次
神
將
萬
般
事	

盡
皆
講
與
權
貴
知

第
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113	

其そ
れ

か
ら
は
中な

か
に
は
思し

や
ん案

す
る
も
有あ

ろ
　

	

皆み
な

寄よ

り
合よ

う
て
話

は
な
しし
た
な
ら

這
些
人
當
中
有
的
人
已
經
在
思
索
了

吧
，
如
果
大
家
能
聚
在
一
起
好
好
商
量

的
話
，

114	

其そ
の

中な
か
に
真し

ん
じ
つ実
心

こ
こ
ろ

頼た
の
も
し
い

	

思お
も

て
思し

や
ん案

を
す
る
者も

の
も
有あ

る

其
中
有
些
人
去
思
索
，
認
為
這
教
導

確
實
值
得
信
賴
。

115	

此こ
の

道み
ち

を
上か

み
へ
通と

お
り
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

神か
み
の
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
直す

ぐ
に
現

あ
ら
わす

這
條
路
如
果
能
通
達
到
上
位
者
之
處
，

自
由
的
神
能
便
會
馬
上
顯
現
出
來
。

116	

此こ
の

世よ
う
を
創は

じ
め
た
神か

み
の
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
を

	

見み

せ
た
る
事こ

と
は
更さ

ら
に
無な

い
の
で

創
世
之
神
的
自
由
神
祐
，
至
今
都
還

沒
有
給
人
看
過
。

而
後
其
中
深
思
人	

或
能
相
聚
互
談
論

其
中
亦
有
人
思
考	

認
此
真
實
並
可
靠

此
道
權
貴
如
瞭
然	

神
必
立
將
全
能
顯

創
始
此
世
之
元
神	

全
能
未
曾
示
與
人

第
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117	
何な

に
に
て
も
知し

ら
ん
間

あ
い
だ

は
其そ

の

儘ま
ま

哉や

　

	

神か
み
の
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
知し

ら
し
た
る
な
ら	

什
麼
都
還
不
知
道
時
便
一
如
往
常
，

然
而
一
旦
知
道
神
能
是
如
此
地
自
由
…

118	

此こ
れ

聞き

い
て
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
思し

や
ん案

せ
よ
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずは

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

哉や	

聽
聞
了
之
後
，
所
有
的
人
都
好
好
想

一
想
吧
，
任
何
事
都
是
依
從
於
內
心
。

119	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に
が
見み

え
る
や
無な

い
け
れ
ど
　

	

六ろ
く
が
つ月
を
見み

よ
皆み

な

出で
か掛
け
る
で	

今
天
雖
然
什
麼
都
還
沒
看
見
，
但
看

著
吧
！
到
六
月
的
時
候
，
所
有
事
情
都

會
顯
現
出
來
。

120	

今い
ま
ま
で迄

は
高た

か
い
山や

ま
や
と
言ゆ

う
て
い
る
　

	

谷た
に
そ
こ底

に
て
は
し
け
ん
ば
か
り
を

到
目
前
說
了
有
關
「
高
山
」
的
事
情
，

「
谷
底
」
的
情
況
卻
是
非
常
消
沉
、
無

力
氣
。

一
切
不
知
仍
如
舊	

一
旦
神
若
顯
神
祐

聞
此
汝
等
當
深
思	

萬
般
一
切
依
心
賜

如
今
萬
事
皆
不
見	

時
至
六
月
一
切
顯

至
今
權
貴
高
山
誇	

庶
民
蜷
屈
谷
底
下

第
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121	

此こ
れ

か
ら
は
高た

か
や
ま山

に
て
も
谷た

に
そ
こ底

も
　

	

元も
と

初は
じ
ま
り
を
言ゆ

う
て
聞き

か
す
る

現
在
起
，
不
論
是
「
高
山
」
也
好
「
谷

底
」
也
好
，
創
世
的
元
始
之
事
要
說
給

你
們
聽
。

122	

此こ
の

世よ

の
創は

じ
ま
り
出だ

し
は
泥ど

ろ
の
海う

み
　

	

其そ
の

中な
か

よ
り
も
泥ど

じ
ょ
う鰌

ば
か
り
哉や

這
世
界
剛
開
始
的
時
候
是
一
片
泥
海
，

在
泥
海
之
中
全
都
是
泥
鰍
呀
。

123	

此こ
の

泥ど
じ
ょ
う鰌

何な
に

の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

此こ
れ

人に
ん
げ
ん間
の
種た

ね
で
あ
る
ぞ
哉や	

這
些
泥
鰍
是
什
麼
東
西
呢
？
是
人
類

的
種
子
呀
。

124	

此こ
の

者も
の
を
神か

み
が
引ひ

き
上あ

げ
食く

て
し
も
て
　

	

段だ
ん
だ
ん々

守し
ゅ
ご
う護

人に
ん
げ
ん間

と
成な

し	

神
撈
起
牠
們
並
將
其
吃
下
，
逐
漸
賜

予
祐
護
使
其
成
為
人
類
。

今
後
高
山
或
谷
底	

元
始
真
情
告
汝
悉

此
世
元
始
乃
泥
海	

海
中
唯
有
泥
鰍
在

對
此
泥
鰍
作
何
思	

此
乃
人
類
之
種
子

神
取
此
物
皆
食
盡	

漸
賜
祐
護
使
成
人

第
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125	
其そ

れ
よ
り
も
神か

み
の
守し

ゅ
ご
う護

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

並な
み

大た
い
て
い抵
な
事こ

と
で
無な

い
ぞ
哉や

從
那
時
候
起
，
神
祐
便
不
只
是
尋
常

的
事
而
已
。

126	

此こ
の

話
は
な
し

一ち
ょ
っ
と寸

の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ

	

世せ
か
い界

一い
ち
れ
つ列

救た
す

け
た
い
か
ら	

千
萬
別
小
看
這
段
故
事
哦
！
為
的
是

要
拯
救
全
人
類
。

127	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろ

の
真し

ん
じ
つ実

は
　

	

深ふ
か
い
思お

も
わ
く惑
有あ

る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
神
真
實
的
內
心
裡
，
每
天

都
包
含
著
深
厚
的
思
慮
。

128	

今い
ま
ま
で迄

は
日に

ほ
ん本

が
唐か

ら
に
従

し
た
ごう

て
　

	

儘ま
ま

に
し
ら
れ
た
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念

到
現
在
為
止
都
是
悟
者
依
從
著
迷
徒
。

一
直
持
續
到
現
在
，
神
感
到
很
遺
憾
。

自
此
神
祐
人
成
長	

神
盡
苦
心
非
尋
常

莫
將
此
事
看
輕
微	

神
欲
拯
救
全
人
類

日
日
神
心
其
真
實	

含
有
深
思
汝
須
知

悟
者
任
憑
迷
徒
管	

至
今
亦
是
故
神
憾

第
四
號 

125 - 

128

- 110 -



129	

此こ
の

返か
や

し
神か

み
の
働

は
た
らき

此こ
れ

を
見み

よ

	

如い
か何
な
者も

の
で
も
真ま

ね似
は
出で

け来
ま
い	

看
著
吧
，
為
回
應
此
事
，
神
將
會
施

展
神
能
，
不
論
任
何
人
都
沒
辦
法
模
仿
。

130	

如い
か何
程ほ

ど
の
剛ご

う
て
き的
た
る
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

神か
み

が
退

し
り
ぞ

く
此こ

れ

敵か
な

い
ま
い	

當
神
要
撤
去
祐
護
的
時
候
，
不
論
是

再
怎
麼
強
壯
的
人
也
沒
辦
法
抵
擋
。

131	

何な
に

に
て
も
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
此こ

の

道ど
う
り理

　

	

神か
み
が
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
す
る
と
思お

も
え
よ	

不
管
什
麼
事
，
所
有
人
都
依
從
此
理
。

要
知
道
，
神
會
自
由
地
施
展
出
神
能
。

132	

思し
や
ん案
せ
よ
若わ

か
い
年と

し
よ
り寄
弱よ

わ
き
で
も
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
如い

か何
な
自じ

ゅ
う
よ
う由

想
想
吧
！
不
管
是
年
幼
者
也
好
，
老

年
人
也
好
，
還
是
身
體
虛
弱
者
，
會
得

到
怎
樣
自
由
的
神
祐
都
依
從
於
心
念
。

神
能
顯
出
此
回
報	

觀
此
無
人
可
倣
效

無
論
如
何
剛
強
者	

神
撤
祐
護
無
奈
何

無
論
何
事
皆
此
理	

神
顯
全
能
須
知
悉

無
論
老
幼
或
虛
弱	

賜
祐
依
心
須
思
索
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133	
今い

ま
ま
で迄

も
同お

な
じ
暮く

ら
し
て
い
た
る
と
も
　

	

神か
み
の
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
知し

り
た
者も

の

無な

し

雖
然
至
今
人
們
同
樣
是
在
生
活
，
自

由
自
在
的
神
能
卻
沒
有
人
知
道
。

134	

此こ
れ

か
ら
は
万

よ
ろ
ずの

事こ
と

を
皆み

な

説と

く
で
　

	

心
こ
こ
ろ

違ち
が

い
の
無な

い
様よ

う
に
せ
よ

今
後
任
何
事
情
都
會
說
出
來
，
心
可

不
要
走
到
錯
誤
的
地
方
去
了
。

雖
受
神
祐
活
至
今	

知
因
神
能
無
一
人

今
後
萬
般
皆
講
說	

心
意
千
萬
莫
用
錯
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第 
五 

號

七
十
七
歲
老
嫗

		


一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
五
月





1	

今い
ま
ま
で迄

は
牛ぎ

ゅ
う
ば馬

と
言ゆ

う
は
間ま

ま々
あ
れ
ど
　

	

後あ
と

先さ
き

知し

れ
た
事こ

と
は
有あ

る
ま
い

迄
今
說
了
很
多
牛
跟
馬
的
事
情
，
但

死
後
生
前
的
事
卻
誰
也
不
知
道
。

2	

此こ
の

度た
び
は
先さ

き
な
る
事こ

と
を
此こ

の

世よ

か
ら

	

知し

ら
し
て
置お

く
で
身み

に
障さ

わ
り
見み

よ	

這
次
藉
由
身
上
的
疾
病
，
在
今
生
就

讓
你
們
知
道
來
世
的
事
情
。

3	

此こ
の

世よ
う

は
如い

か何
程ほ

ど

我わ
が
み身

思お
も

う
て
も
　

	

神か
み
の
立り

っ
ぷ
く腹
此こ

れ
は
敵か

な
わ
ん

在
這
世
上
，
儘
管
你
們
只
想
著
自
己

的
事
情
，
但
是
當
神
生
氣
時
卻
誰
也
不

能
匹
敵
。

4	

銘め
え
め
え々
に
我わ

が
み身
思し

や
ん案
は
要い

ら
ん
も
の
　

	

神か
み

が
其そ

れ
ぞ
れ々

見み
わ分

け
す
る
ぞ
哉や

不
需
要
為
自
己
做
打
算
，
神
會
明
白

分
辨
出
每
個
人
的
內
心
。

生
為
牛
馬
有
人
道	

何
以
至
此
無
人
曉

今
世
告
汝
來
生
事	

視
汝
身
疾
可
悟
知

不
管
如
何
顧
自
我	

一
旦
神
怒
無
奈
何

各
人
不
必
顧
自
身	

神
可
鑑
別
各
區
分

第
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5	
一ひ

と

屋や
し
き敷

同お
な

じ
暮く

ら
し
て
い
る
内う

ち
に
　

	

神か
み
も
仏

ほ
と
け

も
有あ

る
と
思お

も
え
よ	

要
知
道
，
在
同
一
個
屋
簷
下
生
活
的

人
心
地
各
異
，
有
如
神
與
佛
之
差
別
。

6	

此こ
れ

を
見み

て
如い

か何
な
者も

の
で
も
得と

く
し
ん心

せ
　

	

善ぜ
ん

と
悪あ

く
と
を
分わ

け
て
見み

せ
る
で

看
吧
，
不
管
誰
都
好
好
去
領
會
，
要

將
善
與
惡
區
分
出
來
給
你
們
看
。

7	

此こ
の

話
は
な
し

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

は
思し

や
ん案

せ
よ
　

	

同お
な
じ
心

こ
こ
ろは
更さ

ら
に
有あ

る
ま
い

這
些
話
世
人
都
好
好
去
想
想
，
沒
有

人
的
心
和
他
人
的
一
模
一
樣
。

8	

親お
や
こ子

で
も
夫ふ

う
ふ婦

の
仲な

か
も
兄

き
ょ
う
だ
い弟も

　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々

に
心

こ
こ
ろ

違ち
が

う
で

親
子
也
好
，
夫
妻
也
好
，
還
是
兄
弟

姐
妹
也
好
，
每
個
人
的
心
都
不
一
樣
。

雖
是
居
住
同
一
家	

心
異
有
如
神
佛
差

何
人
觀
此
皆
瞭
然	

分
別
善
惡
示
汝
看

此
話
世
人
細
思
量	

人
心
是
否
皆
一
樣

雖
是
骨
肉
或
夫
妻	

各
各
人
心
皆
不
一

第
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9	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
何ど

こ処
の
者も

の
と
は
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

心こ
こ
ろの
埃

ほ
こ
り

身み

に
障さ

わ
り
付つ

く

神
不
會
說
「
這
個
人
是
從
世
界
上
哪

裡
來
的
」
這
樣
的
話
，
心
裡
有
灰
塵
時

就
會
生
病
。

10	

身み

の
内う

ち
の
悩な

や
む
事こ

と
を
ば
思し

や
ん案
し
て
　

	

神か
み

に
凭も

た
れ
る
心

こ
こ
ろ

思し
や
ん案

せ

想
想
身
上
令
人
煩
惱
的
事
情
，
全
心

依
靠
神
，
心
裡
好
好
去
思
量
。

11	

何ど

の
様よ

う
な
難

む
ず
かし

事こ
と

と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

神か
み
の
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
早は

や
く
見み

せ
た
い

不
論
是
碰
到
多
麼
困
難
的
事
情
，
神

都
希
望
自
由
的
神
能
可
以
早
點
施
展
出

來
。

12	

今い
ま
ま
で迄
は
神か

み
の
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
真し

ん
じ
つ実
を
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
無な

い
の
で	

到
現
在
為
止
，
自
由
自
在
的
真
實
神

能
沒
有
一
個
人
知
道
。

無
論
世
界
任
何
人	

心
塵
積
累
身
疾
生

細
思
疾
病
苦
惱
身	

決
心
萬
事
依
靠
神

不
論
病
苦
多
困
難	

神
欲
速
將
全
能
顯

神
祐
全
能
真
實
事	

至
今
無
有
一
人
知

第
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13	
此こ

れ
か
ら
は
如い

か何
な
難

む
ず
かし

病
や
ま
いで

も
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第
に
治な

お
ら
ん
で
無な

し

今
後
不
論
是
多
麼
難
治
的
病
，
依
從

於
內
心
，
沒
有
病
是
治
不
好
的
。

14	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろを

神か
み

が
受う

け
取と

れ
ば
　

	

如い
か何

な
自

じ
ゅ
う
よ
う

由
し
て
見み

せ
る
で
な

真
實
之
心
若
為
神
所
接
受
的
話
，
什

麼
樣
的
自
由
神
能
都
會
施
展
出
來
給
你

們
看
。

15	

此こ
ら
ほ
ど程

の
神か

み
の
真し

ん
じ
つ実

此こ
の

話
は
な
し

　

	

側そ
ば
な
る
者も

の
は
早は

や
く
悟さ

と
れ
よ

神
所
說
的
這
般
真
實
的
話
，
在
身
旁

的
你
們
早
點
去
領
會
吧
！

16	

此こ
れ

さ
い
か
早は

や
く
悟さ

と
り
が
付つ

い
た
な
ら
　

	

何な
に

に
就つ

い
て
も
皆み

な

此こ
の

道ど
う
り理

如
果
能
早
點
領
悟
出
來
的
話
，
無
論

任
何
事
情
都
將
依
照
此
理
。

今
後
任
何
難
病
疾	

依
人
存
心
無
不
癒

真
實
誠
心
神
領
知	

任
何
全
能
皆
顯
示

神
心
如
是
極
真
實	

此
言
近
人
速
悟
知

只
要
神
心
速
悟
悉	

任
何
事
情
同
一
理

第
五
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17	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
よ様

の
事こ

と
も
急せ

か
ね
ど
も
　

	

も
う
急せ

き
込こ

む
で
往お

う
か
ん還
の
道み

ち

到
今
天
為
止
不
管
什
麼
事
都
未
曾
著

急
，
但
為
了
康
莊
大
道
，
要
加
快
腳
步
。

18	

此こ
の

道み
ち
は
世せ

か
い界
並な

み
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

此こ
れ

末ま
つ
だ
い代

の
口こ

う
き記

初は
じ

ま
り

千
萬
別
以
為
這
條
路
與
世
俗
沒
有
兩

樣
，
這
是
傳
世
口
記
的
開
端
。

19	

此こ
の

人に
ん
じ
ゅ
う衆

何ど
こ処

に
有あ

る
と
は
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

身み

の
内う

ち

障さ
わ
り
皆み

な

来く

る
で
あ
ろ

不
要
問
聖
舞
人
員
身
在
何
處
，
身
體

有
毛
病
時
便
都
會
出
現
。

20	

此こ
の

障さ
わ
り
手て

び引
き
意い

け
ん見
も
立り

っ
ぷ
く腹
も
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々

に
思し

や
ん案

し
て
み
よ

這
些
毛
病
，
是
神
引
，
是
神
在
勸
告
，

或
是
神
在
生
氣
？
每
個
人
都
好
好
去
想

想
吧
。

至
今
任
事
未
急
躁	

但
今
急
向
康
莊
道

此
道
並
非
尋
常
道	

乃
是
永
世
口
記
肇

人
在
何
處
不
必
提	

皆
因
身
疾
來
此
地

神
引
警
怒
成
身
疾	

此
事
各
自
須
細
思
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21	
此こ

の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
聞き

い
て
い
る
　

	

可か
わ
い愛
余あ

ま
り
て
口く

ど説
く
事こ

と

也な
り

聽
了
這
些
話
你
們
有
什
麼
感
想
？
是

因
為
太
愛
護
子
女
才
反
覆
地
說
呀
。

22	

何ど

の
様よ

う
に
意い

け
ん見

立り
っ
ぷ
く腹

言ゆ

う
た
と
て
　

	

此こ
れ

救た
す

け
ん
と
更さ

ら
に
言ゆ

わ
ん
で	

不
論
是
給
什
麼
樣
的
勸
告
，
或
生
多

大
的
氣
，
神
絕
不
會
說
「
救
不
了
…
」

之
類
的
話
。

23	

人に
ん
げ
ん間

の
我わ

が
子こ

の
意い

け
ん見

思お
も

て
見み

よ
　

	

腹は
ら
の
立た

つ
の
も
可か

わ
い愛
故ゆ

え
か
ら	

想
想
看
，
人
們
在
勸
告
自
己
子
女
的

時
候
，
就
算
生
氣
也
是
出
於
愛
護
子
女

的
緣
故
。

24	

思し
や
ん案

し
て
心

こ
こ
ろ

定さ
だ

め
て
随つ

い
て
来こ

い

	

末す
え

は
頼た

の
も
し
道み

ち
が
有あ

る
ぞ
哉や

好
好
想
一
想
吧
，
下
定
決
它
之
後
再

跟
隨
過
來
，
可
以
倚
靠
的
路
終
究
會
出

現
。

聽
到
此
言
如
何
想	

因
人
可
愛
方
勸
講

神
警
神
怒
雖
嚴
厲	

並
非
言
有
不
拯
疾

可
憶
人
訓
子
女
時	

生
氣
亦
因
可
愛
致

思
後
決
心
隨
神
步	

將
來
必
有
信
樂
路
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25	

今い
ま
ま
で迄

は
心

こ
こ
ろ

違ち
が

い
は
有あ

り
た
と
て
　

	

日ひ

が
来き

た
ら
ん
で
見み

ゆ
る許
し
て
い
た

一
直
到
現
在
，
人
們
的
內
心
雖
然
有

些
錯
誤
，
但
日
子
還
沒
有
到
來
的
緣
故
，

神
都
先
允
許
了
。

26	

此こ
の

度た
び
は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

掃そ
う
じ除

を
す
る
で
皆み

な

承し
ょ
う
ち知

せ
よ

但
這
次
無
論
是
任
何
人
，
神
都
要
去

清
掃
他
們
的
內
心
。
這
點
你
們
都
要
明

白
。

27	

胸む
ね

の
内う

ち

掃そ
う
じ除

を
す
る
と
言ゆ

う
の
も
な
　

	

神か
み
の
思お

も
わ
く惑
深ふ

か
く
有あ

る
か
ら	

說
要
去
清
掃
人
們
的
內
心
，
這
裡
面

包
含
了
神
深
厚
的
思
慮
。

28	

此こ
の

掃そ
う
じ除
す
き
や
か
仕し

た立
て
せ
ん
事こ

と
に
　

	

胸む
ね

の
真し

ん
じ
つ実

分わ
か

り
無な

い
か
ら	

不
早
點
徹
底
清
掃
內
心
的
話
，
你
們

就
無
法
明
白
神
內
心
真
正
的
想
法
。

至
今
雖
有
心
用
錯	

因
時
未
至
眼
放
過

神
今
定
將
心
塵
掃	

汝
等
對
此
須
知
曉

心
塵
為
何
要
掃
除	

乃
因
神
有
深
意
圖

若
不
徹
底
去
清
掃	

神
心
真
實
難
知
曉

第
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29	
此こ

の

心
こ
こ
ろ

真し
ん

か
ら
分わ

か
り
付つ

い
た
な
ら
　

	

此こ
の

世よ

創は
じ
ま
り
手て

を
付つ

け
る
也な

り

如
果
能
真
正
地
領
會
神
的
內
心
的
話
，

創
世
聖
舞
的
手
勢
就
會
教
授
給
你
們
。

30	

近ち
か
み
ち道

も
欲よ

く
も
高こ

う
ま
ん慢

無な

い
様よ

う
に
　

	

只た
だ

一ひ
と
す
じ筋

の
本ほ

ん
み
ち道

に
出で

よ

近
道
，
欲
望
，
驕
傲
通
通
都
捨
去
，

一
心
一
意
走
向
真
正
的
大
道
。

31	

此こ
の

道み
ち

に
付つ

い
た
る
な
ら
ば
何い

つ時
迄ま

で
も
　

	

此こ
れ

日に
っ
ぽ
ん本
の
口こ

う
き記
な
る
の
哉や

要
是
能
跟
上
這
條
路
的
話
，
不
論
到

什
麼
時
候
，都
會
成
為
「
日
本
」
的
口
記
。

32	

日に
ほ
ん本

に
も
口こ

う
き記

が
出で

け来
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何な
ん

で
も
唐か

ら
を
儘ま

ま
に
す
る
也な

り

口
記
在
「
日
本
」
流
傳
開
來
的
話
，

無
論
什
麼
事
都
要
使
「
唐
」
依
從
神
意
。

神
心
如
能
真
悟
知	

授
以
創
世
之
手
勢

不
可
抄
近
有
欲
傲	

唯
獨
專
誠
向
正
道

如
能
隨
至
此
道
來	

悟
區
口
記
傳
永
代

口
記
出
現
悟
者
地	

必
誨
迷
徒
隨
神
意

第
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33	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
の
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

未ま

だ
今い

ま
ま
で迄
は
言ゆ

う
た
事こ

と

無な

し

有
關
創
世
以
來
的
真
實
事
情
，
到
目

前
都
還
沒
有
向
誰
說
過
。

34	

此こ
の

話
は
な
し

難む
ず
かし
事こ

と
で
あ
る
け
れ
ど
　

	

言ゆ

わ
ず
に
い
れ
ば
誰た

れ
も
知し

ら
ん
で

這
些
事
情
雖
然
不
容
易
明
白
，
但
如

果
一
直
不
說
出
來
的
話
誰
也
不
知
道
。

35	

段だ
ん
だ
ん々

と
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
確し

か
と
聞き

く
也な

り

不
論
什
麼
事
情
都
會
一
點
一
點
說
給

你
們
聽
，
把
心
靜
下
來
好
好
去
聽
吧
。

36	

今い
ま
ま
で迄
は
如い

か何
な
る
法ほ

う
と
言ゆ

う
た
と
て

	

も
う
此こ

れ
か
ら
は
法ほ

う
は
効き

か
ん
で

到
現
在
為
止
有
各
種
各
樣
的
法
術
、

法
力
之
類
的
東
西
，
從
現
在
起
這
些
都

將
要
失
效
了
。

至
今
創
世
真
實
情	

尚
未
講
與
汝
等
聽

創
世
真
情
難
解
事	

如
不
講
述
無
人
知

漸
講
一
切
真
實
情	

靜
下
心
來
仔
細
聽

至
今
法
術
有
不
少	

此
後
一
切
將
無
效

第
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37	
此こ

れ

迄ま
で

は
枝え

だ

先さ
き

に
て
は
法ほ

う

等な
ぞ

と
　

	

教お
し
え
て
有あ

れ
ど
先さ

き
を
見み

て
い
よ

到
目
前
為
止
，
在
枝
節
之
處
雖
有
法

術
、
法
力
等
的
教
導
，
但
看
看
未
來
吧
。

38	

日に
ほ
ん本

に
は
今い

ま
ま
で迄

何な
に

も
知し

ら
い
で
も
　

	

此こ
れ

か
ら
先さ

き
の
道み

ち
を
楽た

の
し
ゅ
め

至
今
「
日
本
」
什
麼
都
還
不
知
道
，

今
後
的
路
途
好
好
地
去
期
待
。

39	

法ほ
う

や
と
て
誰た

れ
が
す
る
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

此こ
の

世よ

創は
じ
め
た
神か

み
の
為な

す
事こ

と

別
以
為
法
術
、
法
力
是
什
麼
人
所
施

展
的
，
這
些
都
是
創
世
之
神
所
為
。

40	

何ど

の
様よ

う
な
難

む
ず
かし

事こ
と

と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

神か
み

が
真し

ん
じ
つ実

受う

け
取と

り
た
な
ら

不
論
多
麼
困
難
的
事
情
，
只
要
真
心

為
神
所
接
受
的
話
…

至
今
授
法
枝
梢
地	

此
後
待
示
可
知
悉

至
今
悟
者
雖
不
悉	

未
來
之
道
卻
可
期

莫
疑
法
術
是
誰
施	

此
乃
創
世
元
神
使

病
惱
無
論
多
困
苦	

神
納
真
誠
賜
祐
護
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41	

今い
ま
ま
で迄

は
唐か

ら
や
日に

ほ
ん本

と
言ゆ

う
た
れ
ど
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
日に

ほ
ん本
ば
か
り
哉や

至
今
雖
然
說
了
有
關
「
唐
」
與
「
日

本
」
的
事
情
，但
今
後
只
會
談
論
「
日
本
」

而
已
。

42	

枝え
だ

先さ
き
は
大お

お
き
に
見み

え
て
あ
か
ん
も
の
　

	

構か
ま

え
ば
折お

れ
る
先さ

き
を
見み

て
い
よ

看
似
碩
大
的
枝
頭
卻
很
脆
弱
，
一
折

就
斷
。
看
一
看
未
來
吧
。

43	

元も
と

な
る
は
小ち

い
さ
い
様よ

う
で
根ね

が
偉え

ら
い
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
元も

と
を
知し

る
也な

り

這
根
的
部
分
看
似
渺
小
卻
很
健
壯
，

無
論
任
何
事
情
都
要
知
道
其
根
源
啊
。

44	

術ぢ
つ
や
と
て
法ほ

う
が
偉え

ら
い
と
思お

も
う
な
よ
　

	

心こ
こ
ろの

誠
ま
こ
と

此こ
れ

が
真し

ん
じ
つ実

術
也
好
、
還
是
法
也
好
，
不
要
以
為

有
多
了
不
起
，
真
誠
之
心
才
是
最
真
實

的
。

至
今
雖
講
悟
與
迷	

此
後
皆
變
悟
者
地

枝
葉
看
來
雖
盛
茂	

一
觸
即
折
待
可
曉

看
來
源
細
根
深
遠	

萬
般
須
知
其
根
源

莫
認
法
術
了
不
起	

須
知
心
誠
是
真
實
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45	
人に

ん
げ
ん間

は
あ
ざ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
に
　

	

珍め
ず
らし
事こ

と
を
法ほ

う

等な
ぞ
と
言ゆ

う

因
為
人
的
心
都
很
淺
薄
，
看
到
珍
奇

之
事
就
以
為
是
法
術
之
類
的
東
西
。

46	

今い
ま
ま
で迄

は
神か

み
が
現

あ
ら
わ

れ
出で

た
る
と
て
　

	

未ま

だ
真し

ん
じ
つ実

を
知し

り
た
者も

の

無な

し

至
今
神
雖
已
來
到
人
世
間
，
這
世
界

的
實
情
卻
還
沒
有
人
知
道
。

47	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

教お
し
え
て
置お

い
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

今
後
不
論
是
任
何
事
情
，
只
要
把
真

實
的
事
情
教
導
給
你
們
的
話
，

48	

其そ
れ

か
ら
は
神か

み
の
働

は
た
らき

何な
に

も
彼か

も
　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を
し
て
見み

せ
る
で
な

之
後
無
論
是
任
何
事
，
神
都
會
施
展

出
自
由
自
在
的
神
能
給
你
們
看
。

世
人
生
來
本
膚
淺	

見
奇
以
為
法
術
驗

至
今
神
已
顯
人
世	

但
此
真
實
無
人
知

此
後
無
論
任
何
事	

一
切
真
實
告
汝
知

而
後
神
能
一
切
現	

將
顯
全
能
使
人
見
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49	

真し
ん
じ
つ実

の
神か

み
の
働

は
た
らき

仕し

掛か

け
た
ら

	

世せ
か
い界
一い

ち
れ
つ列
心

こ
こ
ろ

澄す

み
切き

る

真
實
的
神
能
一
旦
開
始
動
工
的
話
，

世
上
所
有
人
的
內
心
都
將
徹
底
澄
清
。

50	

働は
た
らき
も
如い

か何
な
る
事こ

と
と
思お

も
う
か
な
　

	

心
こ
こ
ろ

受う

け
取と

り
次し

だ
い第

返か
や

し
を

你
們
以
為
神
能
究
竟
是
怎
麼
一
回

事
？
神
接
納
了
真
心
，
將
祐
護
「
返
還
」

回
去
。

51	

此こ
の

返か
や

し
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
か
な
　

	

道み
ち
の
り程
千せ

ん
り里
隔へ

だ
て
有あ

り
て
も

你
們
想
這
「
返
還
」
是
什
麼
呢
？
即

便
路
程
有
千
里
之
隔
，
也
…

52	

此こ
の

事こ
と
は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
て
も
　

	

受う

け
取と

り
次し

だ
い第

直す
ぐ

に
返か

や
し
を

不
論
說
什
麼
也
好
、
想
什
麼
也
好
，

神
接
納
之
後
就
會
立
刻
「
返
還
」
回
去
。

如
真
開
始
顯
神
能	

世
界
人
類
心
皆
澄

汝
對
神
能
如
何
瞧	

神
納
人
心
定
回
報

對
神
回
報
如
何
思	

雖
隔
千
里
亦
必
賜

此
事
任
汝
說
或
思	

納
後
立
將
回
報
賜
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53	
此こ

の

返か
や

し
何な

ん
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

善ぜ
ん

悪あ
く

共と
も
に
皆み

な

返か
や
す
で
な

不
要
去
懷
疑
「
返
還
」
這
件
事
哦
，

不
管
善
與
惡
都
會
「
返
還
」
回
去
呀
。

54	

善よ

き
事こ

と
を
言ゆ

う
て
も
悪あ

し
き
思お

も
う
て
も
　

	

其そ
の

儘ま
ま

直す
ぐ

に
返か

や
す
事こ

と

也な
り

不
論
說
善
事
也
好
，
還
是
想
惡
事
也

好
，
神
都
會
如
實
地
迅
速
「
返
還
」。

55	

此こ
の

事こ
と

を
見み

え
来き

た
な
ら
ば
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
皆み

な

澄す

み
渡わ

た
る

這
樣
的
事
情
出
現
的
時
候
，
世
人
不

論
是
誰
，
內
心
都
會
徹
底
澄
清
。。

56	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に
が
見み

え
る
や
無な

い
け
れ
ど
　

	

八は
ち
が
つ月

を
見み

よ
皆み

な

見み

え
る
で
な

今
天
雖
然
什
麼
事
情
都
還
沒
看
見
，

到
八
月
時
便
都
會
出
現
。

對
此
回
報
如
何
思	

善
惡
如
實
回
報
賜

言
善
思
惡
隨
汝
意	

如
實
立
報
定
無
疑

如
實
立
報
如
顯
明	

一
切
世
人
心
皆
澄

今
日
雖
然
眼
不
見	

等
到
八
月
皆
可
顯
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57	

見み

え
る
の
も
何な

に
の
事こ

と
や
ら
知し

れ
ま
い
な
　

	

高た
か
い
山や

ま
か
ら
往お

う
か
ん還
の
道み

ち

但
就
算
看
見
了
，
究
竟
是
什
麼
事
卻

還
是
不
知
道
，
是
要
從
「
高
山
」
開
闢

一
條
康
莊
大
道
呀
。

58	

此こ
の

道み
ち
を
付つ

け
様よ

う
と
て
に
仕し

こ
し
ら拵
え
　

	

側そ
ば

な
る
者も

の
は
何な

に
も
知し

ら
ず
に

神
為
了
開
闢
這
條
路
在
作
準
備
，
但

身
旁
的
人
們
卻
什
麼
也
不
知
道
。

59	

此こ
の

処と
こ

へ
呼よ

び
に
来く

る
の
も
出で

て
来く

る
も
　

	

神か
み
の
思お

も
わ
く惑
有あ

る
か
ら
の
事こ

と

來
傳
喚
的
也
好
，
還
是
來
巡
察
的
也

好
，
都
是
出
於
神
的
旨
意
。

60	

其そ
の

事こ
と
を
何な

に
も
知し

ら
ず
に
側そ

ば
な
る
は
　

	

世せ
か
い界

並な
み

な
る
事こ

と
を
思お

も
う
て

身
旁
的
你
們
不
了
解
這
些
，
還
以
為

只
是
一
般
世
俗
的
事
情
。

雖
見
何
事
難
知
曉	

高
山
將
顯
康
莊
道

神
已
準
備
闢
此
道	

近
旁
眾
人
不
知
曉

來
此
調
查
或
召
喚	

皆
因
神
意
使
其
然

此
事
近
人
毫
不
知	

看
做
世
上
普
通
事
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61	
何な

に
に
て
も
世せ

か
い界

並な
み

と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

何な
に
か
珍

め
ず
らし
道み

ち
が
有あ

る
ぞ
哉や

不
論
任
何
事
都
別
以
為
與
世
俗
一
樣
，

這
是
條
多
麼
不
可
思
議
的
路
呀
。

62	

段だ
ん
だ
ん々

と
此こ

の

世よ

創は
じ

め
て
日ひ

は
経た

て
ど

	

誰た
れ

か
真し

ん
じ
つ実

知し

り
た
者も

の

無な

し

這
世
界
從
開
始
到
現
在
，
已
經
走
過

了
很
長
的
歲
月
，
但
實
情
卻
沒
有
人
知

道
。

63	

如い
か何

程ほ
ど

に
神か

み
の
心

こ
こ
ろ

は
急せ

え
た
と
て
　

	

皆み
な
の
心

こ
こ
ろは
未ま

だ
う
っ
か
り
と

神
的
內
心
是
多
麼
的
焦
急
，
但
大
家

的
心
卻
仍
無
所
警
覺
。

64	

早は
や
ば
や々

と
思し

や
ん案

し
て
み
て
急せ

き
込こ

め
よ
　

	

根ね
え

掘ほ

る
模も

よ
う様

何な
ん

で
し
て
出で

ん

快
去
想
想
看
、
加
快
腳
步
，
為
何
還

不
快
去
準
備
，
去
挖
掘
那
根
源
呢
？

切
莫
當
做
常
事
看	

珍
奇
之
道
將
出
現

創
世
以
來
日
雖
久	

真
實
知
者
卻
無
有

神
心
雖
然
急
又
急	

人
心
漫
然
不
留
意

速
思
神
意
莫
遲
緩	

何
不
準
備
究
根
源
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65	

此こ
の

世よ
う

の
真し

ん
じ
つ実

根ね
え

の
掘ほ

り
方か

た
を
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
無な

い
の
で

挖
掘
這
世
界
真
實
根
源
的
方
法
，
還

沒
有
人
知
道
。

66	

此こ
の

根ね
え
を
真し

ん
じ
つ実
掘ほ

り
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

真
ま
こ
と

頼た
の

も
し
道み

ち
に
成な

る
の
に	

這
根
源
若
是
真
實
地
挖
掘
出
來
的
話
，

就
會
成
為
一
條
真
正
可
以
依
靠
的
道

路
。

67	

此こ
の

道み
ち

を
掘ほ

り
切き

り
通と

お
り
抜ぬ

け
た
な
ら
　

	

上か
み

下し
も

共と
も
に
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
に

這
條
路
要
是
徹
底
掘
通
、
穿
越
過
來

的
話
，
上
位
者
及
下
位
者
的
內
心
都
會

踴
躍
起
來
。

68	

此こ
れ
か
ら
は
何な

ん
で
も
世せ

か
い界
一い

ち
れ
つ列
を
　

	

勇い
さ

め
る
模も

よ
う様

ば
か
り
す
る
ぞ
哉や

今
後
無
論
如
何
，
要
讓
世
界
上
所
有

的
人
內
心
都
踴
躍
起
來
。

創
世
真
實
根
源
事	

探
究
方
法
無
人
知

創
世
根
源
真
鑽
探	

信
樂
之
路
定
可
顯

此
路
如
能
全
度
過	

上
下
人
心
皆
踴
躍

今
後
定
要
去
準
備	

促
使
人
心
皆
踴
躍
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69	
段だ

ん
だ
ん々

と
何な

に

事ご
と

に
て
も
日に

ほ
ん本

に
は
　

	

知し

ら
ん
事こ

と
を
は
無な

い
と
言ゆ

う
様よ

に

神
要
一
點
一
點
教
導
你
們
一
切
事
情
，

使
「
日
本
」
變
得
無
所
不
知
。

70	

何な
に

も
彼か

も
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
教お

し
え
た
い
　

	

神か
み

の
思お

も
わ
く惑

深ふ
か

く
有あ

る
の
に

神
懷
著
深
遠
的
思
慮
，
一
切
事
情
都

想
到
世
上
去
教
導
。

71	

其そ
れ

知し

ら
ず
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
一い

ち
れ
つ列

に
　

	

何な
ん
ど
危あ

ぶ
な
き
様よ

う
に
思お

も
う
て

但
世
上
人
們
卻
不
明
白
，
還
以
為
是

什
麼
危
險
的
事
。

72	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

哉や

　

	

何な
ん

の
危あ

ぶ
な
き
事こ

と
が
有あ

る
ぞ
哉や

不
管
什
麼
事
情
都
是
神
說
的
呀
，
會

有
什
麼
危
險
呢
？

逐
漸
告
汝
一
切
事	

以
免
悟
區
有
不
知

萬
事
願
告
全
世
人	

神
意
誠
然
無
比
深

神
意
深
遠
人
不
知	

反
而
看
做
危
險
事

無
論
何
事
神
所
言	

絕
對
不
會
有
危
險
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73	

何な
に

も
彼か

も
万

よ
ろ
ず

の
事こ

と
を
段だ

ん
だ
ん々

と

	

言ゆ

う
て
い
な
が
ら
分わ

か
り
た
る
無な

し

所
有
事
情
神
都
一
點
一
點
說
出
來
，

但
卻
沒
有
人
能
明
白
。

74	

此こ
れ
か
ら
は
ど
う
ぞ
真し

ん
じ
つ実
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

早は
や

く
澄す

ま
す
る
模も

よ
う様

し
て
く
れ

今
天
起
，
請
快
為
掃
淨
內
心
，
確
實

地
來
作
準
備
。

75	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
多お

お
く
の
人ひ

と
で
あ
る
か
ら
に
　

	

此こ
れ

澄す

ま
す
る
が
難

む
ず
かし
い
事こ

と	

世
界
上
有
這
麼
多
的
人
，
要
掃
淨
其

內
心
是
很
困
難
的
事
。

76	

如い
か何
程ほ

ど
に
難

む
ず
かし
事こ

と
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

我わ

が
心

こ
こ
ろよ

り
真し

ん
じ
つ実

を
見み

よ

不
管
是
多
麼
困
難
的
事
也
好
，
用
自

己
的
心
去
看
看
它
真
實
的
一
面
。

人
雖
言
及
萬
般
事	

根
本
真
實
無
人
知

今
後
為
使
心
真
澄	

從
速
準
備
掃
心
塵

因
為
世
界
人
眾
多	

完
全
掃
清
不
易
做

無
論
如
何
困
難
事	

澄
清
己
心
悟
真
實

第
五
號 

73 - 

76

- 133 -



77	
此こ

の

心
こ
こ
ろ

澄す

む
し
分わ

か
り
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

其そ
の

儘ま
ま

見み

え
る
事こ

と
で
あ
る
也な

り	
此
心
若
是
澄
淨
下
來
、
明
白
道
理
的

話
，
自
然
就
能
夠
看
見
事
情
。

78	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
真し

ん
じ
つ実

働は
た
らき

を
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
有あ

る
ま
い

真
實
的
神
能
日
日
不
間
斷
，
但
卻
誰

也
不
知
道
。

79	

何な
に

に
て
も
神か

み
の
自じ

ゅ
う
よ由

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

珍め
ず
らし
事こ

と
を
し
て
見み

せ
る
で
な

不
管
是
任
何
事
情
，
自
由
的
神
能
將

藉
由
珍
奇
之
事
顯
現
給
你
們
看
。

80	

何ど

の
様よ

う
な
珍

め
ず
らし

事こ
と

と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

神か
み

の
す
る
事こ

と

為な

す
事こ

と
ば
か
り

不
論
是
多
麼
不
可
思
議
的
事
情
，
都

是
神
所
做
神
所
為
。

各
自
如
能
心
清
澄	

神
心
真
意
可
悟
醒

真
實
神
能
日
日
施	

對
此
更
無
一
人
知

神
能
無
論
對
何
事	

顯
現
珍
奇
汝
可
知

無
論
任
何
珍
奇
事	

皆
是
神
為
或
神
施
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81	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
よ様

の
事こ

と
も
知し

れ
な
ん
だ
　

	
 

一ち
ょ
と寸
見み

え
掛か

け
た
細ほ

そ
い
道み

ち
す
じ筋

直
到
現
在
你
們
什
麼
事
都
還
不
知
道
，

但
隱
約
看
見
了
一
條
細
小
的
道
路
。

82	

此こ
の

道み
ち
を
段だ

ん
だ
ん々

慕し
と
い
行い

く
な
ら
ば
　

	

何な
ん

で
も
向む

こ
に
見み

え
る
本ほ

ん
み
ち道

若
是
嚮
往
著
這
條
路
、
一
步
一
步
走

下
去
的
話
，
前
方
就
會
看
見
一
條
真
正

的
大
道
。

83	

此こ
れ

迄ま
で

に
通と

お
り
て
来き

た
る
道み

ち
す
じ筋

は
　

	

唐か
ら
も
日に

ほ
ん本
も
分わ

か
り
無な

い
の
で

至
今
你
們
所
走
過
的
這
條
路
，
究
竟

是
「
唐
」
還
是
「
日
本
」，
尚
無
區
別
。

84	

此こ
の

先さ
き
は
何な

ん
ぼ
唐か

ら
や
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

日に
ほ
ん本

が
負ま

け
る
例た

め
し
無な

い
ぞ
哉や

今
後
不
管
碰
到
什
麼
樣
的
「
唐
」
，「
日

本
」
都
不
會
輸
掉
。

至
今
凡
事
皆
不
知	

現
今
小
徑
微
可
視

逐
漸
嚮
往
此
道
去	

前
方
定
有
正
道
遇

至
今
所
歷
諸
路
徑	

悟
區
迷
域
未
分
清

迷
徒
一
時
雖
力
強	

悟
者
今
後
不
退
讓
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85	
此こ

の

世よ
う

の
元も

と

初は
じ

ま
り
の
根ね

を
掘ほ

ら
そ
　

	

力
ち
か
ら

有あ

る
な
ら
掘ほ

り
切き

り
て
み
よ

去
挖
掘
看
看
，
這
世
界
元
始
之
初
的

根
源
，
有
力
氣
的
話
試
著
徹
底
挖
掘
看

看
。

86	

此こ
の

根ね
え

を
掘ほ

り
切き

り
さ
い
か
し
た
る
な
ら
　

	

何ど

の
様よ

な
者も

の
も
敵か

な
う
者も

の

無な

し

這
根
源
要
是
徹
底
去
挖
掘
的
話
，
不

管
是
誰
都
沒
辦
法
與
之
匹
敵
。

87	

確し
か

と
聞き

け
口く

ち
で
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
て
も
　

	

何ど
こ処
で
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
た
る
と
て

仔
細
聽
好
，
是
用
嘴
巴
說
還
是
由
心

裡
去
想
，
不
管
在
哪
裡
說
還
是
在
哪
裡

想
，

88	

其そ
の

儘ま
ま

に
返か

や
し
と
言ゆ

う
は
此こ

の

事こ
と

哉や

　

	

神か
み

が
退

し
り
ぞく

皆み
な

承し
ょ
う
ち知

せ
よ

神
都
會
依
心
念
「
返
還
」
回
去
。
神

亦
會
徹
去
祐
護
，
大
家
都
必
須
明
白
。

創
世
根
源
使
探
究	

有
力
盡
量
可
掘
求

創
世
根
源
追
到
底	

世
上
無
人
可
匹
敵

細
聽
任
汝
說
或
想	

說
想
無
論
在
何
鄉

依
心
回
報
即
此
事	

神
撤
祐
護
皆
須
知
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第 
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號

七
十
七
歲
老
嫗

		


自
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
十
二
月





1	

此こ
の

度た
び

は
珍

め
ず
らし

事こ
と

を
言ゆ

い
掛か

け
る

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
此こ

れ

聞き

い
て
く
れ

現
在
要
開
始
說
些
不
尋
常
的
事
，
請

靜
下
心
來
仔
細
聽
。

2	

何な
に
ご
と事
も
神か

み
の
す
る
事こ

と

言ゆ

う
事こ

と

哉や

	

側そ
ば

に
心し

ん
ぱ
い配

掛か

け
る
事こ

と

無な

し

任
何
事
情
都
是
神
做
的
、
神
說
的
呀
，

在
神
身
邊
的
你
們
不
需
要
擔
心
。

3	

此こ
の

話は
な
しど

う
ぞ
真し

ん
じ
つ実

一い
ち
れ
つ列

は
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
承し

ょ
う
ち知
し
て
く
れ

這
些
話
是
和
世
人
有
關
的
真
實
事
情
，

請
把
心
靜
下
來
好
好
去
了
解
。

4	

此こ
の

道み
ち
は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

此こ
の

世よ

治お
さ

め
る
真し

ん
じ
つ実

の
道み

ち

你
們
認
為
這
是
一
條
什
麼
樣
的
路

呢
？
這
是
一
條
能
平
定
世
界
的
真
實
之

道
。

今
將
說
起
珍
奇
事	

汝
等
靜
心
細
聽
之

所
說
所
為
皆
神
施	

不
給
近
人
添
心
事

此
話
須
真
靜
心
聽	

切
望
汝
等
能
悟
醒

此
道
汝
等
思
何
如	

治
世
拯
世
真
實
路
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5	
上か

み
た
る
の
火ひ

い
と
水み

ず
と
を
分わ

け
た
な
ら
　

	

ひ
と
り
治お

さ
ま
る
陽よ

う
き気
づ
く
め
に

在
上
位
的
人
若
是
能
將
火
與
水
區
分

開
來
的
話
，
康
樂
生
活
的
境
界
自
然
就

能
夠
達
成
。

6	

此こ
の

火ひ

水み
ず

分わ

け
る
と
言ゆ

う
は
此こ

の

処と
こ
ろ　

	

陽よ
う
き気

勤づ
と

め
を
す
る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
呀
，
若
要
將
火
與
水
區
分
開

來
，
就
得
在
這
個
地
方
奉
行
康
樂
聖
舞
。

7	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
掛か

け
た
も
同お

な
じ
事こ

と
　

	

珍め
ず
らし
事こ

と
を
し
て
見み

せ
る
で
な

就
如
同
創
造
世
界
一
般
，
神
將
會
施

展
出
珍
奇
的
事
情
給
你
們
看
。

8	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
に
無な

い
勤つ

と
め
　

	

ま
た
始は

じ
め
掛か

け
確た

し
か
治お

さ
め
る

從
創
世
以
來
未
曾
有
過
的
聖
舞
將
要

開
始
，
這
聖
舞
確
實
能
使
世
界
太
平
。

權
貴
區
分
火
與
水	

康
樂
豐
實
自
會
成

火
水
區
分
於
此
處	

康
樂
聖
舞
當
奉
行

正
如
神
初
創
此
世	

今
後
更
顯
珍
奇
事

創
世
從
無
此
聖
舞	

保
證
今
後
生
和
睦

第
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9	

此こ
の

世よ
う

の
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

真し
ん
じ
つ実

を
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
有あ

る
ま
い

這
世
界
的
月
日
，
其
真
實
之
心
還
沒

有
任
何
人
知
道
。

10	

此こ
れ

迄ま
で
は
如い

か何
な
る
神か

み
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

目め
え

に
見み

え
ん
と
言ゆ

う
て
い
た
也な

り

到
現
在
為
止
，
不
論
是
講
到
什
麼
神

也
好
，
你
們
都
會
說
沒
有
親
眼
見
到
過
。

11	

此こ
の

度た
び

は
何ど

の
様よ

な
神か

み
も
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

現あ
ら
われ
出だ

し
て
話

は
な
しす
る
也な

り

這
一
次
，
人
們
所
說
的
神
已
經
真
實

地
顯
現
出
來
了
，
要
跟
你
們
說
話
呀
。

12	

今い
ま
か
ら
は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
て
も
　

	

其そ
の

儘ま
ま

見み

え
る
此こ

れ
が
不ふ

し
ぎ思議

哉や

今
後
不
論
說
什
麼
還
是
想
什
麼
，
都

會
照
實
地
顯
現
出
來
，
這
是
多
麼
地
不

可
思
議
呀
。

創
世
月
日
真
實
心	

此
世
知
者
無
一
人

至
今
所
言
任
何
神	

肉
眼
不
見
眾
人
云

此
次
真
神
顯
於
世	

說
與
汝
等
世
人
知

從
今
所
說
或
所
思	

如
實
出
現
真
奇
異
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13	
何な

に
も
彼か

も
秋あ

き
を
合あ

い
ず図

に
見み

え
掛か

け
る
　

	

陽よ
う
き気
勤づ

と
め
に
早は

や
く
掛か

か
れ
よ

以
秋
割
做
為
信
號
，
所
有
的
事
情
都

會
顯
現
出
來
。
快
來
奉
行
康
樂
聖
舞
吧
。

14	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
多お

お
く
暮く

ら
す
る
其そ

の

内う
ち

は
　

	
 

一い
ち
れ
つ列

は
皆み

な

靄も
や

の
如ご

と
く
哉や

有
這
麼
眾
多
的
人
生
活
在
世
上
，
他

們
的
心
都
處
在
一
片
矇
矓
的
狀
態
。

15	

日に
ち
に
ち々

に
澄す

む
し
分わ

か
り
し
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

成せ
え
じ
ん人
次し

だ
い第
見み

え
て
来く

る
ぞ
哉や

一
天
接
著
一
天
將
心
澄
淨
下
來
，
有

所
了
悟
的
話
，
內
心
就
會
變
得
成
熟
起

來
。

16	

此こ
の

道み
ち

が
確た

し
か
見み

え
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

此こ
の

先さ
き

確た
し

か
楽た

の
し
ゅ
ん
で
い
よ

如
果
能
確
實
看
清
楚
這
條
路
的
話
，

未
來
也
就
確
實
值
得
期
待
。

麥
收
期
至
皆
顯
出	

從
速
奉
行
康
樂
舞

世
人
雖
然
極
眾
多	

皆
如
霧
中
過
生
活

日
日
心
澄
且
明
晰	

依
心
成
長
知
神
意

此
道
如
若
真
能
見	

將
來
樂
趣
保
無
限

第
六
號 

13 - 

16

- 142 -



17	

段だ
ん
だ
ん々

と
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

ん
で
急せ

き
込こ

め
よ
　

	

早は
や
く
本ほ

ん
み
ち道
急い

そ
ぎ
出で

る
ぞ
哉や

一
點
一
點
，
內
心
加
緊
踴
躍
起
來
，

快
快
走
向
真
正
的
大
道
去
。

18	

真し
ん
じ
つ実
の
勤つ

と
め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う衆
十じ

ゅ
う
に
ん
人
の
　

	

心
こ
こ
ろ

を
神か

み
が
受う

け
取と

り
た
な
ら

奉
行
聖
舞
的
十
個
人
，
他
們
的
真
心

要
是
為
神
所
接
受
的
話
，

19	

其そ
れ

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

神か
み
の
思お

も
わ
く惑
皆み

な

説と

き
聞き

か
す

從
那
之
後
，
不
論
什
麼
樣
的
事
情
，

神
所
想
的
一
切
都
會
一
點
一
點
說
給
你

們
聽
。

20	

日に
ち
に
ち々
に
神か

み
の
心

こ
こ
ろは
急せ

え
た
と
て
　

	

人に
ん
じ
ゅ
う衆

十じ
ゅ
う
に
ん人

揃そ
ろ

い
無な

け
ね
ば

神
的
心
每
一
天
都
很
著
急
，
但
奉
行

聖
舞
的
十
個
人
如
果
無
法
到
齊
的
話
…

汝
漸
踴
躍
且
加
急	

早
奔
正
道
是
神
意

聖
舞
人
員
乃
十
人	

神
若
接
納
其
真
心

而
後
無
論
任
何
事	

神
意
逐
漸
告
人
知

神
雖
日
日
心
焦
急	

十
人
不
齊
亦
無
益

第
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21	
十じ

ゅ
う
に
ん人

の
中な

か
に
三さ

ん
に
ん人

片か
た
う
で腕

は
　

	

火ひ
い

水み
ず

風か
ぜ
と
も
退

し
り
ぞ

く
と
知し

れ

要
知
道
，
十
人
之
中
有
三
個
人
，
火
、

水
、
風
祐
護
會
從
他
們
的
身
上
撤
下
。

22	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
神か

み
の
す
る
事こ

と

哉や

　

	

此こ
れ

を
病

や
ま
いと

更さ
ら

に
思お

も
う
な

不
論
什
麼
事
情
都
是
神
所
為
，
千
萬

別
以
為
只
是
一
般
的
生
病
。

23	

何な
に

も
彼か

も
真し

ん
じ
つ実

神か
み

の
自

じ
ゅ
う
よ
う

由
を
　

	

知し

ら
し
た
い
か
ら
し
て
見み

せ
る
で
な

無
論
什
麼
樣
的
自
由
真
實
神
祐
都
想

讓
你
們
知
道
，
施
展
給
你
們
看
。

24	

此こ
れ

迄ま
で

は
如い

か何
な
る
道み

ち
を
通と

お
り
て
も
　

	

日ひ

が
来き

た
ら
ん
で
い
ず
み
い
た
也な

り

到
現
在
為
止
不
論
你
們
走
的
是
什
麼

樣
的
路
，
日
子
還
沒
來
臨
的
緣
故
，
神

都
無
所
動
靜
。

十
人
之
中
三
股
肱	

須
知
或
撤
火
水
風

無
論
何
事
皆
神
施	

切
莫
認
此
為
病
疾

萬
般
真
實
全
能
顯	

因
神
欲
使
世
人
見

至
今
不
管
經
何
路	

因
時
未
到
待
未
出

第
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25	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

本ほ
ん

真し
ん
じ
つ実
を
言ゆ

う
て
聞き

か
す
る

今
後
不
管
是
任
何
事
情
，
都
要
將
其

實
情
一
點
一
點
說
給
你
們
聽
。

26	

今い
ま
ま
で迄
は
如い

か何
な
る
神か

み
も
山や

ま
や
ま々
に

	

拝お
が

み
祈き

と
う祷

と
言ゆ

う
た
な
れ
ど
も

人
們
至
今
敬
拜
了
無
數
多
的
神
祇
、

也
做
了
祈
禱
，

27	

此こ
の

元も
と

を
知し

り
た
る
者も

の
が
有あ

る
な
ら
ば
　

	

訪た
ず
ね
行い

て
見み

よ
神か

み
が
許ゆ

る
す
る

若
是
有
哪
位
知
道
元
始
之
事
的
話
，

神
允
許
你
們
去
探
訪
看
看
。

28	

又ま
た

先さ
き
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

本ほ
ん
み
ち道

付つ

け
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

今
後
若
能
開
啟
真
正
的
大
道
，
任
何

事
情
都
會
一
點
一
點
告
訴
你
們
。

今
後
無
論
任
何
事	

元
始
真
實
漸
告
知

至
今
神
祇
有
許
多	

皆
言
拜
祈
有
利
得

利
得
根
源
無
知
人	

如
有
神
允
可
去
問

如
若
正
道
開
闢
時	

以
後
漸
述
一
切
事
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29	
今い

ま
ま
で迄

に
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

い
掛か

け
て

	

万
よ
ろ
ず

救た
す
け
の
勤つ

と
め
教お

し
え
る

盡
是
說
一
些
未
曾
有
過
的
事
情
，
還

要
教
你
們
可
以
拯
救
一
切
的
康
樂
聖

舞
。

30	

此こ
の

勤つ
と

め
十

じ
ゅ
う
に
ん人

人に
ん
じ
ゅ
う衆

其そ
の

中な
か

に
　

	

元も
と

初は
じ

ま
り
の
親お

や
が
い
る
也な

り

奉
行
聖
舞
的
十
個
人
之
中
，
元
始
之

初
的
父
母
也
在
其
中
。

31	

い
ざ
な
ぎ
と
い
ざ
な
み
い
と
を
引ひ

き
寄よ

せ
て
　

	

人に
ん
げ
ん間
創は

じ
め
守し

ゅ
ご
う護
教お

し
え
た

將
伊
咱
那
義
和
伊
咱
那
密
招
來
身
邊
，

將
創
造
人
類
的
祐
護
教
授
給
他
們
。

32	

此こ
の

元も
と

は
泥ど

ろ
う
み海

中な
か

に
魚う

お
と
巳み

と
　

	

其そ
れ

引ひ

き
出だ

し
て
夫ふ

う
ふ婦

創は
じ

め
た

在
元
始
之
初
的
泥
海
之
中
，
將
人
魚

和
白
蛇
引
來
，
並
將
其
化
為
夫
婦
的
雛

型
。

從
未
有
事
今
告
汝	

並
授
萬
般
拯
救
舞

聖
舞
人
員
十
人
中	

元
始
父
母
有
人
充

月
日
為
創
此
人
世  

伊
咱
那
義
先
招
致	

伊
咱
那
密
亦
喚
來  

授
與
創
人
功
能
事

起
始
泥
海
有
魚
蛇	

招
來
初
使
夫
妻
合
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33	

此こ
の

世よ
う

の
元も

と

初は
じ

ま
り
は
泥ど

ろ
の
海う

み
　

	

其そ
の

中な
か
よ
り
も
泥ど

じ
ょ
う鰌
ば
か
り
哉や

這
世
界
的
元
始
之
初
是
一
片
泥
海
，

在
泥
海
之
中
充
滿
了
許
多
泥
鰍
呀
。

34	

其そ
の

内う
ち
に
魚う

お
と
巳み

い
と
が
混ま

じ
り
い
る
　

	

良よ

く
見み

澄す

ま
せ
ば
人に

ん
げ
ん間

の
顔か

お

在
其
中
混
有
人
魚
和
白
蛇
，
仔
細
看

的
話
可
以
看
到
人
類
的
臉
孔
。

35	

其そ
れ

を
見み

て
思お

も
い
付つ

い
た
は
真し

ん
じ
つ実

の

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろば
か
り
な
る
ぞ
哉や

看
著
牠
們
，
真
實
的
月
日
之
心
想
到

了
些
事
情
，

36	

此こ
の

者も
の
に
道ど

う
ぐ具
を
寄よ

せ
て
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

守し
ゅ
ご
う護

教お
し

え
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

將
其
他
「
道
具
」
叫
到
牠
們
身
邊
，

一
點
一
點
將
神
祐
的
事
情
教
授
給
牠

們
。

元
始
世
界
是
泥
海	

其
中
只
有
泥
鰍
在

魚
蛇
混
在
泥
鰍
中	

細
看
具
有
人
臉
形

觀
此
忽
有
一
思
念	

月
日
真
實
心
中
現

此
物
之
外
他
工
具	

集
來
功
能
漸
授
與
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37	
此こ

の

道ど
う
ぐ具

く
に
さ
づ
ち
い
と
月つ

き
よ
み
と
　

	

此こ
れ

身み

の
内う

ち
へ
仕し

こ込
み
た
る
な
ら

這
些
道
具
是
庫
尼
薩
次
基
和
次
基
又

密
，
神
將
牠
們
帶
入
人
魚
和
白
蛇
的
體

內
。

38	

く
も
よ
み
と
か
し
こ
ね
え
と
を
ふ
と
の
べ
　

	

た
い
し
よ
く
天て

ん
と
寄よ

せ
た
事こ

と
な
ら

然
後
將
庫
莫
又
密
、
卡
西
叩
涅
、
歐

托
諾
別
及
代
孝
庫
天
都
叫
過
來
，

39	

其そ
れ

か
ら
は
確た

し
か
世せ

か
い界

を
創は

じ
め
よ
と
　

	

神か
み
の
相そ

う
だ
ん談
締し

ま
り
付つ

い
た
り

而
後
神
和
牠
們
商
量
，
確
定
要
開
啟

這
個
世
界
。

40	

此こ
れ

か
ら
は
神か

み
の
守し

ゅ
ご
う護

と
言ゆ

う
も
の
は

	

並な
み

大た
い
て
い抵

な
事こ

と
で
無な

い
ぞ
哉や

其
後
有
關
神
祐
的
事
情
，
絕
非
只
是

尋
常
之
事
而
已
呀
。

工
具
庫
尼
薩
次
基	

次
基
又
密
置
體
裡

若
再
將
庫
莫
又
密  

並
加
上
卡
西
叩
涅	

尚
要
把
歐
托
諾
別  

代
孝
庫
天
皆
集
齊

而
後
月
日
既
商
搉	

決
定
開
始
創
世
界

此
後
祐
護
神
所
施	

決
非
一
般
容
易
事
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41	

今い
ま
ま
で迄

に
無な

い
事こ

と
ば
か
り
創は

じ
め
る
は
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
の
も
難

む
ず
かし
き
事こ

と

從
原
本
虛
無
之
中
創
造
出
來
，
無
論

怎
麼
述
說
都
難
以
說
明
。

42	

此こ
の

世よ
う
を
創は

じ
め
掛か

け
た
る
真し

ん
じ
つ実
を
　

	

誰た
れ

か
知し

り
た
る
者も

の
は
有あ

る
ま
い

有
關
創
世
的
實
情
， 

沒
有
一
個
人
知

道
。

43	

此こ
れ

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

言ゆ

う
て
聞き

か
す
る
嘘う

そ
と
思お

も
う
な

今
後
無
論
什
麼
事
都
一
點
一
點
說
給

你
們
聽
，
千
萬
別
以
為
是
在
騙
人
。

44	

人に
ん
げ
ん間
を
創は

じ
め
掛か

け
た
は
魚う

お
と
巳み

と

	

此こ
れ

苗な
わ
し
ろ代

と
種た

ね
に
創は

じ
め
て

人
魚
和
白
蛇
做
為
苗
床
及
種
源
，
由

此
創
造
了
人
類
。

從
未
有
事
將
開
始	

所
言
皆
非
容
易
事

此
世
創
始
真
實
事	

恐
怕
無
有
一
人
知

今
後
諸
事
漸
告
知	

切
莫
疑
惑
是
謊
事

以
魚
及
蛇
將
人
創	

用
做
種
源
與
種
床
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45	
此こ

の

者も
の

に
月つ

き
ひ日

体た
い
な
い内

入い

り
込こ

ん
で
　

	

段だ
ん
だ
ん々

守し
ゅ
ご
う護
教お

し
え
込こ

ん
だ
で

月
日
進
入
牠
們
的
體
內
，
慢
慢
地
將

神
祐
教
導
給
牠
們
，

46	

此こ
の

子こ
か
ず数

九く
お
く億

九く
ま
ん万

に
九く

せ
ん千

人に
ん

　

	

九く
ひ
ゃ
く百

九く
じ
ゅ
う十

に
九く

に
ん人

な
る
ぞ
哉や

子
女
的
數
目
有
九
億
九
萬
九
千
九
百

九
十
九
人
呀
。

47	

此こ
の

人に
ん

を
三み

っ
か日

三み
よ
さ夜

に
宿や

ど
し
込こ

み
　

	

三さ
ん
ね
ん年
三み

つ
き月
留と

ど
ま
り
て
い
た

用
三
天
三
夜
的
時
間
，
將
這
些
子
女

孕
入
伊
咱
那
密
的
胎
內
，
並
停
留
三
年

三
個
月
。

48	

其そ
れ

よ
り
も
生う

ま
れ
出だ

し
た
は
五ご

ぶ分
か
ら
哉や

	

五ご
ぶ分

五ご
ぶ分

と
し
て
成せ

え
じ
ん人

を
し
た

剛
產
下
的
子
女
為
五
分
高
，
之
後
以

五
分
、
五
分
的
高
度
成
長
。

此
物
體
內
月
日
入	

而
後
漸
將
功
能
授

子
數
九
億
九
萬
九	

再
加
九
百
九
十
九

使
孕
三
日
又
三
夜	

停
留
三
年
零
三
月

初
生
身
高
五
分
長	

以
後
逐
漸
再
成
長
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49	

此こ
の

者も
の

に
一い

ち
ど度

教お
し

え
た
此こ

の

守し
ゅ
ご
う護

　

	

同お
な
じ
胎た

い
な
い内
三さ

ん
ど度
宿や

ど
り
た

根
據
曾
經
傳
授
過
的
祐
護
，
子
女
在

同
樣
的
胎
內
懷
胎
三
次
。

50	

此こ
の

世よ
う
の
真し

ん
じ
つ実
の
神か

み

月つ
き
ひ日
也な

り
　

	

後あ
と

な
る
は
皆み

な

道ど
う
ぐ具

な
る
ぞ
哉や

月
日
是
這
世
界
的
真
神
，
其
他
的
皆

為
道
具
。

51	

人に
ん
げ
ん間

を
創は

じ
め
様よ

う
と
て
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

寄よ

せ
て
使つ

こ
う
た
此こ

れ
に
神か

み
な名
を

將
道
具
召
來
使
用
，
一
步
一
步
創
造

出
人
類
，
並
賦
予
神
名
。

52	

い
ざ
な
ぎ
と
い
ざ
な
み
い
と
が
一い

ち
の
神か

み
　

	

此こ
れ

天て
え
し
ょ
う
こ
う

照
皇
の
大

だ
い
じ
ん
ぐ
う

神
宮
也な

り

伊
咱
那
義
和
伊
咱
那
密
是
最
主
要
的

神
，
相
當
於
天
照
皇
大
神
宮
呀
。

以
神
曾
授
此
功
能	

三
次
妊
孕
同
胎
中

此
世
真
神
唯
月
日	

其
他
各
物
皆
工
具

月
日
為
了
創
造
人	

所
集
工
具
賜
神
名

元
神
開
始
創
人
時  

伊
咱
那
義
並
連
同	

伊
咱
那
密
充
雛
型  

此
即
天
照
大
神
宮
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53	
又ま

た

先さ
き

は
何な

に
か
段だ

ん
だ
ん々

説と

く
け
れ
ど
　

	

今い
ま
ま
で迄
知し

ら
ん
事こ

と
ば
か
り
や
で

之
後
還
會
把
事
情
慢
慢
地
說
出
來
，

這
些
都
是
至
今
沒
人
知
道
的
事
情
呀
。

54	

此こ
の

先さ
き

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
人に

ん
げ
ん間

を

	

創は
じ

め
掛か

け
た
る
事こ

と
ば
か
り
や
で

接
下
來
要
說
的
，
都
是
有
關
如
何
創

造
人
類
的
事
情
。

55	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
出だ

し
た
る
屋や

し
き敷

也な
り

　

	

人に
ん
げ
ん間
創は

じ
め
元も

と
の
親お

や

也な
り

這
裡
是
創
造
此
世
的
宅
院
，
是
創
造

人
類
的
元
始
父
母
呀
。

56	

月つ
き
ひ日

よ
り
其そ

れ
を
見み

澄す

ま
し
天あ

ま
く
だ降

り
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずを

知し

ら
し
た
い
か
ら

月
日
明
辨
之
，
從
天
而
降
，
無
論
任

何
事
都
要
讓
你
們
知
道
。

此
後
亦
漸
告
汝
知	

所
講
皆
屬
未
知
事

今
後
要
告
汝
等
知	

一
切
皆
屬
創
人
事

此
宅
乃
是
創
世
處	

伊
乃
創
人
元
始
祖

月
日
看
清
降
自
天	

乃
欲
告
知
事
萬
般
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57	

真し
ん
じ
つ実

に
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

思お
も

う
に
は
　

	

銘め
え
め々

の
社

や
し
ろ

貰も
ろ
た
事こ

と
な
ら

月
日
的
心
中
最
殷
切
期
盼
的
，
是
所

有
的
神
龕
都
齊
聚
的
時
候
…

58	

其そ
れ
よ
り
も
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
に
何い

つ時
な
り
と
　

	

思お
も

う
儘ま

ま
な
る
話

は
な
しし

よ
も
の

屆
時
不
管
什
麼
時
候
，
月
日
都
會
自

由
自
在
地
、
把
心
裡
想
的
事
情
說
出
來
。

59	

今い
ま
ま
で迄

も
月つ

き
ひ日

の
社

や
し
ろ

確し
っ
かり

と
　

	

貰も
ろ
て
あ
れ
ど
も
い
ず
み
い
た
也な

り

雖
已
確
實
得
到
月
日
神
龕
，
但
至
今

依
然
沉
靜
著
。

60	

此こ
の

度た
び
は
確た

し
か
表

お
も
てい
現

あ
ら
われ
て
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずを

皆み
な

言ゆ

て
聞き

か
す

這
一
次
將
要
清
楚
地
顯
現
出
來
，
不

論
任
何
事
都
會
說
給
你
們
聽
。

月
日
心
中
甚
希
冀	

各
各
神
龕
皆
集
齊

而
後
可
將
萬
般
事	

隨
時
如
意
告
人
知

月
日
神
龕
確
已
得	

但
仍
靜
待
未
活
躍

今
確
顯
現
於
人
世	

萬
般
皆
告
世
人
知
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61	
今い

ま
ま
で迄

は
御み

す簾
の
内う

ち
ら
に
い
た
る
か
ら

	

何な
に
よ様
の
事こ

と
も
見み

え
て
無な

け
れ
ど

一
直
到
現
在
神
都
處
在
簾
幕
的
後
面
，

因
此
你
們
什
麼
都
看
不
見
。

62	

此こ
の

度た
び

は
明あ

か
い
処

と
こ
ろい

出で

た
る
か
ら
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
直す

ぐ
に
見み

え
る
で

這
一
次
神
將
出
現
在
明
亮
之
處
，
不

論
什
麼
事
都
能
馬
上
看
見
。

63	

此こ
の

赤あ
か

い
着き

も
の物

を
何な

ん
と
思お

も
て
い
る
　

	

中な
か
に
月つ

き
ひ日
が
籠こ

も
り
い
る
ぞ
哉や

這
紅
色
的
衣
服
，
你
們
認
為
是
什
麼

呢
？
月
日
就
在
這
紅
衣
服
的
裡
面
呀
。

64	

今い
ま
ま
で迄

も
月つ

き
ひ日

の
儘ま

ま
で
あ
る
な
れ
ど
　

	

日ひ

が
来き

た
ら
ん
で
見み

ゆ
る許

し
て
い
た

一
直
到
現
在
，
雖
然
任
何
事
都
由
月

日
，
日
子
還
未
來
臨
的
緣
故
，
都
先
允

許
了
。

至
今
月
日
隱
未
顯	

故
而
一
切
未
能
現

月
日
今
借
紅
衣
顯	

一
切
無
不
立
即
見

對
此
紅
衣
如
何
看	

可
知
月
日
在
裡
邊

至
今
月
日
隨
心
做	

時
機
未
至
皆
放
過
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65	

此こ
の

度た
び

は
も
う
十じ

ゅ
う
ぶ
ん分

に
日ひ

も
来き

た
り
　

	

何な
に
か
万

よ
ろ
ずを
儘ま

ま
に
す
る
也な

り

這
一
次
日
子
已
經
確
實
來
臨
，
不
論

任
何
事
都
要
依
神
意
而
行
。

66	

其そ
れ

知し

ら
ず
高た

か
や
ま山
に
て
は
何な

に
も
彼か

も

	

何な
ん

と
思お

も
う
て
儘ま

ま
に
す
る
ぞ
哉や

但
「
高
山
」
卻
不
知
曉
，
任
何
事
情

還
是
依
己
意
恣
意
而
為
。

67	

何な
に
ご
と事

も
此こ

の

処と
こ
ろに

は
人に

ん
げ
ん間

の

	

心こ
こ
ろは
更さ

ら
に
有あ

る
と
思お

も
う
な

不
論
碰
到
什
麼
事
，
都
千
萬
不
要
以

為
此
處
之
心
只
是
常
人
之
心
。

68	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
に
も
筆ふ

で
さ
き先
も

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

指さ
し
ず図

ば
か
り
で

說
的
也
好
、
還
是
用
筆
的
先
端
記
下

來
的
也
好
，
都
是
月
日
之
心
給
人
的
指

示
呀
。

今
番
時
機
足
熟
矣	

萬
般
無
不
隨
神
意

高
山
人
士
不
知
此	

肆
意
妄
為
做
何
思

任
事
皆
由
始
祖
行	

毫
無
人
意
存
其
中

任
事
所
言
或
筆
先	

無
不
出
自
月
日
心
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69	
高た

か
や
ま山

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
に
も
　

	

皆み
な

人に
ん
げ
ん間
の
心

こ
こ
ろば
か
り
で

「
高
山
」
不
論
說
什
麼
也
好
、
想
什
麼

也
好
，
都
只
不
過
是
憑
常
人
之
心
罷
了
。

70	

月つ
き
ひ日

よ
り
付つ

け
た
名な

ま
い前

を
取と

り
払は

ら
い
　

	

此こ
の

残ざ
ん
ね
ん念

を
何な

ん
と
思お

も
う
ぞ

將
月
日
所
命
之
名
徹
除
、
拆
毀
，
對

這
遺
憾
的
事
你
們
有
何
想
法
？

71	

真し
ん
じ
つ実

の
月つ

き
ひ日

立り
っ
ぷ
く腹

残ざ
ん
ね
ん念

は

	

容よ
い易
な
る
事こ

と
で
無な

い
と
思お

も
え
よ

月
日
心
中
真
實
的
氣
憤
和
遺
憾
，
你

們
不
要
只
以
為
是
小
事
情
哦
。

72	

今い
ま
ま
で迄

は
高た

か
い
山や

ま
や
と
蔓は

び
か延

り
て
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずを

儘ま
ま

に
し
た
れ
ど

「
高
山
」
至
今
還
如
此
地
橫
行
，
盡
是

照
他
們
自
己
的
想
法
在
行
事
。

高
山
所
說
或
所
想	

皆
是
出
自
世
人
心

月
日
賜
名
擅
排
斥	

對
此
神
憾
如
何
思

月
日
真
神
怒
且
憾	

莫
將
此
事
小
可
看

至
今
高
山
甚
猖
肆	

恣
意
行
施
萬
般
事
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73	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

代か
わ

り
て
儘ま

ま
に
す
る
　

	

何な
に
か
の
事こ

と
を
真ま

ね似
を
し
て
見み

よ

今
後
將
由
月
日
之
取
而
代
之
，
有
能

力
的
話
不
妨
來
模
仿
看
看
。

74	

此こ
の

処
と
こ
ろ

何な
に
を
言ゆ

う
に
も
為な

す
事こ

と
も
　

	

月つ
き
ひ日

の
思お

も
う
事こ

と
ば
か
り
や
で

在
這
裡
不
論
是
說
什
麼
也
好
或
是
做

什
麼
也
好
，
全
是
依
照
月
日
的
心
意
。

75	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

残ざ
ん
ね
ん念

を
　

	

晴は

ら
す
る
模も

よ
う様
ば
か
り
す
る
ぞ
哉や

今
後
日
月
要
掃
除
內
心
的
遺
憾
，
為

此
先
作
足
一
切
準
備
。

76	

此こ
の

先さ
き
は
何ど

の
様よ

な
埃

ほ
こ
り

立た

つ
と
て
も
　

	

此こ
れ

を
病

や
ま
いと

更さ
ら

に
思お

も
う
な

今
後
不
管
是
累
積
了
什
麼
灰
塵
，
都

別
以
為
這
就
是
生
病
。

今
後
月
日
行
所
欲	

如
能
倣
效
可
試
去

在
此
所
行
或
所
語	

皆
屬
月
日
心
所
欲

今
後
月
日
心
中
憾	

準
備
將
其
一
掃
干

今
後
無
論
何
塵
生	

切
莫
看
成
是
疾
症
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77	
今い

ま
ま
で迄

も
月つ

き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

山や
ま
や
ま々

に

	

積つ
も
り
て
有あ

る
を
返か

や
し
す
る
ぞ
哉や

至
今
在
月
日
心
中
的
遺
憾
已
累
積
到

如
山
一
般
高
，
這
些
都
要
「
返
還
」
回

去
呀
。

78	

今い
ま
ま
で迄

も
返か

や
し
と
言ゆ

う
て
説と

い
た
れ
ど
　

	

何な
ん

の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
た
也な

り

雖
然
至
今
已
過
「
返
還
」
之
事
，
但

你
們
還
不
清
楚
是
怎
麼
一
回
事
。

79	

真し
ん
じ
つ実

に
返か

や
し
と
言ゆ

う
は
此こ

の

事こ
と

哉や

　

	

高た
か
や
ま山
は
皆み

な

承し
ょ
う
ち知
し
て
い
よ

這
就
是
有
關
「
返
還
」
的
真
實
之
事
，

「
高
山
」
都
得
要
明
白
呀
。

80	

此こ
の

世よ
う

は
泥ど

ろ
う
み海

中な
か

の
事こ

と
な
る
し
　

	

中な
か

に
月つ

き
ひ日

が
い
た
る
迄ま

で

也な
り

這
世
界
一
開
始
是
一
片
泥
海
，
在
那

之
中
只
有
月
日
。

至
今
神
憾
如
山
高	

月
日
必
將
賜
回
報

至
今
回
報
已
言
及	

但
人
不
解
是
何
意

回
報
真
意
是
此
事	

高
山
人
士
皆
須
知

此
世
本
是
一
泥
海	

其
中
只
有
月
日
在
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81	

月つ
き
ひ日

よ
り
真し

ん
じ
つ実

思お
も

い
付つ

い
た
る
わ
　

	

何な
ん
と
世せ

か
い界
を
創は

じ
め
掛か

け
た
ら

月
日
的
心
中
生
起
了
個
念
頭
，
就
是

將
要
世
界
創
造
出
來
。

82	

無な

い
世せ

か
い界
創は

じ
め
掛か

け
る
は
難

む
ず
かし
い
　

	

何な
ん

と
道ど

う
ぐ具

を
見み

出だ

す
模も

よ
う様

を

從
虛
無
之
中
創
造
世
界
很
困
難
，
於

是
神
為
尋
找
創
世
的
道
具
作
準
備
。

83	

見み

澄す

ま
せ
ば
中な

か
に
泥ど

じ
ょ
う鰌

も
魚う

お

巳み
い

も
　

	

他ほ
か
な
る
者も

の
も
見み

え
て
あ
る
也な

り

神
仔
細
地
觀
察
了
泥
鰍
、
人
魚
和
白

蛇
，
同
時
也
看
見
了
其
他
用
來
做
為
道

具
的
動
物
。

84	

其そ
の

者も
の
を
皆み

な

引ひ

き
寄よ

せ
て
談だ

ん
じ
合や

い

	

人に
ん
げ
ん間

守し
ゅ
ご
う護

始は
じ

め
掛か

け
た
ら

將
牠
們
召
喚
過
來
並
與
其
商
量
後
，

開
始
授
予
人
類
祐
護
。

月
日
忽
生
一
念
頭	

欲
創
世
界
從
未
有

無
中
創
世
非
容
易	

總
得
準
備
覓
工
具

細
看
泥
鰍
魚
蛇
見	

其
他
工
具
亦
發
現

招
來
工
具
與
商
量	

開
始
賜
祐
將
人
創
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85	
無な

い
世せ

か
い界

創は
じ

め
様よ

う
と
て
此こ

の

月つ
き
ひ日

　

	

段だ
ん
だ
ん々

心
こ
こ
ろ

尽つ
く
し
た
る
故ゆ

え

為
了
創
造
未
曾
有
過
的
世
界
，
月
日

每
一
步
都
費
了
相
當
多
的
心
力
。

86	

此こ
の

道み
ち

を
知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
無な

し
　

	

月つ
き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

何な
ん

と
思お

も
う
ぞ

但
這
條
路
卻
沒
有
人
明
白
，
月
日
的

心
中
感
到
多
麼
的
遺
憾
呀
。

87	

此こ
ら

程ほ
ど

に
思お

も
て
創は

じ
め
た
此こ

の

世せ
か
い界

　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

何な
ん
と
残ざ

ん
ね
ん念

費
了
這
麼
多
心
思
創
造
出
來
的
世
界

…
月
日
的
心
感
到
很
遺
憾
。

88	

月つ
き
ひ日

よ
り
段だ

ん
だ
ん々

心
こ
こ
ろ

尽つ
く

し
切き

り
　

	

其そ
の

上う
え

な
る
の
人に

ん
げ
ん間

で
あ
る

月
日
一
步
一
步
費
盡
了
心
力
，
其
後

造
就
出
了
人
類
。

因
從
無
中
創
人
世	

月
日
漸
漸
費
心
思

此
事
更
無
一
人
知	

月
日
神
憾
如
何
思

如
此
盡
心
創
世
間	

月
日
神
心
甚
遺
憾

月
日
逐
漸
費
盡
心	

故
而
方
有
汝
世
人
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89	

其そ
れ

知し

ら
ず
今い

ま
の
処

と
こ
ろは

高た
か
や
ま山

は

	

皆み
な

蔓は
び
か延
り
て
儘ま

ま
に
し
て
い
る

然
而
現
今
「
高
山
」不
了
解
這
些
事
情
，

盡
照
著
己
意
橫
行
為
事
。

90	

此こ
の

月つ
き
ひ日
第だ

い
い
ち一
此こ

れ
が
残ざ

ん
ね
ん念
な

	

何ど

ん
な
返か

や
し
を
す
る
や
知し

れ
ん
で

這
是
月
日
心
中
最
遺
憾
的
事
情
呀
！

會
做
出
什
麼
樣
的
「
返
還
」
誰
也
不
知

道
。

91	

此こ
の

世せ
か
い界

山や
ま
ぐ崩

え
等な

ぞ
も
雷

か
み
な
りも

　

	

地じ
し
ん震
大お

お
か
ぜ風
月つ

き
ひ日
立り

っ
ぷ
く腹

這
世
上
的
山
崩
、
打
雷
、
地
震
，
還

是
大
風
，
這
些
都
是
月
日
在
發
脾
氣
。

92	

何ど

の
様よ

う
な
大た

い
し
ゃ社
高た

か
や
ま山
油ゆ

だ
ん断
し
な
　

	

何な
ん
ど
き時

月つ
き
ひ日

飛と

ん
で
出で

る
や
ら

不
管
是
什
麼
大
廟
還
是
「
高
山
」
也

好
都
別
掉
以
輕
心
，
誰
知
道
月
日
何
時

會
飛
奔
過
去
。

目
前
高
山
不
知
此	

任
意
橫
行
極
猖
肆

此
乃
月
日
最
遺
憾	

不
知
將
有
何
報
顯

所
有
山
崩
或
雷
火	

地
震
颱
風
皆
神
怒

大
社
高
山
莫
疏
忽	

不
知
何
時
月
日
出
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93	
一い

ち
れ
つ列

は
皆み

な
み
な々

我わ
が
み身

気き

を
付つ

け
よ
　

	

月つ
き
ひ日
遠え

ん
り
ょ慮
は
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

世
上
所
有
的
人
都
要
好
好
留
意
，
月

日
不
會
再
有
所
顧
忌
了
。

94	

何な
に

も
彼か

も
精せ

え
い
っ
ぱ
い

一
杯
に
断

こ
と
わり

て
　

	

其そ
れ

か
ら
掛か

か
る
月つ

き
ひ日

仕し
ご
と事

を

所
有
事
情
都
盡
可
能
預
先
告
知
，
接

下
來
就
是
月
日
的
工
作
。

95	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
恨う

ら
み
に
思お

も
う
な
よ
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々
の
身み

恨う
ら
み
で
あ
る

對
任
何
事
都
不
要
心
懷
怨
恨
哦
，
怨

恨
其
實
都
是
在
恨
自
己
。

96	

此こ
の

話
は
な
し

段だ
ん
だ
ん々

口く
ど説

き
詰つ

め
て
あ
る
　

	

此こ
れ

確し
っ
かり

と
聞き

き
分わ

け
て
く
れ

這
些
話
已
經
一
點
一
點
反
覆
講
述
過

了
，
請
你
們
要
好
好
地
聽
清
楚
。

世
人
己
身
應
注
意	

月
日
更
無
何
顧
忌

一
切
事
前
必
先
警	

然
後
月
日
顯
功
能

無
論
何
事
莫
悔
恨	

如
若
悔
恨
恨
自
身

此
言
在
前
已
講
述	

希
能
細
聽
並
瞭
悟
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97	

一い
ち
れ
つ列

は
皆み

な

銘め
え
め
え々

の
胸む

ね

次し
だ
い第

　

	

月つ
き
ひ日
見み

分わ

け
て
い
る
と
思お

も
え
よ

世
人
啊
，
任
何
事
情
都
是
根
據
內
心
，

要
知
道
，
月
日
能
夠
看
透
一
切
啊
。

98	

月つ
き
ひ日
よ
り
真し

ん
じ
つ実
心

こ
こ
ろ

見み
さ
だ定
め
て
　

	

受う

け
取と

り
次し

だ
い第

返か
や

し
す
る
也な

り

月
日
能
看
清
每
個
人
真
心
，
接
納
其

心
之
後
，
便
依
其
心
將
祐
護
「
返
還
」

回
去
。

99	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
て
も
　

	

皆み
な

人に
ん
げ
ん間
の
心

こ
こ
ろば
か
り
で

直
到
現
在
，
不
管
你
們
說
些
什
麼
或

想
些
什
麼
，
都
只
是
憑
常
人
之
心
而
已
。

100	

此こ
れ
か
ら
は
善よ

き
事こ

と
し
て
も
悪あ

し
き
で
も
　

	

其そ
の

儘ま
ま

直す
ぐ

に
返か

や
し
す
る
也な

り

今
後
不
論
是
善
或
惡
的
事
情
，
都
會

立
即
「
返
還
」
給
你
們
。

所
有
世
人
依
其
心	

須
知
月
日
與
區
分

月
日
鑑
定
世
人
心	

納
後
賜
報
與
世
人

至
今
所
言
或
所
思	

皆
是
出
自
俗
心
意

今
後
無
論
惡
或
善	

回
報
立
即
如
實
顯
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101	
今い

ま
ま
で迄

は
何な

に
か
悟さ

と
り
も
有あ

り
た
け
ど
　

	

も
う
此こ

れ
か
ら
は
悟さ

と
り
無な

い
ぞ
哉や

直
到
今
天
，
你
們
對
於
神
意
有
不
同

的
解
讀
，
但
今
後
將
不
會
再
允
許
。

102	

此こ
の

世よ
う

の
真し

ん
じ
つ実

の
親お

や

月つ
き
ひ日

也な
り

　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ず

の
守し

ゅ
ご
う護

す
る
ぞ
哉や

這
世
界
真
實
的
父
母
就
是
月
日
呀
，

不
管
任
何
的
祐
護
都
會
賜
予
。

103	

此こ
の

先さ
き

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
嘘う

そ
は
無な

い
　

	

皆み
な

真し
ん
じ
つ実
と
思お

も
て
聞き

き
分わ

け

今
後
不
管
說
什
麼
都
別
以
為
是
假
的
，

都
當
成
真
實
的
事
情
，
要
仔
細
聽
好
。

104	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
月つ

き
ひ日

真し
ん
じ
つ実

に
　

	

思お
も

て
創は

じ
め
た
事こ

と
ば
か
り
や
で

任
何
事
情
都
是
由
月
日
真
實
的
思
慮

所
開
始
的
。

至
今
雖
錯
神
未
怒	

今
後
有
錯
不
再
恕

月
日
此
世
真
父
母	

萬
般
無
不
賜
祐
護

今
後
所
講
無
謊
言	

皆
當
真
實
聽
分
明

月
日
所
做
一
切
事	

皆
因
真
實
方
行
施
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105	

今い
ま
ま
で迄

は
病

や
ま
いと

言ゆ

え
ば
医い

し
ゃ者

薬
く
す
り

　

	

皆み
な

心し
ん
ぱ
い配
を
し
た
る
な
れ
ど
も

直
到
現
在
，
只
要
生
病
就
看
醫
生
、

吃
藥
，
都
對
病
情
感
到
擔
心
，

106	

此こ
れ
か
ら
は
痛い

た
み
悩な

や
み
も
出で

き
も
の
来
物
も
　

	

息い
き

手て
お
ど踊

り
で
皆み

な

救た
す

け
る
で

但
今
後
不
管
是
疼
痛
、
煩
惱
，
還
是

身
上
長
出
東
西
，
透
過
神
息
與
手
舞
都

可
以
得
救
。

107	

此こ
の

救た
す

け
今い

ま
ま
で迄

知し

ら
ぬ
事こ

と
な
れ
ど
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
試た

め
し
し
て
み
よ

這
樣
的
拯
救
到
目
前
為
止
還
沒
有
人

知
道
，
但
從
今
以
後
你
們
可
以
去
試
看

看
。

108	

何ど

の
様よ

う
な
難

む
ず
かし
き
な
る
病

や
ま
いで
も

	

真し
ん
じ
つ実

な
る
の
息い

き
で
救た

す
け
る

不
管
是
多
麼
難
治
的
疾
病
，
施
以
真

實
的
神
息
都
能
得
救
。

至
今
患
病
皆
心
焦	

只
知
依
靠
醫
與
藥

今
後
病
痛
瘡
癤
苦	

神
息
手
舞
皆
可
除

今
雖
不
知
此
拯
救	

此
後
不
妨
去
試
求

無
論
任
何
難
病
疾	

神
將
賜
拯
以
神
息
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109	
月つ

き
ひ日

よ
り
真し

ん
じ
つ実

心
こ
こ
ろ

見み
さ
だ定

め
て
　

	

如い
か何
な
守し

ゅ
ご
う護
も
す
る
と
思お

も
え
よ

月
日
能
夠
明
辨
出
真
實
的
內
心
，
要

知
道
，
任
何
的
祐
護
都
會
賜
予
你
們
。

110	

生う
ま

れ
子こ

う

疱ほ
う
そ瘡

麻は
し
か疹

も
せ
ん
様よ

う
に
　

	

病や

ま
ず
死し

な
ず
に
暮く

ら
す
事こ

と
な
ら

嬰
兒
可
以
遠
離
疱
瘡
、
痲
疹
，
不
病

不
死
一
直
活
下
去
。

111	

確し
か

と
聞き

け
如い

か何
な
自

じ
ゅ
う
よ
う

由
す
る
と
て
も
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろば
か
り
な
る
ぞ
哉や

仔
細
聽
好
，
不
論
是
施
予
什
麼
樣
的

自
由
神
能
，
都
是
出
自
於
月
日
之
心
呀
。

112	

今い
ま
ま
で迄

も
大た

い
て
え抵

口く
ど説

き
も
説と

い
た
れ
ど
　

	

未ま

だ
言ゆ

い
足た

ら
ん
月つ

き
ひ日

思お
も
わ
く惑

雖
然
至
今
大
致
都
已
經
述
說
過
了
，

但
關
於
月
日
的
思
慮
仍
說
得
不
夠
多
。

月
日
鑑
定
心
真
實	

任
何
祐
護
無
不
施

嬰
兒
不
患
天
花
疹	

既
不
夭
折
又
無
病

須
知
任
何
神
全
能	

皆
是
出
自
月
日
心

今
雖
大
體
皆
已
談	

月
日
心
意
未
講
完
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113	

此こ
の

度た
び

は
何な

に
か
月つ

き
ひ日

の
残ざ

ん
ね
ん念

を
　

	

積つ
も
り
有あ

る
か
ら
皆み

な

言ゆ

う
て
置お

く

這
次
，
月
日
心
中
累
積
的
許
多
遺
憾

都
要
告
訴
你
們
，

114	

此こ
の

処
と
こ
ろ

救た
す
け
一い

ち
じ
ょ条
止と

め
ら
れ
て
　

	

何な
ん

で
も
返か

や
し
せ
ず
に
い
ら
れ
ん

專
心
拯
救
之
道
在
這
裡
被
制
止
，
神

不
得
不
做
些
「
返
還
」。

115	

此こ
の

返か
や

し
大た

い
し
ゃ社

高た
か
や
ま山

取と

り
払は

ら
い
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列
は
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

所
有
的
人
都
好
好
地
留
意
，這
「
返
還
」

是
要
將
大
社
、「
高
山
」
清
除
掉
。

116	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん
と
思お

も
う
て
聞き

い
て
い
る
　

	

天て
ん
び火

火ひ

の
雨あ

め

海う
み

は
津つ

な
み波

哉や

這
些
話
你
們
怎
麼
去
聽
、
怎
麼
去
想

呢
？
是
天
上
的
火
焰
、
火
雨
以
及
海
嘯

啊
！

月
日
神
憾
積
成
堆	

故
今
一
切
告
汝
輩

專
心
拯
救
今
受
阻	

不
與
回
報
怎
能
悟

對
此
回
報
汝
須
曉	

大
社
高
山
皆
一
掃

此
言
汝
等
如
何
聽	

天
火
火
雨
海
嘯
興
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117	
此こ

ら
ほ
ど程

の
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

心し
ん
ぱ
い配

を
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
何な

ん
と
思お

も
て
る

月
日
的
內
心
如
此
擔
心
，
但
世
人
又

是
怎
麼
想
呢
？

118	

段だ
ん
だ
ん々

と
口く

ど説
き
嘆な

げ
き
は
説と

く
け
れ
ど
　

	

真し
ん
じ
つ実

な
る
の
心

こ
こ
ろ

救た
す

け
る

一
點
一
點
反
覆
地
說
，
或
是
感
到
難

過
，
但
若
能
擁
有
真
誠
之
心
便
施
以
拯

救
。

119	

何ど

の
様よ

う
な
者も

の
も
一い

ち
れ
つ列

我わ

が
子こ

也な
り

　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

心し
ん
ぱ
い配
を
み
よ

不
論
什
麼
人
，
所
有
人
都
是
我
的
子

女
呀
！
看
啊
，
月
日
的
心
在
擔
憂
著
。

120	

此こ
の

世よ
う

は
一い

ち
れ
つ列

は
皆み

な

月つ
き
ひ日

也な
り

　

	

人に
ん
げ
ん間

は
皆み

な

月つ
き
ひ日

貸か

し
物も

の

這
世
上
所
有
的
人
都
是
月
日
，
人
都

是
月
日
的
借
貸
之
物
呀
。

月
日
掛
慮
深
如
此	

汝
等
世
人
如
何
思

月
日
憾
意
漸
告
汝	

心
如
轉
誠
賜
祐
護

任
人
皆
是
神
子
女	

須
知
月
日
心
掛
慮

世
界
萬
物
月
日
創	

人
體
皆
由
月
日
貸
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121	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
知し

り
た
な
ら
　

	

強ご
う
き気
強ご

う
よ
く欲
出だ

す
者も

の
は
無な

い

如
果
能
了
解
這
世
界
的
實
情
的
話
，

人
就
不
會
霸
道
或
貪
心
。

122	

心こ
こ
ろさ
い
真し

ん
じ
つ実
よ
り
も
分わ

か
り
た
ら
　

	

何な
に

も
怖こ

わ
み
も
危あ

ぶ
な
き
も
無な

い

心
中
若
能
真
實
地
了
悟
的
話
，
便
不

會
再
有
恐
懼
和
危
險
。

123	

月つ
き
ひ日

よ
り
教お

し
え
る
事こ

と
は
皆み

な

消け

し
て
　

	

後あ
と
は
人に

ん
げ
ん間
心

ご
こ
ろ

ば
か
り
で

但
人
們
卻
將
月
日
所
教
導
的
事
情
都

抹
除
掉
，
那
剩
下
的
就
只
是
常
人
之
心

而
已
。

124	

今い
ま
ま
で迄
も
此こ

の

世よ

創は
じ
め
た
真し

ん
じ
つ実
を
　

	

教お
し

え
て
置お

こ
と
思お

も
た
な
れ
ど
も

即
使
到
現
在
，
有
關
創
世
的
實
情
一

直
想
教
導
給
你
們
。

這
一
真
實
如
瞭
悟	

自
私
貪
婪
不
再
出

心
中
了
悟
此
真
實	

更
無
恐
懼
危
險
事

月
日
所
諭
毫
不
聽	

世
人
只
知
任
意
行

至
今
創
世
真
實
情	

本
欲
告
與
世
人
聽
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125	
月つ

き
ひ日

よ
り
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

め
ど
　

	

刻こ
く
げ
ん限
待ま

ち
て
い
る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
月
日
的
心
雖
然
每
天
都
很

著
急
，
卻
仍
在
等
待
時
限
的
到
來
。

126	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
聞き

い
て
い
る
　

	

月つ
き
ひ日

思お
も
わ
く惑

深ふ
か

い
利り

や
く益

を

這
些
話
你
們
怎
麼
去
想
、
怎
麼
去
聽

的
呢
？
這
些
都
是
月
日
深
遠
的
考
量
，

想
給
你
們
「
利
益
」
呀
。

127	

此こ
れ

ば
か
り
人ひ

と
な
み並

や
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日
の
仕し

ご
と事
偉え

ら
い
思お

も
わ
く惑

別
以
為
這
只
是
一
般
的
事
情
而
已
哦
，

月
日
的
工
作
包
含
了
宏
大
的
思
慮
。

128	

月つ
き
ひ日

よ
り
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
と
間ま

ま々
説と

け
ど
　

	

未ま

だ
今い

ま
ま
で迄

は
見み

え
た
事こ

と

無な

し

月
日
說
過
不
少
自
由
自
在
神
祐
的
事

情
，
但
至
今
都
還
沒
看
見
過
。

月
日
每
日
心
焦
急	

未
講
乃
因
時
未
至

聽
到
此
言
如
何
思	

月
日
本
欲
賜
深
慈

莫
將
此
事
尋
常
看	

月
日
意
圖
極
深
遠

月
日
屢
述
全
能
事	

至
今
未
顯
人
不
知
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129	

此こ
の

度た
び

は
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

し
て
見み

せ
た
な
ら
此こ

れ
が
真

ま
こ
と

哉や

這
一
次
要
將
自
由
自
在
的
神
祐
真
正

地
顯
現
出
來
給
你
們
看
，
這
是
最
真
實

的
呀
。

130	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

真し
ん
じ
つ実

よ
り
の
救た

す
け
一

い
ち
じ
ょ
う条

不
論
任
何
事
都
是
月
日
所
為
，
出
自

全
心
拯
救
的
真
心
。

131	

胎た
い
な
い内

へ
宿や

ど
し
込こ

む
の
も
月つ

き
ひ日

也な
り

	

生う
ま
れ
出だ

す
の
も
月つ

き
ひ日
世せ

わ話
取ど

り

將
子
女
孕
入
胎
內
的
也
是
月
日
，
出

生
亦
是
由
月
日
在
照
顧
。

132	

此こ
の

度た
び
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
真し

ん
じ
つ実
に
　

	

皆み
な

現あ
ら
われ

て
し
て
見み

せ
る
で
な

這
次
不
論
什
麼
事
，
都
會
真
實
地
顯

現
出
來
給
你
們
看
。

今
將
真
顯
全
能
事	

世
人
眼
見
可
信
實

無
論
何
事
依
月
日	

專
一
拯
救
真
實
意

懷
妊
乃
因
月
日
祐	

出
生
亦
由
月
日
助

今
次
無
論
任
何
事	

皆
真
顯
世
令
人
知
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133	
此こ

れ
を
見み

て
如い

か何
な
者も

の
で
も
得と

く
し
ん心

せ
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第
に
如い

か何
な
自

じ
ゅ
う
よ
う由

看
到
了
以
後
不
論
任
何
人
都
會
信
服
，

依
從
於
內
心
，
任
何
自
由
的
神
祐
都
會

賜
予
。

134	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
の
も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
皆み

な
し
て
見み

せ
る

依
據
真
實
的
內
心
，
不
論
什
麼
事
都

會
施
展
出
來
給
你
們
看
。

見
此
世
人
當
悟
知	

依
心
全
能
無
不
賜

任
何
全
能
無
不
賜	

依
看
誠
心
皆
顯
示
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第 
七 

號

七
十
八
歲
老
母

		


一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
二
月





1	

月つ
き
ひ日

よ
り
三

さ
ん
じ
ゅ
う
は
ち

十
八
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

に
て
　

	

天あ
ま
く
だ降
り
た
る
元も

と
の
因い

ん
ね
ん縁

三
十
八
年
以
前
，
由
於
元
始
因
緣
的

緣
故
，
月
日
從
天
上
降
臨
。

2	

月つ
き
ひ日
よ
り
其そ

の

因い
ん
ね
ん縁
が
有あ

る
故ゆ

え
に
　

	

何な
に

か
委い

さ
い細

を
話は

な
し
た
い
か
ら

因
月
日
具
有
那
樣
的
因
緣
，
任
何
詳

情
都
想
跟
你
們
說
。

3	

上か
み

た
る
は
其そ

れ
を
知し

ら
ず
に
何な

に
ご
と事

も

	

世せ
か
い界
並な

み
や
と
思お

も
て
い
る
也な

り

但
上
位
者
不
知
道
，
以
為
此
事
與
世

俗
之
事
沒
什
麼
兩
樣
。

4	

此こ
の

処
と
こ
ろ

元も
と
な
る
ぢ
ば
の
事こ

と
な
ら
ば
　

	

創は
じ

ま
り
出だ

し
を
知し

ら
ん
事こ

と

無な

し

這
裡
若
是
元
始
之
原
地
的
話
，
有
關

創
人
創
世
的
事
情
便
無
所
不
知
。

月
日
根
據
元
因
緣	

卅
八
年
前
降
人
間

月
日
因
有
該
因
緣	

一
切
實
情
皆
欲
言

權
貴
對
此
皆
不
知	

看
做
世
上
平
常
事

因
為
此
處
是
原
地	

創
世
元
始
無
不
知
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5	
上か

み
た
る
へ
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
早は

や
ば
や々

と
　

	

知し

ら
し
て
や
ろ
と
月つ

き
ひ日
思お

も
え
ど

月
日
一
直
想
要
把
這
些
真
實
之
事
，

即
早
傳
達
給
上
位
者
知
道
，

6	

上か
み

た
る
は
其そ

れ
を
知し

ら
ず
に
銘め

え
め
え々

の

	

我わ
が
み身

思し
や
ん案

を
ば
か
り
思お

も
う
て

但
上
位
者
不
知
道
，
每
個
人
盡
用
自

身
的
想
法
在
想
事
情
。

7	

月つ
き
ひ日

に
は
段だ

ん
だ
ん々

見み

え
る
道み

ち
す
じ筋

に
　

	

怖こ
わ
き
危あ

ぶ
な
き
道み

ち
が
有あ

る
の
で

在
前
方
的
道
路
上
，
月
日
漸
漸
看
到

了
些
可
怕
、
危
險
的
事
情
，

8	

月つ
き
ひ日

よ
り
其そ

の

道み
ち

早は
や

く
知し

ら
そ
う
と
　

	

思お
も

て
心し

ん
ぱ
い配

し
て
い
る
と
こ
そ

為
此
月
日
內
心
感
到
很
擔
心
，
想
要

早
點
將
路
上
的
事
情
讓
你
們
知
道
。

月
日
欲
將
此
真
實	

及
早
告
與
權
貴
知

權
貴
不
知
月
日
心	

各
自
僅
知
顧
己
身

月
日
見
有
懼
險
路	

世
人
可
能
漸
步
入

月
日
欲
速
告
其
路	

唯
恐
世
人
將
步
入
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9	

人に
ん
げ
ん間

の
我わ

が
子こ

思お
も

う
も
同お

な
じ
事こ

と
　

	

怖こ
わ
き
危あ

ぶ
な
き
道み

ち
を
案あ

ん
じ
る

就
像
人
們
會
為
自
己
的
孩
子
做
考
量

一
樣
，
神
也
會
為
路
上
可
怕
、
危
險
的

事
情
擔
心
。

10	

其そ
れ

知し

ら
ず
皆み

な

一い
ち
れ
つ列
は
銘め

え
め
え々
に
　

	

皆み
な

う
っ
か
り
と
暮く

ら
し
い
る
也な

り

但
世
人
不
知
此
事
，
所
有
人
依
然
毫

不
留
意
地
在
過
日
子
。

11	

此こ
の

世せ
か
い界

何な
に

か
万

よ
ろ
ずを

一い
ち
れ
つ列

に
　

	

月つ
き
ひ日
支し

は
い配
を
す
る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
這
世
界
的
所
有
事
情
都
是

月
日
在
主
宰
，

12	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

此こ
れ

か
ら
先さ

き
の
道み

ち
を
見み

て
い
よ 

聽
到
這
些
話
，
你
們
有
什
麼
想
法
呢
？

去
瞧
瞧
今
後
的
路
吧
。

有
如
一
般
人
父
母	

唯
恐
子
女
走
險
路

可
惜
世
人
全
不
知	

只
是
各
自
虛
度
日

須
知
世
上
萬
般
事	

皆
由
月
日
來
指
使

此
言
汝
等
如
何
思	

未
來
之
道
可
待
視
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13	
何ど

の
様よ

う
な
高た

か
い
山や

ま
で
も
水み

ず
が
付つ

く
　

	

谷た
に
そ
こ底
や
と
て
危あ

ぶ
な
気げ

は
無な

い

即
使
到
再
高
的
山
上
也
會
浸
水
，
在

谷
底
卻
反
而
沒
有
危
險
。

14	

何な
に

も
彼か

も
月つ

き
ひ日

支し
は
い配

を
す
る
か
ら
は
　

	

大お
お

き
小ち

い
さ
い
言ゆ

う
で
無な

い
ぞ
哉や

既
然
任
何
事
情
都
是
由
月
日
所
主
宰
，

就
沒
有
所
謂
的
大
事
或
小
事
。

15	

此こ
れ

迄ま
で

も
何な

ん
で
も
用よ

う
ぎ木

欲ほ

し
い
か
ら
　

	

大た
い
て
え抵
尋た

ず
ね
い
た
る
な
れ
ど
も

因
為
需
要
用
木
的
緣
故
，
直
到
今
天
，

已
經
大
致
尋
遍
了
所
有
的
地
方
。

16	

此こ
の

度た
び

は
谷た

に
そ
こ底

に
て
は
一ち

ょ
と寸

し
た
る
　

	

木き
い

が
た
っ
ぷ
り
見み

え
て
在あ

る
也な

り

就
在
這
時
候
，
月
日
在
「
谷
底
」
的

地
方
，
找
到
了
許
多
將
來
會
成
大
器
的

木
材
。

山
雖
高
峻
水
可
漫	

谷
雖
低
平
無
危
險

一
切
皆
由
月
日
管	

汝
等
莫
道
長
或
短

至
今
欲
得
用
木
人	

曾
經
到
處
去
覓
尋

今
番
已
在
谷
底
處	

看
見
許
多
好
苗
木
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17	

此こ
の

木き
い

も
段だ

ん
だ
ん々

月つ
き
ひ日

手で
い入

り
し
て
　

	

作つ
く
り
上あ

げ
た
ら
国く

に
の
柱

は
し
ら

哉や

月
日
一
步
一
步
地
進
入
這
些
樹
裡
面

栽
培
它
們
，
一
旦
完
成
之
後
將
成
為
國

家
的
樑
柱
。

18	

其そ
れ
か
ら
は
日に

ち
に
ち々

月つ
き
ひ日
見み

さ
だ定
め
て
　

	

後あ
と

の
用よ

う
ぎ木

の
模も

よ
う様

ば
か
り
を

在
那
之
後
，
月
日
每
天
仔
細
地
觀
察
，

為
成
為
將
來
的
用
木
作
足
準
備
。

19	

其そ
れ

よ
り
も
陳ひ

ね
た
木き

い
か
ら
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

手て
い入
り
引ひ

き
付つ

け
後あ

と
の
模も

よ
う様
を

然
後
從
陳
木
之
中
一
步
一
步
施
以
神

譴
並
召
集
它
們
，
為
將
來
作
準
備
。

20	

日に
ち
に
ち々
に
月つ

き
ひ日
思お

も
わ
く惑
深ふ

か
く
有あ

る
　

	

同お
な

じ
処

と
こ
ろに

二に
ほ
ん本

三さ
ん
ぼ
ん本

月
日
每
天
都
懷
著
深
厚
的
思
慮
，
在

同
個
地
方
會
找
兩
、
三
株
樹
出
來
。

月
日
漸
育
此
苗
木	

可
做
國
家
之
砥
柱

而
後
月
日
鑑
人
心	

準
備
再
培
用
木
人

漸
修
老
木
引
至
前	

更
育
用
木
使
接
班

尋
木
神
心
日
日
深	

一
處
可
得
兩
三
根

第
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21	
此こ

の

木き
い

も
雌め

ま
つ松

雄お
ま
つ松

は
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

如い
か何
な
る
木き

い
も
月つ

き
ひ日
思お

も
わ
く惑

不
會
說
樹
裡
面
哪
株
是
雌
松
或
雄
松
，

任
何
的
樹
都
在
月
日
的
考
量
之
內
。

22	

此こ
の

後あ
と

い
何な

に
の
話

は
な
しを

す
る
な
ら
ば
　

	

用よ
う
ぎ木

の
模も

よ
う様

ば
か
り
言ゆ

う
也な

り

接
下
來
要
說
的
所
有
事
情
，
都
是
為

用
木
在
作
準
備
。

23	

用よ
う
ぎ木

で
も
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
は
無な

い
か
ら
に
　

	

五ご
じ
ゅ
う十
六ろ

く
じ
ゅ
う十
の
人に

ん
か
ず数
が
欲ほ

し

所
需
要
的
用
木
不
只
是
一
點
點
，
需

要
五
十~

六
十
人
左
右
。

24	

此こ
の

人に
ん

も
何い

つ時
何い

つ時
迄ま

で
も
減へ

ら
ん
様よ

う
　

	

末ま
つ
だ
い代

続つ
づ

き
切き

れ
目め

無な

き
様よ

う

人
數
不
管
什
麼
時
候
都
不
要
減
少
，

世
世
代
代
都
不
要
中
斷
。

用
木
不
分
雌
雄
松	

月
日
中
意
則
採
用

若
問
此
後
談
何
事	

只
談
招
集
用
木
事

欲
招
用
木
非
僅
少	

希
有
五
六
十
人
到

五
六
十
人
永
無
減	

世
世
代
代
永
不
斷

第
七
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25	

此こ
ら
ほ
ど程

に
思お

も
う
月つ

き
ひ日

の
真し

ん
じ
つ実

を

	

皆み
な
の
心

こ
こ
ろは
何な

に
を
思お

も
う
哉や

月
日
這
樣
子
付
出
的
真
心
，
大
家
的

心
裡
是
怎
麼
想
呢
？

26	

何ど

の
様よ

う
な
口く

ど説
き
話

は
な
しを
す
る
の
も
な
　

	

救た
す

け
た
い
と
の
一い

ち
じ
ょ
う条

ば
か
り
で

不
管
怎
麼
樣
嘮
叨
地
說
，
都
是
因
為

想
全
心
去
拯
救
世
人
啊
。

27	

一い
ち
れ
つ列

の
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

早は
や
く
分わ

か
り
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

世
人
的
內
心
，
若
是
能
早
點
真
實
地

了
解
神
意
的
話
，

28	

其そ
れ
か
ら
は
月つ

き
ひ日
万よ

ろ
ずの
支し

は
い配
す
る

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずの

救た
す

け
す
る
ぞ
哉や

屆
時
月
日
將
會
支
配
所
有
事
情
，
任

何
事
情
都
會
去
拯
救
。

月
日
心
意
如
此
真	

不
知
汝
等
存
何
心

神
言
雖
然
甚
絮
煩	

皆
出
拯
救
一
心
願

救
人
拯
世
此
心
願	

世
人
若
能
早
瞭
然

而
後
月
日
皆
指
使	

萬
般
拯
救
無
不
賜

第
七
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29	
此こ

の

救た
す

け
早は

や
く
利り

や
く益

を
見み

せ
た
さ
に
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

急せ

く
ば
か
り
や
で

想
早
點
讓
你
們
看
見
這
拯
救
帶
來
的

「
利
益
」，
月
日
的
內
心
滿
是
著
急
。

30	

何な
に

も
彼か

も
此こ

の

急せ

き
込こ

み
が
有あ

る
故ゆ

え
に
　

	

胸む
ね

の
内う

ち
よ
り
掃そ

う
じ除

急い
そ

ぐ
で

因
為
對
任
何
事
都
非
常
焦
急
，
才
急

著
去
清
掃
內
心
。

31	

此こ
の

話
は
な
し

何ど
こ処

の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々
の
内う

ち
の
話

は
な
し

哉や

不
要
以
為
這
些
話
是
針
對
其
他
地
方

說
的
哦
，
這
些
話
是
對
每
個
人
的
內
心

說
的
呀
。

32	

銘め
え
め
え々

に
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り
確

し
っ
かり

と
　

	

真し
ん
じ
つ実

を
出で

せ
直す

ぐ
に
見み

え
る
で

每
個
人
真
能
掏
出
真
心
，
祐
護
便
能

馬
上
顯
現
出
來
。

欲
早
賜
拯
示
神
祐	

月
日
為
此
心
焦
愁

因
欲
拯
救
故
心
焦	

汝
等
速
將
心
中
掃

此
言
非
指
他
人
云	

乃
指
各
自
家
中
人

各
自
拿
出
真
誠
心	

神
祐
立
即
可
顯
現

第
七
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33	

月つ
き
ひ日

よ
り
此こ

の

急せ

き
込こ

み
が
有あ

る
故ゆ

え
に
　

	

何な
に
か
心

こ
こ
ろは
忙

い
そ
がし
い
事こ

と	

月
日
為
此
感
到
著
急
，
因
此
心
裡
很

忙
碌
。

34	

此こ
れ
さ
い
か
早は

や
く
自

じ
ゅ
う
よ
う由
見み

せ
た
な
ら
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろひ

と
り
勇い

さ
む
に

如
果
能
夠
早
點
讓
你
們
看
見
自
由
神

祐
的
話
，
月
日
的
心
自
然
會
踴
躍
起
來
。

35	

今い
ま
ま
で迄

も
今い

ま
が
此こ

の

世よ

の
創は

じ
ま
り
と

	

言ゆ

う
て
あ
れ
ど
も
何な

ん
の
事こ

と
や
ら

至
今
已
經
都
說
過
了
，
這
個
世
界
現

在
才
要
開
始
，
但
你
們
明
白
嗎
？

36	

此こ
の

度た
び
の
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
で
得と

く
し
ん心
せ
　

	

今い
ま
ま
で迄

こ
ん
な
事こ

と
は
知し

ろ
ま
い

這
次
，
好
好
去
領
會
自
由
自
在
的
神

祐
吧
！
這
事
情
到
現
在
還
沒
有
人
知

道
。

因
為
月
日
心
甚
焦	

故
對
一
切
意
甚
躁

只
要
全
能
早
日
顯	

月
日
神
心
自
欣
然

康
樂
世
界
今
將
始	

至
今
屢
述
汝
不
知

今
番
全
能
須
了
然	

如
是
珍
奇
汝
未
見

第
七
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37	
月つ

き
ひ日

よ
り
胎た

い
な
い内

よ
り
も
入い

り
込こ

ん
で
　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を
皆み

な
し
て
見み

せ
る

月
日
會
進
入
每
個
人
的
身
體
裡
，
自

由
自
在
的
神
能
全
會
顯
現
出
來
給
你
們

看
。

38	

此こ
ら
ほ
ど程

の
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
の
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

話は
な
しす

る
の
は
今い

ま

初は
じ

め
や
で

將
自
由
自
在
的
真
實
神
祐
這
樣
說
出

來
，
這
可
是
第
一
次
呀
。 

39	

此こ
の

先さ
き

は
何い

つ時
に
な
り
て
も
此こ

の

道ど
う
り理

　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を
早は

や
く
知し

ら
す
る

今
後
不
管
到
什
麼
時
候
都
是
這
個
道

理
，
自
由
自
在
的
神
祐
想
早
點
讓
你
們

知
道
。

40	

今い
ま
ま
で迄

も
如い

か何
な
る
道み

ち
も
通と

お
り
た
が
　

	

お
び
や
救た

す
け
の
試た

め
し
始は

じ
め
哉や

直
到
今
天
已
經
走
過
了
各
種
不
同
的

路
，
這
些
路
都
是
從
嘗
試
安
產
拯
救
所

開
始
的
呀
。

月
日
進
入
胎
內
間	

顯
現
全
能
使
人
看

月
日
全
能
此
真
實	

講
給
人
聽
是
初
次

今
後
何
時
皆
如
此	

全
能
及
早
告
汝
知

至
今
諸
路
皆
經
歷	

今
賜
護
產
乃
初
試

第
七
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41	

此こ
の

度た
び

は
お
び
や
救た

す
け
の
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

早は
や
く
救た

す
け
を
月つ

き
ひ日
急せ

け
ど
も

這
一
次
，
月
日
藉
著
安
產
拯
救
的
真

實
功
效
，
急
著
要
拯
救
你
們
，

42	

一い
ち
れ
つ列
は
今い

ま
ま
で迄
知し

ら
ん
事こ

と
や
か
ら
　

	

皆み
な

じ
っ
く
り
と
い
ず
み
い
る
也な

り

但
世
人
至
今
還
不
知
道
這
事
情
，
全

都
意
興
闌
珊
、
萎
靡
不
振
。

43	

真し
ん
じ
つ実

に
心

こ
こ
ろ

定さ
だ

め
て
願ね

が
う
な
ら
　

	

自じ
ゅ
う
よ
う
じ
ざ
い

由
自
在
に
今い

ま
の
間ま

あ
に
も

真
實
地
下
定
決
心
來
祈
願
的
話
，
即

刻
就
能
得
到
自
由
自
在
的
神
祐
。

44	

此こ
の

事こ
と
は
誰た

れ
で
も
知し

ら
ぬ
事こ

と
や
か
ら
　

	

胸む
ね

が
分わ

か
ら
ん
月つ

き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念	

因
為
這
事
情
誰
也
不
知
道
，
沒
人
明

白
月
日
之
心
。
月
日
對
此
很
遺
憾
。

護
產
神
祐
此
真
實	

月
日
今
雖
欲
速
示

至
今
世
人
從
未
知	

故
而
無
人
不
遲
疑

如
真
堅
定
誠
心
求	

立
即
可
將
全
能
授

此
事
無
有
一
人
見	

不
解
神
意
月
日
憾

第
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45	
今い

ま
ま
で迄

は
何な

に
よ様

の
事こ

と
も
見み

え
ね
ど
も
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
早は

や
く
見み

え
る
で

雖
然
至
今
什
麼
都
還
沒
看
見
，
但
今

後
就
快
要
顯
現
出
來
了
。

46	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろ

有あ

る
な
ら
何な

に

也な
り

と
　

	

早は
や

く
願ね

が
え
よ
直す

ぐ
に
叶か

な
う
で

若
懷
有
真
實
之
心
的
話
，
有
任
何
心

願
即
早
許
下
，
馬
上
就
能
實
現
。

47	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
は
い
か
ん
と
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

救た
す
け
一

い
ち
じ
ょ
う条
急せ

え
て
い
る
か
ら

任
何
祈
求
神
都
不
會
拒
絕
，
因
為
急

欲
全
心
拯
救
世
人
。

48	

此こ
ら
ほ
ど程

に
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

め
ど
　

	

側そ
ば

の
心

こ
こ
ろは

何な
ん

で
い
ず
む
ぞ

月
日
的
心
如
此
地
焦
急
，
但
身
旁
的

人
為
何
躊
躇
不
前
？

至
今
一
切
未
出
現	

此
後
即
將
迅
速
顯

速
以
誠
心
祈
賜
祐	

皆
能
立
應
如
所
求

不
言
何
事
不
可
求	

只
因
急
欲
賜
拯
救

月
日
心
意
如
此
急	

近
旁
汝
等
何
遲
疑
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49	

早は
や
ば
や々

と
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

ん
で
急せ

き
込こ

め
よ
　

	

月つ
き
ひ日
待ま

ち
兼か

ね
此こ

れ
を
知し

ら
ん
か

內
心
快
踴
躍
起
來
、
著
急
起
來
吧
！

你
們
不
知
道
，
月
日
已
經
等
得
不
耐
煩

了
嗎
？

50	

月つ
き
ひ日
よ
り
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を
真し

ん
じ
つ実
に
　

	

早は
や

く
見み

せ
た
い
此こ

れ
が
一

い
ち
じ
ょ
う条

月
日
最
大
的
心
願
，
就
是
想
早
點
讓

你
們
真
實
地
看
見
自
由
自
在
的
神
祐
。

51	

此こ
ら
ほ
ど程

に
思お

も
う
月つ

き
ひ日

の
真し

ん
じ
つ実

を

	

側そ
ば
の
心

こ
こ
ろは
未ま

だ
世せ

か
い界
並な

み

月
日
這
般
真
實
的
心
意
，
但
身
邊
的

人
心
卻
仍
只
有
世
俗
的
見
識
。

52	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
の
も
人に

ん
げ
ん間
の
　

	

心
こ
こ
ろ

で
は
無な

い
月つ

き
ひ日

心
こ
こ
ろ

哉や

不
論
說
什
麼
事
情
都
不
是
出
自
常
人

之
心
，
是
出
自
月
日
之
心
呀
。

急
速
踴
躍
行
拯
救	

月
日
期
待
不
知
否

欲
將
全
能
早
日
顯	

此
乃
月
日
一
心
願

月
日
心
意
如
此
真	

近
人
卻
依
世
俗
心

任
言
何
事
非
人
意	

皆
出
創
人
月
日
心

第
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53	
今い

ま
ま
で迄

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

心こ
こ
ろが
混ま

じ
る
様よ

う
に
思お

も
う
て

至
今
不
管
說
了
些
什
麼
事
情
，
你
們

都
以
為
混
著
常
人
之
心
，

54	

確し
か

と
聞き

け
此こ

れ
か
ら
心

こ
こ
ろ

入い

れ
替か

え
て
　

	

人に
ん
げ
ん間

心
ご
こ
ろ

有あ

る
と
思お

も
う
な

仔
細
聽
好
！
現
在
起
就
把
心
念
轉
換

過
來
，
千
萬
別
再
以
為
混
有
常
人
之
心

了
。

55	

今い
ま
ま
で迄

は
同お

な
じ
人に

ん
げ
ん間

な
る
様よ

う
に
　

	

思お
も
て
い
る
か
ら
何な

に
も
分わ

か
ら
ん

你
們
一
直
以
為
跟
一
般
人
沒
什
麼
兩

樣
，
所
以
什
麼
都
沒
辦
法
明
白
。

56	

此こ
れ

か
ら
は
何な

に
を
言ゆ

う
に
も
為な

す
事こ

と
も
　

	

人に
ん
げ
ん間

な
る
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な 

今
後
不
管
是
說
什
麼
、
還
是
做
什
麼
，

都
別
再
以
為
只
是
一
般
人
了
。

至
今
始
祖
所
言
及	

皆
當
混
有
人
心
意

細
聽
今
後
將
心
改	

莫
當
混
有
人
心
在

至
今
以
為
是
常
人	

因
而
不
懂
始
祖
云

今
後
所
為
或
所
言	

不
可
再
當
常
人
看
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57	

今い
ま
ま
で迄

は
日ひ

が
ら柄

も
一ち

っ
と寸

来き

た
ら
ん
で
　

	

何な
に
よ様
の
事こ

と
も
控し

か
え
い
た
る
で

至
今
日
子
還
沒
有
來
臨
的
緣
故
，
對

於
什
麼
事
都
克
制
著
。

58	

此こ
の

先さ
き
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
言ゆ

う
に
も
な
　

	

怖こ
わ

み
危あ

ぶ
な
き
無な

い
と
思お

も
え
よ

今
後
不
管
說
什
麼
事
，
要
知
道
，
都

不
必
害
怕
，
不
會
有
危
險
。

59	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

出で
ば張

り
を
す
る
程ほ

ど
に
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
返か

や
し
し
て
や
る

今
後
月
日
要
到
外
面
去
，
任
何
事
情

都
要
將
它
「
返
還
」
回
去
。

60	

月つ
き
ひ日
よ
り
此こ

れ

迄ま
で
な
る
の
残ざ

ん
ね
ん念
は

	

山や
ま
や
ま々

積つ
も

り
重か

さ
な
り
て
有あ

る

到
現
在
為
止
，
月
日
心
中
的
遺
憾
已

經
堆
積
地
有
如
山
高
。

迄
今
時
機
尚
未
至	

故
而
一
切
皆
慎
施

此
後
無
論
談
何
事	

無
懼
無
險
汝
須
知

今
後
月
日
親
臨
到	

任
事
無
不
賜
回
報

至
今
月
日
神
遺
憾	

重
重
累
累
積
成
山
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61	
如い

か何
程ほ

ど
に
残ざ

ん
ね
ん念

積つ
も

り
有あ

る
と
て
も
　

	

如ど
う何
せ
こ
う
せ
は
言ゆ

う
で
無な

い
ぞ
哉や

但
雖
然
累
積
了
這
麼
多
的
遺
憾
，
仍

然
不
會
叫
人
去
做
這
個
、
做
那
個
。

62	

此こ
れ

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
高た

か
い
処

と
こ
ろで

も

	

此こ
の

真し
ん
じ
つ実

を
早は

や
く
見み

せ
た
い

今
後
不
論
是
多
麼
位
處
高
位
的
人
也

好
，
也
希
望
能
早
點
將
真
實
之
事
給
他

看
。

63	

上か
み

た
る
の
心

こ
こ
ろ

速す
み

や
か
分わ

か
り
た
ら
　

	

月つ
き
ひ日
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
早は

や
く
す
る
の
に

上
位
者
要
是
能
即
早
領
悟
的
話
，
月

日
就
能
早
日
施
展
出
自
由
的
神
祐
。

64	

月つ
き
ひ日

よ
り
此こ

の

自じ
ゅ
う
よ
う

由
を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
　

	

早は
や

く
一い

ち
れ
つ列

知し

ら
し
た
る
な
ら

月
日
希
望
這
自
由
的
神
祐
，
能
早
日

讓
所
有
人
都
知
道
。

神
憾
雖
然
積
成
山	

並
非
逼
人
如
何
幹

今
後
地
位
縱
然
高	

速
示
真
實
與
彼
瞧

權
貴
心
中
如
早
知	

月
日
速
將
全
能
賜

月
日
願
將
此
全
能	

速
告
世
界
所
有
人
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65	

此こ
の

度た
び

の
孕は

ら
み
て
い
る
を
内う

ち
な
る
は
　

	

何な
ん
と
思お

も
う
て
待ま

ち
て
い
る
や
ら

對
於
現
在
孕
育
的
事
，
在
裡
面
的
你

們
是
如
何
去
想
，
如
何
等
待
的
呢
？

66	

此こ
れ
ば
か
り
人ひ

と
な
み並
や
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

何な
ん

で
も
月つ

き
ひ日

偉え
ら

い
思お

も
わ
く惑

不
要
以
為
這
只
是
普
通
的
事
情
哦
，

這
可
是
包
含
了
月
日
深
遠
的
思
慮
呀
。

67	

此こ
の

元も
と

は
六ろ

く
ね
ん年

以い
ぜ
ん前

に
三さ

ん
が
つ月

の
　

	

十じ
ゅ
う
ご五
日に

ち
よ
り
迎む

か
い
取と

り
た
で

這
件
事
情
是
從
六
年
前
的
三
月
十
五

日
開
始
，
神
將
靈
魂
迎
接
了
過
來
。

68	

其そ
れ
か
ら
は
今い

ま
ま
で迄
月つ

き
ひ日
確し

っ
かり
と
　

	

抱だ

き
締し

め
て
い
た
早は

や
く
見み

せ
た
い

從
那
時
候
到
現
在
，
月
日
緊
緊
地
將

這
靈
魂
抱
住
，
希
望
靈
魂
能
早
日
顯
現

出
來
。

汝
等
對
今
懷
孕
事	

以
何
思
念
等
待
之

莫
將
此
事
等
閒
看	

乃
由
月
日
意
深
遠

三
月
十
五
六
年
前	

神
將
此
人
魂
接
還

而
後
緊
抱
此
人
魂	

急
待
時
機
使
托
生
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69	
其そ

れ

知し

ら
ず
内う

ち
な
る
者も

の
は
何な

に
も
彼か

も
　

	

世せ
か
い界
並な

み
な
る
様よ

う
に
思お

も
う
て

然
而
裡
面
的
人
卻
不
知
道
此
事
，
什

麼
事
都
以
為
跟
世
上
的
事
情
沒
有
兩

樣
。

70	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

此こ
れ

が
第だ

い
い
ち一

此こ
の

世よ

創は
じ

ま
り

這
些
話
究
竟
是
在
說
些
什
麼
呢
？
這

是
創
世
的
事
情
裡
最
重
要
的
部
分
。

71	

又ま
た

先さ
き

の
道み

ち
の
様よ

う
だ
い態

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

万よ
ろ
ずの
事こ

と
を
皆み

な

説と

い
て
置お

く

另
外
，
之
後
的
路
途
會
碰
到
的
狀
況

及
所
有
事
情
，
都
會
一
點
一
點
告
訴
你

們
。

72	

名な

は
玉た

ま
へ恵

早は
や

く
見み

た
い
と
思お

も
う
な
ら
　

	

月つ
き
ひ日

教お
し

え
る
手て

え
を
確

し
っ
かり

她
的
名
字
是
玉
惠
。
若
是
想
早
點
見

到
她
的
話
，
月
日
教
的
手
舞
就
要
好
好

去
學
。

此
事
近
人
全
不
知	

只
是
當
做
尋
常
事

此
事
汝
等
如
何
思	

此
乃
康
樂
世
界
始

今
後
未
來
各
情
形	

一
切
皆
漸
告
汝
聽

胎
兒
玉
惠
欲
早
見	

所
授
手
舞
須
勤
練
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73	

此こ
の

話
は
な
し

真し
ん
じ
つ実

思お
も

う
事こ

と
な
ら
ば
　

	

心
こ
こ
ろ

治お
さ
め
て
早は

や
く
掛か

か
れ
よ

要
是
相
信
這
些
話
是
真
實
的
話
，
就

把
心
靜
下
來
，
早
點
開
始
吧
。

74	

今い
ま
ま
で迄
は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
一い

ち
れ
つ列
の
　

	

胸む
ね

も
分わ

か
ら
ん
日ひ

も
来き

た
ら
い
で

至
今
不
論
說
什
麼
世
人
都
還
不
明
白
，

而
日
子
也
還
未
來
臨
。

75	

段だ
ん
だ
ん々

と
胸む

ね
が
分わ

か
れ
ば
日ひ

も
来き

た
る
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

偉え
ら
い
急せ

き
込こ

み

如
果
心
裡
一
點
一
點
明
白
了
的
話
，

日
子
也
會
來
臨
。
月
日
之
心
無
比
的
著

急
。

76	

此こ
れ
さ
い
か
早は

や
く
見み

え
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
敵か

な
う
者も

の

無な

し

若
是
能
早
點
看
見
此
事
的
話
，
任
何

人
都
無
法
與
之
相
抗
。

此
言
真
實
如
瞭
悟	

速
以
誠
心
行
聖
舞

至
今
無
論
講
何
事	

世
人
不
解
時
未
至

世
人
漸
悟
時
亦
到	

月
日
心
中
甚
焦
躁

只
要
此
魂
早
托
生	

無
論
何
人
莫
能
勝
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77	
月つ

き
ひ日

よ
り
此こ

れ
を
確

し
っ
かり

見み

せ
た
な
ら
　

	

後あ
と
の
仕し

ご
と事
は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も

月
日
若
是
確
實
將
此
事
讓
你
們
看
見

的
話
，
之
後
的
工
作
便
皆
能
完
成
。

78	

今い
ま
ま
で迄

も
お
び
や
疱ほ

う
そ瘡

の
此こ

の

許ゆ
る

し
　

	

何な
ん

と
思お

も
う
て
皆み

な
が
い
た
や
ら

到
目
前
所
賜
予
的
安
產
以
及
疱
瘡
的

祐
護
，
你
們
究
竟
是
怎
麼
想
的
呢
？

79	

此こ
の

度た
び

は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
す
き
や
か
に
　

	

皆み
な

真し
ん
じ
つ実
に
言ゆ

う
て
聞き

か
す
る

這
次
不
論
什
麼
事
，
都
會
將
實
情
清

楚
地
說
給
你
們
聽
。

80	

此こ
れ

か
ら
は
お
び
や
救た

す
け
も
確

し
っ
かり

と
　

	

切せ
つ

な
み
無な

し
に
早は

や
く
産う

ま
す
る

今
後
也
會
確
實
地
施
予
安
產
拯
救
，

無
需
受
苦
就
能
順
利
生
產
。

月
日
將
此
明
示
之	

其
後
拯
救
皆
顯
示

安
產
免
痘
等
神
許	

汝
等
對
此
如
何
思

今
次
確
將
任
何
事	

一
切
真
實
皆
告
知

今
後
護
產
神
定
賜	

毫
無
痛
苦
速
生
之
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81	

段だ
ん
だ
ん々

と
口く

ち
で
何な

に
ご
と事

言ゆ

う
た
と
て
　

	

月つ
き
ひ日
言ゆ

う
様よ

に
せ
ね
ば
い
か
ん
で

不
論
你
們
嘴
巴
說
些
什
麼
，
都
必
須

依
照
月
日
所
言
而
行
。

82	

月つ
き
ひ日
よ
り
何な

に
の
事こ

と
で
も
確

し
っ
かり
と
　

	

言ゆ

う
様よ

う
に
せ
よ
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

任
何
的
事
情
，
只
要
照
著
月
日
所
言

來
做
便
絕
對
不
會
有
錯
誤
。

83	

何ど

の
様よ

う
な
救た

す
け
す
る
の
も
皆み

な

勤つ
と

め
　

	

月つ
き
ひ日
言ゆ

う
様よ

に
確た

し
か
す
る
な
ら

不
論
什
麼
樣
的
拯
救
都
是
藉
由
聖
舞
，

若
是
能
確
實
照
著
月
日
所
言
來
做
的
話

…

84	

真し
ん
じ
つ実
の
心

こ
こ
ろ

有あ

る
な
ら
月つ

き
ひ日
に
も
　

	

確し
か

と
請う

け
合や

い
救た

す
け
す
る
ぞ
哉や

若
是
擁
有
真
實
之
心
，
月
日
保
證
必

會
施
予
拯
救
。

用
口
可
言
己
所
願	

但
莫
違
背
月
日
言

確
遵
月
日
神
所
說	

任
何
事
情
決
無
錯

任
何
拯
救
在
聖
舞	

如
遵
月
日
去
奉
行

真
實
之
心
如
若
有	

月
日
確
保
賜
神
祐
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85	
此こ

の

度た
び

は
救た

す
け
す
る
の
も
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

請う

け
合よ

て
救た

す
け
今い

ま
が
初は

じ
め
哉や

這
一
次
，
拯
救
也
會
真
實
地
予
以
保

證
。
這
可
是
第
一
次
呀
。

86	

此こ
ら
ほ
ど程

に
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

急せ

え
て
い
る

	

側そ
ば

の
心

こ
こ
ろも

勤つ
と

め
拵

こ
し
ら

え

月
日
的
心
是
如
此
著
急
，
身
邊
的
人

也
來
為
聖
舞
作
準
備
吧
！

87	

此こ
の

模も
よ
う様

何な
に

ば
か
り
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

勤つ
と
め
や
で

作
準
備
可
不
是
特
別
針
對
某
事
，
奉

行
聖
舞
關
係
到
所
有
事
情
呀
。

88	

勤つ
と

め
で
も
同お

な
じ
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

皆み
な

其そ
れ
ぞ
れ々

と
手て

え
を
教お

し
え
る

雖
是
奉
行
聖
舞
，
但
也
不
是
全
部
都

相
同
，
依
祈
願
內
容
教
授
不
同
的
手
勢
。

此
次
拯
救
乃
真
實	

保
證
拯
救
今
初
次

月
日
心
意
甚
急
促	

近
人
速
備
行
聖
舞

準
備
不
限
某
一
種	

一
切
皆
為
行
聖
舞

聖
舞
並
非
皆
一
致	

教
與
不
同
各
手
勢
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89	

今い
ま
ま
で迄

の
道み

ち
の
す
が
ら
と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

如ど
う何
言ゆ

う
道み

ち
も
知し

り
た
者も

の

無な

し

這
條
路
走
到
現
在
，
究
竟
是
條
什
麼

樣
的
路
沒
有
人
知
道
。

90	

此こ
れ
か
ら
は
何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

万
よ
ろ
ず

道み
ち
す
じ筋

皆み
な

言ゆ

て
聞き

か
す

今
後
不
論
走
什
麼
樣
的
路
，
所
有
路

途
上
的
事
都
會
一
點
一
點
說
給
你
們

聽
。

91	

月つ
き
ひ日

よ
り
何な

に
も
道み

ち
す
じ筋

聞き

い
た
な
ら
　

	

此こ
の

残ざ
ん
ね
ん念
は
無む

り理
で
有あ

る
ま
い

從
月
日
那
聽
過
一
切
路
上
的
事
情
以

後
，
就
能
明
白
月
日
為
何
感
到
遺
憾
。

92	

月つ
き
ひ日
よ
り
此こ

の

一
い
ち
じ
ょ
う
条
を
晴は

ら
し
た
ら
　

	

後あ
と

の
処

と
こ
ろは

陽よ
う
き気

づ
く
め
哉や

月
日
將
這
條
路
清
理
出
來
的
話
，
之

後
便
盡
是
康
樂
的
世
界
。

至
今
所
經
之
道
路	

世
上
無
有
一
人
悟

今
後
所
經
一
切
路	

萬
般
過
程
漸
告
汝

月
日
所
講
之
過
程	

聽
後
難
怪
神
憾
生

月
日
遺
憾
若
除
清	

其
後
康
樂
豐
實
生
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93	
日に

ち
に
ち々

に
陽よ

う
き気

づ
く
め
と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

如い
か何
な
る
事こ

と
や
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

天
天
都
充
滿
康
樂
的
世
界
，
究
竟
是

什
麼
一
回
事
誰
也
不
知
道
。

94	

何な
に

も
彼か

も
陽よ

う
き気

と
言ゆ

う
は
皆み

な

勤つ
と

め

	

珍
め
ず
ら

し
事こ

と
を
皆み

な

教お
し

え
る
で

任
何
有
關
康
樂
的
事
都
是
由
聖
舞
而

來
，
要
把
珍
奇
的
事
都
教
給
你
們
。

95	

段だ
ん
だ
ん々

と
勤つ

と
め
教お

し
え
る
此こ

の

模も
よ
う様

　

	

胸む
ね
の
内う

ち
よ
り
皆み

な

掃そ
う
じ除
す
る

為
了
一
點
一
點
教
你
們
奉
行
聖
舞
，

要
把
你
們
的
內
心
都
先
清
掃
過
。

96	

後あ
と

な
る
は
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ

む
で
な
　

	

万よ
ろ
ずの

勤つ
と

め
手て

え
を
付つ

け
る
で

之
後
每
天
的
日
子
內
心
都
很
踴
躍
，

聖
舞
的
所
有
手
勢
也
都
會
教
給
你
們
。

日
日
康
樂
豐
實
事	

究
竟
何
指
無
人
知

康
樂
皆
由
聖
舞
出	

萬
般
珍
奇
皆
告
汝

逐
漸
準
備
教
聖
舞	

汝
等
心
塵
皆
掃
除

而
後
日
日
喜
悅
至	

教
以
聖
舞
各
手
勢
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97	

此こ
の

勤つ
と

め
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

お
び
や
疱ほ

う
そ瘡
の
救た

す
け
一

い
ち
じ
ょ
う条

你
們
想
這
聖
舞
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

是
全
心
為
安
產
以
及
疱
瘡
施
予
拯
救

啊
。

98	

此こ
の

救た
す
け
如い

か何
な
る
事こ

と
と
思お

も
う
か
な
　

	

疱ほ
う
そ瘡

せ
ん
様よ

の
勤つ

と
め
教お

し
え
る

你
們
想
這
拯
救
是
什
麼
樣
的
事
情

呢
？
是
教
你
們
讓
疱
瘡
不
會
上
身
的
聖

舞
啊
。

99	

此こ
の

道み
ち

を
早は

や
く
教お

し
え
る
此こ

の

勤つ
と

め
　

	

世せ
か
い界
一い

ち
れ
つ列
心

こ
こ
ろ

澄す

ま
す
る

由
此
聖
舞
早
點
將
這
條
路
教
導
給
你

們
，
世
人
的
心
將
得
以
澄
清
。

100	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何
言ゆ

う
事こ

と
に
聞き

い
て
い
る
　

	

世せ
か
い界

救た
す

け
る
模も

よ
う様

ば
か
り
を

這
些
話
你
們
是
怎
麼
聽
的
呢
？
都
是

在
為
拯
救
世
界
作
準
備
呀
。

對
此
聖
舞
如
何
看	

專
拯
天
花
保
安
產

對
此
拯
救
如
何
想	

教
人
聖
舞
免
痘
瘡

速
將
此
舞
傳
世
中	

可
使
世
界
人
心
澄

此
話
汝
等
如
何
聽	

只
欲
準
備
將
世
拯
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101	
何ど

の
様よ

う
な
救た

す
け
す
る
の
も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

親お
や
が
い
る
か
ら
皆み

な

引ひ

き
受う

け
る

不
論
是
什
麼
樣
的
拯
救
，
因
為
有
真

實
的
父
母
在
此
，
所
有
的
事
都
能
得
到

保
證
。

102	

此こ
の

事こ
と

を
此こ

れ
を
真

ま
こ
とに

思お
も

う
な
ら
　

	

誠
ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

哉や

若
是
將
此
事
當
真
的
話
，
所
有
事
情

便
會
依
從
於
你
們
真
誠
的
內
心
。

103	

心こ
こ
ろさ

い
真し

ん
じ
つ実

澄す

ん
だ
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

內
心
若
真
能
澄
清
的
話
，
任
何
事
便

皆
不
會
出
錯
。

104	

今い
ま
ま
で迄

は
月つ

き
ひ日

如い
か何

程ほ
ど

思お
も

う
て
も
　

	

側そ
ば

の
心

こ
こ
ろ

に
分わ

か
り
無な

い
の
で

一
直
到
現
在
，
不
管
月
日
多
麼
在
意
，

身
邊
的
人
心
裡
卻
不
明
白
。

真
實
父
母
因
在
此	

任
何
拯
救
皆
保
賜

如
信
此
事
是
真
實	

依
照
心
誠
將
祐
賜

只
要
心
能
真
清
澄	

任
事
必
定
皆
賜
拯

至
今
月
日
雖
切
思	

近
人
卻
無
一
人
知
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105	

此こ
れ

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
勤つ

と
め
教お

し
え
る
も
　

	

人に
ん
げ
ん間
な
る
の
心

こ
こ
ろで
は
無な

い

今
後
不
管
傳
授
哪
一
種
聖
舞
，
裡
頭

絕
對
不
混
有
常
人
之
心
。

106	

月つ
き
ひ日
よ
り
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
教お

し
え
る
で
　

	

此こ
の

世よ

創は
じ

め
て
無な

い
事こ

と
ば
か
り

任
何
事
情
月
日
都
會
告
訴
你
們
，
這

些
都
是
創
世
以
來
從
未
有
過
的
事
。

107	

人に
ん
げ
ん間

の
心

こ
こ
ろで

思お
も

う
様よ

う
な
事こ

と
　

	

月つ
き
ひ日
は
何な

に
も
言ゆ

う
て
無な

い
ぞ
哉や

月
日
絕
對
不
會
說
些
如
常
人
之
心
所

想
的
事
情
。

108	

月つ
き
ひ日
に
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
一い

ち
れ
つ列
に
　

	

皆み
な

に
教お

し
え
て
陽よ

う
き気

づ
く
め
に

月
日
會
將
一
切
事
情
教
給
世
人
，
使

世
界
充
滿
康
樂
氣
息
。

今
後
教
示
各
聖
舞	

決
非
由
於
人
心
出

萬
事
月
日
今
將
授	

皆
為
創
世
從
未
有

萬
般
有
如
世
人
想	

一
切
月
日
皆
不
講

月
日
教
人
萬
般
事	

康
樂
豐
實
彌
漫
世
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109	
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
澄す

み
切き

り
て
　

	

陽よ
う
き気
づ
く
め
に
暮く

ら
す
事こ

と
な
ら

當
世
界
上
所
有
人
的
心
靈
徹
底
澄
清
，

生
活
中
充
滿
康
樂
氣
息
的
時
候
…

110	

月つ
き
ひ日

に
も
確た

し
か
心

こ
こ
ろ

が
勇い

さ
む
な
ら
　

	

人に
ん
げ
ん間

な
る
も
皆み

な

同お
な

じ
事こ

と

當
月
日
之
心
也
真
正
踴
躍
起
來
時
，

人
也
會
變
得
跟
月
日
一
樣
。

111	

此こ
の

世よ
う

の
世せ

か
い界

の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

む
な
ら
　

	

月つ
き
ひ日
人に

ん
げ
ん間
同お

な
じ
事こ

と
や
で

當
世
界
的
心
都
踴
躍
起
來
時
，
月
日

與
人
的
心
便
皆
相
同
。

世
人
若
能
心
澄
清	

皆
過
康
樂
豐
實
景

月
日
亦
必
心
踴
躍	

世
人
亦
皆
同
歡
樂

世
界
人
心
既
踴
躍	

月
日
世
人
同
快
樂
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1	

日に
ち
に
ち々

に
月つ

き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

山や
ま
や
ま々

と

	

積つ
も
り
て
有あ

る
を
晴は

ら
し
た
い
か
ら

月
日
每
天
累
積
的
遺
憾
，
已
經
堆
積

地
有
如
山
一
般
。
想
將
這
些
遺
憾
都
清

除
掉
。

2	

此こ
の

話
は
な
し

月つ
き
ひ日
思お

も
わ
く惑
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずの

救た
す

け
な
る
の
は

這
些
話
是
月
日
的
思
慮
：
何
謂
拯
救

一
切
？
要
一
點
一
點
說
出
來
。

3	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
何ど

の
様よ

う
な
　

	

勤つ
と
め
す
る
の
も
皆み

な

救た
す
け
や
で

憑
藉
著
真
實
之
心
，
不
論
奉
行
哪
一

種
聖
舞
，
神
都
會
去
拯
救
。

4	

月つ
き
ひ日
に
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
皆み

な

我わ

が
子こ

　

	

救た
す

け
た
い
と
の
心

こ
こ
ろば

か
り
で

對
月
日
來
說
，
世
界
上
的
人
都
是
我

的
子
女
，
一
心
一
意
只
想
要
去
拯
救
。

神
憾
日
日
積
如
山	

故
欲
將
其
一
掃
干

月
日
心
意
漸
告
知	

皆
屬
萬
般
拯
救
事

任
何
聖
舞
真
心
行	

一
切
拯
救
無
不
成

月
日
視
人
皆
子
女	

一
心
只
欲
賜
拯
救
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5	
其そ

の

処
と
こ
ろ

差さ

し
止と

め
ら
れ
て
残ざ

ん
ね
ん念

な
　

	

ま
だ
其そ

の

後の
ち
は
取と

り
払は

ら
い
迄ま

で

遭
到
制
止
是
多
麼
的
遺
憾
，
而
且
之

後
還
被
禁
止
。

6	

其そ
れ

故ゆ
え

に
救た

す
け
勤づ

と
め
が
出で

け来
ん
か
ら
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

何な
ん

と
残ざ

ん
ね
ん念

因
為
這
樣
而
沒
辦
法
奉
行
拯
救
聖
舞
，

月
日
的
心
裡
感
到
很
遺
憾
。

7	

勤つ
と

め
で
も
月つ

き
ひ日

段だ
ん
だ
ん々

手て

を
教お

し
え
　

	

人に
ん
げ
ん間
な
る
の
心

こ
こ
ろで
は
無な

い

月
日
一
點
一
點
教
導
聖
舞
的
手
勢
，

並
不
是
出
自
於
常
人
之
心
。

8	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
の
も
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

心
こ
こ
ろ

有あ

る
と
は
更さ

ら
に
思お

も
う
な

不
論
月
日
做
什
麼
事
情
，
都
千
萬
不

要
以
為
混
有
常
人
之
心
呀
！

不
僅
聖
舞
敢
阻
攔	

後
又
斥
名
甚
遺
憾

拯
救
聖
舞
因
不
能	

月
日
遺
憾
深
莫
明

聖
舞
手
勢
月
日
授	

並
非
出
自
人
心
頭

任
事
皆
由
月
日
行	

莫
認
雜
有
世
人
心
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9	

此こ
の

処
と
こ
ろ

如い
か何

な
話

は
な
しも

月つ
き
ひ日

也な
り

	

何ど

ん
な
模も

よ
う様
も
皆み

な

月つ
き
ひ日
や
で

在
這
裡
不
管
什
麼
話
都
是
月
日
所
言
，

什
麼
樣
的
準
備
也
是
月
日
所
為
呀
。

10	

如い
か何
な
る
の
障さ

わ
り
付つ

い
て
も
人に

ん
げ
ん間
の
　

	

心こ
こ
ろは

更さ
ら

に
有あ

る
と
思お

も
う
な

你
們
的
身
上
不
管
起
了
什
麼
樣
的
「
障

礙
」，
也
千
萬
別
以
為
是
出
於
常
人
之

心
。

11	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
出だ

し
た
る
月つ

き
ひ日

な
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
知し

ら
ぬ
事こ

と

無な

し

既
然
這
世
界
是
月
日
所
創
，
沒
有
什

麼
事
情
是
月
日
所
不
知
。

12	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
一い

ち
れ
つ列
な
る
の
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

月つ
き
ひ日

の
方ほ

う
へ
皆み

な

映う
つ

る
也な

り

世
界
上
所
有
人
的
內
心
，
全
都
映
照

於
月
日
。

所
有
話
語
自
月
日	

任
何
安
排
由
月
日

疾
病
皆
由
月
日
意	

莫
認
雜
有
世
人
心

此
世
乃
由
月
日
始	

任
何
事
情
無
不
知

世
人
心
中
一
切
事	

無
不
反
映
於
月
日
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13	
其そ

れ

知し

ら
ず
皆み

な

人に
ん
げ
ん間

の
心

こ
こ
ろと

て
　

	

我わ
が
み身
思し

や
ん案
を
ば
か
り
思お

も
う
て

不
知
道
這
道
理
，
所
有
人
心
裡
想
的

都
只
有
自
己
。

14	

此こ
の

先さ
き

は
皆み

な

段だ
ん
だ
ん々

と
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

道み
ち

を
教お

し
え
る
事こ

と
で
あ
る
か
ら

今
後
，
月
日
會
一
點
一
點
教
導
你
們

真
實
之
道
上
一
切
的
事
情
。

15	

此こ
の

世よ
う

の
創は

じ
ま
り
出だ

し
は
月つ

き
ひ日

也な
り

　

	

何な
に
か
委い

さ
い細
を
皆み

な

教お
し
え
掛か

け

這
世
界
是
月
日
開
啟
的
，
任
何
事
情

的
細
節
都
會
教
導
給
你
們
。

16	

其そ
れ

迄ま
で

は
誰た

れ
か
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

し
　

	

何な
に

か
月つ

き
ひ日

の
思し

や
ん案

ば
か
り
で

到
那
時
之
前
，
這
些
事
都
沒
人
知
道
，

一
切
都
只
是
月
日
的
思
慮
而
已
。

此
事
世
人
全
不
知	

只
是
一
味
顧
各
自

從
今
以
後
真
實
道	

一
一
逐
漸
向
汝
告

此
世
創
始
由
月
日	

一
切
即
將
皆
告
知

以
前
知
者
無
一
人	

一
切
只
由
月
日
心
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17	

今き
ょ
う日

迄ま
で

も
何な

に
よ様

の
事こ

と
も
月つ

き
ひ日

や
と

	

言ゆ

う
て
あ
れ
ど
も
未ま

だ
分わ

か
ら
ん
で

任
何
事
都
是
月
日
所
為
，
到
今
天
已

經
告
訴
過
你
們
，
但
你
們
還
是
不
明
白
。

18	

確し
か
と
聞き

け
此こ

の

世よ

創は
じ
め
た
真し

ん
じ
つ実
と
　

	

言ゆ

う
て
話

は
な
しは

説と

い
て
あ
れ
ど
も

仔
細
聽
好
，
創
造
此
世
的
實
情
雖
然

已
經
說
過
了
，

19	

世せ
か
い界

に
は
誰た

れ
か
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

し
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
分わ

か
り
難が

た
な
い

但
世
上
的
人
們
卻
誰
也
不
明
白
，
很

難
了
解
究
竟
在
說
些
什
麼
。

20	

其そ
の

筈は
ず
や
此こ

の

世よ

創は
じ
め
て
無な

い
事こ

と
を
　

	

段だ
ん
だ
ん々

口く
ど説

き
ば
か
り
な
る
か
ら

這
是
理
所
當
然
的
呀
，
這
些
都
是
創

世
以
來
從
未
有
過
的
事
，
一
點
一
點
反

覆
地
說
出
來
。

至
今
萬
般
月
日
祐	

對
此
世
人
尚
未
悟

細
聽
創
世
真
實
情	

雖
已
再
三
講
汝
聽

一
般
世
人
知
者
無	

所
言
一
切
難
瞭
悟

只
說
創
世
從
未
見	

聽
來
難
悟
理
當
然
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21	
此こ

の

世よ
う

の
創は

じ
ま
り
出だ

し
の
真し

ん
じ
つ実

を

	

知し

ら
し
て
置お

か
ん
事こ

と
に
お
い
て
は

有
關
創
造
此
世
的
實
情
，
不
得
不
讓

你
們
知
道
。

22	

今い
ま
ま
で迄

も
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ条

と
間ま

ま々
説と

け
ど
　

	

本ほ
ん

真し
ん
じ
つ実

を
知し

ら
ぬ
事こ

と
か
ら

至
今
已
說
了
不
少
關
於
全
心
拯
救
世

人
的
事
情
，
但
最
真
實
的
事
情
你
們
還

不
知
道
。

23	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
月つ

き
ひ日

言ゆ

う
事こ

と

哉や

　

	

此こ
れ

真し
ん
じ
つ実
と
思お

も
て
聞き

く
な
ら

不
論
什
麼
事
都
是
月
日
所
言
，
但
只

有
當
你
們
把
它
當
真
實
的
事
情
來
聽
的

時
候
。

24	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

此こ
れ

を
真

ま
こ
とと

思お
も

て
聞き

き
分わ

け

不
論
什
麼
事
情
都
會
一
點
一
點
說
給

你
們
聽
，
要
仔
細
聽
好
，
並
把
它
當
真
。

不
講
創
世
真
實
事	

其
他
各
事
怎
能
知

專
心
拯
救
雖
屢
述	

元
始
真
實
尚
未
悟

一
切
都
是
月
日
云	

如
能
信
作
真
實
聽

任
事
逐
漸
告
汝
知	

應
須
信
此
為
真
實
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25	

此こ
の

世よ
う

の
本ほ

ん

元も
と

な
る
と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

此こ
の

処と
こ
ろよ
り
他ほ

か
に
有あ

る
ま
い

能
被
稱
作
是
世
界
根
源
的
，
除
了
這

裡
以
外
別
無
他
處
。

26	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

如ど
う何

言ゆ

う
話

は
な
しも

皆み
な

し
た
い
か
ら

你
們
認
為
這
話
是
什
麼
意
思
呢
？
不

論
任
何
事
情
都
想
跟
你
們
說
。

27	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
出だ

し
た
る
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列
は
承し

ょ
う
ち知
せ
え
ね
ば

有
關
創
造
此
世
的
實
情
，
一
定
要
讓

所
有
的
人
都
知
道
。

28	

何ど

の
様よ

う
な
救た

す
け
す
る
に
も
人ひ

と
な
み並
の
　

	

様よ
う

な
る
事こ

と
は
言ゆ

う
で
無な

い
か
ら

不
管
是
施
予
什
麼
樣
的
拯
救
，
都
不

會
只
說
些
一
般
的
事
情
而
已
。

若
問
人
世
源
於
何	

除
去
此
地
更
無
他

此
言
認
作
是
何
事	

一
切
皆
欲
告
汝
知

開
創
此
事
真
實
事	

汝
等
世
人
必
須
知

任
何
拯
救
無
不
賜	

決
不
言
及
一
般
事
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29	
今い

ま
ま
で迄

に
見み

え
た
る
事こ

と
や
有あ

る
事こ

と
は
　

	

そ
ん
な
事こ

と
を
は
言ゆ

う
で
無な

い
ぞ
哉や

月
日
不
會
說
那
些
已
經
看
見
的
、
發

生
過
的
事
情
，

30	

此こ
れ

迄ま
で

に
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

て
聞き

か
し
　

	

真し
ん
じ
つ実

よ
り
の
救た

す
け
す
る
ぞ
哉や

說
給
你
們
聽
的
都
是
至
今
未
曾
有
過

的
事
，
賜
予
真
實
的
拯
救
啊
。

31	

此こ
の

救た
す

け
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

疱ほ
う
そ瘡
せ
ん
様よ

の
守ま

も
り
拵

こ
し
らえ

你
們
認
為
這
拯
救
究
竟
是
什
麼
呢
？

是
為
賜
予
遠
離
疱
瘡
之
祐
身
符
所
作
的

準
備
呀
。

32	

又ま
た

救た
す

け
お
び
や
自じ

ゅ
う
よ
う由

何い
つ時

也な
り

と
　

	

延の

ば
し
也な

り
と
も
早は

や
め
な
り
と
も

還
有
安
產
拯
救
呀
！
不
論
是
時
間
延

後
或
是
提
早
也
好
，
都
依
自
由
的
神
祐
。

過
去
已
有
或
曾
見	

諸
如
此
事
決
不
談

只
談
未
見
亦
未
有	

並
必
賜
與
真
拯
救

對
此
拯
救
思
何
如	

乃
欲
賜
給
免
痘
符

任
時
安
產
神
能
賜	

並
可
使
之
速
或
遲
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33	

此こ
ら
ほ
ど程

の
自じ

ゅ
う
よ由

自じ
ざ
い在

を
言ゆ

う
の
も
な
　

	

容よ
い易
な
る
事こ

と
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な

但
說
到
這
樣
自
由
自
在
的
祐
護
，
卻

千
萬
別
以
為
是
容
易
的
事
。

34	

月つ
き
ひ日
に
は
大た

い
て
え抵
心こ

こ
ろは
尽つ

く
せ
ど
も

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
未ま

だ
世せ

か
い界

並な
み

月
日
已
經
費
盡
了
相
當
多
的
心
力
，

但
世
界
上
的
人
們
卻
還
只
是
一
般
見

識
。

35	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
出だ

し
た
る
本ほ

ん

心し
ん

を
　

	

言ゆ

う
て
聞き

か
さ
ん
事こ

と
に
お
い
て
は

神
開
創
此
世
的
本
意
，
一
定
要
說
給

你
們
聽
才
行
。

36	

此こ
の

処
と
こ
ろ

勤つ
と
め
場ば

し
ょ
う所
は
人に

ん
げ
ん間
を
　

	

創は
じ

め
出だ

し
た
る
処

と
こ
ろな

る
ぞ
哉や

這
奉
行
聖
舞
之
處
，
就
是
創
造
出
人

類
的
地
方
啊
。

如
前
所
言
全
能
事	

切
莫
將
其
等
閒
視

月
日
神
心
已
費
盡	

世
人
仍
依
世
俗
心

開
創
此
世
之
本
心	

必
須
告
與
汝
世
人

可
知
此
地
聖
舞
堂	

即
是
在
此
將
人
創
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37	
人に

ん
げ
ん間

を
創は

じ
め
出だ

し
た
る
此こ

の

親お
や

は
　

	

存ぞ
ん
め
え命
で
い
る
此こ

れ
が
真

ま
こ
と

哉や

創
造
人
類
的
父
母
依
然
在
世
，
這
是

真
的
哦
。

38	

此こ
の

話
は
な
し

此こ
れ

を
真

ま
こ
と

に
思お

も
う
者も

の
　

	

何ど
こ処

の
者も

の
で
も
更さ

ら
に
あ
る
ま
い

把
這
話
當
真
的
人
，
不
論
到
哪
裡
也

找
不
到
。

39	

此こ
の

様よ
う

な
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う
の
は
な
　

	

此こ
れ
が
真し

ん
じ
つ実
皆み

な

真ま
こ
とや
で

雖
然
盡
說
些
從
未
有
過
的
事
，
但
都

是
真
實
、
千
真
萬
確
的
呀
。

40	

今い
ま
ま
で迄

も
無な

い
世せ

か
い界

を
ば
創は

じ
め
た
は
　

	

知し

ら
ぬ
事こ

と
を
ば
教お

し
え
始は

じ
め
て

即
便
到
現
在
，
神
開
啟
了
原
本
不
存

在
的
世
界
，
開
始
將
未
知
的
事
情
教
導

給
你
們
。

我
乃
始
祖
創
人
世	

永
生
在
此
乃
真
實

	

相
信
此
言
確
為
真	

尋
遍
天
下
無
一
人

只
言
世
上
未
有
事	

決
無
虛
假
皆
真
實

自
虛
無
中
創
世
時	

告
與
未
知
遂
開
始
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41	

此こ
の

度た
び

も
又ま

た

無な

い
事こ

と
や
知し

ら
ぬ
事こ

と
　

	

ば
か
り
言ゆ

う
う
て
又ま

た

教お
し
え
掛か

け

這
一
次
，
又
盡
說
些
、
教
導
些
未
曾

有
過
、
沒
人
知
道
的
事
情
。

42	

何ど

の
様よ

う
な
者も

の
で
も
知し

ら
ぬ
事こ

と
ば
か
り
　

	

此こ
れ

を
教お

し
え
る
月つ

き
ひ日

思お
も
わ
く惑

月
日
所
思
慮
的
，
全
都
是
要
教
導
這

些
沒
人
知
道
的
事
情
。

43	

月つ
き
ひ日

に
は
段だ

ん
だ
ん々

知し

ら
ぬ
事こ

と
ば
か
り
　

	

何な
に
も
教お

し
え
て
世せ

か
い界
救た

す
け
る

月
日
會
一
點
一
點
教
導
這
些
沒
人
知

道
的
事
情
，
為
的
是
要
拯
救
世
界
。

44	

此こ
ら
ほ
ど程
に
思お

も
う
月つ

き
ひ日
の
心し

ん
ぱ
い配
を
　

	

世せ
か
い界

の
者も

の
は
何な

に
も
知し

ら
ず
に

月
日
這
樣
子
思
量
又
擔
心
，
世
上
的

人
們
卻
什
麼
都
不
知
道
。

今
番
又
將
告
汝
知	

未
有
以
及
未
知
事

任
事
皆
屬
人
未
悉	

告
知
乃
是
月
日
意

月
日
漸
將
未
知
事	

一
一
告
知
以
拯
世

月
日
神
心
如
此
焦	

世
人
卻
是
全
不
曉
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45	
心こ

こ
ろさ

い
月つ

き
ひ日

真し
ん
じ
つ実

受う

け
取と

れ
ば
　

	

何ど

ん
な
救た

す
け
も
皆み

な

請う

け
合や

う
で

真
心
若
能
真
實
地
被
月
日
接
受
的
話
，

什
麼
樣
的
拯
救
都
會
得
到
保
證
。

46	

何ど

の
様よ

う
な
救た

す
け
と
言ゆ

う
も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

親お
や

が
い
る
か
ら
月つ

き
ひ日

言ゆ

う
の
哉や

不
論
是
什
麼
樣
的
拯
救
，
真
實
的
父

母
都
在
此
。
這
話
是
月
日
所
言
。

47	

此こ
の

月つ
き
ひ日

元も
と

な
る
ぢ
ば
や
元も

と
な
る
の
　

	

因い
ん
ね
ん縁
有あ

る
で
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
を

在
這
元
始
的
原
地
具
有
元
始
因
緣
，

月
日
要
施
展
出
自
由
自
在
的
神
能
。

48	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

で
此こ

の

様よ

に
諄く

ど
い
な
ら

	

救た
す

け
一

い
ち
じ
ょ
う

条
請う

け
合よ

う
の
元も

と

為
什
麼
會
反
覆
地
說
這
些
話
呢
？
這

些
都
是
為
專
拯
救
作
保
證
的
根
本
。

心
誠
月
日
如
納
容	

任
何
拯
救
皆
保
證

真
實
父
母
因
在
此	

任
何
拯
救
月
日
賜

因
有
原
地
及
始
緣	

月
日
故
將
全
能
顯

此
事
何
以
談
又
談	

保
證
專
心
拯
救
源
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49	

此こ
の

元も
と

は
何ど

こ処
を
尋た

ず
ね
て
見み

た
る
と
も
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
有あ

る
ま
い

這
元
始
之
事
，
不
論
到
哪
裡
去
尋
訪

都
絕
對
不
會
有
人
知
道
。

50	

其そ
の

筈は
ず
や
月つ

き
ひ日
体た

い
な
い内
入い

り
込こ

ん
で
　

	

話は
な
しす

る
の
は
今い

ま

初は
じ

め
や
で

這
是
當
然
的
呀
。
月
日
進
到
身
體
裡

面
並
講
述
道
理
，
這
可
是
第
一
次
啊
。

51	

此こ
の

世せ
か
い界

一い
ち
れ
つ列

見み

え
る
月つ

き
ひ日

な
ら
　

	

何ど
こ処
の
事こ

と
で
も
知し

ら
ぬ
事こ

と

無な

し

月
日
既
然
能
看
透
這
世
界
所
有
事
情
，

不
管
在
哪
裡
的
事
情
都
無
所
不
知
。

52	

月つ
き
ひ日
よ
り
皆み

な

其そ
れ
ぞ
れ々
と
見み

さ
だ定
め
て
　

	

善ぜ
ん

と
悪あ

く
と
を
見み

分わ

け
す
る
ぞ
哉や

月
日
能
明
辨
所
有
的
人
，
要
把
善
與

惡
區
別
開
來
。

無
論
何
處
去
覓
尋	

知
此
根
源
更
無
人

月
日
進
入
伊
體
內	

初
述
方
知
本
難
怪

月
日
可
以
觀
全
世	

無
論
何
事
無
不
知

月
日
鑑
別
世
人
心	

或
善
或
惡
皆
分
清
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53	
月つ

き
ひ日

よ
り
何な

ん
で
此こ

の

様よ

に
諄く

ど
い
な
ら
　

	

悪あ

し
き
見み

え
る
が
気き

の
毒ど

く
な
か
ら

月
日
為
什
麼
要
這
樣
反
覆
地
說
呢
？

因
為
看
到
邪
惡
的
事
情
，
覺
得
你
們
很

可
憐
啊
！

54	

段だ
ん
だ
ん々

と
恩お

ん
が
重か

さ
な
り
其そ

の

上う
え

は
　

	

牛ぎ
ゅ
う
ば馬

と
見み

え
る
道み

ち
が
有あ

る
か
ら

只
是
不
斷
地
接
受
神
恩
而
已
的
話
，

將
來
會
出
現
一
條
有
牛
與
馬
的
道
路
。

55	

何ど

の
様よ

う
な
者も

の
で
も
月つ

き
ひ日

真し
ん
じ
つ実

を
　

	

受う

け
取と

り
た
な
ら
皆み

な

救た
す
け
る
で

不
管
什
麼
樣
的
人
也
好
，
只
要
他
的

真
心
被
月
日
接
受
的
話
都
能
夠
得
救
。

56	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
話

は
な
しを

し
た
る
と
も
　 

	

何な
に

も
見み

え
た
る
事こ

と
は
無な

け
れ
ど

到
現
在
為
止
說
了
很
多
事
情
，
但
什

麼
都
還
沒
看
見
。

月
日
為
何
談
又
談	

乃
因
惡
顯
人
可
憐

神
恩
漸
積
不
知
報	

將
必
墜
入
牛
馬
道

如
蒙
月
日
納
真
誠	

無
論
何
人
皆
賜
拯

至
今
雖
已
談
萬
般	

任
何
一
事
尚
未
顯
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57	

此こ
れ

迄ま
で

も
皆み

な

見み

え
来き

た
る
事こ

と
な
れ
ど

	

本ほ
ん

元も
と
な
る
を
知し

ら
ん
事こ

と
か
ら

雖
然
到
現
在
為
止
已
經
看
到
了
許
多

事
情
，
但
最
元
始
之
事
還
沒
有
人
知
道
。

58	

雷
か
み
な
りも
地じ

し
ん震
大お

お
か
ぜ風
水み

ず

漬つ

き
も
　

	

此こ
れ

は
月つ

き
ひ日

の
残ざ

ね
ん念

立り
っ
ぷ
く腹

打
雷
也
好
，
地
震
，
大
風
，
以
及
浸

水
，
這
都
是
月
日
的
遺
憾
與
憤
怒
。

59	

此こ
の

事こ
と

を
今い

ま
ま
で迄

誰た
れ

も
知し

ら
ん
か
ら
　

	

此こ
の

度た
び

月つ
き
ひ日
先さ

き
へ
知し

ら
す
る

這
事
情
到
目
前
誰
也
不
知
道
，
這
次

月
日
要
先
告
訴
你
們
。

60	

月つ
き
ひ日
に
は
皆み

な

一い
ち
れ
つ列
は
我わ

が
子こ

也な
り

　

	

可か
わ
い愛

一い
っ
ぱ
い杯

思お
も

て
い
れ
ど
も

對
月
日
來
說
，
世
人
都
是
我
的
子
女

呀
。
雖
然
覺
得
全
部
都
很
可
愛
，

至
今
諸
事
雖
有
顯	

但
人
不
知
其
根
源

雷
風
地
震
與
氾
濫	

皆
由
神
怒
或
神
憾

此
事
至
今
無
人
曉	

今
番
月
日
預
先
告

月
日
視
人
皆
子
女	

雖
然
神
愛
深
無
比
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61	
一い

ち
れ
つ列

は
皆み

な

銘め
え
め
え々

の
胸む

ね
の
内う

ち

	

埃
ほ
こ
り

一い
っ
ぱ
い杯
積つ

も
り
有あ

る
か
ら

但
世
人
的
內
心
裡
都
累
積
了
太
多
的

灰
塵
。

62	

此こ
の

埃ほ
こ
りす

き
や
か
掃そ

う
じ除

せ
ん
事こ

と
に

	

月つ
き
ひ日

如い
か何

程ほ
ど

思お
も

う
た
る
と
て

這
灰
塵
不
徹
底
清
掃
乾
淨
的
話
，
無

論
月
日
怎
麼
思
量
也
起
不
了
作
用
。

63	

月つ
き
ひ日

よ
り
怖こ

わ
き
危あ

ぶ
な
き
道み

ち
す
じ筋

を
　

	

案あ
ん
じ
て
い
れ
ど
銘め

え
め
え々

知し

ら
ず
に

月
日
對
路
途
上
恐
怖
、
危
險
的
事
感

到
擔
心
，
但
人
們
卻
不
知
道
。

64	

何ど

の
様よ

う
な
高た

か
い
処

と
こ
ろ

と
言ゆ

う
た
と
て

	

月つ
き
ひ日

の
た
あ
に
皆み

な

我わ

が
子こ

や
で

不
論
是
處
在
多
麼
高
位
的
人
也
好
，

對
月
日
來
說
全
都
是
我
的
孩
子
呀
。

世
人
各
各
心
胸
裡	

無
一
不
是
塵
滿
積

此
塵
如
果
不
掃
淨	

月
日
心
意
則
難
明

月
日
怕
人
行
險
路	

奈
何
世
人
不
覺
悟

無
論
地
位
多
高
貴	

月
日
看
來
皆
子
女
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65	

其そ
れ

知し

ら
ず
親お

や
の
す
る
事こ

と

差さ

し
止と

め
て
　

	

又ま
た

取と

り
払は

ろ
て
此こ

れ
は
如い

か
が何
ぞ

不
明
白
這
事
情
，
父
母
做
的
事
情
不

僅
來
阻
止
，
還
來
拆
除
，
這
是
怎
麼
一

回
事
呀
。

66	

月つ
き
ひ日

に
は
今い

ま
ま
で迄

何ど

ん
な
事こ

と
や
と
て
　

	

現あ
ら
われ
出で

た
る
事こ

と
は
無な

け
れ
ど

到
現
在
為
止
不
管
發
生
什
麼
事
情
，

月
日
都
還
沒
有
出
現
過
。

67	

此こ
の

度た
び

は
胸む

ね
の
内う

ち
よ
り
す
き
や
か
に
　

	

晴は

ら
さ
ん
事こ

と
に
後あ

と
の
模も

よ
う様
を

這
一
次
非
得
要
徹
底
掃
淨
你
們
的
內

心
，
好
為
之
後
的
事
情
作
準
備
。

68	

此こ
の

後あ
と
は
何ど

の
様よ

な
者も

の
も
一い

ち
れ
つ列
に
　

	

救た
す

け
た
い
と
の
手し

ゅ
だ
ん段

ば
か
り
を

不
管
對
什
麼
人
都
一
樣
，
今
後
不
論

施
以
什
麼
手
段
都
是
為
了
拯
救
世
人
。

不
知
此
事
阻
父
母	

並
撤
神
具
意
何
如

至
今
無
論
何
事
生	

月
日
從
未
親
顯
臨

心
塵
如
今
不
掃
淨	

此
後
安
排
無
法
行

此
後
何
人
皆
相
同	

只
欲
想
法
全
賜
拯

第
八
號 

65 - 

68

- 221 -



69	
此こ

の

先さ
き

は
救た

す
け
一い

ち
じ
ょ条

に
掛か

か
り
た
ら
　

	

何ど

の
様よ

な
者も

の
も
勇い

さ
む
ば
か
り
哉や

今
後
若
是
開
始
全
心
拯
救
世
人
的
話
，

任
何
人
的
心
都
會
踴
躍
起
來
。

70	

何な
に
ご
と事

も
月つ

き
ひ日

一い
ち
ど度

言ゆ

う
た
事こ

と
　

	

違ち
が

い
そ
う
な
る
事こ

と
は
無な

い
ぞ
哉や

任
何
事
情
只
要
月
日
說
過
一
次
，
就

絕
對
不
會
有
差
錯
。

71	

今い
ま
ま
で迄

も
あ
諄く

ど
い
程ほ

ど
も
説と

い
て
有あ

る
　

	

な
れ
ど
心

こ
こ
ろに
分わ

か
り
無な

い
か
ら

至
今
如
此
反
覆
地
說
了
又
說
，
但
你

們
心
裡
卻
不
明
白
。

72	

確し
か

と
聞き

け
同お

な
じ
人に

ん
げ
ん間

な
る
様よ

う
に
　

	

思お
も

て
い
る
の
は
此こ

れ
は
違ち

が
う
で

仔
細
聽
好
，
你
們
若
是
以
為
和
常
人

沒
有
兩
樣
的
話
，
那
可
就
錯
了
。

專
心
拯
救
今
將
行	

無
論
何
人
皆
歡
騰

只
要
月
日
一
說
過	

不
論
何
事
皆
無
錯

至
今
雖
曾
說
又
說	

奈
何
世
人
心
不
豁

細
聽
若
當
常
人
視	

此
種
想
法
乃
錯
事
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73	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
教お

し
え
て
掛か

か
る
の
も
　

	

元も
と
な
る
親お

や
で
無な

く
ば
い
か
ん
で

能
夠
教
導
所
有
事
情
的
人
，
那
個
人

非
是
元
始
父
母
不
可
。

74	

今い
ま
ま
で迄
も
何な

に
を
教お

し
え
て
来き

た
る
の
も
　

	

皆み
な

此こ
の

道ど
う
り理

創は
じ

め
掛か

け
た
で

不
管
至
今
教
過
你
們
什
麼
事
情
，
都

是
從
這
個
道
理
開
始
的
。

75	

人に
ん
げ
ん間

を
創は

じ
め
た
親お

や
が
も
う
一い

ち
に
ん人

　

	

何ど
こ処
に
有あ

る
な
ら
尋た

ず
ね
行い

て
見み

よ

創
造
人
類
的
父
母
在
其
他
地
方
還
另

有
其
人
的
話
，
不
妨
就
去
找
看
看
啊
。

76	

此こ
の

様よ
う
な
知し

ら
ぬ
事こ

と
を
ば
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

言ゆ

う
て
い
れ
ど
も
此こ

れ
が
真

ま
こ
と

哉や

如
此
將
不
知
道
的
事
情
一
點
一
點
說

出
來
，
但
這
些
都
是
真
的
呀
！

若
非
創
人
元
始
祖	

怎
能
萬
般
皆
教
汝

至
今
亦
因
是
始
祖	

一
切
真
實
方
告
汝

創
人
始
祖
唯
一
人	

他
處
如
有
可
去
尋

如
此
漸
告
不
知
事	

所
有
一
切
皆
真
實

第
八
號 

73 - 

76

- 223 -



77	
日に

ち
に
ち々

に
知し

ら
ぬ
事こ

と
を
や
無な

い
事こ

と
を
　

	

此こ
れ

教お
し
え
る
が
月つ

き
ひ日
楽た

の
し
み

月
日
每
天
都
很
樂
意
把
不
知
道
的
、

從
未
有
過
的
事
情
教
導
給
你
們
。

78	

此こ
の

世よ
う

の
人に

ん
げ
ん間

創は
じ

め
親お

や
な
る
に
　

	

天て
ん

の
与あ

た
え
は
有あ

る
と
聞き

け
ど
も

從
創
世
創
人
的
父
母
這
裡
，
聽
到
有

關
「
天
賜
」
的
事
情
，

79	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に

の
事こ

と
や
ら
一ち

ょ
と寸

知し

れ
ん
　

	

月つ
き
ひ日
食じ

き
も
つ物
や
ろ
と
言ゆ

う
の
哉や

但
你
們
一
點
也
不
曉
得
這
些
話
在
說

些
什
麼
，
是
在
說
月
日
賜
予
的
天
食
呀
。

80	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
で
あ
ろ
う
な
ら
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
に
平ひ

ら
ば
ち鉢

を
載の

せ

這
話
究
竟
指
的
是
什
麼
呢
？
是
要
把

東
西
放
在
甘
露
台
的
平
鉢
上
。

不
知
未
有
日
日
說	

乃
是
月
日
之
快
樂

	

創
人
始
祖
受
天
與	

此
事
汝
等
或
聞
悉

究
竟
何
事
汝
難
知	

乃
是
月
日
賜
天
食

此
言
究
竟
是
何
事	

平
缽
甘
露
台
上
置
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81	

此こ
の

先さ
き

は
彼あ

あ
ち方

此こ
う
ち方

に
身み

に
障さ

わ
り
　

	

月つ
き
ひ日
手て

い入
り
を
す
る
と
思お

も
え
よ

今
後
，
身
體
的
「
障
礙
」
在
這
裡
、

那
裡
都
會
出
現
，
把
這
些
都
當
做
是
月

日
施
予
的
神
譴
。

82	

来き

た
る
な
ら
我わ

が
み身
障さ

わ
り
と
引ひ

き
合や

わ
せ
　

	

同お
な

じ
事こ

と
な
ら
早は

や
く
掃そ

う
じ除

を

來
到
這
裡
的
話
，
和
自
己
身
上
的
「
障

礙
」
比
對
看
看
，
如
果
一
樣
的
話
就
趕

快
去
清
掃
灰
塵
。

83	

掃そ
う
じ除

し
た
処

と
こ
ろを

歩あ
る

き
立た

ち
止ど

ま
り
　

	

其そ
の

処と
こ
ろよ
り
甘か

ん
ろ
う
だ
い

露
台
を

走
在
已
清
掃
過
的
地
方
，
當
腳
步
停

下
來
的
那
裡
，
就
是
甘
露
台
。

84	

し
た
る
な
ら
其そ

れ
よ
り
勤つ

と
め
手て

を
揃そ

ろ
い
　

	

早は
や

く
掛か

か
れ
よ
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

む
で

確
立
了
地
點
，
在
那
裡
齊
聚
聖
舞
的

人
手
。
趕
快
開
始
吧
！
內
心
將
因
此
踴

躍
起
來
。

今
後
使
汝
身
欠
安	

須
知
乃
是
月
日
譴

返
回
宅
院
比
己
症	

若
有
同
塵
速
掃
淨

掃
淨
宅
院
可
信
步	

聖
台
建
於
腳
停
處

甘
露
臺
建
集
人
員	

速
行
聖
舞
心
喜
歡
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85	
此こ

れ
ば
か
り
何ど

こ処
尋た

ず
ね
て
も
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

此こ
れ

日に
っ
ぽ
ん本
の
真し

ん
の
柱

は
し
ら

哉や

這
甘
露
台
不
管
到
哪
裡
也
找
不
到
，

這
可
是
「
日
本
」
真
正
的
支
柱
啊
！

86	

此こ
れ

さ
い
か
確た

し
か
見み

え
来き

た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
恐お

そ
る
者も

の

無な

し

當
這
事
情
確
實
出
現
的
時
候
，
那
不

論
碰
到
什
麼
人
也
不
必
害
怕
。

87	

何な
に

言ゆ

う
も
真し

ん
じ
つ実

な
る
の
証

し
ょ
う
こ
う

拠
が
　

	

見み

え
ん
事こ

と
に
は
後あ

と
の
模も

よ
う様
を

不
管
怎
麼
說
，
真
實
的
證
據
沒
看
到

以
前
，
就
沒
辦
法
為
後
面
的
事
作
準
備
。

88	

何ど

の
様よ

う
な
高た

か
い
処

と
こ
ろの

者も
の

や
と
て
　

	

自じ
ゅ
う
よ由

次し
だ
い第

に
話

は
な
しす

る
也な

り

不
論
是
任
何
位
居
高
處
的
人
，
神
都

能
隨
心
所
欲
與
他
說
話
。

此
台
尋
遍
天
下
無	

乃
是
悟
區
真
之
柱

只
要
此
臺
能
確
立	

任
何
人
也
不
足
懼

總
之
實
證
不
建
成	

其
他
安
排
不
能
行

無
論
地
位
如
何
高	

皆
可
隨
意
將
事
告
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第 
九 

號

七
十
八
歲
老
嫗

		


一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
六
月





1	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

心こ
こ
ろの
様よ

う
に
思お

も
て
い
た
れ
ど

不
管
至
今
說
了
些
什
麼
，
你
們
都
以

為
是
以
常
人
之
心
所
說
的
。

2	

此こ
の
た
び度
は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
人に

ん
げ
ん間
の
　

	

心
こ
こ
ろ

有あ

る
と
は
更さ

ら
に
思お

も
う
な

這
一
次
不
論
說
些
什
麼
，
都
千
萬
別

以
為
混
有
常
人
之
心
。

3	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
確し

か
と
聞き

い
て
く
れ
　

	

人に
ん
げ
ん間
心

ご
こ
ろ

更さ
ら
に
混ま

ぜ
ん
で

不
管
什
麼
樣
的
事
情
都
請
仔
細
聽
好
，

裡
頭
絕
無
夾
雜
常
人
之
心
。

4	

月つ
き
ひ日
よ
り
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
確

し
っ
かり
と
　

	

言ゆ

い
掛か

け
る
で
な
此こ

れ

聞き

い
て
く
れ

不
論
什
麼
事
情
月
日
都
會
確
實
地
說

出
來
，
請
你
們
要
聽
好
。

至
今
一
切
所
言
及	

皆
以
出
自
人
心
意

今
番
一
切
所
言
及	

莫
再
以
為
是
人
意

任
事
皆
須
仔
細
聽	

毫
不
攙
以
世
人
情

月
日
將
述
一
切
事	

汝
等
務
須
細
聽
之
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5	
月つ

き
ひ日

よ
り
社

や
し
ろと

な
る
を
二ふ

た
り人

共と
も

　

	

別べ
つ
ま間
隔へ

だ
て
て
置お

い
て
貰も

ろ
た
ら

月
日
希
望
將
成
為
神
龕
的
兩
人
，
分

別
安
居
在
不
同
房
間
。

6	

何な
に

言ゆ

う
も
其そ

れ
よ
り
確し

か
と
請う

け
合よ

う
て
　

	

救た
す

け
す
る
ぞ
や
確し

か
と
見み

て
い
よ

仔
細
看
吧
！
這
樣
一
來
不
論
說
什
麼

都
保
證
一
定
會
得
救
。

7	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
救た

す
け
す
る
の
も
な
　

	

皆み
な

請う

け
合よ

う
の
元も

と
で
あ
る
か
ら

今
後
不
論
什
麼
樣
的
拯
救
，
都
有
此

作
為
保
證
的
依
據
。

8	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
て
も
消け

さ
ん
様よ

う
　

	

確た
し

か
聞き

き
す
み
承し

ょ
う
ち知

し
て
く
れ

不
論
月
日
說
什
麼
事
情
都
不
要
去
否

定
，
請
你
們
一
定
要
仔
細
聆
聽
。

月
日
希
將
此
二
人	

若
能
一
一
置
別
室

而
後
任
何
祈
求
事	

保
賜
拯
救
可
待
視

今
後
保
證
賜
拯
事	

無
一
不
是
源
於
此

無
論
言
何
莫
否
定	

希
能
細
聽
並
遵
行
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9	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

ん
な
難

む
ず
かし

病
や
ま
いで

も
　

	

皆み
な

請う

け
合よ

う
て
救た

す
け
す
る
ぞ
哉や

今
後
不
論
是
多
麼
難
治
的
病
，
神
都

保
證
會
施
予
拯
救
。

10	

人に
ん
げ
ん間
に
病

や
ま
いと
言ゆ

う
て
無な

い
け
れ
ど
　

	

此こ
の

世よ

創は
じ

ま
り
知し

り
た
者も

の

無な

し

人
沒
有
所
謂
的
生
病
，
但
大
家
都
不

知
道
世
界
是
如
何
創
造
出
來
的
。

11	

此こ
の

事こ
と

を
知し

ら
し
た
い
か
ら
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

修し
ゅ
う
り理
や
肥こ

え
に
医い

し
ゃ者
薬く

す
りを

想
把
這
事
情
一
點
一
點
告
訴
你
們
，

於
是
藉
由
醫
生
與
藥
方
，
為
你
們
的
內

心
作
「
修
剪
」
及
「
施
肥
」。

12	

此こ
れ
か
ら
は
何な

に
か
万

よ
ろ
ずを
皆み

な

説と

く
で
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
確し

か
と
聞き

く
也な

り

今
後
不
論
任
何
事
情
都
會
跟
你
們
說
，

不
管
什
麼
事
都
要
聽
清
楚
啊
！

此
後
無
論
多
難
病	

必
定
保
證
皆
賜
拯

人
間
本
無
疾
病
事	

因
世
創
始
人
不
知

欲
將
此
事
告
人
知	

漸
教
醫
藥
當
修
肥

今
後
萬
般
皆
講
明	

無
論
何
事
須
細
聽
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13	
此こ

れ

迄ま
で

も
大た

い
て
え抵

話は
な
しも

説と

い
た
れ
ど
　

	

未ま

だ
言ゆ

う
て
無な

い
真し

ん
じ
つ実
の
事こ

と

直
到
現
在
，
話
大
概
都
已
經
說
了
，

但
還
有
一
些
真
實
的
事
情
還
沒
說
。

14	

今き
ょ
う日

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
言ゆ

う
や
ら
な
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

真
ま
こ
と

急せ

き
込こ

み

今
後
到
底
要
說
些
什
麼
呢
？
月
日
的

心
裡
真
的
很
著
急
呀
。

15	

日に
ち
に
ち々

に
何な

に

急せ

き
込こ

む
と
言ゆ

う
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日
飛と

び
出で

る
模も

よ
う様
ば
か
り
を

每
天
是
為
著
什
麼
在
著
急
呢
？
月
日

全
是
在
為
飛
奔
出
去
作
準
備
。

16	

此こ
の

話
は
な
し

確し
っ
かり

聞き

い
て
承し

ょ
う
ち知

せ
よ
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
す
る
や
知し

れ
ん
で

這
話
要
聽
清
楚
並
且
要
明
白
，
會
做

出
什
麼
事
情
誰
也
不
知
道
。

至
今
大
體
雖
講
過	

尚
有
真
實
未
曾
說

今
將
言
何
尚
未
悉	

月
日
心
中
甚
焦
急

若
問
日
日
何
所
急	

月
日
準
備
衝
出
去

細
聽
此
事
希
瞭
然	

將
顯
何
事
難
預
見
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17	

此こ
の

先さ
き

の
道み

ち
の
様よ

う
だ
い態

確し
っ
かり

と
　

	

聞き

き
分わ

け
て
く
れ
月つ

き
ひ日
頼た

の
み
哉や

今
後
的
路
途
會
是
什
麼
樣
的
情
形
，

請
仔
細
聽
好
。
月
日
要
拜
託
你
們
了
！

18	

月つ
き
ひ日
よ
り
飛と

び
出で

た
事こ

と
を
聞き

い
た
な
ら
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
を
早は

や
く
出だ

す
様よ

う

聽
到
了
月
日
飛
奔
出
去
的
事
情
，
就

早
點
把
甘
露
台
取
出
來
吧
。

19	

甘か
ん
ろ
だ
い

露
台
据す

え
る
処

と
こ
ろを

確
し
っ
かり

と
　

	

ぢ
ば
の
処

と
こ
ろを
心

こ
こ
ろ

積づ
も
り
を

甘
露
台
所
據
之
處
即
元
地
，
將
此
事

好
好
放
在
心
裡
。

20	

此こ
れ
さ
い
か
確た

し
か
定さ

だ
め
て
置お

い
た
な
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
危あ

ぶ
な
き
は
無な

い

這
件
事
若
是
能
確
實
做
到
的
話
，
不

論
碰
到
任
何
事
情
都
不
會
有
危
險
。

今
後
路
情
須
分
清	

此
乃
月
日
所
懇
請

聞
知
月
日
衝
出
來	

應
立
取
出
甘
露
台

聖
台
安
置
在
原
地	

對
此
確
應
心
有
底

只
要
此
事
已
確
定	

其
他
一
切
無
險
驚
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21	
月つ

き
ひ日

よ
り
飛と

び
出で

る
処

と
こ
ろ

一ち
ょ
と寸

話は
な
し　

	

高た
か
い
処

と
こ
ろや
遠と

お
い
処

と
こ
ろい

說
一
件
事
情
：
月
日
即
將
要
飛
奔
出

去
，
不
論
是
到
高
處
還
是
到
遠
處
。

22	

其そ
の

話
は
な
し

聞き

い
た
る
な
ら
ば
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

何な
ん

と
月つ

き
ひ日

は
偉え

ら
い
者も

の
や
と

聽
到
這
事
情
以
後
，
世
人
都
會
明
白

月
日
的
厲
害
。

23	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
皆み

な

段だ
ん
だ
ん々

と
言ゆ

う
で
あ
ろ
　

	

其そ
の

日ひ

来き

た
れ
ば
胸む

ね
が
晴は

れ
る
で

世
上
的
人
們
會
漸
漸
傳
頌
這
事
情
，

當
那
日
子
來
臨
時
，
內
心
也
會
爽
朗
起

來
。

24	

今い
ま
ま
で迄

は
三さ

ん
じ
ゅ
う
は
ち

十
八
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

か
ら
　

	

胸む
ね

の
残ざ

ん
ね
ん念

真
ま
こ
と

気き

の
毒ど

く

現
在
算
起
來
三
十
八
年
以
前
，
讓
你

們
抱
著
遺
憾
，
真
是
可
憐
呀
。

月
日
所
向
略
陳
述	

奔
向
高
層
與
遠
處

此
話
世
人
如
聞
悉	

定
感
月
日
了
不
起

世
人
無
不
漸
讚
揚	

是
日
到
來
人
心
暢

至
今
三
十
八
年
間	

使
汝
懷
憾
甚
可
憐
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25	

此こ
の
た
び度

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
確

し
っ
かり

と
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列
に
知し

ら
す
事こ

と

也な
り

這
一
次
，
不
論
什
麼
樣
的
事
情
，
都

要
確
實
地
讓
世
人
所
有
人
知
道
。

26	

知し

ら
す
る
も
何な

に

知し

ら
す
る
と
思お

も
う
か
な 
　

	

元も
と

な
る
親お

や
を
確た

し
か
知し

ら
す
る

想
讓
你
們
知
道
的
究
竟
是
什
麼
事
情

呢
？
要
讓
你
們
真
正
認
識
元
始
父
母
。

27	

此こ
の

様よ
う

な
事こ

と
を
言ゆ

い
掛か

け
知し

ら
す
る
も
　

	

何な
ん
の
事こ

と
や
ら
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

但
就
算
告
訴
你
們
、
讓
你
們
知
道
這

樣
的
事
情
，
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
卻
誰

也
不
明
白
。

28	

此こ
の

世よ
う
を
一い

ち
れ
つ列
な
る
に
真し

ん
じ
つ実
を
　

	

救た
す

け
た
い
か
ら
知し

ら
し
掛か

け
る
で

因
為
真
心
想
拯
救
這
世
上
所
有
的
人
，

所
以
才
要
讓
你
們
知
道
呀
。

今
將
所
有
任
何
事	

詳
細
告
與
世
人
知

欲
告
何
事
汝
可
知	

詳
告
創
人
始
祖
事

雖
將
此
事
告
汝
悉	

恐
亦
無
人
明
真
意

因
欲
拯
救
此
人
世	

故
將
真
實
告
汝
知
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29	
今い

ま
ま
で迄

に
無な

い
救た

す
け
を
ば
す
る
か
ら
は
　

	

元も
と
を
知し

ら
さ
ん
事こ

と
に
お
い
て
は

這
樣
的
拯
救
至
今
未
曾
有
過
，
因
此

必
須
將
元
始
之
事
讓
你
們
知
道
。

30	

今い
ま
ま
で迄

も
知し

ら
ぬ
事こ

と
を
ば
教お

し
え
る
は
　

	

元も
と

な
る
親お

や
を
確た

し
か
知し

ら
す
る

教
給
你
們
至
今
還
不
知
道
的
事
情
，

讓
你
們
確
實
地
認
識
元
始
父
母
。

31	

元も
と

な
る
の
親お

や
を
確た

し
か
に
知し

り
た
な
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

引ひ

き
受う

け
る

要
是
真
的
知
道
有
關
元
始
父
母
之
事

的
話
，
不
論
什
麼
事
情
都
能
得
到
保
證
。

32	

此こ
の

話
は
な
し

誰た
れ

が
言ゆ

う
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろば

か
り
な
る
ぞ
哉や

別
懷
疑
這
話
究
竟
是
誰
說
的
哦
，
這

些
話
可
都
是
出
自
月
日
之
心
。

既
要
拯
救
從
未
見	

故
要
講
明
其
根
源

告
汝
至
今
從
未
知	

詳
告
創
人
始
祖
事

確
知
創
人
元
始
祖	

任
事
保
證
賜
祐
護

莫
認
此
言
是
人
語	

完
全
出
自
月
日
意
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33	

万よ
ろ
ず
よ代

の
世せ

か
い界

一い
ち
れ
つ列

見み
わ
た渡

せ
よ

	

病や
ま
いと
言ゆ

う
も
色い

ろ
い
ろ々
に
有あ

る

放
眼
望
去
，
在
這
世
上
從
古
至
今
，

被
稱
做
疾
病
的
有
各
種
各
樣
，

34	

此こ
の
た
び度
は
何ど

ん
な
難

む
ず
かし
病

や
ま
いで
も
　

	

請う

け
合よ

て
救た

す
け
家か

で
ん伝

教お
し

え
る

而
這
一
次
不
論
是
多
麼
難
治
的
病
都

保
證
能
得
救
，
要
將
家
傳
秘
方
教
你
們
。

35	

此こ
れ

か
ら
は
確た

し
か
に
薬や

く
み味

言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
承し

ょ
う
ち知
し
て
く
れ

今
後
會
把
藥
方
碓
實
地
說
給
你
們
聽
，

不
管
說
什
麼
都
請
仔
細
聽
。

36	

此こ
の
た
び度
の
悩な

や
む
処

と
こ
ろは
辛つ

ら
か
ろ
う
　

	

後あ
と

の
処

と
こ
ろの

楽た
の

し
み
を
見み

よ

這
次
的
惱
人
之
處
想
必
很
難
受
吧
，

但
想
一
想
日
後
獲
得
拯
救
的
喜
悅
吧
。

試
觀
古
今
世
界
中	

所
謂
疾
病
有
多
種

不
管
病
症
多
頑
強	

今
保
授
拯
家
傳
方

今
將
藥
味
確
告
汝	

所
講
一
切
須
知
悟

今
因
疾
病
甚
受
苦	

但
待
將
來
快
樂
出
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37	
先さ

き
よ
り
に
精せ

え
い
っ
ぱ
い

一
杯
に
断

こ
と
わり

が
　

	

言ゆ

う
て
あ
る
ぞ
や
思し

や
ん案
し
て
み
よ

事
發
之
前
盡
可
能
預
先
告
知
，
好
好

去
想
一
想
吧
。

38	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
に
も
先さ

き
い
よ
り
　

	

断こ
と
わり

た
上う

え

掛か

か
る
仕し

ご
と事

哉や

不
論
做
什
麼
事
之
前
都
會
預
先
告
知
，

然
後
才
去
著
手
。

39	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

月つ
き
ひ日
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
知し

ら
し
た
い
故ゆ

え	

你
們
想
這
話
是
什
麼
意
思
呢
？
是
要

讓
你
們
知
道
月
日
自
由
自
在
的
祐
護

呀
。

40	

真し
ん
じ
つ実

に
此こ

の

一い
ち
じ
ょ
う

条
を
早は

や
ば
や々

と
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

急せ

え
て
い
れ
ど
も

為
將
此
事
即
早
讓
你
們
真
的
明
白
，

月
日
的
心
很
著
急
。

事
前
已
盡
賜
預
告	

汝
當
仔
細
去
思
考

無
論
要
做
任
何
事	

必
先
預
告
方
行
施

對
於
此
事
如
何
想	

月
日
因
欲
顯
全
能

欲
將
此
事
早
日
告	

月
日
心
中
雖
焦
躁
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41	

側そ
ば

な
る
に
如い

か何
程ほ

ど

月つ
き
ひ日

頼た
の

ん
で
も
　

	

聞き

き
分わ

け
が
無な

い
何な

ん
と
残ざ

ん
ね
ん念

然
而
身
旁
的
人
不
論
月
日
怎
麼
拜
託

卻
還
是
聽
不
懂
，
真
是
遺
憾
呀
。

42	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
て
も
今い

ま
の
事こ

と
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
と
は
更さ

ら
に
思お

も
う
な

不
管
說
什
麼
事
情
，
都
千
萬
別
以
為

只
是
在
說
眼
前
之
事
。

43	

段だ
ん
だ
ん々

と
何な

に
の
話

は
な
しを

す
る
に
も
な
　

	

先さ
き
な
る
事こ

と
を
ば
か
り
言ゆ

て
置お

く

一
點
一
點
說
出
來
的
，
不
管
是
什
麼

事
情
，
都
是
把
將
來
的
事
情
先
告
訴
你

們
。

44	

此こ
れ
か
ら
は
何な

に
の
話

は
な
しを
す
る
な
ら
ば
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
話

は
な
し

一い
ち
じ
ょ
う条

接
下
來
要
說
的
，
全
都
是
有
關
甘
露

台
的
事
情
。

月
日
雖
屢
求
近
人	

奈
何
不
聽
遺
憾
甚

無
論
何
事
所
言
之	

莫
認
只
說
眼
前
事

各
事
逐
漸
所
言
及	

皆
屬
今
後
將
來
事

若
問
此
後
言
何
哉	

答
曰
專
言
甘
露
台
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45	
今い

ま
な
る
の
甘か

ん
ろ
う
だ
い

露
台
と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

一ち
ょ
っ
と寸
の
雛し

な
が
た型
迄ま

で
の
事こ

と
や
で

現
在
所
說
的
甘
露
台
，
還
只
是
一
個

模
型
而
已
。

46	

此こ
れ

か
ら
は
段だ

ん
だ
ん々

確し
か

と
言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
模も

よ
う様

ば
か
り
を

現
在
起
要
一
點
一
點
說
清
楚
給
你
們

聽
，
這
都
是
為
建
立
甘
露
台
而
作
準
備
。

47	

此こ
の

台だ
い

を
少す

こ
し
彫ほ

り
込こ

み
差さ

し
渡わ

た
し

	

三さ
ん
じ
ゃ
く尺
に
し
て
六ろ

っ
か
く角
に
せ
よ	

於
此
台
稍
微
挖
出
榫
穴
，
直
徑
為
三

尺
，
作
成
六
角
形
。

48	

今い
ま
ま
で迄

に
色い

ろ
い
ろ々

話
は
な
し

説と

い
た
る
は 

　

	

此こ
の

台だ
い

据す

え
る
模も

よ
う様

ば
か
り
で

到
現
在
為
止
已
說
過
不
少
事
情
，
都

是
為
了
豎
立
此
台
所
作
的
準
備
。

現
今
所
造
甘
露
台	

僅
是
簡
單
模
型
哉

從
此
逐
漸
確
告
知	

只
關
甘
露
台
樣
式

此
台
中
央
開
榫
穴	

直
徑
三
尺
形
六
角

至
今
講
過
各
種
事	

只
欲
準
備
聖
台
置
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49	

此こ
れ

さ
い
か
確

し
っ
かり

据す

え
て
置お

い
た
な
ら
　

	

何な
に
も
怖こ

わ
み
も
危あ

ぶ
な
き
も
無な

い

此
台
若
是
真
能
豎
立
起
來
的
話
，
任

何
恐
懼
與
危
險
將
不
復
存
在
。

50	

月つ
き
ひ日
よ
り
指さ

し
ず図
ば
か
り
で
し
た
事こ

と
を
　

	

此こ
れ

止と

め
た
な
ら
我わ

が
み身

止と

ま
る
で

若
是
去
阻
止
月
日
指
示
過
的
事
情
，

那
個
人
的
生
命
將
會
終
止
。

51	

此こ
れ

を
見み

て
誠

ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実

結け
っ
こ
う構

と
　

	

此こ
れ
は
月つ

き
ひ日
の
教お

し
え
な
る
か
よ

看
著
它
，
感
到
既
真
實
又
滿
足
，
明

白
了
月
日
的
教
導
。

52	

此こ
の

台だ
い
が
出で

け来
立た

ち
次し

だ
い第
勤つ

と
め
す
る
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
叶か

な
わ
ん
で
無な

し 

這
個
台
子
完
成
以
後
，
接
著
就
奉
行

聖
舞
，
任
何
事
情
能
都
能
實
現
。

只
要
此
台
確
能
立	

即
可
無
險
又
無
懼

月
日
指
示
立
此
台	

若
敢
阻
止
命
必
殆

見
到
此
台
稱
讚
好	

感
佩
月
日
啟
導
高

俟
台
完
成
行
聖
舞	

任
事
無
不
賜
祐
護

第
九
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53	
此こ

の

台だ
い

も
何い

つ時
如ど

う何
せ
え
と
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

出で
け来
立た

ち
た
な
ら
勤つ

と
め
す
る
ぞ
哉や

神
不
會
說
這
台
子
什
麼
時
候
、
怎
麼

製
作
等
等
，
但
豎
立
好
了
之
後
就
要
奉

行
聖
舞
呀
。

54	

此こ
れ

さ
い
か
勤つ

と
め
に
掛か

か
り
出で

た
な
ら
ば
　

	

何な
に

叶か
な

わ
ん
と
言ゆ

う
で
無な

い
ぞ
哉や

當
聖
舞
開
始
奉
行
的
話
，
沒
有
什
麼

事
情
不
會
實
現
。

55	

此こ
れ

を
見み

よ
確た

し
か
に
月つ

き
ひ日

食じ
き
も
つ物

の
　

	

与あ
た
え
確

し
っ
かり
確た

し
か
渡わ

た
す
る

看
著
吧
！
月
日
一
定
會
確
實
無
誤
地

交
予
「
天
賜
之
食
物
」。

56	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
確た

し
か
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

証し
ょ
う
こ拠

無な

け
ね
ば
危あ

や
う
き
い
事こ

と

任
何
事
在
沒
有
確
實
的
證
據
以
前
，

都
還
存
在
著
危
險
。

不
言
日
期
不
干
與	

台
成
即
當
行
聖
舞

只
要
聖
舞
能
奉
行	

任
何
祈
求
無
不
應

汝
等
對
此
可
注
視	

月
日
確
必
賜
天
食

任
事
必
須
有
確
證	

如
無
確
證
疑
心
生

第
九
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57	

此こ
れ

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

細こ
ま
か
し
く
説と

く
此こ

れ

背そ
む
く
な
よ

今
後
不
論
什
麼
事
情
都
會
一
點
一
點
、

詳
細
地
說
出
來
，
可
不
要
去
違
背
它

哦
！

58	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に
を
言ゆ

う
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
模も

よ
う様

一い
ち
じ
ょ
う条

別
懷
疑
這
些
話
的
意
思
，
這
些
都
是

全
心
全
意
為
甘
露
台
作
準
備
。

59	

此こ
の

台だ
い

も
段だ

ん
だ
ん々

々だ
ん

と
積つ

み
上あ

げ
て
　

	

又ま
た

其そ
の

上う
え
は
二に

し
ゃ
く尺
四し

す
ん寸
に

此
台
會
一
層
一
層
地
堆
疊
上
去
，
頂

層
是
二
尺
四
寸
。

60	

其そ
の

上う
え
へ
平ひ

ら
ば
ち鉢
載の

せ
て
置お

い
た
な
ら
　

	

其そ
れ

よ
り
確た

し
か
食じ

き
も
つ物

を
や
ろ

在
上
面
放
置
平
鉢
的
話
，
必
會
在
那

賜
予
天
食
。

今
漸
詳
述
事
萬
般	

切
莫
違
背
月
日
言

莫
將
此
言
等
閒
看	

專
講
建
立
聖
台
案

此
台
乃
是
漸
疊
式	

頂
層
直
徑
二
尺
四

台
頂
若
把
平
缽
置	

此
後
必
將
天
食
賜

第
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61	
食じ

き
も
つ物

を
誰た

れ
に
与あ

た
え
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

此こ
の

世よ

創は
じ
め
た
親お

や
に
渡わ

た
す
る

至
於
這
天
食
是
要
給
誰
呢
？
是
要
交

給
創
造
此
世
的
父
母
。

62	

天て
ん

よ
り
に
与あ

た
え
を
貰も

ら
う
其そ

の

親お
や

の
　

	

心
こ
こ
ろ

を
誰た

れ
か
知し

り
た
者も

の

無な

し

但
得
到
這
天
賜
的
人
，
其
所
持
有
的

父
母
之
心
卻
誰
也
不
知
道
。

63	

月つ
き
ひ日

よ
り
確た

し
か
に
心

こ
こ
ろ

見み
さ
だ定

め
て
　

	

其そ
れ
よ
り
渡わ

た
す
食じ

き
も
つ物
の
事こ

と

月
日
確
實
地
明
辨
其
真
心
，
然
後
再

將
天
食
交
給
她
。

64	

月つ
き
ひ日

に
は
此こ

れ
を
渡わ

た
し
て
置お

い
た
な
ら
　

	

後あ
と

は
親お

や
よ
り
心

こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に

一
旦
月
日
將
天
食
交
付
，
往
後
的
事

情
便
由
父
母
之
心
來
決
定
。

若
問
天
食
賜
何
人	

創
人
始
祖
是
其
人

接
受
天
與
始
祖
心	

知
此
心
者
無
一
人

月
日
鑑
定
始
祖
心	

方
將
天
食
賜
其
人

月
日
既
已
賜
其
人	

以
後
全
依
始
祖
心

第
九
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八
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八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
六
月





1	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろ

月つ
き
ひ日

が
見み

さ
だ定

め
て
　

	

天て
ん
よ
り
渡わ

た
す
与あ

た
え
な
る
の
は

月
日
辨
別
出
真
實
之
心
，
由
天
所
交

付
的
天
賜
之
物
…

2	

一ち
ょ
と寸
し
た
る
事こ

と
と
は
更さ

ら
に
思お

も
う
な
よ
　

	

天て
ん

よ
り
深ふ

か
い
思お

も
わ
く惑

が
有あ

る

千
萬
別
以
為
只
是
小
事
情
哦
！
這
是

出
自
上
天
深
厚
的
思
慮
。

3	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
で
あ
ろ
う
な
ら
　

	

唐か
ら

天て
ん

竺じ
く
も
心

こ
こ
ろ

澄す

ま
し
て

此
話
究
竟
說
的
是
什
麼
事
情
呢
？
是

連
「
唐
」
與
「
天
竺
」
的
心
都
要
去
澄
清
。

4	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

如ど
う何
し
て
澄す

ま
す
事こ

と
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日

飛と

び
出で

て
彼あ

あ
ち方

此こ
う
ち方

と

這
些
心
要
如
何
去
澄
清
呢
？
月
日
不

管
這
裡
還
是
那
裡
，
都
會
飛
奔
過
去
。

月
日
鑑
定
心
誠
實	

將
自
上
天
授
天
賜

切
莫
看
做
尋
常
事	

出
自
月
日
深
慈
意

若
問
此
言
是
何
意	

欲
澄
迷
徒
俗
人
心

如
何
澄
清
迷
俗
心	

月
日
無
處
不
奔
臨

第
十
號 
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5	
段だ

ん
だ
ん々

と
月つ

き
ひ日

体た
い
な
い内

入い

り
込こ

ん
で
　

	

自じ
ゅ
う
よ由
自じ

ざ
い在
を
し
て
掛か

か
る
で
な

漸
漸
地
，
月
日
會
進
入
你
們
的
身
體

裡
，
施
展
自
由
自
在
的
神
能
。

6	

し
た
る
な
ら
何な

ん
ぼ
唐か

ら
や
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

日に
ほ
ん本

の
者も

の
に
此こ

れ
は
敵か

な
わ
ん

這
樣
一
來
，
不
管
是
什
麼
樣
的
「
唐
」，

也
無
法
與
「
日
本
」
相
匹
敵
。

7	

日に
ち
に
ち々

に
見み

え
る
処

と
こ
ろで

得と
く
し
ん心

せ
　

	

何な
ん
ど
き時
何ど

ん
な
話

は
な
し

聞き

く
や
ら

什
麼
時
候
會
說
什
麼
話
給
你
們
聽

呢
？
就
從
每
天
看
到
的
事
情
之
中
去
領

會
吧
！

8	

何ど

の
様よ

う
な
話

は
な
し

聞き

い
て
も
先さ

き
い
よ
り
　

	

此こ
れ

は
月つ

き
ひ日

の
話

は
な
しな

る
の
哉や

而
不
論
聽
到
些
什
麼
，
都
已
經
包
含

在
月
日
之
前
的
話
語
裡
。

月
日
漸
入
人
體
中	

即
將
開
始
顯
全
能

如
此
雖
言
是
迷
徒	

卻
亦
莫
能
敵
悟
者

日
日
所
顯
須
悟
知	

難
知
何
時
聽
何
事

無
論
聽
到
任
何
事	

皆
為
月
日
預
言
之

第
十
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9	

此こ
れ

か
ら
は
日に

ほ
ん本

の
者も

の
は
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

月つ
き
ひ日
引ひ

き
立た

て
此こ

れ
を
見み

て
い
よ

看
著
吧
，
今
後
「
日
本
」
將
會
漸
漸

得
到
月
日
的
照
顧
。

10	

何な
に
も
彼か

も
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
皆み

な

教お
し
え
　

	

知し

ら
ん
事こ

と
を
は
無な

い
様よ

う
に
す
る

不
論
什
麼
事
情
都
會
教
導
給
你
們
，

使
你
們
不
再
有
不
明
白
之
事
。

11	

日に
ほ
ん本

に
は
柱

は
し
らを

立た

て
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

病や

ま
ず
死し

な
ず
に
弱よ

わ
り
無な

き
様よ

に

若
能
在
「
日
本
」
將
甘
露
台
豎
立
起

來
的
話
，
你
們
就
能
夠
不
病
、
不
死
、

也
不
會
衰
弱
。

12	

今い
ま
ま
で迄
は
唐か

ら
や
と
言ゆ

う
て
蔓は

び
か延
り
て
　

	

儘ま
ま

に
し
て
い
た
今こ

ん
ど度

返か
や

し
を

直
到
現
在
，「
唐
」
照
著
自
己
的
想
法

恣
意
而
為
，
但
這
一
次
將
要
「
返
還
」

回
去
。

月
日
今
漸
祐
悟
者	

對
此
待
視
即
可
知

所
有
一
切
皆
相
告	

使
汝
無
事
不
知
曉

若
在
悟
區
立
聖
台	

可
保
永
不
病
死
衰

至
今
迷
徒
甚
放
肆	

今
番
即
將
回
報
施

第
十
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13	
此こ

の

話
は
な
し

誰た
れ

に
如ど

う何
せ
と
言ゆ

う
で
無な

し
　

	

月つ
き
ひ日
飛と

び
出で

て
儘ま

ま
に
す
る
也な

り

這
話
並
不
是
要
某
某
人
去
做
什
麼
。

月
日
會
飛
奔
出
去
，
依
神
意
而
為
。

14	

此こ
れ

迄ま
で

も
月つ

き
ひ日

を
知し

ら
ん
者も

の
は
無な

い
　

	

な
れ
ど
本ほ

ん

元も
と

知し

り
た
者も

の

無な

し

至
今
沒
有
人
不
知
道
誰
是
月
日
，
但

最
根
本
的
元
始
之
事
卻
沒
有
人
知
道
。

15	

此こ
の
た
び度

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

言ゆ

う
て
聞き

か
し
て
救た

す
け
急い

そ
ぐ
で

這
次
不
論
什
麼
樣
的
事
情
，
都
會
將

實
情
說
給
你
們
聽
，
加
快
拯
救
的
腳
步
。

16	

此こ
の

日ひ
が
ら柄

何い
つ時

頃ご
ろ

な
る
と
言ゆ

う
な
ら
ば
　

	

田た
あ

の
修し

ゅ
う
り理

を
終し

ま
い
次し

だ
い第

に

說
到
這
日
子
何
時
會
到
來
，
就
在
田

地
都
整
理
完
畢
的
時
候
。

	

此
言
並
非
使
人
行	

月
日
衝
出
顯
全
能

無
人
不
知
天
月
日	

根
本
真
理
無
人
知

今
告
一
切
真
實
事	

乃
因
急
欲
拯
人
世

若
問
何
日
可
顯
世	

中
耕
之
後
立
秋
時

第
十
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17	

其そ
れ

か
ら
は
何な

に
か
珍

め
ず
らし

道み
ち

に
成な

る
　

	

勤つ
と
め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う衆
皆み

な

寄よ

り
て
来く

る

屆
時
珍
奇
的
道
路
將
會
出
現
，
奉
行

聖
舞
人
員
都
會
聚
集
過
來
。

18	

段だ
ん
だ
ん々
と
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ
む
で
な
　

	

何な
ん

と
大や

ま
と和

は
偉え

ら
い
豊ほ

う
ね
ん年

一
天
又
一
天
，
內
心
慢
慢
踴
躍
起
來
，

大
和
地
區
就
要
大
豐
收
了
啊
！

19	

日に
ち
に
ち々

に
早は

や
く
勤つ

と
め
を
急せ

き
込こ

め
よ
　

	

如い
か何
な
る
難な

ん
も
皆み

な

逃の
が
れ
る
で

一
天
接
著
一
天
，
為
了
早
日
奉
行
聖

舞
加
快
腳
步
，
不
論
什
麼
災
難
都
可
以

避
開
。

20	

何ど

の
様よ

う
な
難

む
ず
かし
く
な
る
病

や
ま
いで
も
　

	

勤つ
と

め
一い

ち
じ
ょ条

で
皆み

な

助た
す

か
る
で

不
管
怎
麼
難
治
的
病
，
只
要
全
心
奉

行
聖
舞
都
能
夠
得
救
。

而
後
珍
奇
道
路
顯	

聖
舞
人
員
皆
集
全

日
日
人
心
漸
欣
然	

齊
稱
大
和
是
豐
年

日
日
急
速
行
聖
舞	

任
何
災
難
可
免
除

不
論
疾
病
如
何
重	

專
心
聖
舞
可
得
拯

第
十
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21	
勤つ

と
め
で
も
如ど

う何
言ゆ

う
勤つ

と
め
す
る
な
ら
ば
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
勤つ

と
め
一い

ち
じ
ょ
う条

說
到
這
聖
舞
，
是
什
麼
樣
的
聖
舞
呢
？

是
為
甘
露
台
全
心
全
意
奉
行
的
聖
舞
。

22	

此こ
の

台だ
い

を
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

此こ
れ

日に
っ
ぽ
ん本

の
親お

や
で
あ
る
ぞ
哉や

你
們
想
這
甘
露
台
究
竟
是
什
麼
呢
？

這
可
是
「
日
本
」
的
父
母
呀
！

23	

此こ
れ

さ
い
か
誠

ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実

思お
も

う
な
ら
　

	

月つ
き
ひ日
見み

分わ

け
て
皆み

な

引ひ

き
受う

け
る

如
果
內
心
真
誠
地
信
此
為
真
的
話
，

月
日
會
明
辨
出
此
心
，
任
何
事
都
能
獲

得
保
證
。

24	

月つ
き
ひ日

よ
り
引ひ

き
受う

け
す
る
と
言ゆ

う
か
ら
は
　

	

千せ
ん

に
一ひ

と
つ
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

受
月
日
保
證
的
事
情
，
一
千
件
裡
面

一
件
也
不
會
出
差
錯
。

若
問
該
行
何
種
舞	

專
奉
甘
露
台
聖
舞

可
知
此
台
意
何
如	

此
乃
人
類
之
父
母

若
能
信
此
為
真
實	

月
日
鑑
定
祐
護
施

月
日
既
保
賜
祐
護	

千
萬
之
中
無
一
誤
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25	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
聞き

い
て
い
る
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
勤つ

と
め
な
る
の
は

這
些
話
你
們
是
怎
麼
去
聽
的
呢
？
這

是
有
關
甘
露
台
聖
舞
，

26	

一ち
ょ
と寸
し
た
る
勤つ

と
め
な
る
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

三さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
く

十
六
人に

ん

人に
ん

が
欲ほ

し
い
で

不
要
以
為
這
聖
舞
沒
什
麼
唷
！
需
要

三
十
六
個
人
來
奉
行
。

27	

其そ
の

内う
ち

に
鳴な

り
も
の物

入い

れ
て
十じ

ゅ
う
く九

人に
ん

　

	

神か
ぐ
ら楽
勤づ

と
め
の
人

に
ん
じ
ゅ
う
衆
欲ほ

し
い
で

這
裡
頭
包
含
樂
器
的
話
有
十
九
人
，

奉
行
神
樂
聖
舞
需
要
這
些
人
員
。

28	

真し
ん
じ
つ実
に
心

こ
こ
ろ

定さ
だ
め
て
思し

や
ん案
せ
よ
　

	

取と
り
つ
ぎ次

の
人ひ

と

確し
か

と
頼た

の
む
で

好
好
地
把
心
安
定
下
來
，
去
想
一
想

吧
。
傳
達
神
意
的
人
，
一
切
都
拜
託
你

們
了
。

汝
對
此
言
思
何
如	

所
謂
甘
露
台
聖
舞

切
莫
看
為
尋
常
舞

需
要
人
員
三
十
六

包
含
樂
器
十
九
人	

需
要
神
樂
聖
舞
員

詳
思
此
事
定
汝
心	

一
切
託
汝
傳
達
人
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29	
此こ

の

台だ
い

を
拵

こ
し
ら

え
よ
と
て
段だ

ん
だ
ん々

に
　

	

月つ
き
ひ日
人

に
ん
じ
ゅ
う
衆
の
模も

よ
う様
す
る
也な

り

為
了
豎
立
此
台
，
月
日
一
點
一
點
為

人
員
的
事
作
準
備
。

30	

人
に
ん
じ
ゅ
う

衆
が
確し

か
と
寄よ

り
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

其そ
の

儘ま
ま

台だ
い

も
出で

け来
る
事こ

と
や
で

當
人
員
確
實
聚
集
過
來
的
話
，
這
台

子
自
然
就
會
豎
立
起
來
。

31	

此こ
の

道み
ち

は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日
勤つ

と
め
の
手て

え
を
教お

し
え
て

要
問
「
這
是
一
條
什
麼
樣
的
路
」
的
話
，

是
月
日
將
聖
舞
的
手
勢
教
導
給
你
們
。

32	

其そ
れ

よ
り
も
月つ

き
ひ日

一い
ち
れ
つ列

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
　

	

連つ

れ
て
出で

た
な
ら
ひ
と
り
出で

け来
る
で

當
日
月
從
世
界
之
中
把
人
帶
過
來
的

時
候
，
甘
露
台
自
然
就
會
建
立
起
來
。

月
日
欲
建
甘
露
台	

奉
舞
人
員
漸
安
排

人
員
確
能
皆
集
齊	

聖
台
自
然
會
建
起

若
問
此
道
是
何
事	

聖
舞
手
勢
月
日
示

以
後
使
授
世
界
中	

甘
露
聖
台
自
建
成
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33	

此こ
れ

さ
い
か
確た

し
か
に
出で

け来
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

月つ
き
づ
き々

勤つ
と
め
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

這
事
情
若
是
真
能
達
成
的
話
，
聖
舞

就
能
每
月
每
月
確
實
無
誤
地
奉
行
。

34	

勤つ
と
め
さ
い
違ち

が
わ
ん
様よ

う
に
成な

っ
た
な
ら
　

	

天て
ん

の
与あ

た
え
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

聖
舞
若
是
確
實
無
誤
地
奉
行
，
必
能

得
到
天
食
的
祐
護
。

35	

此こ
の

道み
ち

は
誠

ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実

難む
ず
かし

い
　

	

道み
ち
で
あ
る
ぞ
や
皆み

な

思し
や
ん案
せ
よ

這
條
路
的
確
是
非
常
艱
難
的
一
條
路

啊
。
你
們
都
要
好
好
去
思
量
。

36	

此こ
の

人
に
ん
じ
ゅ
う
衆
何ど

こ処
に
有あ

る
や
ら
知し

ろ
ま
い
な
　

	

月つ
き
ひ日

見み

分わ

け
て
皆み

な

引ひ

き
寄よ

せ
る

你
們
不
會
知
道
聖
舞
人
員
從
哪
裡
來
，

月
日
會
明
辨
心
性
，
把
他
們
都
招
引
過

來
。

只
要
此
事
能
完
成	

每
月
聖
舞
無
誤
生

奉
行
聖
舞
若
無
誤	

授
以
天
與
定
祐
護

此
道
誠
修
非
易
事	

汝
等
務
須
仔
細
思

人
員
何
在
難
以
知	

月
日
鑑
定
可
招
致
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37	
何ど

の
様よ

う
な
処

と
こ
ろの

者も
の

と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

月つ
き
ひ日
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
し
て
見み

せ
る
で
な

不
論
是
身
在
何
處
的
人
也
好
，
月
日

都
會
施
展
自
由
的
祐
護
給
他
們
看
。

38	

段だ
ん
だ
ん々

と
人

に
ん
じ
ゅ
う衆

揃そ
ろ

う
た
其そ

の

上う
え

で
　

	

真し
ん
じ
つ実

を
見み

て
役や

く
わ
り割

を
す
る

當
人
員
漸
漸
齊
聚
之
後
，
月
日
會
明

辨
他
們
的
真
心
、
決
定
其
角
色
。

39	

役や
く
わ
り割

も
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
　

	

神か
ぐ
ら楽
十

じ
ゅ
う

人に
ん

後あ
と
い
鳴な

り
も
の物

這
角
色
又
是
指
什
麼
呢
？
神
樂
聖
舞

要
十
人
，
其
餘
的
則
是
樂
器
。

40	

此こ
れ

さ
い
か
早は

や
く
確

し
っ
かり

揃そ
ろ

た
な
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
出で

け来
ん
事こ

と

無な

し

人
員
若
是
能
早
日
齊
聚
的
話
，
便
沒

有
什
麼
不
可
能
的
事
情
。

不
管
人
員
在
何
地	

月
日
全
能
可
招
集

聖
舞
人
員
漸
招
足	

鑑
其
誠
心
配
任
務

任
務
究
竟
指
何
說	

樂
舞
十
人
餘
奏
樂

只
要
將
此
早
湊
全	

任
何
事
情
皆
不
難
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41	

今き
ょ
う日

か
ら
は
段だ

ん
だ
ん々

文も
ん
く句

変か
わ

る
で
な
　

	

今い
ま
ま
で迄
知し

ら
ん
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う

今
天
起
，
事
情
慢
慢
將
會
有
些
改
變
，

只
說
些
你
們
至
今
不
知
道
的
事
情
。

42	

今い
ま
ま
で迄
も
何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
有あ

る
け
れ
ど
　

	

月つ
き
ひ日

教お
し

え
ん
事こ

と
は
無な

い
ぞ
哉や

至
今
已
經
出
現
過
各
種
不
同
的
路
，

但
沒
有
一
條
不
是
月
日
所
教
導
的
呀
。

43	

月つ
き
ひ日

よ
り
大た

い
て
え抵

何な
に

も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

教お
し
え
て
来き

た
る
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

不
管
什
麼
事
情
，
月
日
大
致
上
都
已

經
教
給
你
們
了
，

44	

此こ
の
た
び度
は
又ま

た

其そ
の

上う
え
の
知し

ら
ん
事こ

と
　

	

何な
に

も
真し

ん
じ
つ実

皆み
な

言ゆ

て
聞き

か
す

但
這
一
次
在
這
些
之
上
，
你
們
不
知

道
的
、
真
實
的
事
情
都
要
說
給
你
們
聽
。

漸
改
話
題
今
日
始	

只
言
至
今
未
知
事

至
今
亦
有
各
種
道	

無
一
月
日
不
曾
告

大
概
所
有
一
切
事	

月
日
雖
已
漸
告
知

今
次
更
要
告
汝
知	

尚
未
講
解
真
實
事
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45	
此こ

れ

迄ま
で

は
唐か

ら
や
と
言ゆ

う
て
蔓は

び
か延

り
た
　

	

此こ
れ
も
月つ

き
ひ日
が
教お

し
え
来き

た
る
で

直
到
現
在
，「
唐
」
一
直
霸
道
橫
行
著
。

然
而
這
也
是
月
日
的
教
導
呀
。

46	

此こ
の
た
び度

は
月つ

き
ひ日

元も
と

へ
と
立た

ち
返か

い
り
　

	

木き

の
根ね

確し
っ
かり

皆み
な

現あ
ら
わす

で

這
一
次
，
月
日
返
回
到
最
元
始
的
地

方
去
，
使
樹
木
的
根
確
實
地
顯
露
出
來
。

47	

此こ
の

世よ
う

の
元も

と
を
確

し
っ
かり

知し

り
た
者も

の
　

	

何ど
こ処
の
者も

の
で
も
更さ

ら
に
有あ

る
ま
い

真
正
知
道
這
世
界
元
始
之
事
的
人
，

不
管
到
何
處
都
絕
對
不
存
在
。

48	

真し
ん
じ
つ実

に
此こ

の

元も
と

さ
い
か
確

し
っ
かり

と
　

	

知し

り
た
る
な
ら
ば
何ど

こ処
い
行い

た
と
て

一
旦
真
正
確
切
地
知
道
這
元
始
之
事

以
後
，
那
麼
就
算
去
到
什
麼
地
方
，
也

…

至
今
迷
徒
恣
意
行	

亦
因
月
日
教
而
生

此
番
月
日
溯
元
始	

所
有
根
源
確
皆
示

此
世
創
始
之
根
源	

確
實
知
者
無
一
人

若
能
確
知
此
根
源	

所
到
之
地
無
不
安
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49	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
聞き

い
て
い
る
　

	

此こ
れ

取と
り
つ
ぎ次
に
仕し

こ込
み
た
い
の
哉や

這
些
話
你
們
是
怎
麼
想
，
怎
麼
去
聽

的
呢
？
這
些
都
是
為
了
要
培
育
傳
達
神

意
的
人
呀
。

50	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
月つ

き
ひ日
の
思お

も
う
に
は
　

	

人に
ん
げ
ん間

元も
と

を
此こ

れ

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ

月
日
所
思
量
的
，
是
要
將
這
人
類
的

元
始
之
事
傳
遍
於
世
。

51	

早は
や
ば
や々

と
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
一い

ち
れ
つ列

に
　

	

知し

ら
し
た
る
な
ら
話

は
な
し

分わ
か
る
で

若
能
即
早
將
此
實
情
讓
世
人
都
知
道

的
話
，
你
們
就
會
明
白
此
話
的
意
思
。

52	

如い
か何
程ほ

ど
に
話

は
な
しを
説と

い
て
聞き

か
し
て
も
　

	

元も
と

を
知し

ら
し
て
置お

か
ん
事こ

と
に
は

但
不
論
這
些
話
是
怎
麼
說
給
你
們
聽
，

要
是
元
始
之
事
沒
讓
你
們
知
道
的
話
…

對
此
如
何
來
聽
聞	

將
此
欲
教
傳
達
人

可
知
月
日
想
何
事	

創
人
根
源
告
全
世

若
將
真
實
早
告
人	

定
可
瞭
悟
我
所
云

話
語
無
論
怎
樣
講	

不
講
根
源
難
瞭
然
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53	
元も

と
さ
い
か
確

し
っ
かり

言ゆ

う
て
置お

い
た
な
ら
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
皆み

な

聞き

き
分わ

け
る

元
始
之
事
若
是
確
實
說
出
來
的
話
，

不
管
說
什
麼
你
們
便
都
能
夠
明
白
。

54	

此こ
の

世よ
う

の
地じ

い
と
天て

ん
と
は
実じ

つ
の
親お

や
　

	

其そ
れ

よ
り
出で

け来
た
人に

ん
げ
ん間

で
あ
る

這
世
界
的
地
與
天
即
是
真
實
的
父
母
，

在
此
之
中
創
造
出
了
人
類
。

55	

此こ
れ

か
ら
は
唐か

ら
も
日に

ほ
ん本

も
知し

ら
ん
事こ

と
　

	

ば
か
り
言ゆ

う
ぞ
や
確し

か
と
聞き

く
也な

り

今
後
會
盡
說
些
連
「
唐
」
與
「
日
本
」

都
不
知
道
的
事
情
，
要
仔
細
聽
好
。

56	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
知し

ら
ん
と
言ゆ

わ
ん
様よ

う
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

に
仕し

こ込
み
た
い
か
ら

想
要
教
導
世
人
，
讓
你
們
不
管
什
麼

事
都
不
會
說
不
知
道
。

只
要
根
源
講
出
來	

其
他
皆
可
聽
明
白

此
世
天
地
真
父
母	

人
類
乃
是
由
此
出

今
後
只
講
未
知
事	

迷
徒
悟
者
皆
聽
之

為
使
不
言
無
一
知	

欲
教
世
人
所
有
事
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57	

日に
ち
に
ち々

に
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

思お
も

う
に
は
　

	

多お
お
く
の
人ひ

と
の
胸む

ね
の
内う

ち
を
ば

月
日
的
心
每
天
所
思
量
的
，
是
關
於

許
多
人
的
內
心
。

58	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

如ど
う何
し
た
な
ら
ば
分わ

か
る
や
ら
　

	

ど
う
ぞ
早は

や
く
に
此こ

れ
を
分わ

け
た
い

這
樣
的
心
境
要
怎
麼
樣
你
們
才
會
明

白
呢
？
懇
請
你
們
早
日
將
它
分
辨
清

楚
。

59	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
真し

ん
じ
つ実

よ
り
も
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

分わ
か
り
た
な
ら
ば
月つ

き
ひ日
楽た

の
し
み

世
上
的
人
們
，
若
是
內
心
能
真
實
了

悟
的
話
，
月
日
會
很
高
興
。

60	

其そ
れ
か
ら
は
一い

ち
れ
つ列
な
る
の
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

分わ
か

り
た
な
ら
ば
月つ

き
ひ日

其そ
れ

よ
り

當
世
人
的
內
心
都
已
明
白
的
時
候
，

屆
時
月
日
將
會
…

日
日
月
日
心
所
思	

念
及
眾
人
心
中
事

如
何
能
使
此
心
明	

切
望
早
日
使
清
澄

世
界
人
心
如
真
清	

月
日
神
心
樂
無
窮

人
心
若
能
真
清
澄	

月
日
即
將
顯
神
能
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61	
段だ

ん
だ
ん々

と
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ

め
掛か

け
　

	

陽よ
う
き気
づ
く
め
を
皆み

な
に
教お

し
え
て

日
子
一
天
接
著
一
天
，
內
心
漸
漸
踴

躍
起
來
，
康
樂
滿
溢
的
生
活
要
傳
授
給

你
們
。

62	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
多お

お
く
の
人ひ

と
の
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

皆み
な

澄す

ま
し
た
る
事こ

と
で
あ
る
な
ら

一
旦
世
界
上
許
多
人
的
內
心
都
澄
淨

下
來
的
話
，

63	

其そ
れ

よ
り
も
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

み
出で

て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

教お
し
え
る
で

這
樣
一
來
，
月
日
的
心
也
會
踴
躍
起

來
，
不
管
什
事
都
會
教
導
給
你
們
。

64	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
月つ

き
ひ日

真し
ん
じ
つ実

に
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

に
教お

し
え
た
い
の
哉や

不
論
什
麼
樣
的
事
，
月
日
都
想
把
實

情
全
部
教
授
給
你
們
。

逐
日
使
人
心
踴
躍	

康
樂
豐
實
皆
授
與

如
若
世
界
眾
人
心	

皆
能
完
全
使
澄
清

而
後
月
日
心
振
奮	

無
事
不
告
汝
等
聞

所
有
一
切
真
實
事	

月
日
皆
欲
告
人
知
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65	

真し
ん
じ
つ実

の
心

こ
こ
ろが

欲ほ

し
い
月つ

き
ひ日

に
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
仕し

こ込
み
た
い
か
ら

月
日
什
麼
事
都
想
教
導
，
希
望
你
們

能
擁
有
真
實
之
心
。

66	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に
を
仕し

こ込
む
と
思お

も
う
か
な
　

	

此こ
れ

か
ら
先さ

き
の
万

よ
ろ
ず

道み
ち
す
じ筋

說
這
些
話
究
竟
是
要
教
導
些
什
麼

呢
？
是
有
關
接
下
來
各
種
不
同
的
路

途
。

67	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に

様よ

の
事こ

と
も
見み

え
ね
ど
も
　

	

日ひ

が
近ち

か
づ付
け
ば
ひ
と
り
見み

え
る
で

雖
然
直
到
今
天
什
麼
事
情
都
還
沒
看

見
，
當
日
子
接
近
的
時
候
自
然
就
會
看

見
了
。

68	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
病

や
ま
いと
思お

も
う
な
よ
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずは

月つ
き
ひ日

手て
い入

り
哉や

不
論
任
何
事
情
都
別
以
為
是
生
病
哦
，

所
有
事
情
都
是
月
日
施
予
的
神
譴
呀
。

月
日
欲
教
一
切
事	

希
望
汝
等
心
真
實

欲
教
何
事
可
知
乎	

告
汝
將
來
萬
般
路

至
今
一
切
尚
未
顯	

時
期
到
來
自
可
見

症
候
莫
當
疾
病
看	

乃
是
月
日
之
神
譴
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69	
月つ

き
ひ日

よ
り
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

ん
で
　

	

何ど

ん
な
模も

よ
う様
を
す
る
や
知し

れ
ん
で

月
日
的
心
一
天
比
一
天
來
得
著
急
，

但
究
竟
在
作
什
麼
準
備
沒
人
知
道
。

70	

急せ

き
込こ

み
も
何な

に
の
事こ

と
や
ら
知し

ろ
ま
い
な
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
模も

よ
う様

ば
か
り
を

沒
人
知
道
到
底
是
為
什
麼
事
情
而
著

急
…
是
為
了
要
建
立
甘
露
台
呀
！

71	

日に
ち
に
ち々

に
身み

の
内う

ち

障さ
わ

り
付つ

い
た
な
ら
　

	

此こ
れ
は
月つ

き
ひ日
の
手て

い入
り
な
る
か
よ

日
常
之
中
身
上
若
是
出
現
了
「
障
礙
」，

這
便
是
月
日
的
神
譴
啊
。

72	

段だ
ん
だ
ん々

と
見み

澄す

ま
す
処

と
こ
ろ

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
　

	

気き

の
毒ど

く
な
か
ら
文も

ん
く句

変か

え
た
い

一
點
一
點
看
清
楚
世
界
上
的
各
個
地

方
，
因
為
太
可
憐
了
啊
，
所
以
想
做
一

些
改
變
。

月
日
天
天
心
焦
急	

做
何
安
排
人
難
悉

所
急
何
事
人
難
猜	

準
備
安
置
甘
露
台

日
常
如
有
疾
症
顯	

須
悟
此
乃
月
日
譴

逐
漸
觀
遍
人
世
間	

誠
屬
可
憐
須
改
變
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73	

思し
や
ん案

せ
よ
口く

ち
で
何な

に
ご
と事

言ゆ

う
た
と
て
　

	

確た
し
か
な
証し

ょ
う
こ拠
無な

く
ば
い
か
ん
で

想
想
看
呀
，
事
情
只
光
是
用
嘴
巴
說
，

沒
有
確
切
的
證
據
是
不
行
的
。

74	

月つ
き
ひ日
よ
り
体た

い
な
い内
よ
り
も
入い

り
込こ

ん
で
　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
の
指さ

し
ず図

証し
ょ
う
こ拠

哉や

月
日
進
入
身
體
裡
面
，
給
予
自
由
自

在
神
祐
之
指
示
，
這
就
是
證
據
呀
。

75	

其そ
れ

故ゆ
え

に
今い

ま
ま
で迄

何ど
こ処

に
無な

い
事こ

と
を
　

	

ば
か
り
言ゆ

う
う
て
創は

じ
め
掛か

け
る
で

因
此
，
盡
說
一
些
至
今
什
麼
地
方
都

未
曾
有
過
的
事
情
，
作
為
一
個
開
端
。

76	

今い
ま
ま
で迄
も
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う
の
も
な
　

	

此こ
れ

も
月つ

き
ひ日

の
皆み

な

教お
し

え
や
で

雖
然
盡
說
些
至
今
沒
出
現
過
的
事
情
，

但
這
些
也
都
是
月
日
的
教
導
啊
。

細
思
只
是
以
口
云	

如
無
實
證
難
置
信

月
日
進
入
始
祖
身	

施
顯
全
能
可
證
真

故
而
所
言
未
有
事	

今
將
神
能
皆
顯
實

所
言
皆
是
未
有
事	

只
有
月
日
皆
告
知
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77	
此こ

の
た
び度

の
甘か

ん
ろ
う
だ
い

露
台
と
言ゆ

う
の
も
な
　

	

此こ
れ
も
今い

ま
ま
で迄
知し

ら
ん
事こ

と
や
で

這
一
次
說
到
甘
露
台
，
也
是
至
今
都

沒
有
人
知
道
的
事
情
。

78	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

知し

ら
ん
事こ

と
を
ば
教お

し
え
た
い
か
ら

不
論
說
什
麼
都
是
出
自
月
日
，
因
為

想
教
你
們
沒
人
知
道
的
事
情
。

79	

此こ
の

屋や
し
き敷

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
を
据す

え
る
の
は
　

	

人に
ん
げ
ん間
創は

じ
め
掛か

け
た
証し

ょ
う
こ
う拠

在
宅
院
裡
安
置
甘
露
台
，
這
是
創
造

人
類
的
證
據
。

80	

何な
に
ご
と事

も
皆み

な

此こ
の

通と
お

り
創は

じ
め
掛か

け
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
心

こ
こ
ろ

澄す

ま
す
る

任
何
事
情
都
是
由
此
開
始
，
是
為
了

澄
清
世
人
的
內
心
。

甘
露
聖
台
今
將
置	

此
事
至
今
無
人
知

一
切
所
述
皆
月
日	

因
欲
告
人
不
知
事

此
宅
置
有
甘
露
台	

證
明
人
類
所
由
來

一
切
如
此
開
始
行	

欲
使
世
人
心
能
澄
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81	

日に
ち
に
ち々

に
何な

ん
で
も
世せ

か
い界

一い
ち
れ
つ列

を
　

	

勇い
さ
め
る
模も

よ
う様
ば
か
り
す
る
ぞ
哉や

每
天
不
管
做
什
麼
，
都
是
為
了
讓
世

人
踴
躍
起
來
而
作
的
準
備
。

82	

段だ
ん
だ
ん々
と
世せ

か
い界
の
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
な
ら
　

	

立り
ゅ
う
け毛

諸も
ろ
と
も共

皆み
な

勇い
さ

み
出で

る

世
人
的
心
漸
漸
踴
躍
起
來
的
話
，
農

作
物
的
生
長
也
會
跟
著
踴
躍
。

83	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

如ど
う何

し
て
勇い

さ
む
事こ

と
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日
人に

ん
そ
く足
連つ

れ
て
出で

る
ぞ
哉や

內
心
要
如
何
才
得
以
踴
躍
呢
？
月
日

會
去
把
人
手
給
找
出
來
呀
。

84	

其そ
れ

迄ま
で
に
彼あ

あ
ち方
此こ

う
ち方
と
何ど

の
様よ

う
な
　

	

話
は
な
し

段だ
ん
だ
ん々

皆み
な

聞き

く
で
あ
ろ

在
那
之
前
，
你
們
已
經
在
不
同
的
地

方
，
一
點
一
點
聽
過
各
種
不
同
事
情
了

吧
！

日
日
安
排
各
事
情	

只
為
使
人
心
歡
騰

世
界
人
心
漸
歡
騰	

五
穀
無
不
獲
豐
登

人
心
如
何
能
歡
騰	

月
日
帶
領
隨
從
行

俟
至
該
時
各
種
事	

到
處
逐
漸
可
聞
知
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85	
何ど

の
様よ

う
な
話

は
な
し

聞き

く
の
も
皆み

な

先さ
き

い
　

	

言ゆ

う
て
有あ

る
ぞ
や
思し

や
ん案
し
て
み
よ

不
管
聽
到
什
麼
事
情
，
事
先
都
已
經

告
訴
你
們
了
。
好
好
地
想
一
想
吧
。

86	

月つ
き
ひ日

に
は
何な

に
を
段だ

ん
だ
ん々

言ゆ

わ
れ
る
と
　

	

思お
も

う
で
あ
ろ
う
先さ

き
の
楽た

の
し
み

你
們
想
，
月
日
不
斷
在
說
的
到
底
是

什
麼
啊
？
期
待
接
下
來
要
發
生
的
事
情

吧
。

87	

何な
に
ご
と事

も
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

思お
も

う
に
は
　

	

日に
ほ
ん本
に
口こ

う
き記
欲ほ

し
い
事こ

と
か
ら

總
之
，月
日
心
裡
所
想
的
，是
想
為
「
日

本
」
留
下
口
記
。

88	

日に
ほ
ん本

に
も
口こ

う
き記

を
確た

し
か
拵

こ
し
らえ

て
　

	

其そ
れ

広ひ
ろ

め
た
ら
唐か

ら
は
儘ま

ま

也な
り

「
日
本
」
的
口
記
如
果
能
確
實
地
留
傳

下
來
，
當
傳
遍
開
來
的
時
候
，「
唐
」
也

會
跟
著
依
從
。

所
聞
一
切
任
何
事	

皆
已
預
言
可
細
思

或
疑
月
日
漸
言
何	

所
言
皆
是
未
來
樂

萬
般
月
日
心
中
意	

只
望
悟
區
有
口
記

悟
區
若
確
編
口
記	

弘
此
迷
域
如
神
意
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89	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
皆み

な
の
者も

の
　

	

日に
ほ
ん本
の
者も

の
は
皆み

な

我わ

が
事こ

と

哉や

你
們
是
怎
麼
去
想
這
些
話
的
意
思

呢
？
只
要
是
「
日
本
」
的
人
，
這
都
是

與
自
己
有
關
呀
。

90	

其そ
れ

知し

ら
ず
何な

ん
と
思お

も
う
て
上か

み
た
る
は
　

	

胸む
ね

が
分わ

か
ら
ん
月つ

き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

上
位
的
人
不
知
道
這
事
情
，
想
不
透
、

心
裡
不
明
白
，
月
日
感
到
很
遺
憾
。

91	

此こ
の

処
と
こ
ろ

何ど

の
様よ

な
口こ

う
き記

し
た
る
と
も
　

	

此こ
れ
は
日に

ほ
ん本
の
宝

た
か
らな
る
ぞ
哉や

不
管
在
這
裡
完
成
什
麼
樣
的
口
記
，

都
將
成
為
「
日
本
」
的
寶
物
啊
。

92	

一い
ち
れ
つ列
の
心

こ
こ
ろ

定さ
だ
め
て
思し

や
ん案
せ
よ
　

	

早は
や

く
口こ

う
き記

を
待ま

つ
様よ

う
に
せ
よ

所
有
的
人
都
把
心
定
下
來
好
好
想
一

想
吧
，
快
來
等
待
口
記
的
到
來
！

對
此
神
言
汝
何
思	

此
乃
悟
者
自
身
事

權
貴
不
解
此
神
言	

因
而
月
日
生
神
憾

編
於
此
地
之
口
記	

皆
是
悟
區
之
寶
籍

世
人
決
心
並
思
量	

可
待
口
記
早
日
成
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93	
真し

ん
じ
つ実

の
口こ

う
き記

が
出で

け来
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
月つ

き
ひ日
広ひ

ろ
め
る

真
實
的
口
記
一
旦
完
成
的
話
，
不
管

任
何
事
情
月
日
都
要
去
宣
揚
。

94	

月つ
き
ひ日

よ
り
広ひ

ろ
め
を
す
る
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

皆み
な

の
心

こ
こ
ろは

承し
ょ
う
ち知

出で
け来

ま
い

雖
然
說
月
日
要
去
宣
揚
，
但
大
家
的

心
裡
卻
都
不
明
白
。

95	

其そ
れ

故ゆ
え

に
取と

り
つ
ぎ次

よ
り
に
確

し
っ
かり

と
　

	

頼た
の
み
置お

く
か
ら
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

因
此
，
做
為
傳
達
的
人
，
這
事
情
全

部
拜
託
你
們
了
，
要
好
好
去
明
白
呀
。

96	

此こ
の

日ひ
が
ら柄

刻こ
く
げ
ん限

来き

た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何な
ん
ど
き時

月つ
き
ひ日

何ど
こ処

い
行い

く
や
ら

當
時
限
之
日
來
臨
時
，
誰
知
月
日
會

在
何
時
前
往
何
處
啊
。

真
實
口
記
如
完
成	

任
事
月
日
廣
推
行

月
日
雖
言
欲
傳
播	

世
人
心
中
難
認
可

因
此
牢
託
傳
達
人	

汝
等
皆
須
知
此
情

如
果
該
日
該
時
至	

月
日
所
向
無
人
知
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97	

日に
ち
に
ち々

に
取と

り
つ
ぎ次

の
人ひ

と

確し
っ
かり

と
　

	

心
こ
こ
ろ

静し
ず
め
て
早は

や
く
掛か

か
れ
よ

一
天
又
一
天
，
傳
達
的
人
好
好
把
心

靜
下
來
，
早
點
去
著
手
吧
。

98	

此こ
の

道み
ち
は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
皆み

な
の
者も

の
　

	

思お
も

て
い
る
や
ら
一ち

ょ
と寸

に
分わ

か
ら
ん

這
條
路
你
們
究
竟
是
怎
麼
看
待
的
？

要
明
白
並
不
容
易
。

99	

月つ
き
ひ日

に
は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

心
こ
こ
ろ

確し
っ
かり
通と

お
り
抜ぬ

け
る
で

無
論
什
麼
樣
的
路
，
月
日
都
會
以
真

實
之
心
確
實
地
穿
越
過
去
。

100	

此こ
の

道み
ち
を
上か

み
へ
抜ぬ

け
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
の
働

は
た
らき

を
す
る

當
這
條
路
通
達
到
「
上
面
」
時
，
月

日
就
會
施
展
出
自
由
自
在
的
神
能
。

傳
達
人
員
心
要
靜	

從
速
開
始
去
推
行

此
道
看
做
是
何
事	

汝
等
世
人
不
易
知

月
日
不
管
多
困
苦	

決
心
穿
過
真
實
路

此
道
如
能
達
上
層	

必
定
將
會
賜
全
能

第
十
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101	
月つ

き
ひ日

よ
り
此こ

の

働は
た
らき

を
仕し

掛か

け
た
ら
　

	

如い
か何
な
剛ご

う
て
き的
た
る
と
言ゆ

う
て
も

當
月
日
開
始
施
展
神
能
的
時
候
，
那

即
便
是
再
健
壯
的
人
，

102	

心こ
こ
ろよ

り
真し

ん
じ
つ実

分わ
か

り
澄す

み
切き

り
て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
親お

や
に
凭も

た
れ
る

也
能
夠
真
正
地
明
白
，
將
內
心
徹
底

澄
清
，任
何
事
情
都
交
給
父
母
神
安
排
。  

103	

此こ
の

先さ
き

は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

陽よ
う
き気
づ
く
め
に
皆み

な
し
て
掛か

か
る

而
月
日
將
會
著
手
，
讓
之
後
的
世
界

不
管
到
哪
裡
，
都
充
滿
康
樂
的
氣
息
。

104	

段だ
ん
だ
ん々

と
此こ

の

道み
ち
す
じ筋

の
様よ

う
た
い態

は
　

	

皆み
な

我わ

が
事こ

と
と
思お

も
て
思し

や
ん案

せ

一
點
一
點
，
把
這
條
道
路
上
所
有
的

事
都
當
作
是
自
己
的
事
情
。
好
好
去
思

考
吧
！

月
日
開
始
賜
神
能	

不
管
汝
力
多
強
盛

必
能
瞭
悟
心
清
澄	

任
事
皆
依
父
母
神

今
後
世
界
任
何
處	

皆
使
康
樂
豐
實
出

弘
傳
此
道
漸
顯
事	

皆
為
己
事
須
細
思

第
十
號 
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第 
十
一 

號

七
十
八
歲
老
嫗

		


一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
六
月



 



1	

胸む
ね

先さ
き

へ
厳き

び
し
く
支つ

か
え
来き

た
る
な
ら
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

み
で
あ
る

胸
口
鬱
悶
、
覺
得
非
常
不
舒
暢
的
時

候
，
那
便
是
月
日
內
心
在
焦
急
。

2	

此こ
の

先さ
き
は
一い

ち
れ
つ列
な
る
に
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

身み

の
内う

ち

障さ
わ

り
皆み

な

付つ

く
で
あ
ろ

今
後
的
日
子
裡
，
在
所
有
人
的
身
上

「
障
礙
」
都
會
一
個
一
個
顯
現
出
來
。

3	

何ど

の
様よ

う
な
障さ

わ
り
付つ

い
て
も
案あ

ん
じ
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

偉え
ら
い
思お

も
わ
く惑

但
不
管
出
現
什
麼
樣
的
「
障
礙
」
都

不
要
擔
心
，
這
些
都
是
月
日
之
心
深
厚

的
思
慮
。

4	

身み

の
内う

ち
に
障さ

わ
り
付つ

い
て
も
銘め

え
め
え々
の
　

	

心
こ
こ
ろ

其そ
れ
ぞ
れ々

皆み
な

分わ

け
る
で
な

即
便
是
身
上
出
現
了
「
障
礙
」，
但
這

都
是
為
了
將
每
個
人
的
內
心
，
一
個
一

個
區
分
出
來
。

有
物
如
甚
堵
胸
間	

乃
是
月
日
心
焦
顯

今
後
無
論
任
何
人	

異
常
皆
漸
顯
於
身

任
何
異
常
莫
擔
心	

乃
因
月
日
意
圖
深

身
體
雖
有
異
常
現	

鑑
別
人
心
而
使
顯

第
十
一
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5	
真し

ん
じ
つ実

に
思お

も
う
心

こ
こ
ろと

銘め
え
め
え々

の
　

	

思し
や
ん案
ば
か
り
を
思お

も
い
い
る
と
を

是
懷
著
真
實
之
心
？
還
是
只
顧
慮
著

自
己
的
人
？
要
將
兩
者
區
分
出
來
。

6	

月つ
き
ひ日

に
は
何ど

の
様よ

な
心

こ
こ
ろい

る
者も

の
も
　

	

此こ
の
た
び度

確し
か

と
分わ

け
て
見み

せ
る
で

不
論
是
懷
著
什
麼
樣
心
態
的
人
也
好
，

這
一
次
都
要
確
實
地
區
分
出
來
給
你
們

看
。

7	

何ど

の
様よ

う
な
心

こ
こ
ろも

確し
か

と
見み

て
い
る
で
　

	

月つ
き
ひ日
此こ

の
た
び度
皆み

な

分わ

け
る
で
な

這
一
次
月
日
全
都
要
區
分
開
來
，
不

管
是
什
麼
樣
的
內
心
都
能
確
實
看
透
。 

8	

口く
ち

先さ
き

の
追

つ
い
し
ょ
う従ば

か
り
は
要い

ら
ん
も
の
　

	

心こ
こ
ろの

誠
ま
こ
と

月つ
き
ひ日

見み

て
い
る

不
需
要
諂
媚
的
言
語
，
月
日
能
看
見

真
誠
之
心
。

誠
為
此
道
思
念
心	

抑
或
僅
知
顧
自
身

汝
等
究
竟
存
何
心	

此
次
月
日
確
使
分

任
何
存
心
皆
看
穿	

月
日
分
清
在
此
番

巧
言
令
色
不
必
有	

月
日
只
看
心
誠
否

第
十
一
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9	

此こ
れ

迄ま
で

も
色い

ろ
い
ろ々

話
は
な
し

説と

い
た
れ
ど
　

	

本ほ
ん

真し
ん
じ
つ実
が
見み

え
て
無な

い
の
で

至
今
已
經
說
過
各
種
不
同
的
事
，
但

還
沒
看
見
真
正
最
真
實
的
事
情
。

10	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
何な

に
の
話

は
な
しを
し
た
る
と
も
　

	

違ち
が

う
様よ

う
な
る
事こ

と
は
言ゆ

わ
ね
ど

今
天
不
管
說
了
些
什
麼
，
錯
誤
的
事

情
絕
對
不
會
說
。

11	

月つ
き
ひ日

よ
り
一い

ち
ど
う度

言ゆ

う
て
置お

い
た
な
ら
　

	

何い
つ時
に
な
り
て
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

一
旦
月
日
說
過
一
次
的
事
，
不
論
到

什
麼
時
候
都
不
會
出
錯
。

12	

其そ
れ

知し

ら
ず
側そ

ば
の
心

こ
こ
ろは
誰た

れ
に
て
も
　

	

世せ
か
い界

並な
み

な
る
様よ

う
に
思お

も
う
て

然
而
旁
邊
的
人
心
裡
卻
不
知
道
，
還

以
為
只
是
和
世
俗
一
樣
的
事
情
。

至
今
雖
已
講
各
事	

月
日
真
意
未
顯
實

	

任
何
事
情
今
所
說	

必
將
實
現
決
無
錯

月
日
只
要
一
說
出	

永
如
所
言
無
錯
誤

雖
告
其
事
亦
不
知	

近
者
皆
當
一
般
事

第
十
一
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13	
此こ

の
た
び度

の
悩な

や
む
処

と
こ
ろで

得と
く
し
ん心

せ
　

	

皆み
な
の
心

こ
こ
ろも
銘め

え
め
え々

心こ
こ
ろも

這
一
次
，
由
煩
惱
之
處
去
領
會
，
不

管
是
由
眾
人
之
心
，
還
是
由
每
個
人
各

自
的
內
心
。

14	

此こ
の

事こ
と

を
自じ

ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
は
違ち

が
わ
ね
ど
　

	

皆み
な

の
心

こ
こ
ろに

承し
ょ
う
ち知

無な

け
ね
ば

自
由
自
在
的
神
祐
絕
對
不
會
出
差
錯
，

但
如
果
大
家
的
心
裡
不
明
白
的
話
…

15	

一い
ち
れ
つ列

に
承し

ょ
う
ち知

を
し
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日
請う

け
合よ

て
確た

し
か
救た

す
け
る

如
果
世
人
都
明
白
了
的
話
，
月
日
保

證
一
定
會
去
拯
救
。

16	

此こ
の

救た
す

け
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

三み
っ
か
め
え

日
目
に
は
外そ

と
い
出で

る
様よ

う

你
們
想
，
這
拯
救
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

是
只
要
到
第
三
天
就
能
到
外
面
去
了

啊
。

	

此
番
身
疾
須
細
思	

近
者
本
人
須
悟
知

雖
有
全
能
可
賜
祐	

汝
等
不
悟
亦
難
救

世
人
若
能
皆
悟
醒	

月
日
保
證
定
賜
拯

若
問
將
賜
何
拯
救	

三
日
頭
上
可
外
出

第
十
一
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17	

此こ
れ

迄ま
で

も
月つ

き
ひ日

と
言ゆ

う
て
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

話
は
な
し

も
説と

い
て
来き

た
る
な
れ
ど
も

雖
然
到
目
前
為
止
自
稱
為
月
日
，
並

且
一
點
一
點
把
道
理
說
出
來
，

18	

未ま

だ
芯し

ん
の
処

と
こ
ろは
更さ

ら
に
分わ

か
る
ま
い
　

	

此こ
の
た
び度

何ど

ん
な
事こ

と
も
現

あ
ら
わす

但
最
重
要
的
部
分
你
們
還
是
沒
有
明

白
。
這
一
次
，
不
論
什
麼
事
情
都
要
將

它
顯
露
出
來
。

19	

話は
な
しで

も
同お

な
し
処

と
こ
ろで

言ゆ

う
な
ら
ば
　

	

何な
ん
ど
人に

ん
げ
ん間
心ご

こ
ろな
る
様よ

う

這
些
話
如
果
只
是
在
同
一
個
地
方
說

的
話
，
會
被
以
為
只
是
出
自
常
人
之
心
。

20	

皆み
な
の
者も

の

思お
も
う
心

こ
こ
ろは
気き

の
毒ど

く

哉や

　

	

此こ
の
た
び度

処
と
こ
ろ

変か

え
て
話

は
な
しを

當
成
是
出
自
常
人
，
這
樣
的
心
念
真

是
可
憐
啊
。
這
一
次
要
換
到
不
同
地
方

去
說
。

至
今
稱
己
為
月
日	

逐
漸
告
汝
各
種
事

或
尚
未
悟
真
實
處	

今
番
一
切
皆
顯
出

神
言
如
出
同
一
人	

或
疑
出
自
常
人
心

如
是
想
法
真
可
憐	

今
借
別
口
同
樣
談

第
十
一
號 

17 - 

20

- 279 -



21	
此こ

れ

聞き

い
て
如い

か何
な
者も

の
で
も
得と

く
し
ん心

せ
　

	

月つ
き
ひ日
自

じ
ゅ
う
よ
う
由
皆み

な

此こ
の

道ど
う
り理

聽
了
這
些
話
之
後
，
不
管
是
誰
都
會

信
服
，
月
日
自
由
的
神
能
都
是
依
據
這

個
道
理
呀
。

22	

体た
い
な
い内

へ
月つ

き
ひ日

入い

り
込こ

み
自

じ
ゅ
う
よ
う

由
を
　

	

言ゆ

う
て
い
れ
ど
も
承し

ょ
う
ち知

あ
る
ま
い

月
日
進
入
到
身
體
裡
，
述
說
有
關
自

由
神
祐
的
事
，
但
卻
沒
有
人
能
明
白
。

23	

此こ
の

先さ
き

は
精せ

え
い
っ
ぱ
い

一
杯
に
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

断こ
と
わり
た
上う

え

掛か

か
る
事こ

と

也な
り

今
後
會
竭
盡
心
力
，
一
點
一
點
預
先

告
知
，
然
後
才
去
施
展
神
能
。

24	

月つ
き
ひ日

よ
り
現

あ
ら
われ

出で

る
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

段だ
ん
だ
ん々

何な
に

も
断

こ
と
わり

た
上う

え

即
將
發
生
的
事
情
月
日
先
說
出
來
，

什
麼
事
情
都
會
一
點
一
點
預
先
告
知
。

聞
此
任
人
須
信
實	

月
日
全
能
皆
如
此

月
日
入
體
隨
意
述	

然
而
世
人
難
瞭
悟

因
已
充
分
預
告
之	

今
後
漸
將
神
能
施

月
日
神
能
雖
顯
施	

任
事
漸
先
預
告
之

第
十
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25	

此こ
の
た
び度

の
悩な

や
み
て
い
る
を
病

や
ま
いや

と
　

	

思お
も
て
い
る
の
は
此こ

れ
は
違ち

が
う
で

這
一
次
碰
到
的
煩
惱
，
你
們
以
為
只

是
生
病
，
但
並
不
是
這
樣
子
的
。

26	

此こ
れ
ば
か
り
病

や
ま
い

等な
ぞ
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日

自
じ
ゅ
う
よ
う

由
知し

ら
し
た
い
故ゆ

え

不
要
以
為
這
只
是
生
病
之
類
的
而
已

哦
，
月
日
要
讓
你
們
知
道
何
謂
自
由
的

神
祐
啊
。

27	

何な
に

も
彼か

も
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
知し

ら
す
る
は
　

	

先さ
き
の
思お

も
わ
く惑
有あ

る
か
ら
の
事こ

と

不
管
什
麼
事
情
都
要
讓
你
們
知
道
，

因
為
對
於
未
來
已
經
先
做
了
打
算
。

28	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
　

	

先さ
き

の
万

よ
ろ
ずは

月つ
き
ひ日

引ひ

き
受う

け

這
些
話
究
竟
是
什
麼
意
思
呢
，
將
來

所
有
的
事
都
有
月
日
作
保
證
。

如
今
惱
於
身
欠
安	

切
莫
當
做
疾
病
看

唯
此
莫
認
是
疾
病	

月
日
欲
使
知
全
能

無
論
何
事
皆
告
汝	

因
有
將
來
神
意
圖

此
言
究
竟
何
所
指	

月
日
保
證
將
來
事

第
十
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29	
月つ

き
ひ日

よ
り
引ひ

き
受う

け
す
る
と
言ゆ

う
の
も
な
　

	

元も
と
の
因い

ん
ね
ん縁
有あ

る
か
ら
の
事こ

と

話
說
由
月
日
來
作
保
證
，
是
因
為
具

有
元
始
因
緣
的
緣
故
。

30	

因い
ん
ね
ん縁

も
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
　

	

人に
ん
げ
ん間

創は
じ

め
元も

と
の
道ど

う
ぐ具

哉や

而
說
到
因
緣
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
？

是
創
造
人
類
時
的
元
始
道
具
呀
。

31	

此こ
の

者も
の

に
月つ

き
ひ日

万よ
ろ
ずの

仕し
こ込

み
す
る
　

	

其そ
れ
で
珍

め
ず
らし
救た

す
け
す
る
の
哉や

月
日
要
對
這
個
人
施
予
各
種
不
同
的

教
化
，
由
此
來
施
行
珍
奇
拯
救
。

32	

此こ
の

事こ
と

は
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

此こ
れ

は
日に

ほ
ん本

の
口こ

う
き記

な
る
の
哉や

可
千
萬
不
要
小
看
這
件
事
情
哦
，
這

將
會
成
為
「
日
本
」
的
口
記
呀
。

全
賜
保
證
月
日
言	

因
有
元
始
之
因
緣

元
始
因
緣
指
何
語	

創
人
元
始
一
工
具

月
日
教
伊
萬
般
事	

後
將
珍
奇
拯
救
施

萬
莫
將
此
等
閒
視	

此
乃
悟
區
之
口
記

第
十
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33	

あ
れ
去い

ん
で
此こ

ら
ほ
ど程

何な
に

も
す
き
や
か
に
　

	

助た
す
か
る
事こ

と
を
早は

や
く
知し

り
た
ら

她
要
是
回
到
這
裡
來
的
話
，
只
要
一

下
子
就
能
夠
得
救
啊
。
這
事
情
要
是
能

早
一
點
知
道
的
話
…

34	

其そ
れ

知し

ら
ず
ど
う
ど
去い

な
さ
ず
此こ

の

処と
こ
で
　

	

養よ
う
じ
ょ
う

生
さ
し
て
置お

こ
と
思お

も
た
で

你
們
不
知
道
此
事
，
讓
她
在
那
裡
調

養
身
體
，
沒
回
到
這
裡
來
。

35	

こ
ん
な
事こ

と

早は
や

く
知し

り
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

切せ
つ
な
み
も
無な

し
心し

ん
ぱ
い配
も
無な

し

這
事
情
要
是
能
早
一
點
知
道
的
話
，

既
不
會
感
到
難
受
，
也
不
需
要
擔
憂
。

36	

人に
ん
げ
ん間
は
あ
ざ
な
い
者も

の
で
あ
る
か
ら
に
　

	

月つ
き
ひ日

言ゆ

わ
れ
る
事こ

と
を
背そ

む
い
た

但
人
都
是
很
膚
淺
的
啊
，
違
背
了
月

日
說
的
事
情
。

如
返
宅
可
痊
癒	

此
事
如
能
早
瞭
悟

因
為
不
知
未
使
返	

仍
留
該
地
使
保
養

此
事
如
能
早
瞭
悟	

既
無
憂
來
又
無
苦

因
為
汝
等
多
淺
見	

故
而
違
背
月
日
言
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37	
此こ

れ
か
ら
は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
月つ

き
ひ日

に
は
　

	

凭も
た
れ
付つ

か
ね
ば
な
ら
ん
事こ

と
や
で

今
後
不
管
任
何
事
情
，
都
一
定
要
倚

靠
月
日
才
行
。

38	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
に
も
月つ

き
ひ日

に
て
　

	

凭も
た

れ
て
い
れ
ば
危あ

ぶ
な
気げ

は
無な

い

不
管
做
什
麼
事
情
，
只
要
倚
靠
月
日

就
不
會
有
危
險
。

39	

此こ
の

様よ
う

な
結け

っ
こ
う構

な
る
の
道み

ち
す
じ筋

を
　

	

知し

ら
ず
に
い
た
が
後あ

と
の
後こ

う
か
い悔

有
這
麼
好
的
一
條
道
路
卻
不
知
道
，

將
來
勢
必
會
後
悔
。

40	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
言ゆ

わ
れ
て
も
　

	

月つ
き
ひ日

言ゆ

わ
れ
る
事こ

と
は
背そ

む
か
ん

接
下
來
不
論
聽
到
什
麼
事
，
都
不
要

違
背
了
月
日
所
言
。

今
後
無
論
任
何
事	

一
切
皆
當
依
月
日

任
事
皆
有
月
日
為	

只
要
依
從
則
無
危

如
此
良
道
不
理
會	

因
而
生
有
事
後
悔

今
後
無
論
聽
何
言	

月
日
所
言
不
違
反
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41	

月つ
き
ひ日

よ
り
社

や
し
ろと

な
る
の
胸む

ね

先さ
き

の
　 

	

支つ
か
え
て
あ
る
を
何な

ん
と
思お

も
う
ぞ

成
為
月
日
神
龕
的
人
胸
口
感
到
鬱
悶
，

你
們
有
何
想
法
呢
？

42	

此こ
の

支つ
か
え
人ひ

と
な
み並
な
る
と
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

真
ま
こ
と

心し
ん
ぱ
い配

這
鬱
悶
可
別
以
為
跟
一
般
人
的
鬱
悶

沒
兩
樣
哦
，
月
日
的
心
裡
真
的
非
常
擔

心
。

43	

其そ
れ

知し

ら
ず
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
銘め

え
め
え々

に
　

	

我わ
が
み身
思し

や
ん案
で
仕し

ご
と事
ば
か
り
を

不
知
道
此
事
，
世
人
在
做
事
時
想
的

盡
是
自
己
而
已
。

44	

月つ
き
ひ日
に
は
何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
見み

え
て
あ
る
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
其そ

れ
を
思お

も
わ
ず

不
管
什
麼
樣
的
路
月
日
都
能
預
知
，

但
世
上
的
人
們
卻
沒
這
麼
想
。

月
日
神
龕
胸
塞
阻	

汝
等
對
此
思
何
如

胸
塞
莫
當
常
病
看	

出
自
月
日
心
不
安

對
此
世
人
全
不
知	

只
顧
思
念
自
己
事

月
日
可
見
任
何
道	

世
人
對
此
卻
不
曉
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45	
此こ

の

道み
ち

を
子こ

ど
も供

一い
ち
れ
つ列

思し
や
ん案

せ
よ
　

	

何ど

の
様よ

な
道み

ち
が
有あ

る
や
知し

れ
ん
で

對
於
這
條
路
，
所
有
的
子
女
都
好
好

去
想
一
想
吧
，
會
出
現
什
麼
樣
的
路
誰

也
不
會
知
道
。

46	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
先さ

き
へ
知し

ら
し
置お

く
　

	

後あ
と

で
後こ

う
か
い悔

無な

き
様よ

う
に
せ
よ

不
管
什
麼
事
情
都
會
預
先
告
知
，
讓

你
們
之
後
不
會
後
悔
。

47	

こ
ん
な
事こ

と

何な
に

を
言ゆ

う
や
と
皆み

な
の
者も

の
　

	

思お
も
う
で
あ
ろ
う
子こ

ど
も供
可か

わ
い愛
い

你
們
都
在
想
：
這
到
底
是
怎
麼
一
回

事
呢
？
都
是
因
為
疼
愛
子
女
的
緣
故

呀
。

48	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
多お

お
く
の
子こ

ど
も供

胸む
ね

の
内う

ち
　

	

分わ
か

る
模も

よ
う様

が
此こ

れ
は
無な

い
か
よ

世
界
上
有
這
麼
多
的
子
女
，
有
什
麼

方
法
能
讓
子
女
們
內
心
明
白
呢
？

此
道
汝
等
須
細
思	

將
顯
何
道
人
難
知

任
事
預
告
汝
世
人	

莫
待
事
後
方
悔
恨

為
何
言
此
或
疑
猜	

皆
因
子
女
甚
可
愛

世
界
子
女
多
無
數	

有
無
方
法
使
心
悟
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49	

此こ
の

様よ
う

な
事こ

と
を
諄く

ど
く
ど々

言ゆ

う
の
も
な
　

	

道み
ち
を
案あ

ん
じ
て
い
る
模も

よ
う様
か
ら

如
此
這
般
反
覆
不
斷
地
跟
你
們
說
，

是
因
為
對
你
們
將
走
的
路
感
到
擔
心

呀
。

50	

此こ
れ
か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

此こ
れ

を
必

か
な
らず

嘘う
そ

と
思お

も
う
な

今
後
不
管
任
何
事
情
都
會
說
給
你
們

聽
，
千
萬
別
以
為
只
是
騙
人
的
哦
。

51	

此こ
の
た
び度

の
月つ

き
ひ日

の
仕し

ご
と事

確し
か

と
聞き

け
　 

	

悪あ

し
き
の
様よ

う
な
事こ

と
は
せ
ん
ぞ
哉や

這
次
，
月
日
做
了
哪
些
事
要
仔
細
聽

好
，
不
好
的
事
情
就
不
會
去
做
呀
。

52	

ど
う
ど
し
て
珍

め
ず
らし
救た

す
け
教お

し
え
た
さ
　

	

其そ
こ処

で
掛か

か
り
た
仕し

ご
と事

な
る
ぞ
哉や

就
是
想
把
珍
奇
拯
救
傳
授
給
你
們
，

所
以
才
開
始
做
這
些
事
的
呀
。

此
事
反
复
說
又
說	

因
恐
汝
等
道
走
錯

從
此
告
汝
萬
般
情	

切
莫
當
做
謊
言
聽

細
聽
月
日
拯
救
事	

邪
惡
事
情
決
不
施

欲
教
珍
奇
拯
救
事	

故
以
此
事
來
開
始
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53	
今い

ま
ま
で迄

と
心

こ
こ
ろ

確し
っ
かり

入い

れ
替か

え
て
　

	

陽よ
う
き気
づ
く
め
の
心

こ
こ
ろ

な
る
様よ

う

把
至
今
的
心
念
確
實
地
改
換
掉
，
轉

變
成
康
樂
滿
溢
之
心
。

54	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

如ど
う何

し
て
成な

る
と
思お

も
う
か
な
　

	

月つ
き
ひ日

体た
い
な
い内

入い

り
込こ

ん
だ
な
ら

但
是
要
怎
麼
樣
才
能
轉
變
成
那
樣
的

心
境
呢
？
當
月
日
進
入
到
身
體
裡
面
的

時
候
，

55	

日に
ち
に
ち々

に
ひ
と
り
心

こ
こ
ろが

勇い
さ

む
也な

り
　

	

陽よ
う
き気
づ
く
め
の
心

こ
こ
ろな
る
様よ

う

一
天
接
著
一
天
，
內
心
自
然
而
然
踴

躍
起
來
，
然
後
轉
變
成
康
樂
滿
溢
之
心

呀
。

56	

月つ
き
ひ日

よ
り
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ

め
掛か

け
　

	

陽よ
う
き気

づ
く
め
に
し
て
掛か

か
る
で
な

月
日
要
使
人
心
一
天
一
天
踴
躍
起
來
，

讓
世
界
充
滿
康
樂
的
氣
息
。

過
去
存
心
全
改
盡	

代
以
康
樂
豐
實
心

此
心
何
以
能
達
成	

月
日
進
入
人
體
中

日
日
自
然
心
歡
騰	

康
樂
豐
實
心
漸
成

月
日
天
天
促
奮
踴	

欲
使
康
樂
豐
實
生
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57	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
聞き

い
て
い
る
　

	

救た
す
け
一い

ち
じ
ょ条
の
模も

よ
う様
ば
か
り
を

這
話
你
們
是
怎
麼
去
想
、
怎
麼
去
聽

的
呢
？
這
都
是
為
專
心
拯
救
在
作
準

備
。

58	

月つ
き
ひ日
よ
り
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
見み

て
い
る
で
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
皆み

な

承し
ょ
う
ち知

せ
よ

月
日
能
看
見
所
有
事
情
，
不
論
說
什

麼
事
都
要
好
好
遵
從
。

59	

今こ
と
し年

か
ら
七

し
ち
じ
ゅ
う十

年ね
ん

は
夫ふ

う
ふ婦

共と
も

　

	

病や

ま
ず
弱よ

わ
ら
ず
暮く

ら
す
事こ

と
な
ら

從
今
年
起
要
做
七
十
年
的
夫
婦
，
如

果
能
夠
不
生
病
、
不
衰
老
一
起
生
活
的

話
，

60	

其そ
れ
よ
り
の
楽た

の
し
み
な
る
は
有あ

る
ま
い
な
　

	

此こ
れ

を
真

ま
こ
とに

楽た
の

し
ゅ
ん
で
い
よ

沒
有
什
麼
比
這
樣
子
更
快
樂
的
了
！

好
好
期
待
它
的
到
來
吧
。

聽
到
此
言
如
何
思	

只
備
專
心
拯
救
事

月
日
任
事
皆
看
清	

無
論
何
言
須
遵
行

夫
妻
從
今
七
十
載	

相
偕
不
病
亦
不
衰

恐
無
較
此
更
快
活	

誠
可
充
分
享
此
樂
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61	
月つ

き
ひ日

に
は
今い

ま
ま
で迄

何ど
こ処

に
無な

い
事こ

と
を
　

	

ば
か
り
言ゆ

う
ぞ
や
承し

ょ
う
ち知
し
て
聞き

け

月
日
所
說
的
，
都
是
至
今
為
止
哪
裡

都
沒
發
生
過
的
事
情
，
務
必
要
聽
清
楚
。

62	

此こ
の

様よ
う

な
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う
け
れ
ど
　

	

先さ
き

を
見み

て
い
よ
皆み

な

真ま
こ
とや

で

雖
然
盡
說
這
些
沒
發
生
過
的
事
，
不

過
走
著
瞧
吧
！
這
些
事
都
是
千
真
萬
確

的
。

63	

何な
に

分ぶ
ん

に
珍

め
ず
らし

事こ
と

を
す
る
か
ら
は
　

	

如い
か何
な
話

は
な
しも
無な

い
事こ

と
ば
か
り

做
的
都
是
些
珍
奇
的
事
，
因
此
說
的

也
盡
是
些
沒
發
生
過
的
事
情
。

64	

何ど

の
様よ

う
に
無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う
た
と
て
　

	

先さ
き

を
見み

て
い
よ
見み

え
る
不ふ

し
ぎ思議

哉や

雖
然
盡
說
些
沒
發
生
過
的
事
情
，
但

看
看
未
來
吧
！
看
見
的
時
候
會
是
多
麼

的
不
可
思
議
呀
！

月
日
只
言
未
有
事	

望
能
瞭
悟
細
聽
之

所
說
雖
是
未
有
事	

將
來
必
皆
成
現
實

只
因
所
顯
是
奇
事	

一
切
皆
屬
從
未
知

所
言
雖
皆
未
有
事	

奇
異
實
顯
可
待
視
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65	

今い
ま

な
る
の
悩な

や
み
て
い
る
は
辛つ

ら
け
れ
ど
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
心

こ
こ
ろ

楽だ
の
し
み

對
於
現
在
所
煩
惱
的
事
，
一
定
感
到

很
難
受
吧
，
但
今
後
內
心
將
會
感
到
歡

喜
。

66	

此こ
の

様よ
う
な
話

は
な
し

諄く
ど
く
ど々

言ゆ

う
の
も
な
　

	

此こ
れ

は
末ま

つ
だ
い代

口こ
う
き記

な
る
の
哉や

如
此
這
般
話
反
覆
不
斷
地
向
你
們
講

述
，
這
些
都
將
成
為
永
久
流
傳
的
口
記

呀
。

67	

月つ
き
ひ日

よ
り
此こ

の
た
び度

此こ
こ処

で
現

あ
ら
われ

て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
も
話

は
な
しす
る
の
は

月
日
此
時
在
此
處
現
身
，
不
論
什
麼

事
情
都
要
告
訴
你
們
，

68	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
段だ

ん
だ
ん々

知し

ら
し
た
さ
　

	

日に
ほ
ん本

の
口こ

う
き記

皆み
な

拵こ
し
らえ

る

不
管
什
麼
事
情
都
會
一
點
一
點
讓
你

們
知
道
，
將
被
作
成
「
日
本
」
的
口
記
。

現
在
苦
痛
雖
難
忍	

然
而
今
後
樂
無
盡

絮
絮
叨
叨
言
此
事	

將
成
口
記
傳
永
世

月
日
今
番
顯
於
此	

無
論
何
事
皆
告
知

因
欲
漸
告
任
何
事	

故
為
悟
區
做
口
記
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69	
此こ

の

世よ
う

の
創は

じ
ま
り
出だ

し
は
大や

ま
と和

に
て
　

	

山や
ま
べ
こ
お
り

辺
郡
の
庄

し
ょ
う
や
し
き

屋
敷
也な

り

創
造
這
世
界
的
地
方
，
在
日
本
大
和

地
區
山
邊
郡
的
庄
屋
敷
村
。

70	

其そ
の

内う
ち

に
中な

か
や
ま山

氏う
じ

と
言ゆ

う
屋や

し
き敷

　

	

人に
ん
げ
ん間

創は
じ

め
道ど

う
ぐ具

見み

え
る
で

在
這
裡
有
間
叫
中
山
氏
的
宅
院
，
在

那
裡
看
見
了
創
造
人
類
時
的
道
具
。

71	

此こ
の

道ど
う
ぐ具

い
ざ
な
ぎ
い
い
と
い
ざ
な
み
と
　

	

く
に
さ
づ
ち
い
と
月つ

き
よ
み
と
也な

り

這
些
道
具
有
：
伊
咱
那
義
、
伊
咱
那

密
、
庫
尼
薩
次
基
以
及
次
基
又
密
。

72	

月つ
き
ひ日

よ
り
其そ

れ
を
見み

澄す

ま
し
天あ

ま
く
だ降

り
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ずを

仕し
こ込

む
模も

よ
う様

を

月
日
仔
細
地
觀
察
牠
們
並
從
天
而
降
，

為
教
導
一
切
事
情
作
準
備
。

神
創
人
世
在
何
處	

大
和
山
邊
庄
屋
敷

其
中
有
一
中
山
寓	

能
見
創
造
人
工
具

乃
是
指
伊
咱
那
義  

尚
且
有
伊
咱
那
密	

以
及
庫
尼
薩
次
基  

次
基
又
密
等
工
具

月
日
看
清
降
自
天	

準
備
教
與
事
萬
般
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73	

此こ
の

処
と
こ
ろ

何な
に

を
す
る
に
も
何ど

の
様よ

う
な
　

	

事こ
と
を
す
る
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日
也な

り

在
此
處
，
不
論
做
什
麼
、
或
不
管
做

什
麼
樣
的
事
情
，
都
是
月
日
所
為
。

74	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
に
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

側そ
ば

な
る
者も

の
は
真ま

ね似
を
し
て
見み

よ

不
管
說
什
麼
都
是
月
日
所
言
。
身
旁

的
人
，
你
們
若
是
想
模
仿
的
話
不
妨
就

去
試
看
看
。

75	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
に
今き

ょ
う日

迄ま
で

は
　

	

本ほ
ん

真し
ん
じ
つ実
を
言ゆ

う
た
事こ

と

無な

し

有
關
這
世
界
由
開
始
至
今
，
最
真
實

的
事
情
都
還
沒
說
出
來
過
。

76	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
真し

ん
じ
つ実
を
　

	

言ゆ

わ
ね
ば
な
ら
ん
様よ

う
に
成な

る
か
ら

時
至
今
日
，
不
論
什
麼
樣
真
實
的
事

情
，
已
經
到
不
得
不
說
的
地
步
了
。

在
此
所
行
或
所
施	

一
切
無
不
由
月
日

一
切
皆
是
月
日
言	

近
人
能
倣
可
試
看

創
世
以
來
迄
至
今	

元
始
真
實
未
曾
云

今
日
時
旬
已
來
到	

一
切
真
實
皆
須
告

第
十
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77	
銘め

え
め
え々

に
何な

に
を
言ゆ

う
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日
の
思お

も
う
様よ

う
に
言ゆ

う
の
哉や

針
對
不
同
人
說
的
話
都
不
要
去
懷
疑
，

這
些
都
是
由
月
日
的
心
意
說
出
來
的

呀
。

78	

何な
ん
ど
き時

に
帰か

え
り
て
来き

て
も
銘め

え
め
え々

の
　

	

心
こ
こ
ろ

有あ

る
と
は
更さ

ら
に
思お

も
う
な

你
們
什
麼
時
候
回
到
這
裡
來
，
都
千

萬
別
以
為
是
出
自
自
己
的
心
意
。

79	

何ど

の
様よ

う
な
者も

の
も
芯し

ん
か
ら
得と

く
し
ん心

を
　

	

さ
し
て
帰か

い
る
で
此こ

れ
を
見み

て
い
よ

等
著
瞧
吧
！
不
論
是
什
麼
樣
的
人
回

到
這
，
都
會
衷
心
感
到
信
服
。

80	

如い
か何

程ほ
ど

の
剛ご

う
て
き的

た
る
も
発は

つ
め明

で
も
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

此こ
れ

は
適か

な
わ
ん

不
論
是
多
麼
剛
強
的
、
或
是
多
麼
聰

明
的
人
，
都
無
法
與
月
日
之
心
相
匹
敵
。

莫
當
所
言
出
自
人	

一
切
出
自
月
日
心

無
論
何
時
返
回
來	

莫
認
因
有
人
心
在

促
人
瞭
悟
使
歸
來	

對
此
汝
等
可
視
待

如
何
剛
強
聰
明
人	

亦
難
勝
過
月
日
心
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第 
十
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號

		






十
二
月
廿
七
日
よ
り

1	

今き
ょ
う日
か
ら
は
世せ

か
い界
を
月つ

き
ひ日
見み

さ
だ定
め
て
　

	

胸む
ね

の
掃そ

う
じ除

に
掛か

か
る
事こ

と

也な
り

今
天
起
，
月
日
將
要
明
辨
世
人
之
心
，

開
始
清
掃
人
們
的
內
心
。

2	

此こ
の

掃そ
う
じ除

内う
ち

も
世せ

か
い界

も
隔へ

だ
て
無な

い
　

	

銘め
え
め
え々
の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

現あ
ら
わす
で

這
清
掃
的
工
作
不
分
裡
面
或
一
般
世

界
，
每
個
人
的
內
心
都
將
顯
露
出
來
。

三
月
十
四
日
よ
り

從
今
鑑
定
世
人
心	

月
日
將
要
掃
心
塵

不
分
內
外
皆
掃
除	

各
各
人
心
全
表
出

第
十
二
號 

1 - 

2

- 297 -



3	
今い

ま
ま
で迄

は
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念

山や
ま
や
ま々

と
　

	

胸む
ね
に
埃

ほ
こ
りが
積つ

も
り
あ
れ
ど
も

至
今
，
令
神
感
到
遺
憾
的
事
情
堆
積

如
山
，
人
們
的
內
心
裡
累
積
了
許
多
灰

塵
。

4	

情な
さ
けな

い
日ひ

が
ら柄

も
一ち

っ
と寸

来き

た
ら
ん
で
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

う
に
言ゆ

わ
れ
ん

真
是
悲
慘
啊
…
日
子
還
沒
有
來
臨
的

緣
故
，
想
要
說
些
什
麼
卻
一
直
沒
辦
法

說
。

5	

此こ
の
た
び度

は
月つ

き
ひ日

真し
ん
じ
つ実

見み
か兼

ね
る
で
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
皆み

な

現あ
ら
わす
で

這
一
次
，
月
日
實
在
是
看
不
下
去
了
，

不
論
什
麼
樣
的
事
情
都
會
顯
露
出
來
。

6	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
如い

か何
程ほ

ど

我わ
が
み身

蔓は
び
か延

り
て
　

	

儘ま
ま

に
し
た
と
て
月つ

き
ひ日

退し
り
ぞく

今
天
，
自
我
中
心
的
想
法
如
此
地
蔓

延
著
，
再
這
樣
下
去
月
日
會
徹
去
祐
護
。

至
今
神
憾
雖
難
堪	

因
人
心
塵
積
如
山

時
機
未
至
甚
遺
憾	

任
事
欲
言
不
能
言

今
番
不
忍
再
坐
視	

一
切
月
日
使
顯
之

今
日
汝
等
雖
霸
扈	

月
日
即
將
撤
祐
護

第
十
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四
月
四
日
よ
り

7	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に
の
事こ

と
を
ば
言ゆ

う
な
ら
ば
　

	

日に
ほ
ん本

も
唐か

ら
も
天て

ん

竺じ
く

の
事こ

と

這
些
話
是
在
說
些
什
麼
呢
？
是
有
關

「
日
本
」、「
唐
」
以
及
「
天
竺
」
的
事
情
。

8	

此こ
れ

か
ら
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
一い

ち
れ
つ列

に
　

	

月つ
き
ひ日
掃そ

う
じ除
を
す
る
で
承し

ょ
う
ち知
せ

現
在
起
，
月
日
要
清
掃
全
世
界
所
有

人
的
內
心
，
這
點
務
必
要
知
道
。

9	

此こ
れ

迄ま
で
も
精せ

え
い
っ
ぱ
い

一
杯
に
断

こ
と
わり
を
　

	

月つ
き
ひ日

段だ
ん
だ
ん々

言ゆ

う
て
有あ

れ
ど
も

到
現
在
為
止
，
月
日
雖
然
一
點
一
點

使
勁
地
在
告
誡
，

若
問
此
言
指
何
語	

悟
區
以
及
迷
俗
域

今
後
月
日
對
世
人	

同
樣
清
掃
汝
須
知

至
今
月
日
盡
可
能	

逐
漸
警
告
汝
世
人

第
十
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10	
口く

ち

先さ
き

で
言ゆ

う
た
る
迄ま

で
は
誰た

れ
に
て
も
　

	

確た
し
か
承し

ょ
う
ち知
を
す
る
者も

の
は
無な

い

但
在
開
口
說
出
來
以
前
，
沒
有
任
何

人
能
夠
真
正
明
白
。

五
日

11	

今い
ま
ま
で迄

も
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

精せ
え
い
っ
ぱ
い

一
杯
に
尽つ

く
し
い
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，
月
日
逐
漸
用
盡
了
心

力
，

12	

世せ
か
い界

に
は
誰た

れ
か
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

し
　

	

ど
う
む
此こ

の
た
び度

月つ
き
ひ日

是ぜ
ひ非

無な

い

但
世
界
上
的
人
卻
誰
也
不
知
道
。
然

而
這
次
月
日
已
不
再
繼
續
忍
耐
，

但
因
只
以
口
頭
云	

確
能
解
者
無
一
人

迄
至
今
日
月
日
心	

雖
然
已
經
漸
費
盡

奈
何
世
上
無
人
悉	

今
番
月
日
不
得
已

第
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13	

其そ
れ

故ゆ
え

に
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

断こ
と
わり
て
置お

く
月つ

き
ひ日
退し

り
ぞく

於
是
到
世
界
各
個
地
方
去
告
誡
世

人
：
月
日
將
會
徹
去
祐
護
。

十
二
日

14	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に
の
話

は
な
しを

す
る
な
ら
ば
　

	

用よ
う
ぎ木
の
初は

じ
め
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う

今
天
要
說
的
是
什
麼
事
情
呢
？
是
有

關
招
集
用
木
的
事
情
。

15	

用よ
う
ぎ木
で
も
人に

ん
は
誰た

れ
と
も
言ゆ

わ
ね
ど
も
　

	

元も
と

は
一い

っ
ぽ
ん本

枝え
だ

は
八は

ち

本ほ
ん

雖
說
用
木
，
卻
沒
有
指
出
誰
才
是
用

木
，
最
早
是
一
根
主
幹
，
然
後
分
枝
成

八
枝
。

故
而
警
告
全
世
人	

月
日
即
將
撤
祐
護

若
問
今
日
講
何
事	

只
講
開
始
招
用
木

用
木
不
拘
是
何
氏	

需
一
主
幹
分
八
枝

第
十
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16	
此こ

の

木き
い

を
早は

や
く
接つ

ぎ
た
い
急せ

き
込こ

み
で
　

	

月つ
き
ひ日
の
胸む

ね
が
つ
か
え
切き

る
也な

り

因
為
急
著
將
樹
枝
接
枝
出
去
，
月
日

的
內
心
非
常
鬱
悶
呀
。

17	

此こ
の

木き
い

も
一ひ

と
え
だ枝

確し
か

と
接つ

い
だ
な
ら
　

	

後あ
と

な
る
は
皆み

な

早は
や

く
定さ

だ
ま
る

這
樹
枝
只
要
有
一
枝
能
先
確
實
地
接

枝
起
來
的
話
，
其
餘
的
就
能
即
早
安
定

下
來
。

18	

何な
に

も
彼か

も
月つ

き
ひ日

言ゆ

う
事こ

と

確し
か

と
聞き

け
　

	

心
こ
こ
ろ

に
定さ

だ
め
付つ

け
た
事こ

と
な
ら

不
論
月
日
說
什
麼
都
仔
細
聽
好
，
如

果
能
夠
聽
進
心
裡
的
話
，

19	

其そ
れ

よ
り
も
身み

の
内う

ち

悩な
や

み
更さ

ら
に
無な

し
　

	

段だ
ん
だ
ん々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ

む
ば
か
り
哉や

這
樣
一
來
身
上
的
煩
惱
便
會
消
失
，

內
心
只
會
逐
漸
踴
躍
起
來
呀
。

因
欲
速
繼
此
用
木	

月
日
心
焦
胸
如
堵

如
能
確
將
一
木
栽	

其
餘
不
久
可
隨
來

月
日
所
言
須
細
聽	

汝
若
信
心
能
堅
定

此
後
病
惱
皆
可
絕	

只
是
逐
漸
心
踴
躍

第
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20	

其そ
れ

知し

ら
ず
皆み

な
の
心

こ
こ
ろ

は
誰た

れ
に
て
も
　

	

世せ
か
い界
並な

み
な
る
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

う

但
大
家
不
知
道
這
事
情
，
心
裡
都
以

為
與
世
上
一
般
事
情
沒
什
麼
兩
樣
。

21	

此こ
の

処
と
こ
ろ

世せ
か
い界
並な

み
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろば

か
り
な
る
ぞ
哉や

可
不
要
以
為
這
裡
和
世
界
上
其
他
地

方
一
樣
啊
，
這
個
地
方
可
是
充
滿
了
月

日
之
心
。

十
四
日

22	

今こ
ん
に
ち日
の
月つ

き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

残ざ
ん
ね
ん念
は
　

	

容よ
い易

な
る
事こ

と
で
無な

い
と
思お

も
え
よ

今
天
，
月
日
心
中
所
懷
著
的
遺
憾
，

可
別
只
當
作
是
件
小
事
。

此
事
世
人
全
不
知	

皆
言
世
上
通
俗
事

莫
認
此
處
尋
常
地	

專
一
傳
講
月
日
意

現
今
月
日
心
遺
憾	

須
知
此
憾
非
尋
常
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23	
人に

ん
げ
ん間

は
あ
ざ
な
い
者も

の
で
あ
る
か
ら
に
　

	

月つ
き
ひ日
す
る
事こ

と

知し

り
た
者も

の

無な

し

人
啊
，
都
是
很
膚
淺
的
，
月
日
在
做

些
什
麼
事
沒
有
人
知
道
。

24	

月つ
き
ひ日

に
は
何な

に
か
万

よ
ろ
ずを

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

断こ
と
わり

て
あ
る
此こ

れ
が
承し

ょ
う
ち知

か

不
論
任
何
事
情
，
月
日
都
會
一
點
一

點
預
先
告
知
，
這
點
你
們
可
明
白
？

25	

今い
ま
ま
で迄

も
何な

に
か
月つ

き
ひ日

の
残ざ

ん
ね
ん念

を
　

	

大た
い
て
い抵
口く

ど説
き
詰つ

め
て
あ
れ
ど
も

月
日
感
到
遺
憾
的
事
，
至
今
為
止
已

經
說
了
很
多
，

26	

世せ
か
い界

に
は
誰た

れ
か
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

し
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

残ざ
ん
ね
ん念

を
見み

よ

但
世
上
的
人
們
卻
誰
也
不
知
道
。
你

看
，
月
日
的
心
裡
有
多
遺
憾
。

因
為
世
人
極
淺
薄	

無
人
知
曉
月
日
做

月
日
萬
般
漸
警
告	

對
此
汝
等
須
悟
曉

至
今
有
關
月
日
憾	

大
抵
皆
已
談
又
談

世
上
知
者
無
一
人	

試
觀
月
日
遺
憾
心
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27	

此こ
の
た
び度

は
断

こ
と
わり

た
上う

え
ま
だ
口く

ど説
き
　

	

其そ
の

上う
え
な
る
の
断

こ
と
わり
で
あ
る

這
一
次
，
在
預
先
告
知
之
後
還
會
再

叮
嚀
，
然
後
再
預
告
更
多
的
事
情
。

28	

如い
か何
程ほ

ど
に
口く

ど説
き
断

こ
と
わり
言ゆ

う
た
と
て
　

	

誰た
れ

か
聞き

き
分わ

け
す
る
者も

の
は
無な

い

但
不
論
嘮
叨
了
些
什
麼
、
預
先
告
知

了
些
什
麼
，
卻
還
是
沒
有
一
個
人
能
聽

明
白
。

29	

其そ
れ

故ゆ
え

に
段だ

ん
だ
ん々

日ひ
が
ら柄

経た

つ
け
れ
ど
　

	

何い
つ時
か
此こ

れ
や
と
分わ

か
る
芽め

は
無な

し

因
此
雖
然
日
子
一
天
一
天
過
去
，
什

麼
時
候
才
會
明
白
，
卻
還
看
不
出
任
何

跡
象
。

30	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
も
う
節

せ
え
つ
うが
来き

た
る
か
ら
　

	

月つ
き
ひ日

出で

掛か

け
る
皆み

な

承し
ょ
う
ち知

せ
よ

今
天
時
機
已
經
來
臨
了
，
月
日
就
要

啟
程
，
大
家
都
要
留
意
啊
。

今
番
警
告
並
開
導	

開
導
以
後
再
警
告

雖
屢
開
導
並
警
告	

卻
無
一
人
能
分
曉

因
而
時
光
漸
逝
去	

何
時
能
悟
月
日
意

現
今
時
機
已
來
到	

月
日
將
出
皆
應
曉
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31	
此こ

の

先さ
き

の
道み

ち
の
す
が
ら
を
言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

如い
か何
な
事こ

と
を
ば
言ゆ

う
や
知し

ろ
ま
い

今
後
路
途
上
的
事
會
說
給
你
們
聽
，

會
說
些
什
麼
誰
也
不
知
道
。

32	

日に
ち
に
ち々

に
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
其そ

の

儘ま
ま

に
　

	

見み

え
て
来く

る
の
が
此こ

れ
は
不ふ

し
ぎ思議

哉や

一
天
接
著
一
天
，
當
說
過
的
事
情
都

一
一
顯
現
出
來
時
，
那
是
多
麼
的
不
可

思
議
呀
。

33	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

其そ
こ処
で
何な

ん
で
も
断

こ
と
わり
ば
か
り

會
說
些
什
麼
樣
的
事
情
沒
有
人
知
道
，

因
此
不
管
什
麼
事
都
會
預
先
告
知
。

34	

断こ
と
わり

も
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

如い
か何

な
事こ

と
を
が
見み

え
て
来く

る
や
ら

預
告
過
的
事
可
千
萬
別
看
輕
，
怎
知

會
顯
現
出
什
麼
事
情
來
呢
？

未
來
道
路
將
相
告	

究
竟
何
事
人
難
曉

日
日
任
事
所
言
及	

如
言
顯
現
真
奇
異

將
言
何
事
難
知
曉	

故
而
一
切
皆
警
告

月
日
所
警
非
瑣
事	

何
事
將
顯
人
難
知
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35	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
が
見み

え
る
や
知し

れ
ん
で
な
　

	

真
ま
こ
と

気き

の
毒ど

く

思お
も
て
い
れ
ど
も

會
出
現
什
麼
樣
的
事
情
沒
有
人
知
道
，

雖
然
真
的
覺
得
你
們
很
可
憐
，

36	

何な
ん
ど
き時
に
見み

え
る
事こ

と
や
ら
此こ

れ

知し

れ
ん
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

積つ

み
切き

り
て
あ
る

事
情
何
時
會
出
現
沒
有
人
知
道
，
然

而
月
日
的
心
已
被
這
些
事
給
占
滿
。

37	

此こ
ら
ほ
ど程

に
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

心し
ん
ぱ
い配

を
　

	

側そ
ば
な
る
者も

の
は
何な

に
も
知し

ら
ず
に

月
日
的
心
裡
如
此
地
擔
心
著
，
但
身

旁
的
人
們
卻
什
麼
也
不
知
道
。

38	

側そ
ば
な
る
は
仕し

ご
と事
ば
か
り
を
思お

も
て
い
る
　

	

見み

え
た
る
な
ら
ば
文も

ん
く句

変か
わ

る
ぞ

身
旁
的
人
盡
是
想
著
本
身
工
作
的
事

情
，
等
到
事
情
顯
現
出
來
時
情
況
將
會

改
變
。

不
知
何
事
將
出
現	

雖
然
覺
得
人
可
憐

不
知
何
時
顯
出
來	

月
日
心
切
難
再
待

月
日
如
此
擔
心
事	

近
人
對
此
毫
不
知

近
人
只
想
工
作
事	

神
能
如
顯
情
形
異
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39	
何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
先さ

き
へ
知し

ら
し
置お

く
　

	

後あ
と
で
後こ

う
か
い悔
無な

き
様よ

う
に
せ
よ

不
管
什
麼
事
情
都
先
讓
你
們
知
道
，

是
希
望
你
們
將
來
不
要
後
悔
呀
。

40	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
た
神か

み
の
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
皆み

な

見み

え
て
あ
る

既
然
是
創
造
這
世
界
的
神
，
什
麼
事

情
都
能
夠
預
見
。

41	

此こ
の
た
び度

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
積つ

み
切き

り
て
　

	

も
う
差さ

し
抜ぬ

き
は
更さ

ら
に
出で

け来
ん
で

這
一
次
事
情
已
經
累
積
太
多
，
已
經

到
動
彈
不
得
的
地
步
了
。

42	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
言ゆ

う
た
と
て
　

	

未ま

だ
じ
っ
く
り
と
し
た
る
な
れ
ど
も

至
今
不
論
說
過
了
哪
些
事
情
，
但
有

一
些
仍
有
所
保
留
。

任
事
預
告
汝
世
人	

莫
待
事
後
方
悔
恨

神
即
開
創
此
世
者	

無
論
何
事
皆
透
徹

此
次
萬
般
皆
急
迫	

已
無
餘
暇
空
使
過

至
今
無
論
言
何
事	

尚
且
抑
制
未
顯
示
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43	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
横よ

こ
め目

振ふ

る
間ま

も
油ゆ

だ
ん断

し
な
　

	

何な
ん
ど
き時
何ど

ん
な
事こ

と
が
有あ

る
や
ら

而
今
天
，
已
經
沒
有
時
間
再
左
顧
右

盼
或
分
心
了
，
誰
知
道
什
麼
時
候
會
出

現
什
麼
事
情
啊
。

44	

今い
ま
ま
で迄
に
筆ふ

で
に
付つ

け
た
る
断

こ
と
わ

り
が
　

	

さ
あ
見み

え
て
来き

た
心

こ
こ
ろ

勇い
さ

む
で

至
今
用
筆
所
寫
下
的
預
言
，Sa

！
看

見
以
後
內
心
就
會
踴
躍
起
來
！

45	

此こ
れ

さ
い
か
見み

え
来き

た
な
ら
ば
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
陽よ

う
き気
づ
く
め
哉や

當
看
見
的
時
候
，
所
有
的
人
不
論
是

誰
，
內
心
都
會
充
滿
康
樂
之
情
。

46	

此こ
の

心こ
こ
ろど
う
ぞ
早は

や
く
に
一い

ち
れ
つ列
は
　

	

承し
ょ
う
ち知

し
て
く
れ
月つ

き
ひ日

頼た
の

み
哉や

這
樣
的
心
意
，
請
所
有
人
都
要
早
點

明
白
，
月
日
就
拜
託
你
們
了
。

今
日
片
刻
莫
疏
忽	

不
知
何
時
何
事
出

至
今
警
告
神
筆
寫	

即
可
顯
見
人
心
悅

只
要
此
事
眼
能
見	

康
樂
豐
實
即
可
顯

月
日
切
望
全
世
人	

皆
能
早
日
悟
此
心
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47	
今き

ょ
う日

か
ら
は
珍

め
ず
らし

事こ
と

を
言ゆ

い
掛か

け
る
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
と
も
一ち

ょ
と寸
に
知し

れ
ま
い

今
天
起
要
告
訴
你
們
些
珍
奇
的
事
情
，

但
會
說
些
什
麼
你
們
都
還
不
知
道
。

48	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
背そ

む
く
な
よ
　

	

神か
み

の
思お

も
わ
く惑

偉え
ら

い
事こ

と
や
で

不
管
說
了
什
麼
話
都
不
要
去
違
背
它

哦
，
神
的
思
慮
是
很
深
遠
的
啊
。

49	

此こ
れ

か
ら
の
後あ

と
な
る
話

は
な
し

山や
ま
や
ま々

の
　

	

神か
み
の
残ざ

ん
ね
ん念
晴は

ら
す
模も

よ
う様
を

今
後
所
說
的
話
，
是
要
把
神
內
心
堆

積
如
山
的
遺
憾
都
給
消
除
掉
。

50	

此こ
の

先さ
き

は
何な

ん
ぼ
難

む
ず
かし

病
や
ま
いで

も
　

	

息い
き

と
手て

お
ど踊

り
皆み

な

救た
す

け
る
で

今
後
不
管
多
麼
難
治
的
病
，
憑
著
神

息
神
授
及
手
舞
神
授
都
能
得
救
。

自
今
將
言
珍
奇
事	

將
言
何
事
難
預
知

所
有
神
言
不
可
違	

因
為
神
意
極
深
邃

今
後
將
欲
告
汝
知	

擬
除
山
積
神
憾
事

今
後
任
何
難
疾
病	

神
息
手
舞
皆
可
拯
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51	

何ど

の
様よ

う
な
難

む
ず
かし

く
な
る
病

や
ま
いで

も
　

	

此こ
れ

治な
お
ら
ん
と
言ゆ

う
で
無な

い
ぞ
哉や

不
管
病
到
多
麼
的
深
，
神
都
不
會
說

「
治
不
好
了
…
」
這
樣
的
話
呀
。

52	

今き
ょ
う日
迄ま

で
は
日ひ

が
ら柄
刻こ

く
げ
ん限
来き

た
ら
ん
で
　

	

何な
に

か
違ち

が
い
も
有あ

り
た
な
れ
ど
も

一
直
到
今
天
時
限
都
還
沒
來
到
，
即

使
是
有
違
神
意
的
事
情
，
也
…

53	

段だ
ん
だ
ん々

と
如い

か何
な
事こ

と
を
も
説と

い
て
置お

く
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

什
麼
樣
的
事
情
都
會
一
點
一
點
說
出

來
，
任
何
事
都
不
會
有
差
錯
。

54	

此こ
れ

迄ま
で
の
道み

ち
の
す
が
ら
と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

真
ま
こ
と

難な
ん
じ
ゅ
う

渋
な
道み

ち
で
あ
れ
ど
も

話
說
到
現
在
為
止
的
路
途
，
確
實
是

條
艱
難
苦
澀
的
道
路
，

不
論
疾
病
如
何
重	

莫
言
世
有
不
治
症

迄
今
時
機
尚
未
至	

所
顯
或
有
不
一
致

任
事
逐
漸
告
汝
知	

所
有
一
切
無
差
遲

至
今
所
經
之
道
路	

雖
然
真
是
極
艱
苦
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55	
此こ

の

先さ
き

の
道み

ち
は
何な

ん
で
も
気き

が
勇い

さ
む
　

	

何ど

ん
な
珍

め
ず
らし
道み

ち
が
有あ

る
や
ら

但
在
今
後
的
路
途
之
中
，
不
論
任
何

事
都
能
使
人
踴
躍
。
這
將
會
是
條
多
麼

珍
貴
的
道
路
呀
。

56	

と
ん
と
ん
と
飛と

び
出で

る
事こ

と
を
見み

た
と
て
も
　

	

心
こ
こ
ろ

案あ
ん

じ
は
す
る
や
無な

い
ぞ
哉や

看
神
這
樣
子
飛
奔
來
又
飛
奔
去
，
但

心
裡
可
不
要
有
所
懷
疑
哦
。

57	

後あ
と

な
る
は
万

よ
ろ
ず

月つ
き
ひ日

が
引ひ

き
受う

け
て
　

	

何い
つ時
い々
つ々
迄ま

で
も
陽よ

う
き気
づ
く
め
に

接
下
來
的
任
何
事
都
由
月
日
來
擔
保
，

不
管
到
什
麼
時
候
都
會
充
滿
康
樂
的
氣

息
。

58	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
よ様

の
話

は
な
しし

た
る
と
も
　

	

何い
つ時

の
事こ

と
な
る
様よ

う
に
思お

も
う
て

到
今
天
為
止
說
過
的
那
些
事
情
，
你

們
都
在
想
：
到
什
麼
時
候
才
會
出
現
？

今
後
所
行
之
道
途	

將
是
喜
悅
珍
奇
路

雖
見
奇
事
不
斷
顯	

亦
莫
為
之
心
不
安

顯
後
一
切
由
月
日	

保
證
康
樂
繼
永
世

過
去
無
論
講
何
事	

或
疑
何
日
方
顯
實
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59	

や
れ
怖こ

わ
や
聞き

く
よ
り
早は

や
く
も
う
見み

え
た
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
油ゆ

だ
ん断
出で

け来
ん
で

好
可
怕
呀
！
還
沒
聽
到
前
就
已
經
出

現
了
！
任
何
事
情
都
不
可
粗
心
大
意
。

60	

此こ
の

先さ
き
を
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ
め
る
で
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
言ゆ

え
ば
其そ

の

儘ま
ま

今
後
的
日
子
，
要
讓
你
們
一
天
比
一

天
更
踴
躍
，
任
何
事
都
將
如
神
所
言
一

一
實
現
。

61	

何ど

の
様よ

う
に
難

む
ず
かし

く
様よ

う

見み

え
た
と
て
　

	

陽よ
う
き気
勤づ

と
め
で
皆み

な

救た
す
け
る
で

不
管
看
起
來
多
麼
困
難
的
事
情
，
只

要
奉
行
康
樂
聖
舞
，
都
會
去
拯
救
。

62	

此こ
れ
か
ら
は
何ど

の
様よ

な
仕し

ご
と事
す
る
や
ら
な
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
何ど

ん
な
事こ

と
で
も

今
後
神
會
做
出
什
麼
樣
的
事
情
？
依

據
你
們
的
內
心
，
什
麼
事
情
都
會
去
做
。

神
言
顯
實
何
其
速	

任
事
不
可
稍
疏
忽

今
後
日
日
使
心
歡	

神
言
無
不
如
實
顯

看
來
不
管
多
困
難	

康
樂
聖
舞
皆
可
拯

今
後
可
知
顯
何
能	

存
心
如
何
可
得
拯
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63	
月つ

き
ひ日

に
は
段だ

ん
だ
ん々

心
こ
こ
ろ

残ざ
ん
ね
ん念

を
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

晴は

ら
す
で
な

不
管
是
什
麼
事
情
，
月
日
要
一
點
一

點
把
心
裡
的
遺
憾
全
部
消
除
掉
。

64	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

如い
か何

な
仕し

ご
と事

を
す
る
や
知し

れ
ん
で

不
論
說
了
些
什
麼
都
是
月
日
所
言
，

會
做
出
什
事
情
誰
也
不
會
知
道
。

65	

如い
か何

な
る
の
事こ

と
が
見み

え
る
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

人に
ん
げ
ん間
心

ご
こ
ろ

有あ

る
と
思お

も
う
な

不
管
看
見
什
麼
都
是
月
日
所
為
， 

不

要
以
為
裡
面
包
含
了
常
人
之
心
。

66	

今き
ょ
う日

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
急せ

き
込こ

ん
で
　

	

何ど

ん
な
働

は
た
らき

す
る
や
知し

ろ
ま
い

今
天
起
不
管
對
什
麼
事
都
感
到
著
急
，

會
顯
現
出
什
麼
神
能
誰
也
不
知
道
。

月
日
無
論
對
何
事	

欲
將
神
憾
漸
消
釋

所
言
皆
出
月
日
意	

欲
顯
何
事
人
難
悉

一
切
顯
示
由
月
日	

莫
認
出
自
世
人
意

自
今
任
事
皆
心
急	

將
顯
何
能
人
莫
悉
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67	

今い
ま

な
る
の
月つ

き
ひ日

の
思お

も
う
事こ

と
な
る
は
　

	

口く
ち
は
人に

ん
げ
ん間
心

こ
こ
ろ

月つ
き
ひ日
哉や

現
在
月
日
所
想
的
這
些
事
情
，
雖
是

透
過
人
的
嘴
來
說
，
內
心
卻
是
月
日
之

心
啊
。

68	

確し
か
と
聞き

け
口く

ち
は
月つ

き
ひ日
が
皆み

な

借か

り
て
　

	

心こ
こ
ろは

月つ
き
ひ日

皆み
な

貸か

し
て
い
る

仔
細
聽
好
，
嘴
巴
全
是
月
日
借
來
用

的
，
而
內
心
全
是
由
月
日
所
借
予
。

69	

此こ
れ

ば
か
り
恨う

ら
み
有あ

る
な
ら
何ど

の
様よ

う
な
　

	

事こ
と
も
月つ

き
ひ日
が
皆み

な

返か
や
す
で
な

如
果
對
此
事
心
懷
怨
恨
的
話
，
不
管

什
麼
事
月
日
都
要
「
返
還
」
回
去
。

70	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

人に
ん
げ
ん間

心
ご
こ
ろ

更さ
ら

に
混ま

ぜ
ん
で

不
管
說
了
些
什
麼
都
是
月
日
所
言
，

常
人
之
心
絕
無
混
入
其
中
。

今
述
月
日
意
中
事	

心
屬
月
日
口
屬
人

細
聽
口
乃
月
日
借	

心
卻
皆
由
月
日
貸

對
此
汝
等
疑
心
生	

月
日
必
皆
與
報
應

一
切
皆
是
月
日
語	

絲
毫
不
雜
世
人
意
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71	
如い

か何
程ほ

ど
に
難

む
ず
かし

様よ
う

に
思お

も
た
と
て
　

	

月つ
き
ひ日
引ひ

き
受う

け
案あ

ん
じ
無な

い
ぞ
哉や

有
月
日
作
保
證
，
即
使
覺
得
再
困
難

的
事
也
不
必
擔
心
。

72	

此こ
の

先さ
き

の
道み

ち
を
楽た

の
し
め
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

晴は

ら
し
た
る
な
ら

將
來
的
路
途
，
所
有
人
都
拭
目
以
待

吧
。
神
心
中
的
遺
憾
一
旦
掃
淨
了
的
話

…

73	

日に
ち
に
ち々

に
胸む

ね
の
掃そ

う
じ除

に
掛か

か
り
た
ら
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
敵か

な
う
者も

の

無な

し

一
天
又
一
天
，
一
旦
開
始
著
手
清
掃

內
心
的
話
，
不
論
是
誰
也
沒
辦
法
與
此

相
匹
敵
。

74	

此こ
の

掃そ
う
じ除

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

月つ
き
ひ日

体た
い
な
い内

皆み
な

入い

り
込こ

む
で

這
清
掃
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
呢
？
月

日
會
進
入
到
每
個
人
的
身
體
裡
面
。

想
來
不
管
如
何
難	

月
日
保
證
心
可
安

神
憾
如
能
皆
除
淨	

未
來
之
道
樂
無
窮

日
日
若
始
掃
心
胸	

無
論
何
人
莫
能
勝

對
此
掃
除
如
何
想	

月
日
進
入
人
體
中
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75	

此こ
の

話
は
な
し

何ど
こ処

の
事こ

と
や
と
思お

も
う
か
な
　

	

高た
か
い
処

と
こ
ろで
皆み

な

現あ
ら
わす
で

這
些
話
你
們
想
是
針
對
哪
裡
的
事
？

這
些
事
都
會
在
「
高
處
」
顯
現
出
來
。

76	

何な
に
も
彼か

も
月つ

き
ひ日
言ゆ

う
事こ

と

思し
や
ん案
せ
よ
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
此こ

れ

違ち
が

わ
ん
で

無
論
月
日
說
了
什
麼
都
好
好
去
想
一

想
吧
，
不
論
說
什
麼
都
不
會
有
誤
。

77	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
一い

ち
れ
つ列

心
こ
こ
ろ

澄す

ま
し
た
さ
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
月つ

き
ひ日
す
る
や
ら

欲
澄
淨
世
上
所
有
人
的
內
心
，
誰
又

知
道
月
日
會
做
出
什
麼
事
來
？

78	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
の
も
月つ

き
ひ日
に
は
　

	

救た
す

け
た
い
と
の
一

い
ち
じ
ょ
う条ば

か
り
で

不
論
月
日
做
什
麼
樣
的
事
，
為
的
都

是
全
心
全
意
施
行
拯
救
。

此
事
將
在
何
處
行	

顯
於
高
貴
人
士
中

月
日
所
言
細
思
索	

無
論
言
何
皆
無
錯

欲
使
世
人
心
清
澄	

月
日
要
將
何
事
行

所
有
一
切
月
日
行	

皆
出
拯
救
一
心
願
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79	
此こ

の

先さ
き

を
確た

し
か
見み

て
い
よ
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

胸む
ね
の
掃そ

う
じ除
が
ひ
と
り
出で

け来
る
で

今
後
的
事
情
所
有
人
都
仔
細
看
著
吧
，

心
塵
自
然
而
然
就
能
掃
淨
。

80	

此こ
の

掃そ
う
じ除

す
き
や
か
し
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

其そ
の

儘ま
ま

直す
ぐ

に
守ま

も
り
拵

ご
し
らえ

當
徹
底
清
掃
完
了
之
後
，
神
就
會
盡

速
去
準
備
祐
身
符
。

81	

此こ
の

道み
ち

を
月つ

き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

日に
ち
に
ち々

に
　

	

急せ

き
込こ

ん
で
い
る
誰た

れ
も
知し

ら
ず
に

月
日
的
內
心
每
天
為
了
這
條
道
路
感

到
著
急
，
但
這
件
事
卻
誰
也
不
知
道
。

82	

此こ
の

道み
ち

へ
早は

や
く
付つ

い
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
皆み

な

勇い
さ

む
で
な

如
果
能
早
日
步
上
這
條
路
的
話
，
不

管
是
誰
內
心
都
會
踴
躍
起
來
。

世
人
細
觀
未
來
景	

心
塵
自
然
可
掃
淨

心
塵
如
已
全
掃
除	

立
即
備
發
祐
身
符

日
日
急
欲
發
此
符	

月
日
心
意
無
人
悟

如
早
隨
至
此
道
中	

任
人
心
中
皆
歡
騰
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83	

此こ
の

話
は
な
し

誰た
れ

が
す
る
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろば
か
り
言ゆ

う
の
哉や

別
懷
疑
以
為
這
話
是
由
誰
說
出
來
的

哦
，
全
都
是
由
月
日
之
心
說
出
來
的
呀
。

84	

此こ
の

世よ
う
の
真し

ん
じ
つ実
な
る
を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
　

	

如ど
う何

し
て
な
り
と
知し

ら
し
た
い
故ゆ

え

這
是
因
為
神
想
讓
全
世
界
的
人
都
知

道
這
世
界
的
實
情
。

85	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
一い

ち
に
ち日

也な
り

と
日ひ

を
延の

ば
し
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
控し

か
え
い
れ
ど
も

一
直
到
今
天
，
即
便
只
是
一
天
也
把

日
子
給
延
後
下
來
，
對
任
何
事
情
都
克

制
不
發
，

86	

此こ
の
た
び度
は
も
う
日ひ

が
詰つ

ま
り
切き

る
か
ら
は
　

	

ど
う
む
控し

か
え
る
事こ

と
は
出で

け来
ん
で

但
這
次
日
子
已
經
十
分
迫
近
，
無
法

再
克
制
下
去
了
。

莫
認
此
言
出
自
人	

一
切
皆
由
月
日
心

欲
將
此
世
真
實
事	

總
想
告
與
世
人
知

至
今
延
遲
又
延
遲	

凡
事
無
不
盡
抑
制

今
番
時
機
已
迫
至	

故
已
不
能
再
抑
止
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87	
何な

ん
ど
き時

に
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
聞き

い
た
と
て
　

	

此こ
れ
は
月つ

き
ひ日
の
残ざ

ね
ん念
立り

っ
ぷ
く腹

不
論
什
麼
時
候
聽
到
什
麼
事
情
，
這

些
都
是
月
日
的
遺
憾
與
憤
怒
。

88	

月つ
き
ひ日

に
は
何ど

の
様よ

な
者も

の
も
我わ

が
子こ

也な
り

　

	

可か
わ
い愛

ば
か
り
で
見み

て
は
い
れ
ど
も

對
月
日
而
言
，
不
管
什
麼
人
都
是
我

的
子
女
，
盡
是
覺
得
相
當
可
愛
。

89	

今い
ま
ま
で迄

は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
一い

ち
れ
つ列

に
　

	

銘め
え
め
え々

思し
や
ん案
を
し
て
は
い
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，
世
上
所
有
的
人
，
每

個
人
都
有
著
各
自
的
想
法
，

90	

情な
さ

け
無な

い
何ど

の
様よ

に
思し

や
ん案

し
た
と
て
も
　

	

人ひ
と

を
救た

す
け
る
心

こ
こ
ろ

無な

い
の
で

太
糟
糕
了
呀
…
雖
然
有
各
種
不
同
的

想
法
，
卻
沒
有
人
懷
著
想
要
救
人
的
心
。

何
時
何
事
汝
聞
悟	

皆
是
神
憾
或
神
怒

月
日
視
人
皆
子
女	

故
而
待
之
以
慈
愛

至
今
世
人
皆
如
此	

個
個
只
知
顧
自
己

無
心
救
人
真
遺
憾	

只
是
思
索
亦
徒
然
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91	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

頼た
の

み
や
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

心
こ
こ
ろ

確し
っ
かり
入い

れ
替か

え
て
く
れ

今
後
，
月
日
要
拜
託
所
有
的
人
，
請

將
內
心
確
實
地
改
換
過
來
。

92	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

如ど
う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
　

	

世せ
か
い界

救た
す

け
る
一

い
ち
じ
ょ
う条ば

か
り
を

究
竟
是
要
擁
有
什
麼
樣
的
心
呢
？
是

一
顆
全
心
全
意
去
拯
救
世
界
的
心
。

93	

此こ
の

先さ
き

は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
一い

ち
れ
つ列

に
　

	

万
よ
ろ
ず

互た
が
い
に
救た

す
け
す
る
な
ら

今
後
若
是
世
界
上
所
有
的
人
，
碰
到

任
何
的
事
情
都
能
互
相
幫
忙
的
話
，

94	

月つ
き
ひ日
に
も
其そ

の

心こ
こ
ろを
ば
受う

け
取と

り
て
　

	

何ど

ん
な
救た

す
け
も
す
る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
月
日
也
會
接
受
那
樣
的
心

意
，
無
論
任
何
的
拯
救
都
會
授
予
。

月
日
切
望
全
世
人	

從
今
改
過
能
自
新

何
謂
改
過
能
自
新	

要
有
專
一
拯
世
心

今
後
世
界
一
切
人	

萬
事
如
有
互
助
心

月
日
亦
必
納
其
心	

任
何
拯
救
皆
賜
人
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95	
此こ

の

救た
す

け
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

疱ほ
う
そ瘡
せ
ん
様よ

に
確た

し
か
請う

け
合や

う

你
們
認
為
這
拯
救
是
什
麼
呢
？
是
確

保
你
們
不
會
罹
患
天
花
。

96	

又ま
た

救た
す

け
立り

ゅ
う
け毛

一い
ち
れ
つ列

何ど
こ処

迄ま
で

も
　

	

何い
つ時

も
豊ほ

う
さ
く作

教お
し

え
た
い
か
ら

此
外
，
還
想
要
教
導
的
拯
救
，
是
不

論
何
時
何
處
作
物
都
能
豐
收
。

97	

此こ
の

道み
ち

を
早は

や
く
仕し

こ込
も
と
思お

も
え
ど
も
　

	

一い
ち
れ
つ列
心

こ
こ
ろ

分わ
か
り
無な

い
の
で

這
條
路
想
早
點
教
導
給
你
們
，
但
世

人
的
內
心
卻
都
不
明
白
。

98	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
何ど

こ処
に
隔へ

だ
て
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

一い
ち
れ
つ列

思し
や
ん案

し
て
く
れ
る
様よ

う

不
管
在
世
界
上
任
何
地
方
都
不
會
有

隔
閡
，
所
有
的
人
請
好
好
去
想
一
想
啊
。

對
此
拯
救
如
何
想	

保
證
不
會
染
痘
瘡

並
欲
年
年
賜
祐
護	

莊
稼
無
處
不
豐
收

雖
欲
將
此
速
授
人	

世
人
不
悟
月
日
心

世
界
人
類
無
畛
域	

務
須
汝
等
細
思
慮
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99	

真し
ん
じ
つ実

に
心

こ
こ
ろに

定さ
だ

め
皆み

な

付つ

い
て
　

	

神か
み
の
言ゆ

う
事こ

と

背そ
む
き
無な

け
れ
ば

如
果
能
夠
真
實
地
下
定
決
心
，
神
說

的
事
不
要
去
違
背
的
話
，

100	

其そ
れ
よ
り
も
月つ

き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

確し
っ
かり
と
　

	

受う

け
取と

り
次し

だ
い第

救た
す

け
急せ

き
込こ

む

這
樣
一
來
月
日
也
會
確
實
地
接
受
此

心
，
並
依
此
心
迅
速
地
施
予
拯
救
。

101	

此こ
の

救た
す

け
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

此こ
れ
は
日に

ほ
ん本
の
一い

ち
の
口こ

う
き記
哉や

這
拯
救
可
別
以
為
只
是
普
通
的
事
情

唷
，
這
可
是
「
日
本
」
獨
一
無
二
的
口

記
呀
。

102	

此こ
れ
さ
い
か
早は

や
く
確

し
っ
かり
見み

せ
た
な
ら
　

	

何ど

の
様よ

な
高た

か
い
処

と
こ
ろな

る
と
も

這
事
情
若
是
早
點
確
實
地
讓
你
們
看

見
的
話
，
那
不
論
是
身
在
多
麼
「
高
處
」

的
人
，
也
…

若
能
抱
定
真
誠
心	

遵
照
神
言
去
實
行

月
日
接
納
此
誠
心	

定
能
應
時
速
賜
拯

莫
將
此
拯
看
輕
易	

悟
區
至
貴
之
口
記

只
要
將
此
早
使
現	

任
何
高
處
道
皆
顯

第
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103	
此こ

れ
ば
か
り
人に

ん
げ
ん間

業わ
ざ

で
無な

い
か
ら
に
　

	

月つ
き
ひ日
自じ

ゅ
う
よ由
背そ

む
き
出で

け来
ま
い

這
些
都
不
是
常
人
就
能
做
到
的
事
情
，

月
日
的
自
由
神
祐
不
容
違
背
。

104	

し
た
る
な
ら
如い

か何
程ほ

ど

高た
か

い
処

と
こ
ろで

も
　

	

真ま
ね似

は
出で

け来
ま
い
思し

や
ん案

し
て
み
よ

不
論
是
多
麼
位
居
「
高
處
」
的
人
也

沒
有
辦
法
模
仿
，
這
點
好
好
去
想
一
想

吧
。

105	

月つ
き
ひ日

よ
り
病や

ま
ず
死し

な
ず
に
弱よ

わ
ら
ん
の
　

	

早は
や
く
証

し
ょ
う
こ
う拠
出だ

そ
と
思お

も
え
ど

雖
然
月
日
早
就
想
把
不
病
、
不
死
、

不
衰
弱
的
證
據
拿
出
來
給
你
們
看
，

106	

一い
ち
れ
つ列

は
皆み

な

疑う
た
ごう

て
誰た

れ
に
て
も
　

	

世せ
か
い界

並な
み

や
と
思お

も
て
い
る
の
で

但
所
有
的
人
都
心
存
疑
慮
，
大
家
都

以
為
與
世
上
一
般
事
情
沒
有
兩
樣
。

此
事
非
是
人
力
及	

月
日
全
能
不
可
逆

無
論
地
位
如
何
高	

亦
莫
能
倣
思
可
曉

不
病
不
死
不
衰
事	

月
日
雖
欲
早
證
實

世
人
無
不
懷
疑
之	

只
當
一
般
平
常
事
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107	

此こ
の

処
と
こ
ろ

人に
ん
げ
ん間

心
ご
こ
ろ

更さ
ら

に
無な

し
　

	

月つ
き
ひ日
の
思お

も
う
事こ

と
ば
か
り
や
で

這
個
地
方
絕
對
不
存
在
常
人
之
心
，

一
切
都
是
出
自
月
日
的
思
慮
。

108	

其そ
の

事こ
と
を
誰た

れ
で
も
知し

ら
ぬ
事こ

と
や
か
ら
　

	

分わ
か

り
無な

い
の
が
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念

但
這
事
情
卻
誰
也
不
知
道
，
無
法
了

解
，
神
對
此
感
到
很
遺
憾
。

109	

此こ
の

心こ
こ
ろど

う
ぞ
真し

ん
じ
つ実

一い
ち
れ
つ列

の
　

	

心
こ
こ
ろ

澄す

ま
す
る
模も

よ
う様
無な

い
か
よ	

難
道
就
沒
有
方
法
，
使
世
人
的
內
心

都
能
真
正
澄
淨
嗎
？

110	

心こ
こ
ろさ
い
早は

や
く
分わ

か
り
た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

其そ
の

儘ま
ま

直す
ぐ

に
証し

ょ
う
こ拠

出だ

す
の
に

若
是
能
夠
早
點
了
悟
神
意
的
話
，
證

據
馬
上
就
會
顯
現
出
來
。

在
此
所
言
非
由
人	

一
切
出
自
月
日
心

對
此
無
人
能
瞭
然	

人
不
瞭
然
故
神
憾

有
無
方
法
使
世
人	

能
使
其
心
真
清
澄

只
要
人
心
早
悟
知	

月
日
立
即
可
證
實
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111	
今い

ま
ま
で迄

は
何ど

の
様よ

な
嘘う

そ
も
聞き

い
て
い
た
　

	

も
う
此こ

れ
か
ら
は
嘘う

そ
は
聞き

か
ん
で

到
現
在
為
止
，
已
經
聽
過
各
種
各
樣

虛
假
的
事
情
，
今
後
謊
言
不
會
再
去
聽
。

112	

此こ
れ

か
ら
は
嘘う

そ
を
言ゆ

う
た
ら
其そ

の

者も
の

が
　

	

嘘う
そ

に
成な

る
の
も
此こ

れ
が
承し

ょ
う
ち知

か

今
後
若
是
再
說
些
虛
假
的
事
情
，
那

個
人
也
會
變
得
虛
假
。
明
白
了
嗎
？

113	

月つ
き
ひ日

に
は
嘘う

そ
と
追

つ
い
し
ょ
う従

此こ
れ

嫌き
ら

い
　

	

此こ
の

先さ
き
な
る
は
月つ

き
ひ日
退し

り
ぞく

月
日
厭
惡
說
謊
以
及
阿
諛
奉
承
，
若

繼
續
下
去
的
話
，
月
日
會
徹
去
祐
護
。

114	

其そ
れ

故ゆ
え

に
一い

ち
に
ち日

也な
り

と
日ひ

を
延の

ば
し
　

	

大た
い
て
い抵

何な
に

も
見み

ゆ
る許

し
て
い
た

為
此
，
即
使
只
是
一
天
也
好
，
都
把

日
子
給
延
後
下
來
了
，
大
致
上
所
有
的

事
都
已
寬
待
。

至
今
謊
言
皆
聽
受	

此
後
謊
言
不
接
收

此
後
如
再
講
謊
話	

須
知
祐
護
變
虛
假

月
日
嫌
惡
謊
與
諂	

此
後
不
改
神
祐
斂

神
心
深
慈
將
日
緩	

大
抵
謊
言
皆
從
寬
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115	

此こ
の
た
び度

の
早は

や
く
証

し
ょ
う
こ
う拠

出だ

し
た
い
と
　

	

言ゆ

う
て
い
る
の
を
何な

ん
と
思お

も
う
ぞ

這
次
說
要
即
早
提
出
證
據
來
，
對
此

你
們
有
什
麼
想
法
呢
？

116	

証し
ょ
う
こ
う
拠
も
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

身み

の
内う

ち
よ
り
に
確た

し
か
試た

め
し
を

這
證
據
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
呢
？
就

由
身
體
來
好
好
地
試
驗
看
看
。

117	

此こ
の

試た
め

し
真

ま
こ
と

月つ
き
ひ日

の
残ざ

ん
ね
ん念

は
　

	

容よ
い易
な
る
事こ

と
で
無な

い
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
會
去
做
這
樣
的
試
驗
，
月

日
心
中
的
遺
憾
可
不
只
是
件
小
事
情
而

已
。

118	

身み

の
内う

ち
に
何ど

こ処
に
不ふ

そ
く足
の
無な

い
者も

の
に
　

	

月つ
き
ひ日

歪い
が

め
て
苦く

ろ
う労

掛か

け
た
で

月
日
讓
身
體
沒
有
任
何
問
題
的
人
，

使
他
的
身
體
「
歪
曲
」，
讓
他
受
苦
。

今
欲
速
將
證
據
顯	

汝
等
對
此
如
何
想

可
知
證
據
指
何
事	

欲
從
汝
人
身
上
試

此
試
實
為
月
日
憾	

須
知
嚴
重
方
使
然

月
日
曾
對
健
全
人	

使
其
失
常
受
苦
辛
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119	
年ね

ん
げ
ん限

は
三さ

ん
じ
ゅ
う
く
ね
ん

十
九
年
も
以い

ぜ
ん前

に
て
　

	

心し
ん
ぱ
い配
苦く

ろ
う労
悩な

や
み
掛か

け
た
で

這
是
在
三
十
九
年
以
前
的
事
情
，
讓

他
擔
心
、
吃
苦
，
帶
給
他
煩
惱
。

120	

其そ
れ

故ゆ
え

に
月つ

き
ひ日

言ゆ

う
事こ

と

何な
に
ご
と事

も
　

	

疑う
た
ごう

て
い
る
此こ

れ

無む
り理

で
無な

い

為
此
，
不
管
月
日
說
些
什
麼
人
們
都

感
到
懷
疑
，
這
也
不
是
沒
有
道
理
的
。

121	

此こ
の
た
び度

は
此こ

の

胸む
ね

の
内う

ち
す
き
や
か
に
　

	

晴は

ら
す
模も

よ
う様
や
此こ

れ
が
第だ

い
い
ち一

這
一
次
，
神
準
備
要
徹
底
清
掃
此
人

的
內
心
，
這
是
最
重
要
的
。

122	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

月つ
き
ひ日

の
方ほ

う
へ
確

し
っ
かり

と
　

	

付つ

け
ん
事こ

と
に
は
何ど

ん
な
話

は
な
しも

這
顆
心
如
果
沒
有
確
實
地
來
面
對
月

日
的
話
，
那
不
管
月
日
說
什
麼
，
也
…

是
在
三
十
九
年
前	

使
其
擔
心
受
苦
難

故
而
月
日
所
言
及	

難
怪
一
切
皆
猜
疑

今
番
先
將
此
人
心	

徹
底
使
豁
最
要
緊

此
心
不
解
月
日
意	

講
解
何
事
也
無
益
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123	

如い
か何

な
る
の
事こ

と
を
し
た
る
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

こ
ん
な
事こ

と
を
ば
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

不
論
做
什
麼
樣
的
事
情
都
是
月
日
所

為
，
但
這
事
情
卻
誰
也
不
知
道
。

124	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
横よ

こ
め目
振ふ

る
間ま

も
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

早は
や

く
証

し
ょ
う
こ
う拠

出だ

し
て
見み

せ
る
で

今
天
已
經
到
了
連
左
顧
右
盼
都
沒
時

間
的
時
候
了
，
得
儘
早
將
證
據
拿
出
來

給
你
們
看
。

125	

此こ
れ

見み

た
ら
何ど

ん
な
者も

の
で
も
得と

く
し
ん心

せ
　

	

何な
に
の
話

は
な
しも
皆み

な

此こ
の

道ど
う
り理

看
到
了
以
後
不
管
是
誰
都
會
信
服
，

神
說
的
任
何
話
都
是
根
據
此
理
。

126	

今い
ま
ま
で迄
の
此こ

の

残ざ
ん
ね
ん念
と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

口く
ち

で
言ゆ

う
様よ

う
な
事こ

と
で
無な

い
ぞ
哉や

到
目
前
為
止
的
這
些
遺
憾
，
不
是
光

用
嘴
巴
說
就
能
夠
表
達
。

任
事
皆
由
月
日
施	

此
事
恐
無
一
人
知

時
機
今
已
到
眼
前	

立
即
顯
證
使
能
見

任
人
見
此
皆
信
服	

任
事
全
如
月
日
述

至
今
所
積
月
日
憾	

決
非
口
舌
所
能
言
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127	
今い

ま
ま
で迄

は
山や

ま
や
ま々

残ざ
ね
ん念

通と
お

り
抜ぬ

け
　

	

此こ
の
た
び度
此こ

れ
を
晴は

ら
し
た
る
な
ら

至
今
已
經
穿
越
了
多
如
山
積
的
遺
憾
，

這
一
次
若
是
能
全
部
清
除
掉
的
話
，

128	

後あ
と

な
る
は
何ど

ん
な
病

や
ま
いも

如い
か何

な
る
の
　

	

事こ
と

で
あ
ろ
う
が
皆み

な

救た
す

け
る
で

之
後
不
論
是
任
何
疾
病
、
任
何
事
情
，

都
會
施
予
拯
救
。

129	

此こ
の

世よ
う

の
人に

ん
げ
ん間

元も
と

を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
　

	

知し

ら
し
て
置お

い
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

如
果
能
讓
世
人
都
知
道
這
世
上
有
關

人
的
元
始
之
事
的
話
，

130	

其そ
れ

か
ら
は
何ど

ん
な
救た

す
け
も
す
る
程ほ

ど
に
　

	

一ひ
と
こ
と言

迄ま
で

で
皆み

な

救た
す

け
る
で

這
樣
一
來
不
論
任
何
事
都
會
施
予
拯

救
，
只
要
一
句
話
便
全
都
賜
救
。

至
今
越
過
積
憾
山	

此
番
如
能
全
掃
完

以
後
任
何
惱
與
病	

無
論
大
小
皆
賜
拯

創
造
人
類
之
元
始	

如
能
告
與
全
世
知

今
後
將
賜
全
拯
救	

只
須
一
言
可
賜
祐
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131	

此こ
れ

迄ま
で

は
段だ

ん
だ
ん々

口く
ど説

き
断

こ
と
わり

を
　

	

言ゆ

う
て
あ
れ
ど
も
芯し

ん
が
分わ

か
ら
ん

至
今
已
經
一
點
一
點
反
覆
地
預
先
告

知
，
但
最
重
要
的
部
分
你
們
仍
然
不
明

白
。

132	

此こ
の

芯し
ん
は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
ろ
う
な
ら
　

	

胸む
ね

の
思し

や
ん案

を
此こ

れ
が
第だ

い
い
ち一

問
到
這
最
重
要
的
部
分
究
竟
是
什

麼
？
用
內
心
去
思
量
，
這
就
是
最
重
要

的
。

133	

何な
に

に
て
も
胸む

ね
と
口く

ち
と
が
違ち

ご
う
て
は
　

	

神か
み
の
心

こ
こ
ろに
此こ

れ
は
適か

な
わ
ん

任
何
事
情
若
是
心
與
口
不
一
致
，
便

沒
辦
法
符
合
神
的
心
意
。

134	

真し
ん
じ
つ実
が
神か

み
の
心

こ
こ
ろに
適か

な
わ
ね
ば
　

	

如い
か何

程ほ
ど

心
こ
こ
ろ

尽つ
く

し
た
る
と
も

真
心
若
是
不
符
合
神
意
的
話
，
那
不

論
費
上
多
少
心
力
，
也
…

迄
今
勸
說
又
預
告	

然
而
真
諦
卻
未
曉

若
問
真
諦
是
何
義	

存
心
如
何
為
第
一

任
事
心
口
必
合
一	

否
則
神
心
難
同
意

存
心
不
合
神
心
意	

即
或
盡
心
亦
無
益

第
十
二
號 

131 - 

134

- 331 -



135	
此こ

れ
ば
か
り
如い

か何
程ほ

ど

誰た
れ

が
相そ

う
だ
ん談

も
　

	

と
て
も
適か

な
わ
ん
月つ

き
ひ日
退し

り
ぞく

若
是
這
樣
下
去
，
不
論
是
誰
來
懇
求

也
沒
有
用
，
月
日
將
會
撒
去
祐
護
。

136	

何な
に

も
彼か

も
神か

み
の
言ゆ

う
事こ

と

確し
か

と
聞き

け
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

不
論
神
說
的
任
何
事
情
都
要
仔
細
聽

好
，
不
管
說
什
麼
都
不
會
有
差
錯
。

137	

真し
ん
じ
つ実

に
珍

め
ず
らし

救た
す

け
教お

し
え
た
さ
　

	

其そ
こ処
で
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

う
の
哉や

真
的
想
將
珍
奇
拯
救
的
事
情
教
給
你

們
，
所
以
什
麼
事
都
向
你
們
說
啊
。

138	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
に
無な

い
事こ

と
を
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
も
教お

し
え
た
い
か
ら

因
為
從
創
世
以
來
從
未
有
過
的
任
何

事
情
，
都
想
教
導
給
你
們
。

唯
此
誰
人
來
乞
求	

月
日
不
納
祐
護
收

神
言
一
切
須
細
聽	

所
言
無
一
不
靈
應

因
欲
確
告
奇
拯
救	

故
而
任
事
皆
講
授

欲
將
一
切
全
告
知	

創
世
以
來
未
有
事
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139	

此こ
の

世よ
う

の
本ほ

ん

元も
と

な
る
の
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

確し
っ
かり
承し

ょ
う
ち知
せ
ね
ば
い
か
ん
で

這
世
界
最
元
始
的
實
情
，
你
們
非
得

確
實
地
去
明
白
不
可
。

140	

此こ
の

元も
と
を
確

し
っ
かり
知し

り
て
い
る
者も

の
は
　

	

何ど
こ処

の
者も

の
で
も
更さ

ら
に
あ
る
ま
い

確
切
地
知
道
這
元
始
之
事
的
人
，
不

管
去
到
哪
裡
也
找
不
到
。

141	

此こ
の
た
び度

は
本ほ

ん

真し
ん
じ
つ実

を
言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
確し

か
と
承し

ょ
う
ち知
せ

這
一
次
，
要
把
最
根
本
的
真
實
之
事

說
給
你
們
聽
，
不
管
說
些
什
麼
都
要
好

好
去
明
白
。

142	

此こ
の

屋や
し
き敷
人に

ん
げ
ん間
創は

じ
め
道ど

う
ぐ具
は
な
　

	

い
ざ
な
ぎ
い
い
と
い
ざ
な
み
と
也な

り

這
宅
院
裡
有
創
造
人
類
時
的
道
具
：

伊
咱
那
義
和
伊
咱
那
密
。

此
世
元
始
真
實
事	

必
須
確
實
瞭
悟
之

元
始
真
實
確
知
者	

找
遍
天
下
有
哪
個

　
　

元
始
真
實
今
欲
述	

　
　

所
講
一
切
須
知
悟

在
此
宅
院
創
人
之
工
具	

伊
咱
那
義
與
伊
咱
那
密
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143	
月つ

き
よ
み
と
く
に
さ
づ
ち
い
と
く
も
よ
み
と
　

	

か
し
こ
ね
え
と
が
一い

ち
の
道ど

う
ぐ具
哉や

次
基
又
密
、
庫
尼
薩
次
基
、
庫
莫
又

密
和
卡
西
叩
涅
，
是
最
主
要
的
道
具

呀
！

144	

其そ
れ

よ
り
も
を
ふ
と
の
べ
え
と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

此こ
れ

は
立り

ゅ
う
け毛

の
一い

ち
の
道ど

う
ぐ具

哉や

還
有
叫
歐
托
諾
別
的
，
是
關
係
到
作

物
生
長
最
重
要
的
道
具
呀
！

145	

次つ
ぎ

な
る
は
た
い
し
よ
く
天て

ん
と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

此こ
れ
は
世せ

か
い界
の
鋏

は
さ
みな
る
ぞ
哉や

接
著
的
是
代
孝
庫
天
，
說
到
這
個
呀
，

在
世
界
上
是
具
有
「
剪
刀
」
的
功
能
呀
。

146	

此こ
れ

迄ま
で

は
道ど

う
ぐ具

一い
っ
さ
い切

皆み
な

寄よ

せ
て
　

	

何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
通と

お
り
抜ぬ

け
た
で

到
此
，
道
具
已
經
全
部
都
聚
集
過
來

了
，
什
麼
樣
的
道
路
也
都
已
經
穿
越
過

了
。

次
基
又
密
此
工
具  

並
同
庫
尼
薩
次
基

再
加
以
庫
莫
又
密  

卡
西
叩
涅
皆
第
一

尚
有
歐
托
諾
別
者	

乃
祐
莊
稼
重
要
具

其
次
是
代
孝
庫
天	

此
乃
世
界
之
刀
剪

只
為
覓
集
各
工
具	

至
今
穿
遍
艱
苦
路
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147	

此こ
の

先さ
き

は
寄よ

せ
た
道ど

う
ぐ具

を
見み

分わ

け
し
て
　

	

仕し
こ込
む
模も

よ
う様
を
急い

そ
ぐ
ば
か
り
哉や

接
下
來
要
明
辨
這
些
召
喚
過
來
的
道

具
，
為
訓
練
他
們
作
準
備
，
內
心
萬
分

地
著
急
呀
。

148	

此こ
の

者も
の
は
何ど

こ処
に
有あ

る
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

歳と
し

は
十

じ
ゅ
う
い
ち一

二に
に
ん人

い
る
ぞ
哉や 

不
要
想
此
人
究
竟
在
哪
裡
，
就
是
年

齡
十
一
歲
的
那
兩
個
人
啊
。

149	

此こ
の

人に
ん

は
人に

ん
げ
ん間

創は
じ

め
掛か

け
た
る
と
　

	

立り
ゅ
う
け毛
一い

っ
さ
い切
守し

ゅ
ご
う護
道ど

う
ぐ具
哉や

一
個
是
創
造
人
類
時
的
道
具
，
另
一

個
則
是
祐
護
所
有
作
物
生
長
的
道
具
。

150	

今き
ょ
う日
の
日ひ

に
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

う
程ほ

ど
に
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
承し

ょ
う
ち知

し
て
く
れ

今
天
這
時
候
，
不
論
什
麼
事
情
都
要

說
，
只
要
說
出
來
的
事
情
都
請
好
好
去

明
白
。

此
後
鑑
別
各
工
具	

專
心
急
欲
去
培
育

人
在
何
處
或
心
疑	

在
此
二
人
年
十
一

一
是
創
人
元
雛
型	

一
是
祐
護
莊
稼
具

今
日
任
事
皆
講
述	

所
言
一
切
須
瞭
悟
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151	
今い

ま
ま
で迄

も
神か

み
の
思お

も
わ
く惑

間ま
ま々

あ
れ
ど
　

	

日ひ

が
来き

た
ら
ん
で
控し

か
え
い
た
る
で

神
雖
然
到
現
在
有
很
多
的
思
慮
，
但

因
為
日
子
還
沒
來
到
，
一
直
抑
而
不
發
。

152	

段だ
ん
だ
ん々

と
も
う
日ひ

が
詰つ

ま
り
切き

る
か
ら
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
言ゆ

う
て
置お

く
ぞ
哉や

但
日
子
已
經
一
天
一
天
迫
近
了
，
不

論
什
麼
事
情
都
要
講
出
來
了
呀
。

153	

此こ
れ

迄ま
で

は
何ど

こ処
の
人ひ

と
で
も
同お

な
じ
事こ

と
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
皆み

な

疑う
た
ごう
て

直
到
現
在
，
不
論
哪
裡
的
人
都
一
樣
，

不
管
說
什
麼
大
家
都
心
懷
疑
慮
。

154	

此こ
の
た
び度

は
本ほ

ん

真し
ん
じ
つ実

で
あ
る
か
ら
に
　

	

此こ
れ

背そ
む

い
た
ら
直す

ぐ
に
返か

や
す
で

但
這
次
所
說
的
是
真
實
的
事
情
，
因

此
要
是
違
背
它
的
話
就
會
立
刻
「
返
還
」

回
去
。

迄
今
雖
欲
言
神
意	

時
機
未
到
故
壓
抑

時
機
今
已
漸
迫
近	

任
事
預
先
告
汝
人

至
今
對
於
神
所
說	

世
人
無
不
抱
疑
惑

今
番
告
以
真
實
事	

逆
此
即
以
回
報
施
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155	

世せ
か
い界

に
は
雨あ

め
を
欲ほ

し
い
と
思お

も
た
と
て
　

	

此こ
の

元も
と
な
る
を
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

世
人
們
心
裡
想
著
要
雨
水
，
但
這
元

始
之
事
卻
誰
也
不
知
道
。

156	

此こ
の

元も
と
を
確

し
っ
かり
言ゆ

う
て
掛か

か
る
か
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
承し

ょ
う
ち知

す
る
な
ら

這
元
始
之
事
即
將
要
仔
細
地
說
出
來
，

如
果
什
麼
事
情
都
明
白
了
的
話
…

六
月
廿
八
日
五
ど
き
よ
り
は
な
し

157	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
此こ

の

世よ

創は
じ
め
て
無な

い
話

は
な
し　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
此こ

れ

聞き

い
て
く
れ

今
天
要
說
的
，
是
從
創
造
此
世
以
來

都
未
曾
說
過
的
事
，
不
管
說
些
什
麼
都

請
聽
好
。

世
人
只
盼
雨
水
降	

不
知
雨
降
之
本
源

雨
降
本
源
告
與
汝	

一
切
若
能
皆
瞭
悟

今
述
創
世
未
有
事	

無
論
講
何
須
聽
之
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158	
此こ

の

世よ
う

は
神か

み
の
世せ

か
い界

と
言ゆ

い
な
が
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
芯し

ん
は
知し

ら
ん
で

雖
說
這
世
界
是
屬
於
神
的
世
界
，
但

一
切
事
情
，
其
最
重
要
的
部
分
卻
沒
有

人
知
道
。

159	

此こ
の

芯し
ん

を
誠

ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実

し
て
見み

せ
る
　

	

此こ
れ

見み

た
な
ら
ば
皆み

な

得と
く
し
ん心

せ

這
重
要
的
部
分
若
真
的
給
你
們
看
，

看
過
以
後
所
有
人
都
會
信
服
。

160	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

何な
に
を
言ゆ

う
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日
や
で

不
論
做
了
什
麼
都
是
月
日
所
為
，
不

論
說
了
什
麼
也
都
是
月
日
所
言
啊
。

161	

此こ
の
た
び度

は
此こ

の

世よ

創は
じ

め
て
無な

い
事こ

と
を
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

現あ
ら
わす

で

這
一
次
，
創
造
世
界
以
來
未
曾
有
過

的
任
何
事
情
都
會
顯
現
出
來
。

雖
言
此
世
神
創
始	

一
切
真
理
無
人
知

將
此
真
實
顯
現
出	

見
此
汝
人
可
信
服

無
論
何
事
依
月
日	

任
何
話
語
由
月
日

今
番
此
世
未
有
事	

一
切
皆
將
顯
於
世
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162	

月つ
き
ひ日

に
は
体た

い
な
い内

よ
り
も
籠こ

も
り
い
て
　

	

何ど

ん
な
仕し

ご
と事
を
す
る
や
知し

れ
ん
で

月
日
進
到
了
身
體
裡
面
，
會
施
展
出

什
麼
來
誰
也
不
會
知
道
。

163	

何ど

の
様よ

う
な
夢ゆ

め
を
見み

る
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

　

	

真
ま
こ
と

見み

る
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日

や
で

會
做
什
麼
樣
的
夢
都
是
因
為
月
日
，

真
正
看
見
的
也
全
是
因
月
日
呀
。

164	

此こ
の

世よ
う

の
水み

ず
の
元も

と
な
る
事こ

と
を
ば
な
　

	

未ま

だ
此こ

れ

迄ま
で
は
言ゆ

う
た
事こ

と

無な

し

這
世
上
有
關
水
的
元
始
之
事
，
到
現

在
都
還
沒
有
說
出
來
過
。

165	

此こ
の
た
び度
は
本ほ

ん

真し
ん
じ
つ実
の
水み

ず
の
事こ

と
　

	

何ど

ん
な
話

は
な
しを

す
る
や
知し

れ
ん
で

這
一
次
，
會
說
哪
些
有
關
水
的
最
真

實
的
事
情
，
沒
有
人
知
道
。

月
日
進
入
人
體
裡	

將
顯
何
事
人
難
悉

所
有
夢
景
與
現
實	

無
一
不
是
由
月
日

關
於
此
世
水
來
源	

直
至
今
日
尚
未
談

今
番
關
於
水
源
事	

將
談
何
事
人
不
知

第
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166	
此こ

の

元も
と

を
確た

し
か
に
言ゆ

う
て
掛か

か
る
か
ら
　

	

世せ
か
い界
並な

み
な
る
事こ

と
で
言ゆ

わ
れ
ん

最
元
始
之
事
將
會
確
實
地
告
訴
你
們
，

但
若
被
當
成
世
俗
之
事
的
話
就
沒
什
麼

好
說
的
了
。

167	

今き
ょ
う日

か
ら
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

い
掛か

け
る
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
確し

か
と
聞き

く
也な

り

今
天
起
什
麼
事
情
都
會
告
訴
你
們
，

不
管
說
了
些
什
麼
都
要
仔
細
聽
好
。

168	

日に
ち
に
ち々

に
高た

か
や
ま山

に
て
は
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
頼た

の
み
尋た

ず
ね
る

一
天
過
一
天
，
漸
漸
地
，「
高
山
」
會

過
來
請
求
、
尋
問
事
情
。

169	

此こ
れ

さ
い
か
見み

え
来き

た
な
ら
ば
何ど

の
様よ

う
な
　

	

事こ
と

も
危あ

ぶ
な
き
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

當
這
樣
的
事
情
來
臨
時
，
不
論
什
麼

事
情
都
絕
不
會
再
有
危
險
。

今
將
確
述
此
根
源	

若
當
俗
事
神
不
言

自
今
告
汝
所
有
事	

任
事
皆
須
細
聽
之

今
後
高
山
權
貴
人	

將
會
逐
漸
來
求
問

只
要
能
到
此
情
形	

無
論
何
事
無
危
境
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170	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に
の
話

は
な
しを

す
る
や
ら
な
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
承し

ょ
う
ち知
し
て
く
れ

今
天
要
說
的
是
什
麼
事
呢
？
不
論
說

什
麼
都
請
好
好
去
明
白
。

171	

銘め
え
め
え々
の
心

こ
こ
ろ

身み

の
内う

ち

何ど

の
様よ

う
な
　

	

事こ
と

で
も
確し

か
と
皆み

な

現あ
ら
わす

で

每
個
人
的
內
心
不
管
是
什
麼
樣
子
，

都
會
清
楚
地
在
身
上
反
映
出
來
。

172	

此こ
れ

見み

た
ら
何ど

ん
な
者も

の
で
も
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

胸む
ね
の
掃そ

う
じ除
が
ひ
と
り
出で

け来
る
で

看
到
了
以
後
，
不
管
是
誰
，
清
掃
內

心
的
事
自
然
而
然
便
會
真
正
的
完
成
。

173	

此こ
の
た
び度
は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
す
き
や
か
に
　

	

現あ
ら
われ

出だ

し
て
皆み

な
し
て
見み

せ
る

這
一
次
，
不
管
什
麼
事
情
都
會
很
快

地
顯
露
出
來
，
讓
你
們
全
部
都
看
見
。

可
知
今
將
言
何
事	

所
言
一
切
須
悟
知

世
人
各
自
存
何
心	

無
不
顯
現
於
自
身

若
能
體
會
此
關
聯	

自
然
掃
淨
心
上
塵

此
番
任
事
無
不
顯	

神
能
確
顯
眼
可
見
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174	
体た

い
な
い内

に
何な

に
が
有あ

る
や
ら
何ど

の
様よ

う
な
　

	

者も
の
で
も
知し

り
た
者も

の
は
有あ

る
ま
い

在
身
體
裡
面
的
究
竟
是
什
麼
，
任
何

人
都
不
知
道
。

175	

此こ
の

話
は
な
し

月つ
き
ひ日

の
仕し

ご
と事

此こ
れ

を
見み

よ
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
何な

に
を
す
る
や
ら

關
於
這
些
話
，
看
看
月
日
在
做
些
什

麼
呀
。
根
據
每
個
人
的
內
心
，
會
施
展

出
什
麼
來
呢
？

176	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に
も
知し

ら
ず
に
誰た

れ
に
て
も
　

	

世せ
か
い界
並な

み
な
る
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

而
今
天
你
們
什
麼
也
不
知
道
，
所
有

人
都
只
當
作
是
一
般
世
俗
的
事
情
看

待
。

177	

明あ
す日

日に
ち

は
如ど

う何
言ゆ

う
道み

ち
を
見み

る
や
ら
な
　

	

真し
ん

の
心

こ
こ
ろが

現
あ
ら
われ

て
来く

る

明
天
會
看
見
一
條
怎
樣
的
路
呢
？
所

有
人
的
真
心
都
將
會
浮
現
出
來
。

體
內
究
竟
蘊
何
祐	

不
論
何
人
難
瞭
悟

月
日
所
為
可
待
視	

依
人
存
心
神
祐
施

今
日
一
切
全
不
知	

汝
等
皆
如
常
人
事

明
日
怎
知
顯
何
道	

神
能
依
人
真
心
報
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178	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

現あ
ら
われ

出で

た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

誰た
れ
も
背そ

む
き
は
更さ

ら
に
出で

け来
ま
い

當
此
心
顯
現
出
來
的
時
候
，
任
誰
也

沒
有
辦
法
去
改
變
它
。

179	

此こ
れ

見み

た
ら
何ど

ん
な
者も

の
で
も
真し

ん
じ
つ実
に
　

	

頭
あ
た
ま

傾か
た

げ
て
皆み

な

思し
や
ん案

す
る

當
看
到
了
以
後
，
不
管
是
誰
都
會
歪

著
頭
，
認
真
地
去
思
索
這
件
事
情
。

180	

さ
あ
思し

や
ん案

此こ
の

心こ
こ
ろさ

い
確

し
っ
かり

と
　

	

定さ
だ
め
付つ

い
た
る
事こ

と
で
あ
る
な
ら

Sa

！
想
想
看
啊
！
內
心
若
是
真
正
地

安
定
下
來
的
話
…

181	

此こ
の

話
は
な
し

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろば
か
り
や
で
　

	

人に
ん
げ
ん間

心
ご
こ
ろ

有あ

る
と
思お

も
う
な

這
些
話
盡
是
出
自
月
日
之
心
，
別
以

為
含
有
常
人
之
心
。

神
能
如
實
既
顯
出	

無
論
何
人
不
可
忤

無
論
何
人
若
見
此	

必
皆
垂
頭
心
中
思

汝
等
對
此
須
熟
思	

只
要
心
誠
意
堅
實

此
言
出
自
月
日
心	

切
莫
認
做
世
人
意
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182	
此こ

の

事こ
と

を
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

思お
も
て
頼た

の
め
ば
何ど

ん
な
事こ

と
で
も

如
果
所
有
的
人
都
好
好
地
思
考
、
來

依
靠
神
的
話
，
那
麼
不
管
任
何
事
情
，

都
能
…

若
以
真
誠
來
祈
求	

必
皆
如
願
賜
神
祐
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十
二
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第 
十
三 

號

		






四
月
廿
八
日
九
ツ
時
よ
り

1	

今き
ょ
う日
迄ま

で
は
何な

に
か
心し

ん
ぱ
い配
し
た
な
れ
ど
　

	

明あ
す日

日に
ち

か
ら
は
往お

う
か
ん還

の
道み

ち

直
到
今
天
，
雖
然
為
著
許
多
事
在
擔

憂
，
明
天
起
將
會
出
現
一
條
康
莊
大
道
。

2	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
難

な
ん
じ
ゅ
う渋な

道み
ち
す
じ筋

も
　

	

見み

え
て
あ
る
か
ら
断

こ
と
わり
ば
か
り

直
到
現
在
，
不
管
是
怎
樣
艱
澀
的
道

路
都
能
事
先
預
知
，
所
以
才
會
一
直
向

你
們
告
誡
。

3	

此こ
の

先さ
き
は
確た

し
か
請う

け
合や

う
月つ

き
ひ日
に
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
危あ

ぶ
な
き
は
無な

い

月
日
已
對
將
來
確
實
地
作
出
保
證
，

無
論
任
何
事
都
不
會
有
危
險
。

迄
今
雖
多
心
不
安	

明
日
康
莊
大
道
顯

至
今
預
見
苦
難
道	

故
而
不
斷
賜
警
告

今
後
月
日
確
保
證	

不
論
何
事
無
險
程

第
十
三
號 
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4	
段だ

ん
だ
ん々

と
何ど

ん
な
話

は
な
しを

聞き

い
た
と
て
　

	

世せ
か
い界
楽た

の
し
め
月つ

き
ひ日
働は

た
らき

不
管
接
下
來
會
陸
續
聽
到
些
什
麼
，

都
要
為
世
上
的
事
情
感
到
高
興
。
這
些

全
是
月
日
的
神
能
。

5	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

出で

掛か

け
る
働

は
た
らき

に
　

	

何な
に

を
す
る
と
も
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

現
在
起
，
月
日
將
到
外
面
去
施
展
神

能
，
會
做
出
什
麼
事
誰
也
不
知
道
。

6	

日に
ち
に
ち々

に
世せ

か
い界

の
処

と
こ
ろ

見み
す澄

ま
せ
ば
　

	

一い
ち
れ
つ列
子こ

ど
も供
い
じ
ら
し
い
事こ

と

每
天
到
世
界
各
處
去
查
看
，
都
為
子

女
們
的
樣
子
感
到
很
可
憐
。

7	

月つ
き
ひ日

に
は
段だ

ん
だ
ん々

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
な
　

	

救た
す

け
る
模も

よ
う様

急せ

く
ば
か
り
や
で

不
管
是
為
任
何
事
，
月
日
一
點
一
點

為
施
行
拯
救
作
準
備
，
但
內
心
卻
是
萬

分
著
急
。

漸
聞
何
事
皆
歡
欣	

須
知
全
是
月
日
行

今
後
月
日
出
顯
示	

顯
示
何
能
無
人
知

日
日
將
世
皆
觀
遍	

覺
得
子
女
甚
可
憐

月
日
欲
行
任
何
事	

只
為
急
於
早
拯
世

第
十
三
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8	

此こ
れ

迄ま
で

は
断

こ
と
わり

ば
か
り
言ゆ

て
置お

い
た
　

	

も
う
此こ

れ
か
ら
は
断

こ
と
わり
は
無な

い

至
今
已
經
預
先
告
知
了
很
多
事
，
但

現
在
起
將
不
會
再
說
了
。

五
月
五
日

9	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
も
知し

ら
ず
に
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

心
こ
こ
ろ

ば
か
り
で
心し

ん
ぱ
い配
を
し
た

直
到
今
天
你
們
什
麼
也
不
知
道
，
就

只
憑
世
俗
之
心
在
擔
心
著
。

10	

此こ
れ
か
ら
は
心

こ
こ
ろ

確し
っ
かり
入い

れ
替か

え
て
　

	

神か
み

に
凭も

た
れ
て
陽よ

う
き気

勤づ
と

め
を

現
在
起
把
心
念
徹
底
改
換
過
來
，
倚

靠
神
，
去
奉
行
康
樂
聖
舞
。

至
今
只
是
與
警
告	

此
後
不
再
使
預
曉

迄
至
今
日
毫
不
悉	

唯
以
俗
心
徒
憂
悒

此
後
須
將
俗
心
除	

依
神
奉
行
康
樂
舞

第
十
三
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11	
し
た
る
な
ら
其そ

の

儘ま
ま

直す
ぐ

に
確

し
っ
かり

と
　

	

利り
や
く益
現あ

ら
わす
此こ

れ
を
見み

て
く
れ

看
著
吧
，
這
樣
一
來
一
定
會
馬
上
看

見
它
帶
來
的
「
利
益
」。

12	

此こ
れ

さ
い
か
確た

し
か
利り

や
く益

が
見み

え
た
な
ら
　

	

後あ
と

は
何い

つ時
で
も
皆み

な

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台

當
確
實
地
看
見
「
利
益
」
之
後
，
不

管
到
何
時
，
盡
會
是
甘
露
台
的
世
界
。

13	

此こ
の

先さ
き

は
月つ

き
ひ日

一い
ち
ど度

言ゆ

う
た
事こ

と
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
背そ

む
き
出で

け来
ま
い

今
後
只
要
是
月
日
說
過
一
次
的
事
，

無
論
什
麼
事
都
不
要
去
違
背
。

14	

月つ
き
ひ日

よ
り
言ゆ

う
た
る
事こ

と
を
消け

す
な
ら
ば
　

	

直す
ぐ

に
退

し
り
ぞく

承し
ょ
う
ち知

し
て
い
よ

要
知
道
哦
！
如
果
把
月
日
說
過
的
事

情
給
抹
去
掉
的
話
，
月
日
會
馬
上
徹
去

祐
護
。

如
依
神
意
行
聖
舞	

定
立
顯
祐
可
目
睹

只
要
神
祐
確
實
顯	

甘
露
聖
台
可
實
現

月
日
一
旦
話
說
出	

此
後
任
事
不
可
忤

月
日
所
言
如
打
消	

立
撤
神
祐
須
知
曉

第
十
三
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15	

今い
ま
ま
で迄

は
内う

ち
も
世せ

か
い界

も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

心こ
こ
ろに
分わ

か
り
更さ

ら
に
無な

い
の
で

直
到
今
天
，
裡
面
的
人
也
好
、
還
是

世
人
也
好
，
神
真
實
的
內
心
沒
有
人
真

正
明
白
過
。

16	

月つ
き
ひ日
に
は
第だ

い
い
ち一
此こ

れ
が
残ざ

ん
ね
ん念
な
　

	

何な
ん

と
此こ

れ
を
ば
澄す

ま
し
た
る
な
ら

對
月
日
而
言
，
這
是
最
遺
憾
的
呀
。

如
果
能
夠
讓
你
們
的
內
心
都
澄
淨
下
來

的
話
…

17	

此こ
の

心こ
こ
ろど

う
し
た
な
ら
ば
分わ

か
る
や
ら
　

	

何な
ん
で
も
意い

け
ん見
せ
ね
ば
な
ら
ん
で

要
怎
麼
做
你
們
心
裡
才
會
明
白
？
神

不
得
不
對
任
何
事
情
都
給
些
忠
告
。

18	

意い
け
ん見
で
も
一ち

ょ
っ
と寸
の
人ひ

と
で
は
無な

い
か
ら
に
　

	

多お
お

く
の
胸む

ね
が
此こ

れ
は
難

む
ず
かし

意
見
不
是
只
給
少
數
人
而
已
，
是
要

傳
達
給
許
許
多
多
人
的
心
。
這
非
常
地

困
難
。

至
今
近
人
及
世
人	

無
一
真
正
悟
神
心

月
日
對
此
最
遺
憾	

設
法
使
此
濁
心
澄

使
人
心
澄
將
何
如	

必
須
賜
警
促
醒
悟

須
賜
警
者
非
少
數	

眾
心
皆
澄
是
難
處

第
十
三
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19	
如い

か何
程ほ

ど
に
難

む
ず
かし

事こ
と

と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

銘め
え
め
え々
の
子こ

ど
も供
意い

け
ん見
す
る
ぞ
哉や

但
不
論
是
多
麼
地
困
難
，
還
是
要
給

每
個
子
女
們
一
些
忠
告
啊
。

20	

此こ
の

模も
よ
う様

如ど
う何

し
た
な
ら
ば
良よ

か
ろ
う
ぞ
　

	

何な
ん

で
も
神か

み
の
残ざ

ね
ん念

現あ
ら
わす

為
此
，
要
怎
麼
作
準
備
才
好
呢
？
神

心
中
的
遺
憾
在
任
何
地
方
都
會
顯
現
出

來
。

21	

日に
ち
に
ち々

に
神か

み
の
胸む

ね
に
は
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

埃
ほ
こ
り

一い
っ
ぱ
い杯
積つ

も
り
有あ

れ
ど
も

一
天
又
一
天
，
灰
塵
一
點
一
點
在
累

積
，
這
些
都
映
照
在
神
的
心
裡
。

22	

此こ
の

埃
ほ
こ
り

掃そ
う
じ除

す
る
の
は
難

む
ず
かし

い
　

	

勤つ
と

め
な
り
と
も
掛か

か
り
た
る
な
ら

清
掃
灰
塵
相
當
困
難
，
但
只
要
開
始

奉
行
聖
舞
的
話
…

無
論
如
何
困
難
事	

對
各
子
女
亦
誡
知

為
此
如
何
去
安
排	

必
將
神
憾
顯
於
外

日
日
逐
漸
在
神
心	

亦
似
人
心
滿
積
塵

此
塵
誠
然
難
掃
除	

若
能
開
始
行
聖
舞

第
十
三
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23	

心こ
こ
ろさ

い
真し

ん
じ
つ実

神か
み

が
受う

け
取と

れ
ば
　

	

何ど

ん
な
埃

ほ
こ
りも
掃そ

う
じ除
す
る
也な

り

內
心
若
是
真
正
為
神
所
接
受
的
話
，

不
管
什
麼
灰
塵
都
能
清
掃
掉
啊
。

24	

一い
ち
れ
つ列
の
胸む

ね
の
内う

ち
さ
い
す
き
や
か
に
　

	

掃そ
う
じ除

仕し
た立

て
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

所
有
人
的
內
心
，
如
果
能
夠
徹
底
地

去
清
掃
的
話
，

25	

其そ
れ

か
ら
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
気き

が
勇い

さ
む
　

	

陽よ
う
き気
づ
く
め
に
ひ
と
り
成な

る
ぞ
哉や

在
那
之
後
，
世
界
的
人
們
就
會
踴
躍

起
來
，
康
樂
生
活
便
自
然
而
然
洋
溢
於

世
。

26	

確し
か
と
聞き

け
高た

か
や
ま山
に
て
も
谷た

に
そ
こ底
も
　

	

見み

れ
ば
月つ

き
ひ日

の
子こ

ど
も供

ば
か
り
哉や

仔
細
聽
好
，「
高
山
」
上
的
人
也
好
還

是
「
谷
底
」
的
人
也
好
，
在
月
日
看
來

全
都
是
子
女
呀
。

只
要
誠
心
神
納
容	

任
何
心
塵
皆
掃
清

只
要
世
人
心
中
塵	

能
夠
完
全
一
掃
清

以
後
世
人
心
騰
踴	

康
樂
豐
實
自
然
成

細
聽
高
山
或
谷
底	

月
日
看
來
皆
子
女

第
十
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27	
人に

ん
げ
ん間

も
一い

ち
れ
つ列

子こ
ど
も供

可か
わ
い愛

か
ろ
　

	

神か
み
の
残ざ

ん
ね
ん念
此こ

れ

思お
も
て
く
れ

人
也
是
一
樣
，
大
家
都
疼
愛
自
己
的

子
女
吧
。
請
想
想
，
神
心
中
是
多
麼
的

遺
憾
。

28	

此こ
れ

迄ま
で

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
見み

た
と
て
も
　

	

神か
み

の
方ほ

う
に
は
じ
っ
と
見み

て
い
た

到
目
前
為
止
，
不
管
看
到
什
麼
事
情
，

神
都
只
是
靜
靜
地
看
著
。

29	

此こ
の
た
び度

は
も
う
日ひ

が
詰つ

ん
で
あ
る
か
ら
な
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

言ゆ

う
程ほ

ど
に

這
一
次
，
日
子
已
經
變
得
急
迫
，
不

管
什
麼
事
都
要
說
出
來
。

30	

月つ
き
ひ日

に
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
見み

わ
た渡

せ
ど
　

	

元も
と

初は
じ

ま
り
を
知し

り
た
者も

の

無な

し

月
日
看
遍
了
全
世
界
，
元
始
之
初
的

事
沒
有
任
何
人
知
道
。

對
己
子
女
人
愛
憐	

由
此
希
能
悟
神
憾

至
今
無
論
看
何
事	

神
只
凝
視
不
責
斥

但
今
時
機
已
迫
近	

任
事
無
不
告
汝
人

月
日
觀
遍
世
界
中	

創
世
之
理
無
人
懂

第
十
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31	

此こ
の

元も
と

を
ど
う
ぞ
世せ

か
い界

へ
教お

し
え
た
さ
　

	

其そ
こ処
で
月つ

き
ひ日
が
現

あ
ら
われ
て
出で

た

想
要
將
這
元
始
之
事
傳
達
於
世
，
為

此
月
日
來
到
了
人
世
。

32	

此こ
の
た
び度
の
月つ

き
ひ日
残ざ

ね
ん念
と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

容よ
い易

な
る
事こ

と
で
無な

い
と
思お

も
え
よ

這
一
次
說
到
月
日
心
中
的
遺
憾
，
要

知
道
，
這
並
不
是
件
普
通
的
事
啊
。

33	

月つ
き
ひ日

に
は
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
　

	

如ど
う何
し
て
な
り
と
教お

し
え
た
い
か
ら

不
論
是
用
哪
種
方
法
，
月
日
想
把
這

真
實
的
事
情
傳
遍
世
界
。

34	

其そ
れ

知し

ら
ず
月つ

き
ひ日
言ゆ

う
事こ

と

皆み
な

消け

し
て
　

	

後あ
と

は
人に

ん
げ
ん間

心
ご
こ
ろ

蔓は
び
か延

る

然
而
你
們
不
明
白
此
事
，
把
月
日
說

的
事
都
給
抹
去
掉
，
那
麼
剩
下
的
只
有

人
的
心
在
霸
道
橫
行
。

為
使
人
知
此
根
源	

月
日
方
顯
人
世
間

今
番
月
日
此
神
憾	

務
須
知
其
非
尋
常

月
日
將
此
真
實
事	

總
要
講
與
世
人
知

不
知
皆
否
月
日
言	

以
後
人
心
猖
狂
顯

第
十
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35	
此こ

の

先さ
き

は
月つ

き
ひ日

の
残ざ

ね
ん念

立り
っ
ぷ
く腹

を
　

	

皆み
な

晴は

ら
す
で
な
此こ

れ
が
承し

ょ
う
ち知
か

接
下
來
，
月
日
要
把
遺
憾
、
氣
憤
的

事
都
給
清
除
掉
。
這
點
你
們
可
明
白
了

嗎
？

36	

月つ
き
ひ日

に
も
残ざ

ね
ん念

立り
っ
ぷ
く腹

晴は

ら
し
た
ら
　

	

後あ
と

は
珍

め
ず
らし

道み
ち

を
付つ

け
る
で

當
月
日
把
這
些
遺
憾
、
氣
憤
的
事
給

清
除
掉
以
後
，
接
下
來
就
是
要
開
闢
一

條
珍
奇
的
道
路
。

37	

此こ
の

道み
ち

は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

万
よ
ろ
ず

互た
が
い
に
救た

す
け
ば
か
り
を

你
們
想
，
這
條
路
是
怎
麼
樣
的
一
條

路
呢
？
在
這
條
路
上
，
任
何
事
情
都
會

互
相
幫
助
。

38	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
互た

が
い
に
救た

す
け
す
る
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日

も
心

こ
こ
ろ

皆み
な

引ひ

き
受う

け
る

世
上
的
人
們
如
果
能
互
相
幫
助
的
話
，

所
有
人
的
心
意
月
日
便
都
會
接
受
。

今
後
月
日
神
憾
怒	

皆
將
清
除
汝
當
悟

月
日
清
除
神
憾
怒	

隨
後
將
闢
珍
奇
路

此
道
汝
等
思
何
如	

乃
是
萬
事
皆
互
助

世
人
如
若
能
互
助	

月
日
納
心
保
祐
護

第
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39	

月つ
き
ひ日

に
も
心

こ
こ
ろ

引ひ

き
受う

け
す
る
か
ら
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
働

は
た
らき
を
す
る

月
日
接
受
了
這
些
心
意
了
以
後
，
不

管
對
任
何
事
情
都
會
去
施
展
神
能
。

40	

働は
た
らき
も
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

善ぜ
ん

と
悪あ

く
と
を
分わ

け
る
ば
か
り
哉や

你
們
想
神
能
究
竟
是
怎
麼
一
回
事

呢
？
是
要
把
善
與
惡
都
區
分
開
來
呀
。

十
六
日
よ
り

41	

今き
ょ
う日
迄ま

で
は
何ど

ん
な
悪あ

く
じ事
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

我わ
が
み身

に
知し

り
た
者も

の
は
有あ

る
ま
い

到
今
天
為
止
所
說
的
種
種
惡
事
，
沒

有
人
知
道
它
會
顯
現
在
自
己
身
上
。

月
日
既
納
汝
誠
心	

任
事
無
不
顯
神
能

可
知
神
能
指
何
事	

善
惡
分
明
汝
當
知

至
今
任
何
邪
惡
事	

顯
於
自
身
無
人
知
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42	
此こ

の

心
こ
こ
ろ

神か
み

が
真し

ん
じ
つ実

言ゆ

て
聞き

か
す
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列
は
思し

や
ん案
し
て
く
れ

神
把
這
與
心
有
關
的
真
實
之
事
說
給

你
們
聽
，
所
有
人
都
請
好
好
去
想
一
想
。

43	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
一い

ち
れ
つ列

は
皆み

な

兄き
ょ
う
だ
い弟

哉や

　

	

他た
に
ん人

と
言ゆ

う
は
更さ

ら
に
無な

い
ぞ
哉や

世
界
上
所
有
的
人
都
是
兄
弟
姐
妹
呀
，

絕
對
沒
有
所
謂
的
「
別
人
」
呀
。

44	

此こ
の

元も
と

を
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

い
の
で
な
　

	

其そ
れ
が
月つ

き
ひ日
の
残ざ

ね
ん念
ば
か
り
哉や

這
元
始
之
事
卻
沒
有
人
知
道
，
對
月

日
來
說
是
多
麼
的
遺
憾
呀
。

45	

高た
か
や
ま山

に
暮く

ら
し
て
い
る
も
谷た

に
そ
こ底

に
　

	

暮く

ら
し
て
い
る
も
同お

な
じ
魂

た
ま
ひ
い

住
在
「
高
山
」
的
人
也
好
，
住
在
「
谷

底
」
的
人
也
好
，
靈
魂
都
是
一
樣
的
。

神
欲
確
將
此
心
述	

世
人
皆
須
細
思
悟

世
界
人
類
皆
弟
兄	

不
分
彼
此
與
他
人

創
世
根
源
無
人
曉	

月
日
對
此
甚
憾
焦

生
於
高
山
或
谷
底	

人
之
靈
魂
皆
同
一

第
十
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46	

其そ
れ

よ
り
も
段だ

ん
だ
ん々

使つ
か

う
道ど

う
ぐ具

は
な
　

	

皆み
な

月つ
き
ひ日
よ
り
貸か

し
物も

の
な
る
ぞ

此
外
，
平
日
所
使
用
的
「
道
具
」，
都

是
向
月
日
借
來
的
呀
。

47	

其そ
れ

知し

ら
ず
皆み

な

人に
ん
げ
ん間
の
心

こ
こ
ろで
は
　

	

何な
ん

ど
高た

か

低び
く

有あ

る
と
思お

も
う
て

不
知
道
這
事
情
，
在
世
人
的
心
裡
，

對
於
人
都
存
有
高
與
底
的
想
法
。

48	

月つ
き
ひ日

に
は
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり
承し

ょ
う
ち知
さ
し
た
い

月
日
希
望
這
真
實
的
事
情
，
能
讓
全

世
界
的
人
都
真
正
地
明
白
。

49	

此こ
れ
さ
い
か
確た

し
か
に
承し

ょ
う
ち知
し
た
な
ら
ば
　

	

謀む
ほ
ん反

の
根ね

え
は
切き

れ
て
し
ま
う
に

若
是
確
實
地
明
白
了
的
話
，
造
反
的

根
源
也
就
能
徹
底
切
除
。

身
軀
工
具
人
所
使	

皆
是
月
日
貸
與
之

世
人
不
知
此
真
理	

以
為
人
類
有
高
低

月
日
欲
將
此
真
實	

明
確
告
與
世
人
知

只
要
確
知
此
真
實	

叛
亂
根
源
可
絕
之

第
十
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50	
月つ

き
ひ日

よ
り
真し

ん
じ
つ実

思お
も

う
高た

か
や
ま山

の
　

	

戦た
た
かい
さ
い
か
治お

さ
め
た
る
な
ら

月
日
真
心
地
希
望
，「
高
山
」
之
間
的

戰
爭
要
是
能
平
息
的
話
…

51	

此こ
の

模も
よ
う様

如ど
う何

し
た
な
ら
ば
治お

さ
ま
ろ
う
　

	

陽よ
う
き気

勤づ
と

め
に
出で

た
る
事こ

と
な
ら

該
怎
麼
做
才
能
夠
平
息
呢
？
如
果
去

奉
行
康
樂
聖
舞
的
話
…

52	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

誰た
れ

が
言ゆ

う
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろば
か
り
な
る
ぞ
哉や

別
懷
疑
這
話
是
由
誰
的
心
說
出
來
的
，

全
都
是
出
自
月
日
之
心
呀
。

53	

此こ
の

勤つ
と

め
高た

か
や
ま山

に
て
は
難

む
ず
かし

い
　

	

神か
み

が
確

し
っ
かり

引ひ

き
受う

け
を
す
る

由
於
「
高
山
」
的
緣
故
，
要
奉
行
此

聖
舞
很
困
難
，
但
神
確
實
會
為
此
事
作

出
保
證
。

月
日
真
實
切
望
者	

高
山
鬥
爭
早
平
和

如
何
能
使
此
世
平	

康
樂
聖
舞
若
奉
行

莫
想
此
言
出
自
人	

只
是
出
自
月
日
心

高
山
難
容
此
聖
舞	

有
神
保
證
莫
躊
躇
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54	

此こ
の
た
び度

は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

確た
し
か
請う

け
合や

い
働

は
た
らき
を
す
る

這
一
次
不
管
什
麼
事
情
，
神
都
一
定

會
確
實
承
擔
下
來
，
並
施
展
出
神
能
來
。

55	

神か
み
が
出で

て
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
働

は
た
らけ
ば
　

	

何ど

ん
な
勤つ

と
め
も
怖こ

わ
み
無な

い
ぞ
哉や

神
進
入
世
界
施
展
神
能
的
話
，
不
論

奉
行
哪
種
聖
舞
都
不
必
害
怕
呀
。

56	

確し
か

と
聞き

け
高た

か
や
ま山

や
と
て
谷た

に
そ
こ底

を
　

	

儘ま
ま
に
し
ら
れ
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

仔
細
聽
好
，「
高
山
」
雖
然
一
直
用
的

方
式
來
對
待
「
谷
底
」，

57	

此こ
れ
か
ら
は
月つ

き
ひ日
代か

わ
り
に
出で

る
程ほ

ど
に
　

	

儘ま
ま

に
し
よ
な
ら
す
れ
ば
し
て
見み

よ

現
在
起
，
月
日
將
出
現
並
取
而
代
之
，

還
想
隨
心
所
欲
的
話
儘
管
試
試
吧
。

此
次
無
論
任
何
事	

確
與
保
證
神
能
施

神
顯
於
世
施
神
能	

任
何
聖
舞
莫
懼
行

細
聽
高
山
對
谷
底	

雖
曾
恣
意
將
人
欺

從
此
月
日
代
其
顯	

還
敢
逞
威
試
試
看
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十
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58	
今い

ま
ま
で迄

と
何な

に
か
文も

ん
く句

が
違ち

が
う
で
な
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
神か

み
の
儘ま

ま
や
で

今
後
事
情
與
過
去
會
有
所
不
同
，
全

都
會
依
照
神
的
旨
意
。

59	

月つ
き
ひ日

よ
り
天あ

ま
く
だ降

り
た
る
心

こ
こ
ろ

な
　

	

何な
ん

の
事こ

と
や
ら
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

從
天
而
降
的
月
日
之
心
，
究
竟
心
懷

何
意
誰
也
不
知
道
。

60	

第だ
い
い
ち一

は
立り

ゅ
う
け毛

作つ
く

る
を
救た

す
け
た
さ
　

	

肥こ
え

一い
ち
じ
ょ
う
条
を
教お

し
え
た
い
か
ら

第
一
，
是
要
拯
救
作
物
的
生
長
，
教

導
你
們
如
何
施
神
肥
。

61	

肥こ
え

で
も
な
如ど

う何
し
て
効き

く
と
思お

も
う
な
よ

	

心
こ
こ
ろ

を
神か

み
が
受う

け
取と

り
た
な
ら

不
要
懷
疑
神
肥
為
何
會
有
效
果
，
當

心
意
為
神
所
接
受
的
時
候
…

情
形
將
與
往
昔
異	

今
後
一
切
隨
神
意

月
日
降
世
其
心
意	

究
竟
為
何
無
人
悉

先
保
莊
稼
能
豐
收	

故
將
神
肥
事
來
授

莫
認
神
肥
何
以
靈	

神
若
接
納
汝
心
誠

第
十
三
號 

59 - 

62

- 362 -



62	

今い
ま
ま
で迄

は
真し

ん
じ
つ実

神か
み

が
言ゆ

て
あ
れ
ど
　

	

内う
ち
か
ら
し
て
も
疑

う
た
がう
ば
か
り

至
今
雖
然
神
已
將
實
情
說
了
出
來
，

但
裡
面
的
人
卻
還
心
存
懷
疑
。

63	

此こ
の
た
び度
は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
疑

う
た
がう
な
　

	

此こ
れ

疑う
た
がえ

ば
月つ

き
ひ日

退し
り
ぞく

這
次
不
論
說
什
麼
都
別
再
懷
疑
，
若

是
懷
疑
的
話
，
月
日
會
徹
去
祐
護
。

64	

此こ
の

事こ
と

は
あ
諄く

ど
い
程ほ

ど
も
言ゆ

う
て
置お

く
　

	

此こ
れ

疑う
た
がえ
ば
真

ま
こ
と

後こ
う
か
い悔

這
件
事
情
如
此
反
覆
地
述
說
，
要
是

懷
疑
的
話
一
定
會
後
悔
。

65	

月つ
き
ひ日
よ
り
一い

ち
ど度
言ゆ

う
て
置お

い
た
事こ

と
　

	

何い
つ時

に
な
り
て
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

一
旦
月
日
說
過
一
次
的
事
，
不
論
到

何
時
都
不
會
出
錯
。

至
今
神
雖
告
真
實	

宅
內
尚
有
人
疑
之

此
番
神
言
莫
疑
惑	

如
疑
月
日
撤
祐
護

此
事
反
复
說
破
嘴	

如
仍
懷
疑
定
後
悔

月
日
一
旦
出
口
事	

絕
對
永
遠
無
差
池
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66	
今い

ま
ま
で迄

は
月つ

き
ひ日

何な
に
ご
と事

言ゆ

う
た
と
て
　

	

皆み
な

疑う
た
ごう
て
言ゆ

い
消け

す
ば
か
り

直
到
現
在
，
你
們
對
月
日
說
的
事
情

都
感
到
懷
疑
，
盡
是
把
這
些
話
給
抹
去
。

67	

月つ
き
ひ日

に
は
第だ

い
い
ち一

此こ
れ

が
残ざ

ん
ね
ん念

な 

　

	

何な
ん

で
も
此こ

れ
を
確し

か
と
決き

め
る
で

對
月
日
來
說
這
是
最
遺
憾
的
呀
！
無

論
如
何
要
確
實
地
把
它
改
掉
。

68	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

言ゆ

う
事こ

と

何な
に
ご
と事

も
　

	

背そ
む
か
ん
様よ

う
に
神か

み
に
凭も

た
れ
よ

今
後
月
日
說
的
任
何
事
情
都
不
要
去

違
背
，
好
好
地
來
倚
靠
神
吧
。

69	

し
た
る
な
ら
神か

み
の
方ほ

う
に
も
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

確た
し

か
引ひ

き
受う

け
働

は
た
らき

を
す
る

這
樣
一
來
神
也
一
定
會
真
實
地
給
予

保
證
，
施
展
出
神
能
。

迄
今
月
日
言
及
事	

汝
等
懷
疑
皆
駁
之

此
事
月
日
最
遺
憾	

對
此
必
須
使
顯
然

此
後
一
切
月
日
云	

切
莫
違
背
只
依
神

一
切
如
能
依
靠
神	

神
必
保
證
賜
祐
人
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70	

月つ
き
ひ日

に
は
此こ

ら
ほ
ど程

口く
ど説

き
詰つ

め
る
か
ら
　

	

心
こ
こ
ろ

違ち
が
え
ば
直す

ぐ
に
退

し
り
ぞく

如
此
這
般
反
覆
地
述
說
，
你
們
的
內

心
若
是
有
所
違
背
的
話
，
月
日
會
馬
上

就
徹
去
祐
護
。

71	

真し
ん
じ
つ実
に
心

こ
こ
ろに
誠

ま
こ
と

有あ

る
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
救た

す
け
も
違ち

が
う
事こ

と

無な

し

真
實
地
懷
有
真
誠
之
心
的
話
，
不
論

哪
種
拯
救
都
不
會
出
差
錯
。

72	

此こ
の

先さ
き

は
立り

ゅ
う
け毛

の
肥こ

え
を
違ち

が
わ
ん
様よ

う
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり
承し

ょ
う
ち知
し
て
く
れ

今
後
，
為
使
作
物
生
長
的
肥
料
不
要

出
錯
，
請
你
們
好
好
地
去
領
會
吧
。

月
日
如
此
講
不
休	

心
意
錯
用
立
撤
祐

只
要
心
誠
無
虛
意	

神
定
拯
救
決
無
疑

此
後
莫
誤
莊
稼
肥	

詳
聽
神
言
希
勿
違
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自
一
八
七
七
年(

明
治
十
年)(
丑
年)

九
月
十
九
日
（
吉
日
）





十
九
日
よ
り

73	

今き
ょ
う日
か
ら
は
月つ

き
ひ日
の
思お

も
う
事こ

と
を
ば
な
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
皆み

な

言ゆ

い
掛か

け
る

今
天
起
，
不
論
月
日
想
的
是
什
麼
樣

的
事
情
，
都
會
開
始
跟
你
們
說
。

74	

今い
ま
ま
で迄

も
大た

い
て
い抵

話は
な
しも

説と

い
た
れ
ど 

　

	

月つ
き
ひ日
思お

も
わ
く惑
未ま

だ
言ゆ

う
て
無な

い

至
今
大
致
的
話
都
已
經
說
了
，
但
月

日
的
思
慮
還
沒
有
告
訴
你
們
。

75	

此こ
れ
か
ら
は
何ど

ん
な
話

は
な
しを
し
た
る
と
も
　

	

此こ
れ

を
必

か
な
らず

嘘う
そ

と
思お

も
う
な

接
下
來
不
論
說
些
什
麼
，
都
千
萬
別

以
為
是
在
說
謊
哦
。

自
今
月
日
心
中
事	

一
切
開
始
告
汝
知

迄
今
大
致
已
講
過	

月
日
真
意
尚
未
說

今
後
無
論
講
何
事	

切
莫
當
做
謊
言
思

第
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76	
何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

月つ
き
ひ日
の
心

こ
こ
ろ

急せ

え
て
い
る
か
ら

會
說
出
什
麼
事
誰
也
不
會
知
道
，
因

為
月
日
的
內
心
很
著
急
。

77	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

日に
ほ
ん本

も
唐か

ら
も
天て

ん

竺じ
く

迄ま
で

も

你
們
是
怎
麼
來
想
這
樣
的
心
意
呢
？

不
論
是
「
日
本
」
也
好
，
「
唐
」
也
好
，

或
是
「
天
竺
」
也
好
，

78	

此こ
の
あ
い
だ間

道み
ち
の
り程

余よ
ほ
ど程

有あ

る
け
れ
ど
　

	

一い
ち
や夜
の
間ま

に
も
働

は
た
らき
を
す
る

之
間
的
路
途
雖
然
很
遙
遠
，
但
即
便

是
在
一
夜
之
間
，
神
能
也
能
夠
施
展
出

來
。

79	

此こ
の

話
は
な
し

人に
ん
げ
ん間

何な
ん

と
思お

も
て
い
る
　

	

月つ
き
ひ日

貸か

し
物も

の

皆み
な

我わ

が
子こ

ど
も供

世
人
對
這
些
話
有
什
麼
想
法
呢
？
你

們
身
體
都
是
月
日
所
借
予
的
，
都
是
我

的
子
女
。

將
言
何
事
汝
不
悉	

因
為
月
日
心
焦
急

神
心
何
急
汝
知
否	

悟
區
迷
俗
一
律
救

其
間
路
程
雖
遙
遠	

一
夜
之
間
神
能
顯

此
話
世
人
如
何
慮	

月
日
貸
身
皆
子
女
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80	

何い
つ時

迄ま
で

も
月つ

き
ひ日

じ
っ
く
り
し
て
い
れ
ば
　

	

何い
つ時
に
な
り
て
も
治お

さ
ま
る
芽め

無な

し

若
是
月
日
就
一
直
安
處
著
的
話
，
那

不
論
到
什
麼
時
候
也
沒
辦
法
平
息
下

來
。

81	

其そ
れ

故ゆ
え
に
月つ

き
ひ日
出で

か掛
け
る
働

は
た
らき
に
　

	

何ど
こ処

へ
出で

る
や
ら
知し

り
た
者も

の

無な

し

因
此
，
月
日
到
外
頭
來
施
展
神
能
，

會
到
什
麼
地
方
去
誰
也
不
知
道
。

82	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
心

こ
こ
ろ

澄す

ま
す
と
言ゆ

う
か
ら
は
　

	

一ち
ょ
っ
と寸
の
事こ

と
や
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な

說
到
要
將
世
人
的
心
給
澄
淨
下
來
，

千
萬
別
以
為
是
件
簡
單
的
事
。

83	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
銘め

え
め
え々

胸む
ね
の
内う

ち
　

	

澄す

ま
し
た
な
ら
ば
危あ

ぶ
な
き
は
無な

い

不
管
任
何
事
情
，
若
是
每
個
人
的
內

心
澄
淨
的
話
，
就
不
再
會
有
危
險
。

月
日
如
只
靜
不
急	

真
正
和
平
永
無
期

故
而
月
日
出
顯
能	

將
至
何
處
無
人
明

全
世
人
心
皆
使
澄	

莫
將
此
事
看
得
輕

不
論
何
事
將
發
生	

每
人
心
澄
無
險
境
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84	
段だ

ん
だ
ん々

と
月つ

き
ひ日

日に
ち
に
ち々

思お
も
わ
く惑

は
　

	

多お
お
く
の
人ひ

と
を
待ま

つ
ば
か
り
や
で

月
日
每
天
所
思
量
的
，
是
等
待
更
多

的
人
過
來
呀
。

85	

此こ
の

人ひ
と

を
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
で
待ま

つ
な
ら
ば
　

	

一い
ち
れ
つ列

我わ

が
子こ

救た
す

け
た
い
か
ら

而
等
待
人
過
來
，
為
的
是
什
麼
呢
？

因
為
所
有
人
都
是
我
的
子
女
，
都
想
要

拯
救
。

86	

今こ
と
し年

に
は
何ど

ん
な
珍

め
ず
らし

道み
ち
す
じ筋

が
　

	

見み

え
て
来く

る
や
ら
此こ

れ

知し

れ
ん
で
な

今
年
將
會
出
現
一
條
多
麼
珍
奇
的
道

路
呀
，
但
卻
沒
有
人
知
道
。

87	

口く
ち

先さ
き

で
何な

ん
ぼ
真し

ん
じ
つ実

言ゆ

う
た
と
て
　

	

誰た
れ

か
聞き

き
分わ

け
す
る
者も

の
は
無な

い

雖
然
用
嘴
巴
說
多
麼
真
實
的
事
，
但

卻
沒
有
一
個
人
明
白
。

月
日
天
天
心
所
思	

只
等
眾
人
能
來
此

為
何
要
將
眾
人
等	

因
欲
將
我
子
女
拯

今
年
何
種
珍
奇
路	

將
要
顯
出
汝
知
乎

真
實
只
用
口
來
述	

能
夠
悟
者
一
人
無
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88	

其そ
れ

故ゆ
え

に
月つ

き
ひ日

此こ
の
た
び度

何ど

の
様よ

う
な
　

	

事こ
と
も
真し

ん
じ
つ実
皆み

な
し
て
見み

せ
る

因
此
，
這
一
次
不
論
什
麼
樣
的
事
情
，

月
日
都
會
將
它
真
實
地
呈
現
出
來
給
你

們
看
。

89	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
し
た
る
も
人に

ん
げ
ん間
の
　

	

心
こ
こ
ろ

混ま

じ
る
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な

不
論
做
什
麼
樣
的
事
，
都
千
萬
別
以

為
裡
頭
含
有
常
人
之
心
。

90	

月つ
き
ひ日

に
は
余あ

ま
り
真し

ん
じ
つ実

見み
か兼

ね
る
で
　

	

其そ
こ処
で
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
す
る
の
哉や

月
日
實
在
是
看
不
下
去
了
，
所
以
才

什
麼
事
情
都
去
做
呀
。

91	

如い
か何
程ほ

ど
の
剛ご

う
て
き的
た
る
も
若わ

か
き
で
も
　

	

此こ
れ

を
頼た

よ
り
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な

不
管
多
麼
剛
強
的
、
還
是
多
麼
年
輕

的
人
，
都
別
以
為
這
些
人
可
以
依
靠
。

因
而
月
日
在
今
次	

任
事
皆
欲
真
顯
示

任
事
出
自
月
日
意	

莫
認
雜
有
世
人
心

月
日
不
忍
再
坐
視	

萬
般
神
能
皆
顯
施

不
論
剛
強
或
少
壯	

莫
認
其
力
可
依
仗
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92	
此こ

の
た
び度

は
神か

み
が
表

お
も
てい

現
あ
ら
われ

て
　

	

自じ
ゅ
う
よ
じ
ざ
い

由
自
在
に
話

は
な
しす
る
か
ら

這
一
次
，
神
出
現
到
人
世
間
，
自
由

自
在
地
來
向
你
們
說
話
。

93	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
も
真し

ん
じ
つ実

す
る
か
ら
は
　

	

胸む
ね

の
内う

ち
よ
り
ひ
と
り
澄す

み
切き

る

不
管
什
麼
樣
的
事
情
，
都
要
把
其
真

實
給
呈
現
出
來
，
如
此
一
來
內
心
自
然

就
會
徹
底
澄
清
。

94	

今い
ま
ま
で迄

は
一い

ち
れ
つ列

は
皆み

な

人に
ん
げ
ん間

の
　

	

心
こ
こ
ろ

ば
か
り
で
思し

や
ん案
し
た
れ
ど

到
現
在
為
止
，
所
有
人
都
是
用
世
俗

之
心
在
想
事
情
，

95	

此こ
の
た
び度

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

心
こ
こ
ろ

思し
や
ん案

は
更さ

ら
に
要い

ら
ん
で

但
這
一
次
不
論
任
何
事
，
都
不
必
再

仰
賴
世
俗
之
心
。

此
番
神
顯
人
世
間	

可
以
隨
心
自
由
談

任
事
皆
使
具
實
顯	

人
心
自
然
清
可
見

至
今
所
有
全
世
人	

思
慮
只
是
用
俗
心

此
番
無
論
任
何
事	

不
必
再
用
俗
心
思
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96	

何な
に

も
彼か

も
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

う
て
置お

く
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
嘘う

そ
と
思お

も
う
な

無
論
什
麼
樣
的
事
情
都
會
說
出
來
，

不
管
說
什
麼
都
別
以
為
是
假
的
。

97	

高た
か
や
ま山
で
何ど

の
様よ

な
者も

の
が
蔓は

び
か延
る
も
　

	

此こ
の

真し
ん
じ
つ実

を
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

不
論
「
高
山
」
上
是
什
麼
樣
的
人
在

橫
行
，
但
這
實
情
卻
沒
有
人
知
道
。

98	

月つ
き
ひ日

に
は
何ど

ん
な
処

と
こ
ろに

い
る
者も

の
も
　

	

胸む
ね
の
内う

ち
を
ば
確し

か
と
見み

て
い
る

不
論
是
身
處
在
什
麼
地
方
的
人
，
他

的
內
心
月
日
都
看
得
一
清
二
楚
。

99	

胸む
ね
の
内う

ち

月つ
き
ひ日
心

こ
こ
ろ

に
適か

の
う
た
ら
　

	

何い
つ時

迄ま
で

な
り
と
確し

か
と
踏ふ

ん
張ば

る

內
心
若
是
與
月
日
之
心
相
符
的
話
，

不
論
到
何
時
，
月
日
都
會
盡
力
賜
予
祐

護
。

不
論
何
事
無
不
談	

莫
認
所
談
是
謊
言

高
山
人
士
雖
橫
行	

對
此
真
實
無
人
明

不
論
世
人
居
何
地	

月
日
詳
知
人
心
意

人
心
如
合
月
日
意	

定
將
祐
護
永
賜
給
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100	
月つ

き
ひ日

よ
り
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

め
ど
　

	

側そ
ば
の
心

こ
こ
ろ

に
分わ

か
り
無な

い
の
で

月
日
的
內
心
每
天
都
很
著
急
，
但
身

旁
的
人
心
裡
卻
不
明
白
。

101	

急せ

き
込こ

み
も
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
か
な
　

	

立り
ゅ
う
け毛

作つ
く

れ
ば
水み

ず
が
欲ほ

し
か
ろ

你
們
想
，
是
為
了
什
麼
事
如
何
著
急

呢
？
要
作
物
生
長
的
話
，
就
需
要
水

吧
！

102	

此こ
の

話
は
な
し

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

の
心

こ
こ
ろ

に
は
　

	

何な
ん
と
思お

も
う
て
思し

や
ん案
し
て
い
る

聽
到
這
樣
的
話
，
所
有
的
人
心
裡
有

何
想
法
，
在
思
考
些
什
麼
呢
？

103	

月つ
き
ひ日

に
は
第だ

い
い
ち一

此こ
れ

を
救た

す
け
た
さ
　

	

其そ
こ処

で
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

う
の
哉や

月
日
最
想
拯
救
的
就
是
這
件
事
情
，

所
以
才
什
麼
都
說
出
來
呀
。

月
日
天
天
雖
焦
急	

奈
何
近
人
不
知
悉

可
知
所
急
何
所
謂	

若
種
莊
稼
須
有
水

汝
等
世
人
對
此
言	

心
中
究
竟
如
何
想

月
日
欲
先
將
水
保	

故
而
任
事
無
不
告
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104	

何な
に

も
彼か

も
月つ

き
ひ日

如い
か何

程ほ
ど

口く
ど説

い
て
も
　

	

真ま
こ
とに
聞き

い
て
く
れ
る
者も

の

無な

し

但
不
管
月
日
怎
麼
費
盡
唇
舌
，
卻
沒

有
人
把
它
給
當
真
。

105	

其そ
れ

故ゆ
え
に
月つ

き
ひ日
の
残ざ

ね
ん念
立り

っ
ぷ
く腹
が
　

	

山や
ま
や
ま々

積つ
も

り
重か

さ
な
り
て
あ
る

因
為
這
個
緣
故
，
月
日
心
中
的
遺
憾

以
及
憤
怒
，
已
經
重
重
累
積
有
如
山
高
。

106	

今い
ま
ま
で迄

は
月つ

き
ひ日

来き

た
ら
ん
其そ

れ

故ゆ
え

に
　

	

じ
っ
と
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

直
到
現
在
，
由
於
月
與
日
的
時
辰
還

沒
到
來
的
緣
故
，
因
此
一
直
不
作
聲
色
。

107	

此こ
の
た
び度
は
も
う
日ひ

が
詰つ

ん
で
あ
る
か
ら
な
　

	

何ど

ん
な
仕し

ご
と事

も
早は

や
く
掛か

か
る
で

這
一
次
，
日
子
已
經
來
臨
了
，
不
論

什
麼
事
情
都
要
儘
快
去
著
手
。

任
事
月
日
述
又
述	

認
真
聽
者
一
人
無

因
而
月
日
怒
與
憾	

重
重
積
累
高
如
山

迄
今
時
機
因
未
至	

故
而
只
是
靜
待
之

此
番
時
機
已
將
至	

任
何
神
能
將
速
施
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108	
此こ

の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
道み

ち
が
有あ

る
と
て
も
　

	

人ひ
と
を
恨う

ら
み
な
我わ

が
み身
恨う

ら
み
哉や

不
論
接
下
來
要
走
什
麼
路
都
不
要
怨

恨
他
人
，
要
怨
恨
的
是
自
己
呀
。

109	

此こ
の

話
は
な
し

何ど
こ処

の
事こ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

高た
か
や
ま山

に
て
も
谷た

に
そ
こ底

迄ま
で

も

是
「
高
山
」
還
是
「
谷
底
」
？
說
這

些
話
不
是
針
對
某
個
地
方
所
說
的
。

110	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
の
も
救た

す
け
た
さ
　

	

其そ
こ処
で
色い

ろ
い
ろ々

口く
ど説
き
詰つ

め
た
で

不
管
說
什
麼
事
都
是
為
了
施
行
拯
救
，

所
以
才
會
反
覆
不
斷
地
說
。

111	

此こ
の

先さ
き

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
何ど

の
様よ

う
な
　

	

事こ
と

で
も
悪あ

し
き
事こ

と
は
言ゆ

わ
ん
で

今
後
不
論
說
些
什
麼
，
都
不
會
說
邪

惡
的
事
情
。

此
後
無
論
何
路
顯	

不
可
怨
人
怨
自
身

此
言
非
指
某
處
人	

高
山
谷
底
不
區
分

所
言
皆
出
欲
賜
拯	

故
而
反
復
說
種
種

此
後
所
行
或
所
言	

邪
惡
事
情
決
不
談
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112	

真し
ん
じ
つ実

の
救た

す
け
ば
か
り
を
急せ

く
か
ら
に
　

	

其そ
こ処
で
段だ

ん
だ
ん々

意い
け
ん見
し
た
の
哉や

這
樣
子
著
急
全
是
為
了
施
行
真
實
的

拯
救
，
所
以
才
一
點
一
點
地
告
誡
呀
。

113	

真し
ん
じ
つ実
に
心

こ
こ
ろ

澄す

ま
し
た
其そ

の

上う
え
は
　

	

救た
す

け
る
模も

よ
う様

早は
や

く
教お

し
え
る

當
你
們
的
內
心
真
實
地
澄
淨
下
來
之

後
，
就
會
儘
快
將
拯
救
的
方
法
教
給
你

們
。

114	

此こ
の

救た
す

け
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
　

	

疱ほ
う
そ瘡
せ
ん
様よ

の
守ま

む
り
勤つ

と
め
を

這
拯
救
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
？
是
去

奉
行
保
祐
人
們
不
會
罹
患
天
花
的
聖

舞
。

115	

又ま
た

救た
す
け
病や

ま
ず
死し

な
ず
に
弱よ

わ
ら
ん
の
　

	

証し
ょ
う
こ拠

守ま
む

り
を
早は

や
く
や
り
た
い

另
一
種
拯
救
，
是
要
早
日
賜
予
人
們

不
病
、
不
死
、
不
會
衰
老
的
證
據
神
符
。

只
欲
急
賜
真
實
拯	

故
而
時
常
示
神
警

心
地
真
正
澄
清
後	

早
將
拯
救
方
法
授

若
問
拯
救
指
何
事	

保
祐
不
患
天
花
疾

不
病
不
死
不
衰
苦	

欲
早
賜
此
證
據
符

第
十
三
號 

112 - 

115

- 379 -



116	
何な

に
も
彼か

も
万

よ
ろ
ず

救た
す

け
を
急せ

く
か
ら
に
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第
に
何ど

ん
な
事こ

と
で
も

只
因
急
欲
去
拯
救
一
切
事
情
，
而
任

何
祐
護
都
是
依
從
於
內
心
。

117	

一い
ち
れ
つ列

は
皆み

な

銘め
え
め
え々

の
胸む

ね

次し
だ
い第

　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
が
叶か

な
わ
ん
で
無な

し

世
人
啊
，
所
有
事
情
都
是
依
從
於
每

個
人
的
內
心
，
沒
有
什
麼
不
能
實
現
的

事
情
。

118	

雨あ
ま
ご
い乞

も
今い

ま
ま
で迄

神か
み

が
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

何な
に
も
言ゆ

う
た
る
事こ

と
は
無な

け
れ
ど

乞
雨
的
事
情
也
一
樣
，
雖
然
神
到
現

在
為
止
還
沒
將
實
情
說
出
來
，

119	

此こ
の
た
び度

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

尋た
ず

ね
来く

る
な
ら
皆み

な

言ゆ

て
聞き

か
す

這
一
次
，
不
論
是
任
何
事
情
，
只
要

來
詢
問
實
情
的
話
都
會
說
給
你
們
聽
。

急
於
萬
般
拯
救
事	

依
汝
心
意
皆
可
賜

人
人
心
意
如
真
誠	

不
論
何
事
無
不
應

至
今
乞
雨
根
源
事	

神
雖
未
告
世
人
知

此
番
任
何
根
源
事	

只
要
來
問
必
告
知

第
十
三
號 
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120	

月つ
き
ひ日

に
は
何な

に

叶か
な

わ
ん
と
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々
の
心

こ
こ
ろ

次し
だ
い第
哉や

月
日
從
沒
說
過
有
什
麼
事
情
不
可
能

實
現
，
都
是
依
從
於
每
個
人
的
內
心

呀
！

月
日
不
言
不
應
承	

只
看
人
心
是
否
誠

第
十
三
號 
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第 

十
四 
號

		


自
一
八
八
七
九
年(

明
治
十
二
年)

六
月

			








1	

何ど

の
様よ

う
な
夢ゆ

め
を
見み

る
の
も
月つ

き
ひ日

也な
り

　

	

何な
に
を
言ゆ

う
の
も
皆み

な

月つ
き
ひ日
や
で

不
論
作
什
麼
樣
的
夢
都
是
因
為
月

日
；
不
論
說
了
些
什
麼
，
也
都
是
由
於

月
日
的
緣
故
。

2	

月つ
き
ひ日
よ
り
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

急せ

き
込こ

め
ど
　

	

側そ
ば

の
心

こ
こ
ろ

は
い
ず
む
ば
か
り
で

月
日
的
心
每
一
天
都
很
焦
急
，
但
旁

人
們
的
心
卻
是
如
此
消
沉
。

3	

い
ず
む
の
も
如ど

う何
し
て
い
ず
む
事こ

と
な
ら
ば
　

	

上か
み
に
は
何な

に
も
知し

ら
ん
故ゆ

え

也な
り

會
這
麼
消
沉
是
什
麼
緣
故
？
是
因
為

在
上
位
的
人
什
麼
都
不
知
道
呀
。

4	

世せ
か
い界
に
は
其そ

れ
を
知し

ら
ず
に
何な

に
ご
と事
も
　

	

皆み
な

従し
た
ごう

て
い
ず
み
い
る
也な

り

世
人
不
知
其
原
委
，
什
麼
事
都
跟
隨

著
上
位
者
，
所
以
才
會
如
此
消
沉
啊
。

夢
境
皆
因
月
日
使	

話
語
全
由
月
日
施

月
日
天
天
在
焦
急	

近
旁
人
心
卻
猶
豫

若
問
為
何
心
猶
豫	

乃
因
權
貴
毫
不
知

對
此
世
人
全
不
知	

聽
從
一
切
故
猶
豫

第
十
四
號 
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5	
月つ

き
ひ日

に
は
第だ

い
い
ち一

此こ
れ

が
残ざ

ん
ね
ん念

な
　

	

其そ
こ処
で
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
す
る
の
哉や

這
就
是
月
日
最
大
的
遺
憾
啊
！
所
以

才
什
麼
事
都
要
去
做
。

6	

月つ
き
ひ日

よ
り
日に

ち
に
ち々

心
こ
こ
ろ

急せ

え
た
と
て
　

	

口く
ち

で
は
ど
う
む
言ゆ

う
に
言ゆ

わ
れ
ん

月
日
的
心
每
天
都
很
著
急
，
光
用
嘴

巴
講
沒
辦
法
表
達
出
來
。

7	

其そ
れ

故ゆ
え

に
夢ゆ

め
で
な
り
と
も
に
を
い
が
け
　

	

早は
や
く
思し

や
ん案
を
し
て
く
れ
る
様よ

う

於
是
在
夢
中
也
來
向
你
們
播
香
，
但

願
你
們
能
即
早
好
好
思
量
。

8	

月つ
き
ひ日

に
は
此こ

の

残ざ
ん
ね
ん念

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

口く
ち

で
言ゆ

う
様よ

な
事こ

と
で
無な

い
ぞ
哉や

對
月
日
來
說
，
這
麼
遺
憾
的
事
，
不

是
光
用
嘴
巴
就
能
夠
說
清
楚
的
呀
。

此
事
月
日
最
遺
憾	

故
而
任
事
皆
使
顯

月
日
天
天
急
在
心	

不
能
以
口
皆
言
盡

因
而
託
夢
去
播
香	

希
能
細
思
早
悟
恍

月
日
神
憾
急
如
何	

決
非
口
舌
所
能
說

第
十
四
號 
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9	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何ど

ん
な
話

は
な
しも

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

色い
ろ
い
ろ々

説と

い
て
来き

た
る
な
れ
ど
も

至
今
為
止
，
不
論
什
麼
話
都
已
經
一

點
一
點
說
了
，

10	

何な
に

言ゆ

う
も
日ひ

が
ら柄
刻こ

く
げ
ん限
来き

た
ら
ん
で
　

	

何な
に

も
見み

え
た
る
事こ

と
は
無な

い
の
で

但
不
管
說
了
什
麼
，
日
子
、
時
限
還

沒
來
臨
的
緣
故
，
什
麼
都
還
看
不
見
。

11	

其そ
れ

故ゆ
え

に
何な

に
を
月つ

き
ひ日

が
言ゆ

う
た
と
て
　

	

皆み
な

疑う
た
ごう
て
言ゆ

い
消け

す
ば
か
り

因
此
不
管
月
日
說
些
什
麼
，
大
家
都

心
存
懷
疑
，
盡
把
這
些
話
都
給
抹
去
掉
。

12	

月つ
き
ひ日
に
は
第だ

い
い
ち一
此こ

れ
が
残ざ

ん
ね
ん念
な
　

	

何な
ん

で
も
此こ

れ
を
確し

か
と
現

あ
ら
わす

對
月
日
來
說
這
是
最
大
的
遺
憾
呀
。

無
論
如
何
都
要
將
說
過
的
事
確
實
地
顯

露
出
來
。

至
今
無
論
各
種
事	

雖
已
逐
漸
告
人
知

奈
何
時
機
尚
未
至	

故
無
一
事
能
見
實

因
而
月
日
講
何
事	

汝
等
懷
疑
皆
駁
之

此
事
月
日
最
遺
憾	

必
使
神
言
如
實
顯

第
十
四
號 
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13	
今い

ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
言ゆ

う
た
と
て
　

	

直す
ぐ
に
見み

え
た
る
事こ

と
は
無な

け
れ
ど

直
到
現
在
不
管
說
了
什
麼
事
，
都
沒

辦
法
立
刻
就
看
見
，

14	

此こ
の
た
び度

は
三み

っ
か日

の
内う

ち
に
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

世せ
か
い界

の
話

は
な
し

何な
に

を
聞き

く
や
ら

但
這
一
次
，
就
在
三
天
之
內
，
與
世

界
有
關
的
事
情
要
一
點
一
點
說
出
來
。

究
竟
會
聽
到
些
什
麼
呀
…

15	

此こ
れ

か
ら
は
日に

ち
に
ち々

月つ
き
ひ日

働は
た
らく

で
　

	

何ど

ん
な
仕し

ご
と事
を
す
る
や
知し

れ
ん
で 

今
後
的
每
一
天
月
日
都
會
施
展
出
神

能
，
會
做
出
什
麼
事
誰
也
不
知
道
。

16	

此こ
の

世よ

に
か
ま
い
憑つ

き
物も

の

化ば

け
物も

の
も
　

	

必か
な
らず

有あ

る
と
更さ

ら
に
思お

も
う
な

詛
咒
、
附
身
的
惡
鬼
、
妖
怪
，
千
萬

別
以
為
這
些
東
西
存
在
於
世
。

迄
今
一
切
神
所
言	

皆
未
立
即
如
實
現

今
番
可
在
三
日
內	

漸
聞
世
界
意
外
事

今
後
月
日
神
能
施	

將
施
何
能
人
不
知

邪
崇
狐
精
與
妖
怪	

莫
信
現
世
該
物
在

第
十
四
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17	

今い
ま
ま
で迄

に
月つ

き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

山や
ま
や
ま々

と
　

	

積つ
も
り
て
有あ

る
を
皆み

な

晴は

ら
す
で
な

至
今
為
止
，
月
日
心
中
的
遺
憾
已
經

堆
積
如
山
，
要
把
這
些
遺
憾
都
清
除
掉
。

18	

此こ
の

晴は

ら
し
如ど

う何
し
て
晴は

ら
す
事こ

と
な
ら
ば
　

	

月つ
き
ひ日

の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

し
て
見み

せ
る

這
清
除
，
究
竟
是
要
怎
麼
做
呢
？
要

讓
所
有
的
人
都
看
見
月
日
之
心
。

19	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
此こ

の

世よ

創は
じ

め
て
日ひ

は
経た

て
ど
　

	

月つ
き
ひ日
真し

ん
じ
つ実
未ま

だ
知し

ろ
ま
い
な

直
到
今
天
，
從
創
世
以
來
已
經
過
了

很
久
，
但
月
日
的
真
實
，
卻
還
沒
人
知

道
。

20	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
月つ

き
ひ日
す
る
事こ

と

哉や

　

	

如い
か何

な
事こ

と
で
も
病

や
ま
いで

は
無な

い

不
管
什
麼
事
情
都
是
月
日
所
為
，
生

病
這
樣
的
事
，
無
論
如
何
都
不
存
在
。

至
今
神
憾
積
如
山	

月
日
將
它
一
掃
干

若
問
如
何
一
掃
干	

月
日
心
意
皆
使
現

至
今
創
世
日
久
逝	

月
日
真
心
尚
未
知

任
事
皆
由
月
日
行	

任
何
症
候
決
非
病

第
十
四
號 
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21	
身み

の
内う

ち
に
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
し
た
と
て
も
　

	

病や
ま
いで
は
無な

い
月つ

き
ひ日
手て

い入
り
哉や

不
管
對
身
體
做
了
些
什
麼
…
這
些
都

不
是
生
病
，
是
月
日
的
神
譴
啊
。

22	

世せ
か
い界

に
は
コ
レ
ラ
と
言ゆ

う
て
い
る
け
れ
ど
　

	

月つ
き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

知し

ら
す
事こ

と

也な
り

世
人
們
說
這
是
霍
亂
，
其
實
是
月
日

讓
你
們
知
道
心
中
的
遺
憾
呀
。

23	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
何ど

こ処
の
人ひ

と
で
も
同お

な
じ
事こ

と
　

	

い
ず
む
ば
か
り
の
心

こ
こ
ろ

な
れ
ど
も

世
界
上
哪
裡
的
人
都
一
樣
，
內
心
都

是
一
片
消
沉
。

24	

此こ
れ

か
ら
は
心

こ
こ
ろ

確し
っ
かり

入い

れ
替か

え
て
　

	

陽よ
う
き気

づ
く
め
の
心

こ
こ
ろ

な
る
様よ

う

現
在
起
好
好
地
把
內
心
改
換
過
來
，

成
為
充
滿
康
樂
氣
息
的
一
顆
心
。

如
若
發
生
身
欠
安	

並
非
疾
病
乃
神
譴

世
有
惡
疫
名
霍
亂	

乃
因
神
憾
使
其
顯

所
有
世
人
皆
相
同	

心
易
陷
於
陰
鬱
中

此
後
確
將
心
改
變	

變
成
康
樂
豐
實
心

第
十
四
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25	

月つ
き
ひ日

に
は
人に

ん
げ
ん間

創は
じ

め
掛か

け
た
の
は
　

	

陽よ
う
き気
遊ゆ

さ
ん山
が
見み

た
い
故ゆ

え
か
ら

月
日
之
所
以
創
造
人
類
，
是
因
為
希

望
看
人
類
過
如
遊
山
般
的
康
樂
生
活
。

26	

世せ
か
い界
に
は
此こ

の

真し
ん
じ
つ実
を
知し

ら
ん
か
ら
　

	

皆み
な

何ど
こ処

迄ま
で

も
い
ず
む
ば
か
り
で

世
人
卻
不
知
這
實
情
，
所
有
人
內
心

都
消
沉
不
已
。

27	

月つ
き
ひ日

よ
り
陽よ

う
き気

づ
く
め
と
言ゆ

う
の
を
な
　

	

此こ
れ

止と

め
た
な
ら
残ざ

ね
ん念
え
ろ
成な

る

月
日
盼
望
的
康
樂
滿
溢
的
生
活
，
若

是
去
阻
撓
的
話
，
會
是
件
非
常
遺
憾
的

事
。

28	

此こ
の

話は
な
しど
う
ぞ
確

し
っ
かり
聞き

き
分わ

け
て
　

	

早は
や

く
思し

や
ん案

を
し
て
く
れ
る
様よ

う

這
番
話
請
一
定
要
聽
清
楚
，
早
點
去

思
量
。

月
日
創
人
是
為
何	

欲
觀
康
樂
之
生
活

世
人
不
明
此
真
實	

始
終
只
有
皆
陰
鬱

康
樂
豐
實
月
日
盼	

阻
此
更
將
增
神
憾

此
言
須
要
聽
清
楚	

希
能
細
思
早
領
悟

第
十
四
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29	
今い

ま
ま
で迄

は
月つ

き
ひ日

と
言ゆ

う
て
説と

い
た
れ
ど
　

	

も
う
今き

ょ
う日
か
ら
は
名な

ま
い前
変か

え
る
で

到
現
在
為
止
以
「
月
日
」
來
稱
呼
，

從
今
天
起
要
改
變
稱
呼
了
。

30	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
大た

い
し
ゃ社

高た
か
や
ま山

蔓は
び
か延

り
て
　

	

儘ま
ま

に
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

一
直
到
今
天
，
大
廟
、「
高
山
」
盡
依

著
他
們
自
己
的
意
思
霸
道
橫
行
，

31	

此こ
れ

か
ら
は
親お

や
が
代か

わ
り
て
儘ま

ま
に
す
る
　

	

此こ
れ

背そ
む
い
た
ら
直す

ぐ
に
返か

や
す
で

但
今
後
父
母
神
將
取
代
他
們
，
依
理

而
行
，
若
是
違
背
此
理
的
話
，
會
立
刻

「
返
還
」
回
去
。

32	

今き
ょ
う日

迄ま
で

も
親お

や
の
残ざ

ね
ん念

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

一ち
ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
は
無な

い
と
思お

も
え
よ

一
直
到
今
天
，
關
於
父
母
神
的
遺
憾
，

可
不
要
以
為
只
是
件
小
事
情
哦
。

至
今
稱
我
為
月
日	

今
將
稱
呼
另
改
之

至
今
大
社
與
高
山	

雖
是
恣
意
竟
蠻
幹

此
後
父
母
神
代
之	

如
違
立
將
回
報
施

至
今
父
母
神
遺
憾	

切
莫
將
其
輕
微
看
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33	

此こ
の
た
び度

も
未ま

だ
世せ

か
い界

に
は
何な

に
ご
と事

も
　

	

蔓は
び
か延
る
ば
か
り
何な

に
も
知し

ら
ず
に

這
一
次
，
世
人
依
然
對
任
何
事
情
都

霸
道
橫
行
，
什
麼
都
還
不
知
道
。

34	

人に
ん
げ
ん間
も
子こ

ど
も供
可か

わ
い愛
で
あ
ろ
う
が
な
　

	

其そ
れ

を
思お

も
う
て
思し

や
ん案

し
て
く
れ

所
有
的
人
都
疼
愛
自
己
的
子
女
吧
。

想
想
這
事
情
，
好
好
地
去
思
量
吧
。

35	

日に
ち
に
ち々

に
親お

や
の
思し

や
ん案

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

救た
す
け
る
模も

よ
う様
ば
か
り
思お

も
て
る

父
母
神
每
天
的
思
慮
，
都
是
在
為
施

行
拯
救
作
足
一
切
的
準
備
。

36	

其そ
れ

知し

ら
ず
皆み

な

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
一い

ち
れ
つ列
に
　

	

何な
に

ど
悪あ

し
き
の
様よ

う
に
思お

も
う
て

不
知
道
這
一
點
，
世
上
所
有
的
人
都

以
為
是
什
麼
不
好
的
事
情
。

今
番
世
人
仍
橫
行	

無
論
何
事
皆
不
明

人
有
疼
愛
子
女
心	

細
思
可
知
神
愛
人

日
夜
父
母
所
關
心	

只
欲
準
備
拯
世
人

世
人
對
此
全
不
知	

以
為
邪
惡
乃
神
施
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37	
何な

に
も
彼か

も
親お

や
の
残ざ

ん
ね
ん念

よ
く
思お

も
え
　

	

子こ
ど
も供
ば
か
り
に
意い

け
ん見
し
ら
れ
て

無
論
對
任
何
事
，
父
母
神
的
遺
憾
要

好
好
去
想
，
總
是
遭
到
子
女
們
的
反
對
。

38	

此こ
れ

か
ら
は
何ど

ん
な
処

と
こ
ろの

意い
け
ん見

で
も
　

	

親お
や

が
出で

て
い
る
受う

け
る
事こ

と

無な

し

父
母
神
已
出
現
了
，
今
後
不
管
從
哪

裡
來
的
反
對
意
見
再
也
不
會
接
受
。

39	

此こ
の

意い
け
ん見

何ど

の
様よ

な
者も

の
が
蔓は

び
か延

り
て
　

	

言ゆ

う
と
思お

も
え
ば
直す

ぐ
に
退

し
り
ぞく

還
有
誰
這
樣
猖
狂
地
來
反
對
的
話
，

就
會
立
刻
將
祐
護
徹
除
。

40	

何ど

の
様よ

う
な
仕し

ご
と事

す
る
に
も
先さ

き
い
よ
り
　

	

精せ
え
い
っ
ぱ
い

一
杯
に
断

こ
と
わり

て
置お

く

不
管
做
什
麼
事
，
都
會
盡
可
能
地
先

向
你
們
預
先
告
知
。

子
女
恣
意
勸
父
母	

對
此
神
憾
須
思
悟

今
後
不
再
受
勸
阻	

乃
因
父
母
神
已
出

任
人
若
敢
蠻
阻
勸	

立
收
神
祐
不
保
安

任
何
神
能
行
使
前	

盡
量
預
先
賜
警
言
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41	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何ど

ん
な
事こ

と
を
も
日に

ち
に
ち々

に
　

	

心し
ん
ぱ
い配
し
た
る
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

到
今
天
為
止
，
每
天
都
為
了
各
式
各

樣
的
事
情
在
擔
心
著
，

42	

明あ
す日
か
ら
は
何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
見み

た
と
て
も
　

	

何な
に

を
聞き

い
て
も
楽た

の
し
み
ば
か
り

但
明
天
開
始
，
不
論
看
到
什
麼
、
或

是
聽
到
什
麼
都
將
充
滿
歡
樂
。

43	

此こ
れ

迄ま
で

は
高た

か
や
ま山

か
ら
は
何な

に
も
彼か

も
　

	

何ど

ん
な
指さ

し
ず図
も
受う

け
た
な
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，
不
管
什
麼
事
，
都
受

到
從
「
高
山
」
來
的
各
種
指
示
，

44	

此こ
の

先さ
き
は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
言ゆ

わ
れ
て
も
　

	

親お
や

の
指さ

し
ず図

や
更さ

ら
に
受う

け
ん
で

但
今
後
不
管
受
到
什
麼
指
示
，
除
了

父
母
神
的
指
示
以
外
，
甚
他
都
不
必
接

受
。

無
論
何
事
迄
至
今	

雖
是
日
日
不
放
心

一
切
明
日
將
開
始	

所
見
所
聞
皆
樂
事

迄
今
所
有
一
切
事	

皆
依
高
山
所
指
使

今
後
不
再
依
指
使	

父
母
神
顯
親
垂
示
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45	
今い

ま
ま
で迄

は
日ひ

が
ら柄

も
一ち

っ
と寸

来き

た
ら
ん
で
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
じ
っ
と
し
て
い
た

一
直
到
現
在
，
由
於
日
子
還
沒
有
來

臨
，
對
於
任
何
事
情
都
只
是
靜
靜
地
處

著
。

46	

も
う
今き

ょ
う日

は
日ひ

が
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
詰つ

ん
で
あ
る
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
其そ

の

儘ま
ま

に
す
る

但
今
天
日
子
已
經
十
分
迫
近
了
，
不

論
什
麼
事
都
將
依
神
意
而
行
。

47	

此こ
れ

か
ら
は
親お

や
の
思お

も
う
事こ

と
ば
か
り
　

	

一ひ
と
こ
と言
言ゆ

え
ば
此こ

れ

違ち
が
わ
ん
で

今
後
一
切
事
情
都
會
依
照
父
母
神
的

思
慮
，
只
要
說
出
來
的
都
不
會
有
誤
。

48	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
一い

ち
れ
つ列

は
皆み

な

何ど
こ処

迄ま
で

も
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
が
有あ

る
や
知し

れ
ん
で

世
界
上
所
有
的
人
，
不
管
是
身
在
何

處
，
會
發
生
什
麼
事
情
誰
也
不
曉
得
。

迄
今
時
機
遲
未
至	

故
而
任
事
皆
矜
持

時
機
今
已
將
迫
近	

任
事
皆
按
神
意
行

今
後
一
切
父
母
說	

一
言
一
語
皆
無
錯

所
有
世
人
須
謹
慎	

難
知
何
地
何
事
生
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49	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
が
有あ

り
て
も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第
に
怖こ

わ
い
事こ

と

無な

し

不
管
什
麼
事
情
，
都
會
依
你
們
真
實

的
內
心
來
實
現
，
沒
有
什
麼
好
害
怕
的
。

50	

心
こ
こ
ろ

さ
い
す
き
や
か
澄す

ん
だ
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
楽た

の
し
み
ば
か
り

內
心
若
是
徹
底
地
澄
淨
下
來
，
不
管

面
對
什
麼
事
情
都
充
滿
了
歡
樂
。

51	

此こ
の

話
は
な
し

疑う
た
がう

心
こ
こ
ろ

有あ

る
な
ら
ば
　

	

承し
ょ
う
ち知
し
て
い
よ
何ど

ん
な
道み

ち
や
ら

如
果
對
這
些
話
心
存
疑
慮
的
話
，
不

知
將
來
的
路
上
會
發
生
什
麼
事
呀
…
好

好
去
了
悟
吧
。

52	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
親お

や
の
た
あ
に
は
皆み

な

子こ
ど
も供

　

	

可か
わ
い愛

余あ
ま

り
て
何な

に
を
言ゆ

う
や
ら

對
父
母
神
來
說
，
世
界
上
所
有
的
人

都
是
子
女
。
都
這
麼
可
愛
，
會
說
些
什

麼
呢
？ 

任
何
意
外
可
發
生	

真
心
若
定
不
惶
恐

只
要
心
能
全
澄
清	

任
事
皆
感
樂
無
窮

若
對
神
言
有
疑
念	

須
知
驚
人
道
路
顯

世
人
皆
是
神
子
女	

因
甚
可
愛
賜
警
語
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53	
此こ

の

世せ
か
い界

高た
か
や
ま山

に
て
も
谷た

に
そ
こ底

も
　

	

親お
や
の
た
あ
に
は
子こ

ど
も供
ば
か
り
哉や

在
這
世
界
上
，
無
論
是
「
高
山
」
還

是
「
谷
底
」，
對
父
母
神
來
說
都
是
子
女

呀
。

54	

此こ
の
た
び度

は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

親お
や

の
心

こ
こ
ろ

を
知し

ら
し
た
い
か
ら

這
一
次
無
論
如
何
，
都
想
讓
你
們
知

道
真
實
的
父
母
神
之
心
。

55	

此こ
れ

さ
い
か
確た

し
か
に
承し

ょ
う
ち知

し
た
な
ら
ば
　

	

何い
つ時
迄ま

で
い
て
も
陽よ

う
き気
づ
く
め
哉や

一
旦
真
正
明
白
的
話
，
不
論
到
什
麼

時
候
都
會
充
滿
著
康
樂
氣
息
呀
。

56	

此こ
の

道み
ち

は
親お

や
が
頼た

の
み
や
一い

ち
れ
つ列

は
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり

承し
ょ
う
ち知

し
て
く
れ

父
母
神
所
託
付
的
這
條
路
，
希
望
世

人
能
好
好
地
去
明
白
它
。

世
上
高
山
與
谷
底	

同
是
父
母
神
子
女

今
番
不
管
是
何
如	

父
母
真
心
欲
告
汝

只
要
瞭
悟
此
真
心	

康
樂
豐
實
享
無
盡

此
道
父
母
神
所
委	

切
希
世
人
能
領
會
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57	

今き
ょ
う日

迄ま
で

も
何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

通と
お
り
抜ぬ

け
て
は
来き

た
る
な
れ
ど
も

直
到
今
天
，
不
論
什
麼
樣
的
路
都
一

步
一
步
地
穿
越
過
來
了
。

58	

此こ
れ
か
ら
の
道み

ち
は
何な

ん
で
も
珍

め
ず
らし
い
　

	

此こ
の

道み
ち

通と
お

り
抜ぬ

け
た
事こ

と
な
ら

今
後
的
路
途
處
處
都
珍
奇
，
若
是
能

穿
越
它
的
話
，

59	

其そ
れ

か
ら
は
親お

や
の
心

こ
こ
ろ

が
勇い

さ
み
出で

て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
始は

じ
め
掛か

け
る
で

父
母
神
之
心
也
會
跟
著
踴
躍
起
來
，

不
管
什
麼
事
都
會
著
手
去
做
。

60	

此こ
れ
さ
い
か
始は

じ
め
掛か

け
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
親お

や
に
凭も

た
れ
る

而
一
旦
開
始
了
之
後
，
任
何
人
都
會

來
倚
靠
父
母
神
。

至
今
所
有
各
種
路	

雖
然
漸
已
皆
經
過

今
後
將
顯
珍
奇
路	

此
路
如
若
能
穿
過

以
後
父
母
神
心
躍	

開
始
賜
祐
拯
一
切

只
要
開
始
賜
祐
護	

任
人
皆
可
倚
父
母
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61	
此こ

の

道み
ち

を
付つ

け
様よ

う
と
て
に
仕し

こ
し
ら拵

え
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
未ま

だ
知し

ろ
ま
い
な

雖
然
為
開
闢
這
條
路
而
作
準
備
，
但

卻
還
沒
有
人
知
道
。

62	

さ
あ
掛か

か
れ
も
う
此こ

れ
か
ら
の
道み

ち
す
じ筋

は
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
危あ

ぶ
な
き
は
無な

い

Sa

！
開
始
吧
！
今
後
的
道
路
，
不
論

是
誰
來
走
都
不
會
有
危
險
。

63	

今い
ま
ま
で迄

は
内う

ち
の
者も

の
に
も
色い

ろ
い
ろ々

に
　

	

心し
ん
ぱ
い配
掛か

け
て
来き

た
る
な
れ
ど
も

裡
頭
的
人
一
直
到
現
在
還
為
各
種
不

同
的
事
情
擔
憂
著
，

64	

明あ
す日

か
ら
は
親お

や
が
一い

ち
は
な端

出で

る
程ほ

ど
に
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
返か

や
し
し
て
や
る

明
天
起
父
母
神
會
出
現
在
最
前
端
，

不
論
什
麼
事
都
要
「
返
還
」
回
去
。

今
已
準
備
闢
此
道	

無
論
何
人
不
知
曉

即
刻
開
始
步
向
前	

今
後
道
路
決
無
險

至
今
雖
使
宅
院
人	

種
種
事
情
掛
在
心

明
日
父
母
神
領
頭	

有
阻
回
報
不
原
宥
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65	

さ
あ
今き

ょ
う日

は
何な

に
の
話

は
な
しも

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

細こ
ま
か
し
く
言ゆ

え
も
う
節

せ
え
つ
う

哉や

Sa

！
今
天
不
論
什
麼
樣
的
話
，
都
要

一
點
一
點
、
仔
細
地
令
教
祖
說
。
時
節

己
經
來
臨
了
啊
。

66	

何な
に
に
て
も
言ゆ

わ
ず
に
い
て
は
分わ

か
ら
ん
で
　

	

何な
に

か
委い

さ
い細

を
皆み

な

言ゆ

て
聞き

か
せ

若
是
什
麼
都
不
使
教
祖
說
的
話
，
你

們
便
不
會
明
白
。
任
何
的
細
節
都
非
說

給
你
們
聽
不
可
。

67	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に

の
事こ

と
や
ら
知し

ろ
ま
い
な
　

	

親お
や
の
働

は
た
らき
皆み

な

言ゆ

う
て
置お

け

這
些
話
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
，
你
們

不
曉
得
吧
？
是
將
父
母
神
的
神
能
全
都

告
訴
你
們
。

68	

働は
た
らき
も
何な

に
の
事こ

と
や
ら
知し

ろ
ま
い
な
　

	

世せ
か
い界

の
心

こ
こ
ろ

皆み
な

現あ
ら
わす

で

而
神
能
究
竟
是
怎
麼
一
回
事
，
你
們

也
不
知
道
吧
？
世
人
的
心
都
將
會
顯
露

出
來
。

今
將
一
切
可
漸
告	

因
為
時
機
業
已
到

任
事
不
講
無
人
知	

一
切
必
須
皆
告
之

此
言
何
事
汝
難
曉	

父
母
神
能
皆
須
告

神
能
是
何
難
知
悟	

可
使
人
心
皆
顯
出
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69	
此こ

れ
を
ば
な
現

あ
ら
われ

出だ

す
と
言ゆ

う
の
も
な
　

	

銘め
え
め
え々
の
口く

ち
で
皆み

な

言ゆ

い
掛か

け
る

說
到
這
顯
露
出
來
啊
，
是
由
每
個
人

的
嘴
巴
把
事
情
都
給
說
出
來
。

70	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
我わ

が
み身

口く
ち

い
よ
り
　

	

言ゆ

う
事こ

と
な
ら
ば
是ぜ

ひ非
は
有あ

る
ま
い

不
論
什
麼
事
情
，
一
旦
由
自
己
的
嘴

巴
說
出
來
以
後
，
就
無
法
再
去
否
定
它
。

71	

此こ
れ

か
ら
は
銘め

え
め々

に
何な

に
も
言ゆ

わ
い
で
も
　

	

親お
や
が
入い

り
込こ

み
言ゆ

う
て
掛か

か
る
で

今
後
你
們
就
算
什
麼
都
不
說
，
父
母

神
也
會
進
入
你
們
的
身
體
裡
把
話
說
出

來
。

72	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

ん
な
者も

の
で
も
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

胸む
ね

の
掃そ

う
じ除

を
皆み

な
し
て
掛か

か
る

今
後
不
管
是
什
麼
樣
的
人
，
都
要
開

始
將
其
內
心
真
正
地
清
掃
乾
淨
。

如
何
可
使
人
心
顯	

將
使
各
自
以
口
言

因
是
自
身
用
口
講	

任
何
一
切
難
隱
藏

此
後
各
自
雖
不
言	

父
母
入
內
使
汝
談

今
後
不
論
是
何
人	

定
使
掃
淨
心
中
塵
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73	

此こ
の

掃そ
う
じ除

如ど
う何

し
て
す
る
と
思お

も
う
か
な
　

	

何ど

ん
な
意い

け
ん見
を
す
る
や
知し

れ
ん
で

你
們
想
，
這
清
掃
是
要
怎
麼
來
著
手

呢
？
父
母
神
會
給
什
麼
樣
的
忠
告
誰
也

不
會
知
道
。

74	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
が
あ
り
て
も
案あ

ん
じ
な
よ
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ず

は
親お

や
の
意い

け
ん見

哉や

不
管
碰
到
什
麼
事
情
都
別
煩
惱
哦
，

發
生
任
何
事
情
都
是
父
母
神
在
給
意
見

啊
。

75	

口く
ち

先さ
き

で
何な

ん
ぼ
真し

ん
じ
つ実

言ゆ

う
た
と
て
　

	

聞き

き
分わ

け
が
無な

い
親お

や
の
残ざ

ん
ね
ん念

但
不
論
怎
麼
用
嘴
巴
把
實
情
都
給
說

出
來
，
你
們
卻
都
聽
不
明
白
。
父
母
神

感
到
很
遺
憾
。

76	

其そ
れ

故ゆ
え
に
親お

や
が
体た

い
な
い内
入い

り
込こ

ん
で
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
す
る
や
知し

れ
ん
で

因
此
父
母
神
將
進
到
身
體
裡
，
會
做

出
什
麼
事
誰
也
不
會
知
道
。

如
何
可
使
心
塵
掃	

將
顯
何
警
人
不
曉

任
何
事
生
莫
擔
心	

皆
是
父
母
神
賜
警

真
實
只
以
口
頭
談	

不
解
真
意
父
母
憾

故
而
父
母
入
人
體	

將
賜
何
警
人
不
悉

第
十
四
號 

73 - 

76

- 403 -



77	
何ど

の
様よ

う
な
切せ

つ
な
い
事こ

と
が
有あ

り
て
も
な
　

	

病や
ま
いで
は
無な

い
親お

や
の
残ざ

ね
ん念
哉や

不
論
是
多
麼
令
人
難
受
的
事
情
，
這

些
都
不
是
生
病
，
是
父
母
神
的
遺
憾
啊
。

78	

此こ
の

話
は
な
し

何ど
こ処

の
事こ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

親お
や

の
た
あ
に
は
皆み

な

我わ

が
子こ

や
で

不
要
說
這
些
話
是
針
對
哪
裡
的
人
說

的
，
對
父
母
神
來
說
所
有
人
都
是
我
的

子
女
。

79	

真し
ん
じ
つ実

の
親お

や
の
残ざ

ん
ね
ん念

出で

た
な
ら
ば
　

	

此こ
の

治お
さ
め
方か

た

誰た
れ
も
知し

ろ
ま
い

真
實
的
父
母
，
其
心
中
的
遺
憾
一
旦

出
現
的
話
，
誰
也
不
知
道
要
怎
麼
去
平

息
。

80	

此こ
れ

を
ば
な
誠

ま
こ
と

真し
ん
じ
つ実

有あ

る
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
言ゆ

う
て
聞き

か
す
る

如
果
真
的
懷
有
真
誠
之
心
的
話
，
任

何
事
情
都
會
說
出
來
給
你
們
聽
。

無
論
患
有
何
苦
難	

並
非
疾
病
乃
神
憾

此
言
非
指
某
人
語	

因
人
皆
是
神
子
女

父
母
神
憾
如
生
起	

無
人
能
使
神
憾
息

對
此
如
能
真
誠
實	

無
論
何
事
皆
告
知

第
十
四
號 

77 - 

80

- 404 -



81	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

此こ
れ

背そ
む
い
た
ら
直す

ぐ
に
退

し
り
ぞく

會
說
出
什
麼
話
誰
也
不
知
道
，
但
如

果
你
們
背
離
了
神
言
，
神
會
立
刻
徹
去

祐
護
。

82	

此こ
れ

迄ま
で
は
何な

に
を
し
た
と
て
止と

め
ら
れ
て
　

	

背そ
む

く
ば
か
り
の
事こ

と
で
あ
る
か
ら

至
今
不
管
做
什
麼
都
被
阻
撓
，
這
些

盡
是
背
離
神
意
的
事
情
。

83	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
し
た
と
て
も
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
背そ

む
き
無な

き
様よ

う

今
天
不
論
是
做
什
麼
還
是
說
什
麼
，

都
不
要
再
去
違
背
它
。

84	

此こ
の

道み
ち
は
く
れ
ぐ
れ
頼た

の
み
置お

く
程ほ

ど
に
　

	

親お
や

が
引ひ

き
受う

け
案あ

ん
じ
無な

い
ぞ
哉や

神
懇
切
地
拜
託
你
們
，
這
條
路
有
父

母
神
作
保
證
，
沒
什
麼
好
擔
憂
的
呀
。

將
言
何
事
知
者
無	

如
違
立
即
止
祐
護

至
此
神
行
皆
受
阻	

因
而
世
人
只
違
忤

今
日
所
言
及
所
為	

望
汝
世
人
莫
違
背

衷
心
切
望
行
此
道	

不
必
擔
心
父
母
保
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85	
此こ

の

事こ
と

は
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

勤つ
と
め
鳴な

り
も
の物
早は

や
く
欲ほ

し
い
で

不
要
去
懷
疑
這
件
事
情
哦
！
聖
舞
與

樂
器
，
希
望
能
夠
早
日
備
齊
。

86	

も
う
今き

ょ
う日

は
何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
し
た
と
て
も
　

	

何な
に

も
案あ

ん
じ
な
親お

や
の
請う

け
合や

い

時
至
今
日
，
不
論
做
什
麼
事
情
都
不

必
擔
憂
，
有
父
母
神
作
保
證
。

87	

今い
ま
ま
で迄

は
上か

み
に
は
何な

に
も
知し

ら
ん
か
ら
　

	

差さ

し
止と

め
ば
か
り
意い

け
ん見
し
た
れ
ど

直
到
現
在
，
上
面
的
人
什
麼
都
不
知

道
，
所
以
一
直
前
來
阻
止
與
反
對
，

88	

此こ
の
た
び度

は
何ど

ん
な
者も

の
で
も
敵か

な
わ
ん
で
　

	

言ゆ

う
心

こ
こ
ろ

な
ら
親お

や
が
退

し
り
ぞく

這
一
次
不
論
什
麼
人
都
無
法
再
作

對
，
若
是
懷
有
此
心
念
的
話
，
父
母
神

將
會
徹
去
祐
護
。

莫
認
此
事
是
何
謂	

聖
舞
樂
器
希
早
備

今
日
任
何
可
進
行	

父
母
保
證
莫
擔
心

至
今
權
貴
毫
無
知	

只
是
一
味
來
阻
止

今
次
有
人
敢
再
阻	

父
母
必
將
撤
祐
護
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89	

此こ
の

事こ
と

を
早は

や
く
心

こ
こ
ろ

を
確

し
っ
かり

と
　

	

定さ
だ
め
を
付つ

け
て
早は

や
く
掛か

か
れ
よ

為
這
事
情
好
好
下
定
決
心
，
並
加
快

腳
步
即
早
開
始
吧
。

90	

何な
に
も
彼か

も
早は

や
く
勤つ

と
め
の
仕し

こ
し
ら拵
え
　

	

親お
や

の
請う

け
合や

い
怖こ

わ
み
無な

い
ぞ
哉や

無
論
如
何
早
點
來
準
備
奉
行
聖
舞
，

有
父
母
神
擔
保
，
沒
什
麼
好
怕
的
呀
。

91	

此こ
れ

を
ば
な
心

こ
こ
ろ

定さ
だ

め
て
思し

や
ん案

し
て
　

	

早は
や
く
人

に
ん
じ
ゅ
う
衆
の
模も

よ
う様
急い

そ
ぐ
で

為
此
下
定
決
心
並
好
好
思
量
，
快
為

齊
聚
聖
舞
人
員
急
作
準
備
。

92	

早は
や
ば
や々
と
心

こ
こ
ろ

揃そ
ろ
う
て
確

し
っ
かり
と
　

	

勤つ
と

め
す
る
な
ら
世せ

か
い界

治お
さ

ま
る

快
齊
聚
你
們
的
真
心
，
好
好
地
奉
行

聖
舞
，
如
此
一
來
世
界
將
會
太
平
。

此
事
務
須
心
堅
定	

立
下
決
心
速
進
行

及
早
準
備
行
聖
舞	

父
母
保
證
莫
恐
怖

仔
細
思
量
決
心
堅	

及
早
準
備
各
人
員

快
快
齊
心
行
聖
舞	

世
界
和
平
皆
幸
福

 

第
十
四
號 

89 - 

92

- 407 -





第 

十
五 
號

		


自
一
八
八
八○

年(

明
治
十
三
年)

一
月

			








1	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
の
事こ

と
で
も
じ
っ
く
り
と
　

	

言ゆ

わ
ず
に
い
た
る
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

到
今
天
為
止
，
對
什
麼
事
情
都
只
是

靜
靜
地
處
著
不
吭
聲
，

2	

も
う
今き

ょ
う日
は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
言ゆ

う
程ほ

ど
に
　

	

親お
や

の
残ざ

ん
ね
ん念

此こ
れ

思お
も

て
く
れ

事
到
如
今
，
不
論
什
麼
事
情
都
要
把

它
說
出
來
。
父
母
神
的
這
些
遺
憾
，
請

你
們
好
好
想
一
想
。

3	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

心
こ
こ
ろ

の
様よ

う
に
思お

も
て
い
た
れ
ど

直
到
今
天
，
不
管
說
了
些
什
麼
，
都

被
當
作
是
出
自
常
人
之
心
所
言
。

4	

さ
あ
今い

ま
は
何な

に
を
言ゆ

う
て
も
人に

ん
げ
ん間
の
　

	

心
こ
こ
ろ

有あ

る
と
は
更さ

ら
に
思お

も
う
な

Sa

！
現
在
不
管
說
什
麼
，
都
千
萬
別

以
為
裡
頭
含
有
常
人
之
心
呀
。

至
今
無
論
任
何
事	

雖
忍
在
心
未
言
之

今
日
一
切
皆
講
出	

父
母
神
憾
須
察
悟

至
今
無
論
講
何
事	

皆
當
出
自
人
心
意

但
今
所
講
任
何
事	

莫
當
出
自
人
心
意
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5	
何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
承し

ょ
う
ち知
し
て
く
れ

會
說
出
什
麼
樣
的
事
誰
也
不
會
知
道
，

但
不
管
說
什
麼
都
請
好
好
去
明
白
。

6	

此こ
の
た
び度

は
何ど

ん
な
試た

め
し
を
す
る
や
ら
な
　

	

此こ
れ

で
確

し
っ
かり

心
こ
こ
ろ

定さ
だ

め
よ

這
一
次
不
知
道
還
會
做
出
什
麼
樣
的

「
試
驗
」，
但
藉
此
好
好
地
下
定
決
心
吧
。

7	

此こ
の

話
は
な
し

誰た
れ

が
事こ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々
の
心

こ
こ
ろ

定さ
だ
め
哉や

這
些
話
不
是
特
別
針
對
誰
所
說
的
，

每
個
人
都
要
將
心
定
下
來
呀
。

8	

如い
か何

程ほ
ど

に
切せ

つ
な
い
事こ

と
が
有あ

り
て
も
な
　

	

親お
や

が
踏ふ

ん
張ば

る
承し

ょ
う
ち知

し
て
い
よ

不
管
遭
遇
多
麼
難
受
的
事
情
，
要
明

白
，
父
母
神
都
會
堅
持
下
去
。

將
言
何
事
人
不
悉	

所
言
一
切
須
悟
意

不
知
今
顯
何
神
試	

但
須
以
此
定
心
志

此
言
非
指
某
人
事	

每
人
皆
須
定
心
志

不
管
病
惱
如
何
苦	

須
知
父
母
在
祐
護
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9	

此こ
れ

か
ら
は
親お

や
の
言ゆ

う
事こ

と

確し
っ
かり

と
　

	

承し
ょ
う
ち知
し
て
く
れ
案あ

ん
じ
無な

い
ぞ
哉や

現
在
起
，
父
母
神
說
的
話
都
請
確
實

去
明
白
，
沒
什
麼
好
擔
憂
的
呀
。

10	

明あ
す日
か
ら
は
親お

や
が
働

は
た
らき
す
る
程ほ

ど
に
　

	

何ど

ん
な
者も

の
で
も
背そ

む
き
出で

け来
ま
い

明
天
起
父
母
神
將
會
去
施
展
神
能
，

任
誰
都
沒
有
辦
法
與
之
作
對
。

11	

今い
ま
ま
で迄

も
四

よ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

か
ら
　

	

親お
や
が
現

あ
ら
われ
始は

じ
め
掛か

け
た
で

至
今
四
十
三
年
以
前
，
父
母
神
開
始

顯
現
於
世
。

12	

今き
ょ
う日
迄ま

で
は
大た

い
て
え抵
残ざ

ね
ん念
も
幾い

く

度た
び
も
　

	

じ
っ
と
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

直
至
今
天
經
歷
過
不
少
遺
憾
的
事
，

但
都
只
是
靜
靜
地
處
著
而
已
。

今
後
父
母
神
所
語	

詳
聽
領
悟
莫
恐
懼

明
日
神
能
即
可
顯	

無
論
何
人
不
可
反

四
三
年
前
至
今
日	

父
母
顯
現
始
拯
世

至
今
神
憾
雖
常
有	

大
抵
堅
忍
不
外
露
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13	
さ
あ
今き

ょ
う日

は
月つ

き
ひ日

の
腹は

ら
が
弾は

じ
け
た
で

	

控し
か
え
て
い
た
る
事こ

と
で
有あ

れ
ど
も

Sa

！
雖
然
一
直
在
克
制
，
但
今
天
，

月
日
的
肚
皮
就
要
裂
開
來
了
。

14	

今い
ま
ま
で迄

は
村む

ら
や
と
思お

も
て
じ
っ
く
り
と
　

	

未ま

だ
治お

さ
ま
り
て
い
た
る
な
れ
ど
も

直
到
現
在
，
由
於
想
到
是
同
村
之
人

的
緣
故
，
一
直
沉
靜
著
，
克
制
下
來
。

15	

此こ
の
た
び度

は
何ど

の
様よ

な
心

こ
こ
ろ

い
る
者も

の
も
　

	

見み
さ
だ定
め
付つ

け
て
直す

ぐ
に
働

は
た
らく

但
這
一
次
，
不
論
是
抱
著
什
麼
心
態

的
人
，
都
要
去
明
辨
他
的
心
性
，
馬
上

施
展
神
能
。

16	

此こ
ら
ほ
ど程

に
残ざ

ね
ん念

積つ
も

り
て
有あ

る
け
れ
ど
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第

に
皆み

な

救た
す

け
る
で

遺
憾
的
事
情
雖
然
已
經
累
積
了
這
麼

多
，
但
根
據
每
個
人
的
內
心
都
能
得
到

拯
救
。

現
今
月
日
心
胸
裂	

雖
曾
一
直
忍
不
曰

至
今
因
是
同
村
人	

雖
然
一
直
忍
又
忍

此
次
鑑
別
人
心
地	

立
即
要
將
神
能
施

神
憾
雖
然
極
深
厚	

但
依
心
意
皆
拯
救

第
十
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17	

如い
か何

程ほ
ど

に
残ざ

ね
ん念

積つ
も

り
て
有あ

る
と
て
も
　

	

踏ふ

ん
張ば

り
切き

り
て
働

は
た
らき
を
す
る

雖
然
累
積
了
這
麼
多
的
遺
憾
，
還
是

會
使
盡
全
力
來
施
展
神
能
。

18	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
何な

に
を
言ゆ

う
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

親お
や

の
残ざ

ん
ね
ん念

皆み
な

現あ
ら
わす

で

今
天
會
說
些
什
麼
誰
也
不
知
道
，
父

母
神
的
遺
憾
都
將
會
顯
現
出
來
。

19	

今い
ま
ま
で迄

は
人ひ

と
の
心

こ
こ
ろ

の
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
無な

け
れ
ど

直
到
現
在
，
人
們
真
正
的
內
心
世
界
，

還
沒
有
任
何
人
知
道
。

20	

さ
あ
今き

ょ
う日
は
何ど

ん
な
者も

の
で
も
真し

ん
じ
つ実
の
　

	

胸む
ね

の
内う

ち
を
ば
確た

し
か
現

あ
ら
わす

Sa

！
今
天
不
論
是
誰
，
其
真
實
的
內

心
都
將
清
楚
地
顯
露
出
來
。

神
憾
儘
管
極
深
厚	

但
仍
祐
護
賜
拯
救

今
將
言
何
無
人
知	

父
母
神
憾
皆
展
示

迄
今
世
人
之
真
心	

能
夠
知
者
無
一
人

今
日
無
論
任
何
人	

皆
可
使
其
顯
真
心

第
十
五
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21	
此こ

れ
さ
い
か
皆み

な

現あ
ら
わし

た
事こ

と
な
ら
ば
　

	

胸む
ね
の
掃そ

う
じ除
が
ひ
と
り
出で

け来
る
で

一
旦
全
部
顯
露
出
來
的
時
候
，
清
掃

內
心
的
事
自
然
就
會
完
成
。

22	

今き
ょ
う日

か
ら
は
何ど

ん
な
話

は
な
しを

仕し

掛か

け
て
も
　

	

何な
に

を
言ゆ

う
て
も
承し

ょ
う
ち知

し
て
く
れ

今
天
起
不
論
說
什
麼
話
、
講
什
麼
事

情
，
都
請
好
好
去
明
白
。

23	

段だ
ん
だ
ん々

と
何な

に
を
言ゆ

う
や
ら
此こ

れ

知し

れ
ん
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
思お

も
わ
く惑
を
す
る

沒
有
人
知
道
會
漸
漸
說
出
什
麼
事
，

父
母
神
思
慮
著
一
切
事
情
。

24	

今い
ま
ま
で迄

は
四

よ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

か
ら
　

	

足あ
し

を
悩な

や
め
た
此こ

れ
が
心し

ん
ぱ
い配

這
是
至
今
四
十
三
年
前
，
因
足
部
的

煩
惱
所
開
始
的
。
這
便
是
父
母
神
的
憂

慮
啊
。

只
要
使
其
顯
真
心	

自
可
掃
淨
心
中
塵

今
後
無
論
講
何
事	

希
望
一
切
能
悟
知

將
言
何
事
人
不
悉	

任
事
無
不
由
神
意

四
三
年
前
到
如
今	

使
腿
疼
痛
甚
擔
心

第
十
五
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25	

此こ
の
た
び度

は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
此こ

れ
を
ば
な
　

	

元も
と
の
通と

お
り
に
し
て
返か

や
す
で
な

這
一
次
，
無
論
如
何
都
要
將
它
回
復

到
原
來
的
模
樣
。

26	

此こ
の

話
は
な
し

何な
に
を
月つ

き
ひ日
が
言ゆ

う
た
と
て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
背そ

む
き
無な

き
様よ

う

這
些
話
裡
，
不
管
月
日
說
些
什
麼
，

無
論
如
何
事
都
不
要
去
違
背
。

27	

此こ
れ

か
ら
の
親お

や
の
頼た

の
み
は
此こ

れ
ば
か
り
　

	

他ほ
か
な
る
事こ

と
は
何な

に
も
言ゆ

わ
ん
で

今
後
父
母
神
要
拜
託
的
就
只
有
這
件

事
，
其
他
的
事
情
什
麼
也
不
會
再
說
。

28	

此こ
の

事こ
と
を
何な

に
を
頼た

の
む
と
思お

も
う
か
な
　

	

勤つ
と

め
一い

ち
じ
ょ条

の
事こ

と
ば
か
り
や
で

你
們
想
，
要
拜
託
的
究
竟
是
什
麼
事

情
呢
？
都
是
關
於
全
心
聖
舞
的
事
啊
。

今
番
不
管
是
怎
樣	

使
身
復
原
定
歸
還

此
話
月
日
所
言
及	

無
論
何
事
望
莫
逆

此
後
父
母
所
懇
求	

只
言
此
事
別
無
有

懇
求
何
事
可
知
乎	

只
是
專
心
行
聖
舞

第
十
五
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29	
此こ

の

勤つ
と

め
此こ

れ
が
此こ

の

世よ

の
創は

じ
ま
り
や
　

	

此こ
れ
さ
い
叶か

の
た
事こ

と
で
あ
る
な
ら

這
聖
舞
是
此
世
的
開
端
，
如
果
這
件

事
情
能
夠
實
現
的
話
…

30	

さ
あ
今き

ょ
う日

は
親お

や
の
言ゆ

う
事こ

と

何な
に
ご
と事

も
　

	

側そ
ば

の
心

こ
こ
ろ

に
背そ

む
き
無な

き
様よ

う

Sa

！
今
天
不
論
父
母
神
說
了
些
什

麼
，
在
身
旁
的
人
，
心
裡
都
不
要
去
違

背
。

31	

側そ
ば

な
る
の
心

こ
こ
ろ

違ち
が

え
ば
是ぜ

ひ非
が
無な

い
　

	

其そ
こ処
で
諄く

ど
く
ど々

言ゆ

う
て
置お

く
ぞ
哉や

身
旁
的
人
心
要
是
違
背
了
的
話
可
就

無
能
為
力
了
，
因
此
才
會
反
覆
不
斷
地

說
呀
。

32	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に

様よ

の
事こ

と
も
世せ

か
い界

に
は
　

	

知し

り
た
る
人ひ

と
は
更さ

ら
に
無な

け
れ
ど

今
天
不
管
是
什
麼
事
情
，
世
上
沒
有

任
何
人
知
道
。

聖
舞
乃
是
此
世
源	

只
要
此
事
能
實
現

如
今
事
事
父
母
言	

切
望
近
人
心
莫
反

近
人
心
如
與
神
反	

枉
費
神
心
故
絮
言

今
日
無
論
任
何
事	

世
上
更
無
一
人
知

第
十
五
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33	

親お
や

の
目め

に
確

し
っ
かり

見み

え
て
あ
る
程ほ

ど
に
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
や
ら
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

父
母
神
的
眼
裡
看
得
清
清
楚
楚
，
但

究
竟
是
何
事
卻
沒
有
人
知
道
。

34	

此こ
の

世よ
う
を
創は

じ
め
て
か
ら
に
今い

ま
ま
で迄
は
　

	

誰た
れ

で
も
知し

ら
ぬ
事こ

と
ば
か
り
や
で

這
些
全
是
從
創
世
以
來
直
到
現
在
都

沒
有
人
知
道
的
事
情
啊
。

35	

其そ
の

事こ
と

を
教お

し
え
た
い
か
ら
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

其そ
こ処
で
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
す
る
の
哉や

因
為
想
把
這
些
事
教
導
給
你
們
，
所

以
才
一
點
一
點
、
什
麼
事
情
都
去
做
啊
。

36	

何な
に
も
彼か

も
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
言ゆ

て
置お

い
て
　

	

其そ
れ

か
ら
親お

や
が
働

は
た
らき

を
す
る

無
論
如
何
，
任
何
事
情
都
會
先
講
出

來
，
然
後
父
母
神
再
去
施
展
神
能
。

父
母
神
眼
定
可
見	

究
竟
何
事
人
知
難

創
世
以
來
到
今
日	

任
事
皆
屬
人
未
知

欲
告
從
來
未
知
事	

一
切
神
能
皆
漸
施

凡
事
講
與
世
人
聽	

然
後
父
母
賜
神
能

第
十
五
號 

33 - 

36

- 419 -



37	
働は

た
らき

も
何ど

ん
な
事こ

と
や
ら
知し

ろ
ま
い
な
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
親お

や
の
身か

ら
だ体
哉や

施
展
神
能
究
竟
是
何
事
你
們
不
曉
得

吧
，
這
世
界
就
是
父
母
神
的
身
體
呀
。

38	

今い
ま
ま
で迄

の
親お

や
の
残ざ

ん
ね
ん念

知し

ら
し
た
さ
　

	

其そ
こ処

で
此こ

の
た
び度

皆み
な

し
て
見み

せ
る

父
母
神
至
今
的
遺
憾
想
讓
你
們
知
道
，

所
以
這
一
次
全
都
會
顯
現
出
來
給
你
們

看
。

39	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
す
る
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列
は
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

但
會
做
出
什
麼
事
誰
也
無
法
知
道
，

所
有
的
人
都
好
好
去
明
白
吧
。

40	

此こ
の
た
び度

の
残ざ

ね
ん念

口く
ど説

き
の
此こ

の

話は
な
し　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

は
何な

ん
と
思お

も
て
る

這
一
次
反
覆
不
停
地
說
有
關
遺
憾
的

事
情
，
你
們
大
家
有
什
麼
想
法
呢
？

神
能
何
事
人
不
悉	

整
個
宇
宙
是
神
軀

至
今
神
憾
欲
告
知	

故
而
今
番
皆
顯
示

不
知
將
顯
何
種
事	

汝
等
世
人
須
悟
知

此
番
神
憾
反
复
講	

汝
等
世
人
如
何
想

第
十
五
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41	

此こ
の

元も
と

は
四

よ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

か
ら
　

	

偉え
ら
い
試た

め
し
が
掛か

け
て
あ
る
ぞ
哉や

最
初
是
從
四
十
三
年
前
，
開
始
了
這

了
不
起
的
「
試
驗
」。

42	

此こ
れ
さ
い
か
確

し
っ
かり
承し

ょ
う
ち知
し
た
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
が
叶か

な
わ
ん
で
無な

し

如
果
能
夠
確
實
地
去
明
白
它
的
話
，

就
沒
有
什
麼
心
願
是
無
法
實
現
的
。

43	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

を
救た

す
け
た
さ
　

	

其そ
こ処
で
試た

め
し
が
偉え

ら
い
事こ

と
や
で

想
要
拯
救
世
上
所
有
的
人
，
因
此
才

有
這
了
不
起
的
「
試
驗
」
啊
。

44	

今き
ょ
う日
迄ま

で
は
何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
通と

お
り
抜ぬ

け
　

	

じ
っ
と
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

至
今
已
經
穿
過
了
各
種
不
同
的
道
路
，

但
神
都
靜
靜
地
沒
有
吭
聲
。

事
始
四
十
三
年
前	

重
大
神
試
已
顯
現

只
要
此
事
能
領
悟	

無
論
何
事
皆
賜
祐

欲
將
世
界
全
人
拯	

故
此
神
試
極
嚴
重

至
今
雖
經
各
種
路	

一
直
堅
忍
未
顯
出

第
十
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45	
も
う
今き

ょ
う日

は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

し
て
掛か

か
る
で
な
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

時
到
今
日
，
無
論
如
何
都
得
開
始
將

實
情
揭
露
，
你
們
要
好
好
去
明
白
啊
。

46	

今い
ま
ま
で迄

と
道み

ち
が
こ
ろ
り
と
変か

わ
る
で
な
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

は
心

こ
こ
ろ

定さ
だ

め
よ

有
別
於
至
今
的
道
路
，
急
劇
的
改
變

將
會
出
現
，
所
有
的
人
都
要
下
定
決
心

啊
。

47	

此こ
の

道み
ち

は
内う

ち
も
世せ

か
い界

も
隔へ

だ
て
無な

い
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
胸む

ね
の
掃そ

う
じ除
哉や

這
條
路
不
分
裡
面
或
外
面
的
世
界
，

世
上
所
有
人
的
內
心
都
要
去
清
掃
呀
。

48	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
て
か
ら
に
今き

ょ
う日

迄ま
で

は
　

	

本ほ
ん

真し
ん
じ
つ実

を
言ゆ

う
た
事こ

と

無な

し

從
創
造
世
界
以
來
一
直
到
今
天
，
還

沒
有
把
最
真
實
的
事
情
說
出
來
過
。

今
日
一
切
真
實
事	

必
皆
顯
出
須
悟
知

道
路
與
昔
全
不
同	

汝
等
須
把
心
意
定

此
道
不
分
內
外
人	

掃
淨
全
世
人
心
塵

創
世
以
來
迄
至
今	

元
始
真
實
未
曾
云

第
十
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49	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
本ほ

ん

真し
ん
じ
つ実

を
言ゆ

い
掛か

け
る
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり
承し

ょ
う
ち知
し
て
く
れ

今
天
這
日
子
，
開
始
要
告
訴
你
們
最

真
實
的
事
情
，
請
你
們
務
必
好
好
去
明

白
。

50	

此こ
の

話
は
な
し

四よ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね

ん

以い
ぜ
ん前
か
ら
　

	

偉え
ら

い
試た

め
し
が
此こ

れ
が
一い

ち
じ
ょ
う条

話
說
四
十
三
年
以
前
，
全
心
全
意
開

始
了
這
了
不
起
的
「
試
驗
」。

51	

此こ
の

試た
め

し
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
か
な
　

	

勤つ
と
め
一

い
ち
じ
ょ
う条
急せ

く
模も

よ
う様
や
で

你
們
想
這
「
試
驗
」
是
怎
麼
一
回
事

呢
？
是
急
促
地
為
全
心
全
意
奉
行
聖
舞

作
準
備
呀
。

52	

此こ
の

勤つ
と
め
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

鳴な
り
も
の物

入い

れ
て
人

に
ん
じ
ゅ
う

衆
の
模も

よ
う様

而
你
們
認
為
這
聖
舞
是
怎
麼
一
回
事

呢
？
是
為
包
含
樂
器
演
奏
的
聖
舞
人
員

而
作
準
備
。

元
始
真
實
今
將
述	

深
望
確
實
能
領
悟

此
事
四
十
三
年
前	

已
使
重
大
神
試
顯

對
此
神
試
思
何
如	

急
希
準
備
行
聖
舞

對
此
聖
舞
如
何
思	

急
備
人
員
及
樂
器

第
十
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53	
此こ

の

勤つ
と

め
何ど

ん
な
者も

の
で
も
思し

や
ん案

せ
よ
　

	

此こ
れ

止と

め
た
な
ら
我わ

が
み身
止と

ま
る
で

這
聖
舞
不
論
是
任
何
人
都
好
好
去
思

量
，
一
旦
停
下
來
的
話
自
己
的
性
命
也

會
跟
著
停
止
。

54	

此こ
の

世よ
う

を
創は

じ
め
掛か

け
た
も
同お

な
じ
事こ

と
　

	

無な

い
人に

ん
げ
ん間

を
創は

じ
め
掛か

け
た
で

創
造
世
界
時
也
是
一
樣
的
，
是
從
無

之
中
將
人
類
創
造
出
來
。

55	

此こ
れ

さ
い
か
創は

じ
め
掛か

け
た
る
事こ

と
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
救た

す
け
も
皆み

な

請う

け
合や

う
で

這
聖
舞
一
旦
開
始
了
的
話
，
不
論
任

何
的
拯
救
都
能
得
到
保
證
。

56	

此こ
の

事こ
と

は
確

し
っ
かり

承し
ょ
う
ち知

せ
ん
な
ら
ん
　

	

此こ
れ

止と

め
た
な
ら
直す

ぐ
に
退

し
り
ぞく

這
事
情
非
得
好
好
去
明
白
才
行
，
一

旦
停
下
來
的
話
，
神
祐
也
會
馬
上
撤
去
。

對
此
聖
舞
皆
須
想	

如
阻
此
舞
自
身
亡

創
始
人
類
虛
無
中	

此
舞
本
與
創
世
同

只
要
此
舞
肯
奉
行	

任
何
拯
救
皆
保
證

此
事
必
須
要
遵
行	

如
止
聖
舞
神
祐
停
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57	

今い
ま
ま
で迄

は
高た

か
や
ま山

や
と
て
喧け

ん
け
ん々

と
　

	

儘ま
ま
に
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，「
高
山
」
一
直
喧
鬧
著
、

照
己
意
而
行
，

58	

此こ
れ
か
ら
は
如い

か何
程ほ

ど

高た
か
い
山や

ま
で
も
な
　

	

谷た
に
そ
こ底

儘ま
ま

に
更さ

ら
に
出で

け来
ま
い

今
後
不
論
是
多
高
的
山
，
也
絕
不
能

再
恣
意
地
對
待
「
谷
底
」。

59	

此こ
の

先さ
き

は
谷た

に
そ
こ底

に
て
は
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

多お
お
く
用よ

う
き木
が
見み

え
て
あ
る
ぞ
哉や

接
下
來
在
谷
底
的
地
方
，
會
慢
慢
發

現
出
許
多
的
用
木
。

60	

段だ
ん
だ
ん々
と
用よ

う
ぼ
く木
に
て
は
此こ

の

世よ
う
を
　

	

創は
じ

め
た
親お

や
が
皆み

な

入い

り
込こ

む
で

慢
慢
地
，
對
於
這
些
用
木
，
創
造
此

世
的
父
母
神
都
會
進
入
他
們
的
身
體

裡
。

至
今
高
山
怨
言
多	

雖
能
任
情
恣
意
做

此
後
高
山
縱
然
高	

谷
底
不
可
恣
意
操

今
後
將
從
谷
底
間	

可
見
用
木
漸
多
現

逐
漸
對
於
全
用
木	

創
世
父
母
皆
附
入
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61	
此こ

の

世よ
う

を
創は

じ
め
た
親お

や
が
入い

り
込こ

め
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
す
る
や
知し

れ
ん
で

當
創
造
世
界
的
父
母
神
進
入
身
體
裡

時
，
會
做
出
什
麼
事
情
誰
也
不
會
知
道
。

62	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
し
た
と
て
案あ

ん
じ
な
よ
　

	

何な
に

か
万

よ
ろ
ず

は
親お

や
の
請う

け
合や

い

但
不
論
做
什
麼
事
情
都
不
必
憂
慮
哦
，

任
何
事
情
都
有
父
母
神
在
擔
保
。

63	

此こ
の

事こ
と

を
早は

や
く
心

こ
こ
ろ

を
確

し
っ
かり

と
　

	

定さ
だ
め
を
付つ

け
て
早は

や
く
掛か

か
れ
よ

好
好
地
將
這
事
情
儘
快
植
入
心
底
，

快
去
著
手
吧
。

64	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何ど

ん
な
道み

ち
や
ら
誰た

れ
に
て
も
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
無な

け
れ
ど

直
到
今
天
，
究
竟
走
過
了
什
麼
樣
的

路
沒
有
一
個
人
知
道
。

創
世
父
母
入
其
體	

將
行
何
事
難
知
悉

任
事
顯
出
莫
擔
憂	

父
母
一
切
皆
保
祐

此
事
希
能
速
領
悟	

從
速
決
心
行
聖
舞

此
道
究
竟
是
何
道	

迄
至
今
日
無
人
曉

第
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65	

も
う
今き

ょ
う日

は
真し

ん
の
心

こ
こ
ろ

を
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

皆み
な

現あ
ら
わす
で
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

你
們
可
要
明
白
呀
，
事
到
如
今
，
真

實
的
內
心
都
將
慢
慢
地
顯
露
出
來
。

66	

親お
や
の
目め

に
適か

の
う
た
者も

の
は
日に

ち
に
ち々
に
　

	

段だ
ん
だ
ん々

心
こ
こ
ろ

勇い
さ

む
ば
か
り
哉や

父
母
神
眼
中
符
合
神
意
的
那
些
人
，

其
內
心
一
天
接
著
一
天
、
會
變
得
更
加

踴
躍
。

67	

親お
や

の
目め

に
残ざ

ね
ん念

の
者も

の
は
何な

ん
ど
き時

に
　

	

夢ゆ
め

見み

た
様よ

う
に
散ち

る
や
知し

れ
ん
で

那
些
讓
父
母
神
感
到
遺
憾
的
人
，
什

麼
時
候
像
夢
境
一
般
消
散
掉
誰
也
不
知

道
。

68	

此こ
の

話
は
な
し

何ど
こ処
の
事こ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
皆み

な

我わ

が
子こ

や
で

別
以
為
這
些
話
特
別
針
對
哪
裡
的
人
，

世
人
都
是
我
的
子
女
呀
。

今
已
漸
皆
顯
真
心	

對
此
須
知
汝
世
人

合
乎
父
母
神
心
者	

其
心
日
漸
愈
踴
躍

不
合
父
母
神
心
者	

不
知
何
時
如
夢
滅

此
事
非
指
某
人
語	

世
人
皆
為
我
子
女
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69	
一い

ち
れ
つ列

の
子こ

ど
も供

は
可か

わ
い愛

ば
か
り
也な

り
　

	

何ど
こ処
に
隔へ

だ
て
は
更さ

ら
に
無な

け
れ
ど

所
有
的
子
女
都
非
常
可
愛
，
不
論
身

在
何
處
，
絕
無
任
何
區
別
。

70	

確し
か

と
聞き

け
心

こ
こ
ろ

違ち
が

え
ば
是ぜ

ひ非
が
無な

い
　

	

其そ
こ処

で
段だ

ん
だ
ん々

手て
い入

り
す
る
の
哉や

仔
細
聽
好
，
內
心
要
是
有
所
差
錯
就

沒
辦
法
了
，
所
以
才
會
一
點
一
點
施
予

神
譴
啊
。

71	

此こ
の

事こ
と

は
高た

か
や
ま山

に
て
も
谷た

に
そ
こ底

も
　

	

油ゆ
だ
ん断
無な

き
様よ

に
心

こ
こ
ろ

定さ
だ
め
よ

這
事
情
不
管
是
「
高
山
」也
好
還
是
「
谷

底
」
都
不
要
粗
心
大
意
，
把
心
定
下
來

吧
。

72	

さ
あ
頼た

の
む
何な

に
を
頼た

の
む
と
思お

も
う
か
な
　

	

早は
や

く
鳴な

り
も
の物

寄よ

せ
て
稽け

い
こ
う古

Sa

！
拜
託
你
們
的
事
，
你
們
想
，
是

在
拜
託
什
麼
呢
？
早
點
備
齊
樂
器
，
開

始
練
習
。

神
愛
子
女
皆
同
一	

絲
毫
無
有
差
別
意

細
聽
若
悖
神
意
時	

無
奈
漸
以
神
譴
施

此
事
高
山
或
谷
底	

下
定
決
心
莫
大
意

欲
求
何
事
可
知
悉	

速
備
樂
器
勤
練
習

第
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73	

此こ
れ

迄ま
で

は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
じ
っ
く
り
と
　

	

未ま

だ
治お

さ
ま
り
て
い
た
る
な
れ
ど
も

直
到
現
在
，
不
管
對
於
什
麼
事
都
還

只
是
靜
靜
地
處
著
，
沒
有
任
何
動
靜
。

74	

も
う
今き

ょ
う日
は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
早は

や
ば
や々
と
　

	

勤つ
と

め
せ
え
ね
ば
な
ら
ん
事こ

と
や
で

但
事
到
如
今
，
無
論
如
何
非
得
儘
快

來
奉
行
聖
舞
了
。

75	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

色い
ろ
い
ろ々

頼た
の
み
掛か

け
て
あ
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，
雖
然
一
點
一
點
拜
託

你
們
各
種
不
同
的
事
，

76	

何な
に
ご
と事
を
頼た

の
ん
だ
と
て
も
誰た

れ
に
て
も
　

	

聞き

き
分わ

け
が
無な

い
親お

や
の
残ざ

ん
ね
ん念

但
父
母
神
感
到
很
遺
憾
，
不
論
是
拜

託
了
什
麼
事
情
，
聽
懂
的
人
卻
一
個
也

沒
有
。

無
論
何
事
迄
至
今	

雖
然
一
直
忍
又
忍

但
今
不
管
將
何
如	

定
要
從
速
行
聖
舞

迄
今
無
論
何
事
務	

雖
曾
一
一
求
於
汝

不
論
何
事
父
母
求	

無
人
領
會
神
憾
厚
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77	
此こ

の
た
び度

の
残ざ

ね
ん念

口く
ど説

き
の
此こ

の

話は
な
し　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり
聞き

き
分わ

け
て
く
れ

這
一
次
，
對
於
這
些
遺
憾
用
這
番
話

來
懇
求
你
們
，
請
你
們
一
定
要
聽
清
楚
。

78	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
親お

や
が
何な

に
ご
と事

言ゆ

う
た
と
て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
背そ

む
き
無な

き
様よ

う

就
是
今
天
，
不
管
父
母
神
說
了
什
麼

話
，
任
何
事
都
不
要
去
違
背
呀
。

79	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
話

は
な
しを

し
た
と
て
も
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
匂に

お
い
ば
か
り
哉や

至
今
不
論
講
過
了
什
麼
話
、
說
過
了

什
麼
事
，
都
只
不
過
是
在
播
香
而
已
呀
。

80	

今き
ょ
う日

の
日ひ

の
話

は
な
しと

言ゆ

う
は
節

せ
え
つ
う

哉や

　

	

も
う
其そ

の

儘ま
ま

に
直す

ぐ
に
見み

え
る
で

時
限
已
經
來
臨
了
，
今
天
說
的
事
馬

上
就
要
顯
現
出
來
了
。

今
番
講
述
此
憾
事	

務
希
詳
聽
能
悟
知

今
日
父
母
神
所
言	

無
論
何
事
莫
違
反

至
今
任
事
神
所
講	

一
切
僅
是
指
播
香

時
機
現
已
至
眼
前	

今
言
立
即
如
實
顯
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81	

此こ
の

話
は
な
し

四よ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

か
ら
　

	

胸む
ね
の
残ざ

ん
ね
ん念
今い

ま

晴は

ら
す
で
な

這
些
話
是
從
四
十
三
年
前
開
始
的
，

現
在
，
要
將
內
心
的
遺
憾
清
除
掉
。

82	

其そ
れ

知し

ら
ず
内う

ち
な
る
者も

の
は
何な

に
も
彼か

も
　

	

世せ
か
い界

並な
み

な
る
様よ

う
に
思お

も
う
て

然
而
不
知
道
這
事
情
，
裡
面
的
人
還

以
為
只
不
過
跟
一
般
世
俗
的
事
情
沒
有

兩
樣
。

83	

此こ
の

道み
ち

は
四

よ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね

ん

以い
ぜ
ん前

か
ら
　

	

真
ま
こ
と

難な
ん
じ
ゅ
う
渋
な
道み

ち
を
通と

お
り
た

這
條
路
是
從
四
十
三
年
以
前
開
始
的
，

走
過
了
一
條
相
當
艱
難
的
道
路
。

84	

其そ
の

事こ
と
を
今い

ま
ま
で迄
誰た

れ
も
知し

ら
い
で
も
　

	

此こ
の
た
び度

此こ
れ

を
皆み

な

晴は

ら
す
で
な

這
事
情
到
現
在
還
沒
有
人
知
道
，
但

這
一
次
要
將
它
全
都
清
除
掉
。

此
事
四
十
三
年
前	

心
中
遺
憾
今
掃
完

此
事
近
人
皆
不
詳	

卻
與
常
人
一
般
想

此
道
四
十
三
年
前	

所
經
之
道
誠
苦
難

此
事
至
今
無
人
悟	

今
將
此
憾
皆
消
除

第
十
五
號 

81 - 

84

- 431 -



85	
此こ

の

晴は

ら
し
如ど

う何
し
て
晴は

ら
す
事こ

と
な
ら
ば
　

	

勤つ
と
め
一い

ち
じ
ょ条
で
皆み

な

現あ
ら
わす
で

但
要
怎
麼
去
清
除
呢
？
全
心
全
意
去

奉
行
聖
舞
，
一
切
都
將
會
顯
現
出
來
。

86	

此こ
の

勤つ
と

め
親お

や
が
何な

に
ご
と事

言ゆ

う
た
と
て
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
背そ

む
き
無な

き
様よ

う

對
於
這
聖
舞
，
不
管
父
母
神
說
了
什

麼
，
都
不
要
去
違
背
。

87	

此こ
れ

ば
か
り
く
れ
ぐ
れ
頼た

の
み
置お

く
程ほ

ど
に
　

	

後あ
と
で
後こ

う
か
い悔
無な

き
様よ

う
に
や
で

這
事
情
殷
切
地
拜
託
你
們
，
不
要
到

時
候
才
來
後
悔
。

88	

此こ
の
た
び度

の
勤つ

と
め
一い

ち
じ
ょ条

止と

め
る
な
ら
　

	

名み
ょ
う
だ
い

代
な
り
と
直す

ぐ
に
退

し
り
ぞく

這
次
全
心
全
意
奉
行
聖
舞
，
若
是
受

阻
的
話
，
即
便
是
指
定
好
的
代
理
人
，

也
會
立
刻
徹
其
祐
護
。

此
憾
如
何
可
消
除	

專
一
行
舞
神
能
出

對
此
聖
舞
父
母
言	

無
論
何
事
希
勿
反

對
此
事
先
囑
又
囑	

切
莫
事
後
悔
怨
出

今
番
如
敢
止
聖
舞	

雖
是
代
理
亦
撤
祐
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89	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
側そ

ば
な
者も

の
　

	

も
う
一ひ

と
い
き息
も
待ま

ち
て
い
ら
れ
ん

對
於
這
些
話
，
身
旁
的
人
們
是
怎
麼

想
的
呢
？
已
經
到
了
呼
口
氣
的
片
刻
都

無
法
等
待
了
！

90	

早は
や
ば
や々
と
鳴な

り
も
の物
也な

り
と
出だ

し
掛か

け
よ
　

	

勤つ
と

め
ば
か
り
を
急せ

え
て
い
る
か
ら

快
！
只
有
樂
器
也
好
，
快
拿
出
來
！

全
心
奉
行
聖
舞
，
已
經
迫
不
急
待
了
！

此
言
近
人
如
何
思	

雖
是
瞬
息
亦
不
俟

至
少
速
將
樂
器
擺	

速
行
聖
舞
吾
所
待
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第 

十
六 
號

		


自
一
八
八
八
一
年(

明
治
十
四
年)

四
月

			








1	

今い
ま
ま
で迄

は
此こ

の

世よ

創は
じ

め
た
人に

ん
げ
ん間

の
　

	

元も
と
な
る
事こ

と
を
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

至
今
，
創
世
以
來
有
關
人
類
的
元
始

之
事
誰
也
不
知
道
。

2	

此こ
の
た
び度
は
此こ

の

元も
と
な
る
を
確

し
っ
かり
と
　

	

ど
う
ぞ
世せ

か
い界

へ
皆み

な

教お
し

え
た
い

這
元
始
之
事
，
這
一
次
想
要
好
好
地

教
導
給
世
界
上
所
有
的
人
。

3	

此こ
の

元も
と

は
神か

ぐ
ら楽

両り
ょ
う
に
ん人

勤つ
と

め
は
な
　

	

此こ
れ
が
真し

ん
じ
つ実
此こ

の

世よ

創は
じ
ま
り

一
開
始
是
來
自
奉
行
神
樂
之
中
的
兩

個
人
，
這
便
是
創
造
此
世
的
實
情
。

4	

此こ
の
た
び度
の
神か

ぐ
ら楽
と
言ゆ

う
は
人に

ん
げ
ん間
を
　

	

創は
じ

め
掛か

け
た
る
親お

や
で
あ
る
ぞ
哉や

這
一
次
所
說
的
神
樂
，
就
是
創
造
人

類
的
父
母
神
啊
。

創
人
創
世
根
源
事	

至
今
恐
無
一
人
知

今
番
願
將
根
源
事	

詳
告
所
有
世
人
知

神
樂
聖
舞
之
二
人	

真
實
創
世
之
根
源

此
番
所
說
之
神
樂	

表
徵
創
人
父
母
也

第
十
六
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5	
此こ

の

元も
と

を
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

い
の
で
な
　

	

此こ
の

真し
ん
じ
つ実
を
皆み

な

教お
し
え
る
で

這
元
始
之
事
沒
有
一
個
人
知
道
，
所

以
要
把
實
情
都
教
導
給
你
們
。

6	

今い
ま
ま
で迄

も
日に

ち
に
ち々

口く
ど説

き
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

言ゆ

う
て
聞き

か
し
た
事こ

と
は
あ
れ
ど
も

雖
然
至
今
為
止
每
天
反
覆
地
訴
說
著
，

將
事
情
說
給
你
們
聽
，

7	

も
う
今き

ょ
う日

は
如い

か何
程ほ

ど

月つ
き
ひ日

言ゆ

う
た
と
て
　

	

一い
ち
れ
つ列
心

こ
こ
ろ

分わ
か
り
無な

い
の
で

但
已
經
到
了
今
日
，
不
論
月
日
說
些

什
麼
，
世
人
心
裡
還
是
不
明
白
呀
。

8	

其そ
れ

故ゆ
え

に
も
う
節

せ
え
つ
うが

来き

た
る
か
ら
　

	

是ぜ
ひ非

な
く
今い

ま
は
返か

や
し
す
る
ぞ
哉や

因
此
時
節
已
經
到
來
了
，
現
在
非
得

要
「
返
還
」
回
去
不
可
啊
。

對
此
根
源
無
人
曉	

將
其
真
實
皆
相
告

至
今
雖
曾
日
日
勸	

並
已
逐
次
談
又
談

現
今
月
日
如
何
說	

人
心
未
成
難
醒
豁

今
因
時
機
已
來
到	

故
而
無
奈
與
回
報

第
十
六
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9	

此こ
の

返か
や

し
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

彼あ
あ
ち
こ
う
ち

方
此
方
に
多お

お
く
見み

え
る
で

可
不
要
小
看
這
「
返
還
」
哦
！
在
這

裡
還
是
在
那
裡
，
到
處
都
看
得
見
。

10	

此こ
の

世よ
う
の
人に

ん
げ
ん間
創は

じ
め
元も

と
な
る
を
　

	

何ど
こ処

の
人ひ

と
で
も
未ま

だ
知し

ろ
ま
い
な

這
創
造
世
界
人
類
的
元
始
之
事
，
不

論
哪
裡
的
人
都
還
不
知
道
。

11	

此こ
の
た
び度

は
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり
皆み

な

教お
し
え
た
い

這
一
次
，
想
把
這
真
實
之
事
確
實
地

教
導
給
世
上
的
人
們
。

12	

確し
か
と
聞き

け
此こ

の

元も
と
な
る
と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

く
に
と
こ
た
ち
に
を
も
た
り
様さ

ま

哉や

仔
細
聽
好
！
說
到
這
元
始
之
事
，
就

是
指
尊
貴
的
古
尼
托
郭
他
基
和
歐
莫
她

利
。

莫
將
回
報
輕
微
看	

此
處
彼
地
多
顯
現

創
世
創
人
此
根
源	

無
論
何
人
未
瞭
然

今
番
願
將
根
源
事	

詳
告
所
有
世
人
知

仔
細
聽
明
創
人
世  

究
竟
根
源
指
何
云

乃
古
尼
托
郭
他
基  

及
歐
莫
她
利
撒
瑪

第
十
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13	
此こ

の
お
方か

た

泥ど
ろ
み
ず水

中な
か

を
見み

す澄
ま
し
て
　

	

魚う
お
と
巳み

い
と
を
側そ

ば
い
引ひ

き
寄よ

せ

尊
貴
的
兩
位
在
泥
海
之
中
仔
細
辨
明

心
性
之
後
，
將
人
魚
和
白
蛇
引
到
身
邊
。

14	

此こ
の
た
び度

の
残ざ

ね
ん念

と
言ゆ

う
は
芯し

ん
か
ら
哉や

　

	

此こ
れ

を
晴は

ら
す
る
模も

よ
う様

無な

い
か
よ

說
到
這
次
的
遺
憾
是
打
從
內
心
深
處

啊
。
為
消
除
這
遺
憾
，有
什
麼
方
法
嗎
？

15	

此こ
の

事こ
と

を
神か

み
が
確

し
っ
かり

引ひ

き
受う

け
る
　

	

何ど

ん
な
返か

や
し
も
す
る
と
思お

も
え
よ

這
事
情
神
一
定
會
作
擔
保
，
要
知
道
，

任
何
的
「
返
還
」
都
有
可
能
發
生
。

16	

此こ
の

返か
や

し
見み

え
た
る
な
ら
ば
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

胸む
ね

の
掃そ

う
じ除

が
ひ
と
り
出で

け来
る
で

當
這
「
返
還
」
出
現
的
時
候
，
不
論

是
哪
裡
的
人
內
心
自
然
便
能
清
掃
乾

淨
。

月
日
觀
看
泥
水
中	

招
來
一
魚
及
一
蛇

今
次
神
憾
生
心
奧	

可
有
方
法
使
其
消

須
知
對
此
神
擔
保	

必
施
相
應
之
回
報

神
施
回
報
如
顯
見	

世
人
心
塵
自
掃
淨

第
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17	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
見み

ゆ
る許

し
て
　

	

じ
っ
と
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

到
現
在
為
止
不
管
什
麼
事
都
先
允
許

了
，
只
是
靜
靜
地
處
著
而
已
，

18	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
も
う
日ひ

が
詰つ

ん
で
あ
る
か
ら
な
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
直す

ぐ
に
返か

や
す
で

但
今
天
，
日
子
已
經
到
很
緊
迫
的
時

候
了
，
不
論
什
麼
事
都
會
立
刻
「
返
還
」

回
去
。

19	

此こ
の

処
と
こ
ろ

止と

め
る
心

こ
こ
ろ

で
来く

る
な
ら
ば
　

	

其そ
の

儘ま
ま

何ど
こ処
い
月つ

き
ひ日
出で

る
や
ら

若
是
懷
著
阻
止
的
心
過
來
的
話
…
那

就
不
知
道
月
日
會
飛
奔
到
哪
裡
去
呀
。

20	

出で

る
の
も
な
何ど

ん
な
事こ

と
や
ら
知し

ろ
ま
い
な
　

	

月つ
き
ひ日

迎む
か

い
に
出で

る
で
承し

ょ
う
ち知

せ

會
到
哪
裡
去
誰
也
不
知
道
…
月
日
是

要
去
「
迎
接
」
那
個
人
，
這
點
需
明
白
。

至
今
無
論
任
何
事	

雖
皆
容
恕
靜
待
之

現
今
時
機
已
來
到	

任
事
立
即
施
回
報

有
心
來
此
阻
聖
舞	

月
日
或
立
奔
何
處

奔
出
何
指
人
難
悉	

月
日
來
迎
須
悟
知

第
十
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21	
今き

ょ
う日

の
日ひ

は
も
う
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
詰つ

ん
で
あ
る
　

	

何ど

の
様よ

な
道み

ち
が
有あ

る
や
知し

れ
ん
で

今
天
日
子
已
經
十
分
地
緊
迫
了
，
接

下
來
會
出
現
什
麼
樣
的
路
誰
也
不
會
知

道
。

22	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
確し

か
と
せ
よ
　

	

何な
ん
ど
き時

月つ
き
ひ日

連つ

れ
に
出で

る
や
ら

世
人
都
要
振
作
起
來
呀
！
不
知
何
時

月
日
會
去
「
引
接
」。

23	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
珍

め
ず
らし

事こ
と

を
言ゆ

い
掛か

け
る
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
と
も
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

今
天
這
日
子
開
始
說
些
珍
奇
的
事
，

但
究
竟
會
說
些
什
麼
誰
也
不
知
道
。

24	

世せ
か
い界

に
は
皆み

な

何ど
こ処

迄ま
で

も
同お

な
じ
事こ

と
　

	

子こ
ど
も供

片か
た
づ付

け
拵

こ
し
らえ

を
す
る

世
界
上
不
管
到
哪
裡
都
一
樣
，
人
們

都
會
為
子
女
的
嫁
娶
作
準
備
。

現
今
時
機
已
成
熟	

將
顯
何
道
難
知
悟

世
人
皆
須
心
堅
定	

不
知
月
日
何
時
迎

今
日
告
汝
珍
奇
事	

告
何
奇
事
人
不
知

世
上
到
處
皆
同
一	

子
女
成
長
宜
嫁
娶

第
十
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25	

如い
か何

程ほ
ど

に
拵

こ
し
らえ

し
た
と
言ゆ

う
た
と
て
　

	

其そ
の

先さ
き
な
る
は
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

然
而
不
管
做
了
什
麼
樣
的
準
備
，
將

來
的
事
誰
都
不
知
道
。

26	

月つ
き
ひ日
に
は
何ど

ん
な
思お

も
わ
く惑
有あ

る
や
ら
な
　

	

此こ
の

道み
ち
す
じ筋

は
知し

り
た
者も

の

無な

し

月
日
的
心
中
懷
著
多
少
的
思
慮
呀
，

然
而
這
條
路
卻
沒
有
人
能
明
白
。

27	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
夢ゆ

め
を
見み

る
や
ら
な
　

	

文も
ん
く句
変か

わ
り
て
心

こ
こ
ろ

勇い
さ
む
で

不
知
今
後
會
在
夢
裡
夢
見
什
麼
，
事

情
將
有
所
改
變
，
內
心
也
將
踴
躍
起
來
。

28	

何ど

の
様よ

う
な
珍

め
ず
らし
夢ゆ

め
を
見み

る
や
ら
な
　

	

此こ
れ

を
合あ

い
ず図

に
勤つ

と
め
に
掛か

か
れ

不
論
夢
見
什
麼
珍
奇
的
事
，
都
把
它

當
成
是
「
信
號
」，
開
始
奉
行
聖
舞
吧
！

嫁
娶
準
備
雖
周
到	

其
後
如
何
難
知
曉

月
日
究
竟
如
何
思	

將
行
何
路
無
人
知

此
後
將
作
何
種
夢	

情
況
改
變
踴
躍
生

何
種
奇
夢
難
知
悟	

以
此
為
信
行
聖
舞

第
十
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29	
今き

ょ
う日

の
日ひ

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
聞き

い
て
い
る
　

	

何な
ん
ど
き時
文も

ん
く句
変か

わ
る
事こ

と
や
ら

今
天
這
時
候
不
管
聽
到
些
什
麼
，
但

這
些
言
語
不
知
何
時
就
要
改
變
了
呀
。

30	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
が
有あ

り
て
も
恨う

ら
み
な
よ
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々

に
す
る
事こ

と
や
で
な

不
論
碰
到
什
麼
事
情
都
不
要
怨
恨
哦
，

這
些
都
是
來
自
每
個
人
本
身
的
所
做
所

為
。

31	

月つ
き
ひ日

に
は
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
我わ

が
子こ

也な
り

　

	

可か
わ
い愛
一い

っ
ぱ
い杯
思お

も
て
い
れ
ど
も

對
月
日
來
說
，
所
有
的
人
都
是
我
的

子
女
，
總
是
想
要
去
疼
愛
，

32	

銘め
え
め
え々

に
す
る
事こ

と
ば
か
り
是ぜ

ひ非
は
無な

い
　

	

其そ
こ処

で
じ
っ
く
り
見み

て
い
る
の
や
で

但
沒
辦
法
，
每
個
人
都
只
是
為
自
己

著
想
而
已
，
因
此
也
只
能
夠
靜
靜
地
看

著
。

如
今
任
事
使
聞
悉	

不
知
何
時
情
況
移

任
事
發
生
莫
恨
他	

各
自
所
為
得
其
果

月
日
視
人
皆
子
女	

雖
然
神
愛
深
無
比

各
自
所
行
難
管
制	

故
而
凝
眸
注
視
之

第
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33	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何な

に
も
知し

ら
ず
に
い
る
け
れ
ど
　

	

明あ
す
に
ち
日
日
を
見み

よ
偉え

ら
い
往お

う
か
ん還

雖
然
今
天
什
麼
都
還
不
知
道
，
但
看

看
明
天
吧
！
寬
闊
的
康
莊
大
道
將
會
出

現
。

34	

此こ
の

道み
ち
が
見み

え
た
る
な
ら
ば
何ど

の
様よ

う
な
　

	

者も
の

で
も
敵か

な
う
者も

の
は
有あ

る
ま
い

一
旦
這
條
路
出
現
了
的
話
，
不
論
任

何
人
都
無
法
與
之
匹
敵
。

35	

月つ
き
ひ日

に
は
何ど

ん
な
思お

も
わ
く惑

有あ

る
や
ら
な
　

	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

を
ば
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

不
知
月
日
心
中
懷
著
多
少
的
思
慮
，

但
這
樣
的
心
卻
誰
也
不
知
道
。

36	

此こ
れ
を
ば
な
見み

え
掛か

け
た
な
ら
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

胸む
ね

の
内う

ち
を
ば
ひ
と
り
澄す

み
切き

る

當
這
些
事
開
始
出
現
了
以
後
，
不
論

是
哪
裡
的
人
，
內
心
自
然
就
會
徹
底
澄

淨
下
來
。

今
日
雖
然
全
不
曉	

明
日
可
顯
康
莊
道

只
要
康
莊
大
道
顯	

無
論
何
人
莫
能
反

月
日
神
意
如
何
思	

此
心
無
有
一
人
知

如
若
神
意
開
始
顯	

人
心
自
然
清
可
見

第
十
六
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37	
此こ

れ
か
ら
は
此こ

の

世よ

創は
じ

め
て
何な

に
も
彼か

も
　

	

無な

い
事こ

と
ば
か
り
言ゆ

い
掛か

け
る
也な

り

現
在
起
，
要
開
始
說
些
從
創
世
以
來

從
未
有
過
的
事
情
。

38	

今い
ま
ま
で迄

は
人ひ

と
の
心

こ
こ
ろ

の
真し

ん
じ
つ実

を
　

	

誰た
れ

か
知し

り
た
る
者も

の
は
無な

け
れ
ど

一
直
到
現
在
，
關
於
人
心
真
實
的
一

面
還
沒
有
人
知
道
，

39	

此こ
の
た
び度

は
神か

み
が
表

お
も
てい

出で

て
る
か
ら
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
皆み

な

教お
し
え
る
で

但
這
次
，
神
顯
現
於
世
，
任
何
事
情

都
要
教
導
給
你
們
。

40	

此こ
の

話
は
な
し

何ど
こ処

の
事こ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

身み

の
内う

ち

障さ
わ

り
此こ

れ
で
知し

ら
す
る

不
要
說
這
些
話
是
在
說
其
他
地
方
的

事
，
是
藉
由
身
上
的
「
障
礙
」
來
讓
你

們
知
道
。

創
世
以
來
未
有
事	

今
後
一
切
告
汝
知

至
今
世
人
心
真
實	

雖
然
無
有
一
人
知

今
次
月
日
顯
於
世	

無
論
何
事
皆
告
知

此
言
非
指
某
人
事	

使
身
失
調
以
警
之
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41	

こ
ん
な
事こ

と

何な
ん

で
言ゆ

う
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

可か
わ
い愛
余あ

ま
り
て
言ゆ

う
事こ

と
や
で
な

不
要
去
想
：
為
何
要
說
這
樣
的
事
？

因
為
太
疼
愛
子
女
才
說
的
呀
。

42	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
で
も
我わ

が
み身
す
る
事こ

と
に
　

	

神か
み

の
知し

ら
ん
と
言ゆ

う
事こ

と
は
無な

い

不
管
你
們
做
了
些
什
麼
，
沒
有
什
麼

事
是
神
所
不
知
。

43	

其そ
れ

故ゆ
え

に
何な

に
も
万

よ
ろ
ず

を
断

こ
と
わり

て
　

	

其そ
の

上う
え

掛か

か
る
仕し

ご
と事
な
る
ぞ
哉や

因
此
所
有
的
事
情
都
預
先
告
知
，
然

後
才
去
施
展
神
能
呀
。

44	

今い
ま
ま
で迄
は
何な

に
よ様
の
事こ

と
も
じ
っ
く
り
と
　

	

控し
か

え
て
い
た
る
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，
對
任
何
事
都
只
是
靜

靜
地
處
著
、
按
耐
著
，

何
以
講
此
莫
疑
猜	

乃
因
汝
等
太
可
愛

世
人
所
為
一
切
事	

月
日
無
一
不
熟
知

故
此
凡
事
預
警
之	

而
後
方
將
神
能
施

迄
今
無
論
對
何
事	

雖
皆
堅
忍
不
行
施
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45	
確し

か
と
聞き

け
今い

ま
ま
で迄

な
る
の
話

は
な
しは

な
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
聞き

い
た
ば
か
り
哉や

仔
細
聽
好
，
到
目
前
所
說
的
話
，
不

管
說
了
些
什
麼
你
們
都
只
是
聽
而
已
，

46	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
道み

ち
が
急い

そ
い
で
い
る
か
ら
な
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
早は

や
く
見み

え
る
で

但
今
天
這
條
路
已
經
變
得
很
急
迫
了
，

任
何
事
都
要
盡
快
使
它
顯
現
出
來
。

47	

其そ
れ

故ゆ
え

に
出で

掛か

け
て
か
ら
は
ど
む
な
ら
ん
　

	

其そ
こ処
で
一い

ち
れ
つ列
思し

や
ん案
す
る
様よ

う

當
出
現
的
時
候
就
來
不
及
了
，
為
此
，

所
有
的
人
都
好
好
去
思
量
。

48	

今い
ま
ま
で迄

も
神か

み
の
口く

ど説
き
は
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

色い
ろ
い
ろ々

説と

い
て
来き

た
る
な
れ
ど
も

一
直
到
現
在
，
神
一
點
一
點
地
告
誡
，

已
經
說
了
許
許
多
多
的
事
情
，

細
聽
至
今
所
言
事	

只
是
耳
聞
若
不
知

今
因
急
於
行
拯
救	

任
事
皆
將
速
顯
出

顯
出
之
後
則
太
遲	

故
而
世
人
要
細
思

至
今
神
雖
勸
又
勸	

各
種
各
樣
談
又
談
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49	

如い
か何

程ほ
ど

に
口く

ど説
い
た
と
て
も
誰た

れ
に
て
も
　

	

聞き

き
分わ

け
が
無な

い
親お

や
の
残ざ

ん
ね
ん念

但
雖
然
這
樣
子
告
誡
卻
誰
都
聽
不
明

白
。
這
是
父
母
神
的
遺
憾
呀
。

50	

此こ
こ処
迄ま

で
も
容よ

い易
な
口く

ど説
き
や
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

此こ
の
た
び度

こ
そ
は
思し

や
ん案

す
る
様よ

う

直
到
現
在
，
要
告
誡
這
些
事
情
並
不

那
麼
容
易
，
這
一
次
你
們
可
要
好
好
去

思
量
啊
。

51	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん

と
思お

も
う
て
聞き

い
て
い
る
　

	

積つ
も
り
重か

さ
な
り
上う

え
の
事こ

と
や
で

這
些
話
你
們
是
如
何
去
想
、
如
何
去

聽
的
呢
？
這
些
事
都
是
不
斷
累
積
下
來

的
呀
。

52	

今き
ょ
う日
の
日ひ

の
神か

み
の
残ざ

ん
ね
ん念
立り

っ
ぷ
く腹
は
　

	

容よ
い易

な
る
事こ

と
で
無な

い
と
思お

も
え
よ

今
天
神
的
遺
憾
以
及
氣
憤
，
不
要
只

把
它
看
做
是
件
小
事
。

雖
然
反
复
勸
且
談	

無
人
瞭
悟
父
母
憾

勸
說
至
此
非
易
事	

今
番
務
必
要
細
思

對
此
神
言
如
何
思	

乃
是
焦
急
久
積
事

今
日
神
憾
及
神
怒	

非
同
小
可
須
瞭
悟
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53	
月つ

き
ひ日

よ
り
無な

い
人に

ん
げ
ん間

や
無な

い
世せ

か
い界

　

	

創は
じ
め
掛か

け
た
る
親お

や
で
あ
る
ぞ
哉や

月
日
是
從
虛
無
之
中
創
人
創
世
的
父

母
。

54	

其そ
の

処
と
こ
ろ

何な
に

も
知し

ら
ざ
る
子こ

ど
も供

に
な
　

	

太た
い
こ鼓

止と

め
ら
れ
此こ

の

残ざ
ね
ん念

見み

よ

但
無
知
的
子
女
們
卻
來
將
太
鼓
給
制

止
。
看
啊
！
這
是
多
麼
的
遺
憾
呀
。

55	

此こ
の
た
び度

は
此こ

の

返か
や

し
を
ば
す
る
程ほ

ど
に
　

	

皆み
な

何ど
こ処
迄ま

で
も
承し

ょ
う
ち知
し
て
い
よ

這
一
次
將
會
有
「
返
還
」
的
行
動
，

不
管
身
在
何
處
的
人
都
要
好
好
明
白

啊
。

56	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
も
知し

ら
ず
に
い
た
け
れ
ど
　

	

さ
あ
見み

え
掛か

け
た
偉え

ら
い
楽た

の
し
み

雖
然
至
今
你
們
什
麼
都
還
不
知
道
，

Sa

！
就
快
要
看
見
了
，
這
偉
大
的
盼

望
！

須
知
無
中
創
世
人	

乃
是
月
日
父
母
神

子
女
不
知
此
真
實	

止
鼓
神
憾
汝
須
知

今
番
對
此
施
回
報	

所
有
世
人
須
知
曉

雖
至
今
日
全
不
曉	

即
將
始
現
快
樂
道
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57	

此こ
の

道み
ち

は
何ど

ん
な
事こ

と
や
と
思お

も
う
か
な
　

	

世せ
か
い界
一い

ち
れ
つ列
胸む

ね
の
掃そ

う
じ除
哉や

你
們
想
，
這
條
路
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

是
要
清
掃
世
界
上
所
有
人
的
內
心
呀
。

58	

此こ
の

事こ
と
は
何な

ん
の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

晴は

ら
す
事こ

と
や
で

你
們
認
為
，
這
又
是
什
麼
樣
的
事
情

呢
？
神
要
將
心
中
的
遺
憾
給
消
除
掉

呀
。

59	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

こ処
の
人ひ

と
と
も
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

胸む
ね
の
内う

ち
を
ば
皆み

な

見み

て
い
る
で

今
後
不
會
特
別
指
出
是
哪
裡
的
人
，

每
個
人
的
內
心
神
都
看
得
見
。

60	

今き
ょ
う日
か
ら
は
月つ

き
ひ日
出で

掛か

け
る
働

は
た
らき
に
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
す
る
や
知し

れ
ん
で

今
天
起
，
月
日
要
到
外
面
去
施
展
神

能
，
不
知
會
做
出
什
麼
樣
的
事
情
來
。

汝
等
如
何
想
此
道	

欲
將
世
人
心
塵
掃

對
掃
心
塵
如
何
思	

乃
是
解
消
神
憾
事

此
後
不
指
某
人
言	

人
心
一
切
皆
看
穿

自
今
月
日
將
外
出	

施
何
神
能
難
知
悟

第
十
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61	
今い

ま
か
ら
の
月つ

き
ひ日

働は
た
らき

す
る
の
は
な
　

	

何ど
こ処
で
す
る
と
も
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

今
後
月
日
會
在
哪
裡
施
展
神
能
，
誰

也
不
知
道
。

62	

高た
か
や
ま山

も
谷た

に
そ
こ底

迄ま
で

も
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
　

	

一い
ち
れ
つ列

を
皆み

な

彼あ
あ
ち
こ
う
ち

方
此
方
と

在
這
裡
還
是
那
裡
，
對
「
高
山
」
也

對
「
谷
底
」，
對
世
界
上
所
有
的
人
。

63	

月つ
き
ひ日

よ
り
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
ば
働

は
た
らけ

ば
　

	

此こ
の

治お
さ
め
方か

た

誰た
れ
も
知し

ろ
ま
い

當
月
日
在
世
界
施
展
神
能
的
時
候
…

但
平
息
事
情
的
方
法
卻
誰
也
不
知
道
。

64	

其そ
れ

故ゆ
え

に
此こ

の

鎮し
ず

め
方か

た

一ち
ょ
と寸

知し

ら
す
　

	

一い
ち
れ
つ列

早は
や

く
思し

や
ん案

す
る
様よ

う

因
此
將
一
些
平
息
的
方
法
告
訴
你
們
，

所
有
的
人
都
早
點
去
思
量
它
吧
。

月
日
即
將
神
能
施	

施
於
何
處
無
人
知

高
山
谷
底
全
世
人	

神
能
無
處
不
顯
遍

月
日
施
能
於
全
世	

如
何
平
定
無
人
知

故
而
教
此
平
定
事	

深
望
世
人
速
細
思

第
十
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65	

勤つ
と

め
で
も
他ほ

か
の
事こ

と
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

救た
す
け
た
い
の
が
一

い
ち
じ
ょ
う
条
ば
か
り
で

別
以
為
奉
行
聖
舞
有
什
麼
其
他
的
目

的
，
只
是
全
心
全
意
想
拯
救
你
們
。

66	

其そ
れ

知し

ら
ず
皆み

な

誰た
れ
に
て
も
段だ

ん
だ
ん々
と
　

	

何な
ん

ど
悪あ

し
き
の
様よ

う
に
思お

も
う
て

不
知
道
這
些
，
大
家
都
以
為
是
什
麼

壞
事
情
。

67	

人に
ん
げ
ん間

は
あ
ざ
な
い
者も

の
で
あ
る
か
ら
な
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
と
も
芯し

ん
を
知し

ら
ず
に

人
是
膚
淺
的
呀
，
不
管
說
什
麼
，
最

重
要
的
部
分
依
然
不
明
白
。

68	

今き
ょ
う日
迄ま

で
は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
言ゆ

わ
な
ん
だ
　

	

じ
っ
と
し
て
い
た
此こ

の

残ざ
ん
ね
ん念

見み

よ

直
到
今
天
什
麼
事
都
沒
有
說
出
來
，

只
是
靜
靜
地
處
著
。
看
，
真
是
遺
憾
啊
。

聖
舞
並
非
其
他
事	

只
是
神
心
欲
拯
世

此
事
任
人
皆
不
知	

以
為
行
施
邪
惡
事

因
為
世
人
多
膚
淺	

雖
言
不
解
神
心
坎

至
今
任
事
默
不
言	

可
觀
默
忍
此
神
憾

第
十
六
號 

65 - 

68

- 453 -



69	
此こ

れ
か
ら
は
神か

み
の
思お

も
わ
く惑

す
る
か
ら
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
す
る
や
知し

れ
ん
で

今
後
事
情
都
將
依
神
的
思
慮
來
進
行
，

會
發
生
什
麼
事
誰
也
不
知
道
。

70	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
も
言ゆ

う
た
り
思お

も
う
た
り
　

	

儘ま
ま

に
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

直
到
現
在
，
人
們
不
論
說
什
麼
或
是

想
什
麼
，
都
是
任
隨
著
各
自
的
意
思
，

71	

此こ
の

先さ
き

は
神か

み
が
支し

は
い配

を
す
る
か
ら
は
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
で
も
儘ま

ま
に
出で

け来
ん
で

今
後
將
由
神
來
掌
管
一
切
，
什
麼
事

情
都
不
能
再
恣
意
而
為
。

72	

人に
ん
げ
ん間

の
目め

え
に
は
何な

に
も
見み

え
ね
ど
も
　

	

神か
み

の
目め

え
に
は
皆み

な

見み

え
て
あ
る

人
的
眼
睛
雖
然
什
麼
都
看
不
見
，
但

神
的
眼
睛
卻
什
麼
都
看
得
見
。

今
後
神
將
行
神
意	

將
行
何
事
人
不
悉

至
今
世
人
言
或
思	

無
一
不
由
自
己
意

此
後
一
切
神
支
配	

任
事
不
能
由
人
意

人
眼
任
事
皆
不
見	

神
眼
萬
般
全
顯
然
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73	

拵こ
し
らえ

を
や
る
の
は
暫し

ば
し
待ま

ち
て
く
れ
　

	

泥ど
ろ
み
ず水
中な

か
い
嵌は

め
る
如ご

と
く
哉や

準
備
好
即
將
要
做
的
事
情
請
稍
稍
等

一
下
，
就
像
是
被
夾
在
泥
水
中
一
樣
啊
。

74	

今い
ま
ま
で迄
は
何ど

ん
な
事こ

と
で
も
言ゆ

わ
な
ん
だ
　

	

今き
ょ
う日

は
何な

ん
で
も
言ゆ

わ
ね
ば
な
ら
ん

直
到
今
天
什
麼
事
情
都
還
未
說
，
但

今
天
不
論
任
何
事
都
非
說
不
可
。

75	

も
う
今き

ょ
う日

は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
見み

え
る
で
な
　

	

刻こ
く
げ
ん限
来き

た
ら
月つ

き
ひ日
連つ

れ
行い

く

時
至
今
日
，
什
麼
事
都
會
顯
現
出
來
，

只
要
時
限
到
來
，
月
日
就
會
帶
你
們
走
。

76	

今き
ょ
う日
の
日ひ

は
も
う
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん
分
に
詰つ

ん
で
来き

た
　

	

何な
ん
ど
き時

連つ

れ
に
出で

る
や
知し

れ
ん
で

今
天
日
子
已
經
十
分
迫
近
了
，
什
麼

時
候
會
帶
走
誰
也
不
知
道
。

嫁
娶
準
備
莫
性
急	

恰
似
擲
物
泥
水
裡

至
今
任
事
皆
不
言	

今
日
一
切
必
須
談

今
日
萬
般
皆
顯
露	

時
到
月
日
使
拘
走

現
今
時
刻
已
迫
近	

不
知
何
時
來
拘
人
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77	
連つ

れ
行い

く
も
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

多お
お
く
見み

え
る
が
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

帶
走
也
不
是
件
簡
單
的
事
情
。
雖
然

看
見
了
許
多
的
人
，
但
關
於
此
事
卻
誰

也
不
知
道
。

78	

如い
か何

程ほ
ど

の
高た

か
い
処

と
こ
ろと

言ゆ

う
た
と
て
　

	

も
う
今き

ょ
う日

か
ら
は
文も

ん
く句

変か
わ

る
で

即
便
是
位
在
高
處
的
人
也
好
，
就
從

今
天
起
，
事
情
將
會
有
所
改
變
。

79	

さ
あ
思し

や
ん案

此こ
れ

か
ら
心

こ
こ
ろ

入い

れ
替か

え
て
　

	

思し
や
ん案
定さ

だ
め
ん
事こ

と
に
い
か
ん
で

Sa

！
想
一
想
啊
！
現
在
起
就
改
換
心

念
，
好
好
地
把
思
慮
確
定
下
來
。

將
伊
拘
去
非
小
事	

聚
者
愈
多
無
人
知

不
管
地
位
多
尊
顯	

自
今
情
況
大
改
變

今
須
細
思
改
心
意	

下
定
決
心
莫
遲
疑

第
十
六
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第 

十
七 
號

		


自
一
八
八
八
一
年(

明
治
十
四
年)

四
月

			








1	

今い
ま
ま
で迄

は
何な

に
の
道み

ち
や
ら
知し

れ
な
ん
だ
　

	

今き
ょ
う日
か
ら
先さ

き
は
道み

ち
が
分わ

か
る
で

究
竟
在
走
什
麼
樣
的
路
，
至
今
沒
有

人
知
道
。
但
將
來
的
路
，
今
天
起
就
能

先
知
道
。

2	

此こ
の

道み
ち
は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
の
一い

ち
じ
ょ条

の
事こ

と

你
們
想
，
這
條
路
究
竟
是
怎
麼
一
回

事
呢
？
一
心
一
意
，
全
是
為
了
甘
露
台
。

3	

此こ
の

台だ
い

を
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
て
い
る
　

	

此こ
れ
は
日に

ほ
ん本
の
一い

ち
の
宝

た
か
ら

哉や

你
們
想
這
甘
露
台
究
竟
是
什
麼
？
這

是
「
日
本
」
最
好
的
寶
物
呀
！

4	

此こ
れ
を
ば
な
何な

ん
と
思お

も
う
て
皆み

な
の
者も

の
　

	

此こ
の

元も
と

な
る
を
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

人
們
對
此
有
何
想
法
呢
？
關
於
元
始

之
事
誰
都
不
知
道
。

迄
今
不
知
是
何
道	

今
後
此
道
可
分
曉

對
於
此
道
如
何
看	

一
心
要
將
聖
台
建

對
此
聖
台
思
何
如	

乃
是
悟
區
至
寶
物

汝
等
對
此
如
何
思	

此
台
根
源
無
人
知

第
十
七
號 

1 - 

4

- 459 -



5	
此こ

の
た
び度

は
此こ

の

元も
と

な
る
を
真し

ん
じ
つ実

に
　

	

ど
う
ぞ
世せ

か
い界
へ
皆み

な

教お
し
え
た
い

這
一
次
，
真
的
很
想
將
元
始
之
事
教

導
給
全
世
界
所
有
的
人
。

6	

此こ
の

元も
と

は
い
ざ
な
ぎ
い
い
と
い
ざ
な
み
の
　

	

身み

の
内う

ち
よ
り
の
本ほ

ん

真ま
ん
な
か中

哉や

這
元
始
之
事
，
是
來
自
伊
咱
那
義
和

伊
咱
那
密
的
身
體
最
中
心
的
部
位
呀
。

7	

其そ
の

処と
こ

で
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
人に

ん
げ
ん間

は
　

	

皆み
な

其そ
の
ぢ
ば
で
創は

じ
め
掛か

け
た
で

就
在
此
地
，
世
上
人
類
都
是
在
這
此

地
創
造
出
來
。

8	

其そ
の

ぢ
ば
は
世せ

か
い界

一い
ち
れ
つ列

何ど
こ処

迄ま
で

も
　

	

此こ
れ

は
日に

ほ
ん本

の
故こ

き
ょ
う郷

な
る
ぞ
哉や

不
管
是
世
界
上
哪
裡
的
人
，在
「
日
本
」

的
原
地
就
是
故
鄉
啊
！

　
　

今
願
將
其
根
源
事

　
　

完
全
告
與
世
人
知

伊
咱
那
義
與
伊
咱
那
密	

根
源
即
在
其
體
正
中
央

世
界
所
有
全
人
類	

無
不
創
自
原
地
內

所
謂
原
地
如
何
講	

世
界
人
類
原
故
鄉

第
十
七
號 
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9	

人に
ん
げ
ん間

を
創は

じ
め
掛か

け
た
る
証

し
ょ
う
こ
う

拠
に
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
を
据す

え
て
置お

く
ぞ
哉や

做
為
創
造
人
類
的
證
據
，
因
此
安
置

了
甘
露
台
。

10	

此こ
の

台だ
い
が
皆み

な

揃そ
ろ
い
さ
い
し
た
な
ら
ば
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
が
叶か

な
わ
ん
で
無な

し

當
這
個
台
完
全
豎
立
起
來
的
時
候
，

便
沒
有
什
麼
事
情
無
法
實
現
。

11	

其そ
れ

迄ま
で

に
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

胸む
ね
の
掃そ

う
じ除
を
せ
ね
ば
な
ら
ん
で

在
那
之
前
，
世
界
上
不
論
哪
裡
的
人
，

都
非
得
將
內
心
清
掃
乾
淨
才
行
。

12	

此こ
の

掃そ
う
じ除
何ど

こ処
に
隔へ

だ
て
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

月つ
き
ひ日

見み

分わ

け
て
い
る
と
思お

も
え
よ

這
清
掃
，
不
論
在
任
何
地
方
都
沒
有

區
別
，
要
知
道
，
月
日
能
夠
辨
明
一
切
。

神
要
建
立
甘
露
台	

證
明
人
類
所
由
來

此
台
如
若
皆
建
成	

任
何
祈
求
無
不
應

建
成
以
前
全
世
上	

必
將
心
塵
皆
掃
光

清
掃
心
塵
不
區
分	

月
日
鑑
別
世
人
心

第
十
七
號 
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13	
月つ

き
ひ日

に
は
何ど

ん
な
処

と
こ
ろに

い
る
者も

の
も
　

	

心
こ
こ
ろ

次し
だ
い第
に
皆み

な

受う

け
取と

る
で

不
論
是
身
在
何
處
，
依
從
於
其
內
心
，

月
日
都
會
接
受
。

14	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
心

こ
こ
ろ

で
い
た
る
と
も
　

	

一い
ち
や夜

の
間ま

に
も
心

こ
こ
ろ

入い

れ
替か

え

不
管
至
今
抱
著
什
麼
樣
的
心
態
，
即

便
是
一
夜
之
間
也
要
把
它
轉
換
過
來
。

15	

真し
ん
じ
つ実

に
心

こ
こ
ろ

す
き
や
か
入い

れ
替か

え
ば
　

	

其そ
れ
も
月つ

き
ひ日
が
直す

ぐ
に
受う

け
取と

る

若
是
真
的
徹
底
將
內
心
改
換
過
來
的

話
，
月
日
也
會
立
即
接
受
。

16	

月つ
き
ひ日

に
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
皆み

な

我わ

が
子こ

　

	

可か
わ
い愛

一い
っ
ぱ
い杯

此こ
れ

が
一い

ち
じ
ょ条

對
月
日
而
言
，
世
界
上
所
有
人
都
是

我
的
子
女
，
對
你
們
是
全
心
全
意
地
疼

愛
。

月
日
不
管
人
在
哪	

皆
按
存
心
來
接
納

過
去
存
心
且
不
問	

只
望
一
夜
能
改
心

若
真
徹
底
改
換
心	

月
日
亦
必
立
接
應

人
皆
月
日
之
子
女	

故
以
深
慈
疼
愛
人

第
十
七
號 
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17	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

ん
な
者も

の
で
も
胸む

ね
の
内う

ち
　

	

知し

り
た
る
者も

の
は
更さ

ら
に
あ
る
ま
い

不
論
是
任
何
人
也
好
，
關
於
內
心
的

事
情
至
今
誰
都
不
知
道
。

18	

此こ
の
た
び度
は
何ど

ん
な
処

と
こ
ろに
い
る
者も

の
も
　

	

胸む
ね

の
内う

ち
を
ば
皆み

な

言ゆ

て
聞き

か
す

這
一
次
不
論
是
身
在
何
處
的
人
也
好
，

有
關
內
心
的
事
情
都
要
說
給
你
們
聽
。

19	

此こ
れ

迄ま
で

は
壁か

べ

一ひ
と
よ重

に
て
隔へ

だ
て
た
ら
　

	

何な
に
を
言ゆ

う
て
も
一ち

ょ
と寸
も
知し

ろ
ま
い

直
到
現
在
，
有
如
隔
了
一
層
牆
壁
，

不
論
說
了
什
麼
你
們
一
點
都
不
明
白
。

20	

今き
ょ
う日
か
ら
は
横よ

こ
め目
振ふ

る
間ま

も
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

夢ゆ
め

見み

た
様よ

う
に
何な

に
を
す
る
や
ら

今
天
起
連
左
顧
右
盼
的
時
間
都
沒
有

了
，
如
夢
境
一
般
，
究
竟
會
做
出
什
麼

事
來
呢
？

至
今
無
論
任
何
人	

皆
不
知
曉
神
內
心

此
番
無
論
何
處
人	

神
心
皆
告
汝
世
人

至
今
如
隔
一
層
壁	

無
論
言
何
皆
難
悉

今
後
無
暇
左
右
盼	

如
夢
難
知
何
事
顯

第
十
七
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21	
今い

ま
ま
で迄

の
月つ

き
ひ日

残ざ
ね
ん念

と
言ゆ

う
も
の
は
　

	

な
か
な
か
一ち

ょ
っ
と寸
の
事こ

と
で
無な

い
ぞ
哉や

說
到
至
今
月
日
心
中
的
遺
憾
，
絕
非

只
是
件
小
事
情
而
已
了
。

22	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何な

に
も
知し

ら
ず
に
い
た
け
れ
ど
　

	

さ
あ
見み

え
て
来き

た
偉え

ら
い
本ほ

ん
み
ち道

直
到
今
天
雖
然
什
麼
都
還
不
知
道
，

Sa

！
即
將
映
入
眼
簾
的
是
條
宏
偉
的
大

道
。

23	

此こ
の

道み
ち

を
早は

や
く
見み

と
う
て
急せ

き
込こ

ん
だ
　

	

さ
あ
此こ

れ
か
ら
は
陽よ

う
き気
づ
く
め
哉や

因
為
想
要
早
點
見
到
這
條
大
道
而
著

急
起
來
，Sa

！
在
那
之
後
便
處
處
都
洋

溢
著
康
樂
的
氣
息
呀
。

24	

此こ
の

話
は
な
し

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

筆ふ
で

の
先さ

き
が
な
見み

え
て
来き

た
な
ら

這
些
話
你
們
是
怎
麼
去
想
的
呢
？
當

「
筆
先
」
所
載
之
事
出
現
的
時
候
…

迄
今
月
日
神
遺
憾	

決
非
輕
微
小
事
件

至
今
任
事
雖
不
知	

康
莊
正
道
即
可
視

欲
速
觀
此
心
焦
急	

康
樂
豐
實
今
將
至

對
於
此
話
如
何
想	

御
筆
先
言
若
實
現

第
十
七
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25	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
聞き

い
て
い
た
　

	

此こ
の
た
び度
こ
そ
は
残ざ

ね
ん念
晴は

ら
す
で

至
今
雖
然
什
麼
事
情
都
聽
過
了
，
但

就
是
這
一
次
，
要
把
遺
憾
都
給
消
除
掉
。

26	

此こ
の

晴は

ら
し
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

何な
ん
ど
き時

何ど
こ処

で
退

し
り
ぞく

や
ら
な

你
們
想
這
消
除
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

殊
不
知
徹
去
祐
護
的
事
會
在
何
時
何
處

發
生
呀
。

27	

此こ
れ

迄ま
で

の
長な

が
い
道

ど
う
ち
ゅ
う中

此こ
の

残ざ
ね
ん念

　

	

一ち
ょ
っ
と寸
の
事こ

と
で
は
無な

い
と
思お

も
え
よ

至
今
漫
長
的
路
途
中
的
這
些
遺
憾
，

不
要
以
為
只
是
小
事
情
而
已
哦
。

28	

此こ
れ
か
ら
は
此こ

の

返か
や
し
を
ば
す
る
程ほ

ど
に
　

	

皆み
な

一い
ち
れ
つ列

は
承し

ょ
う
ち知

し
て
い
よ

對
此
今
後
將
會
「
返
還
」
回
去
，
所

有
的
人
可
都
要
明
白
呀
。

至
今
任
事
皆
聽
恕	

此
番
神
憾
定
消
除

對
此
消
憾
如
何
思	

不
知
何
時
何
地
止

長
年
久
積
此
神
憾	

切
莫
將
其
輕
微
看

今
後
對
此
將
回
報	

汝
等
世
人
須
知
曉

第
十
七
號 
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29	
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
何ど

こ処
の
者も

の
と
は
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

月つ
き
ひ日
確し

っ
かり
皆み

な

見み

て
い
る
で

不
要
說
世
界
上
哪
裡
的
人
，
月
日
都

仔
細
地
盯
著
。

30	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
を
言ゆ

う
て
も
思お

も
う
て
も
　

	

月つ
き
ひ日

知し

ら
ん
と
言ゆ

う
事こ

と
は
無な

い

不
論
說
些
什
麼
、
想
些
什
麼
也
好
，

沒
有
什
麼
月
日
不
知
道
的
事
情
。

31	

此こ
の

先さ
き

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
を
す
る
に
も
な
　

	

月つ
き
ひ日
先さ

き
へ
と
断

こ
と
わり
て
置お

く

不
管
接
下
來
要
做
什
麼
樣
的
事
，
月

日
都
會
先
行
告
知
。

32	

此こ
れ

か
ら
は
月つ

き
ひ日

残ざ
ん
ね
ん念

出で

た
な
ら
ば
　

	

何ど

の
様よ

な
事こ

と
が
有あ

る
や
知し

れ
ん
で

今
後
當
月
日
心
中
的
遺
憾
爆
發
出
來

時
，
會
發
生
什
麼
事
情
誰
也
不
會
知
道
。

不
言
世
上
何
處
人	

月
日
無
不
皆
看
穿

所
言
所
思
一
切
事	

月
日
無
一
不
詳
知

此
後
無
論
行
何
事	

月
日
預
先
告
人
知

今
後
月
日
如
顯
憾	

不
知
何
事
將
出
現

第
十
七
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33	

今き
ょ
う日

の
日ひ

は
何ど

の
様よ

な
事こ

と
も
詰つ

ん
で
来き

た
　

	

神か
み
の
残ざ

ん
ね
ん念
晴は

ら
す
見み

て
い
よ

今
天
不
論
任
何
事
都
已
累
積
到
了
極

限
，
看
著
吧
，
神
要
將
心
中
的
遺
憾
消

解
掉
。

34	

今い
ま
ま
で迄
は
此こ

の

世よ

創は
じ
め
た
人に

ん
げ
ん間
の
　

	

元も
と

な
る
ぢ
ば
は
誰た

れ
も
知し

ら
ん
で

至
今
，
創
造
世
界
的
人
類
元
始
之
地
，

任
誰
都
不
知
道
。

35	

此こ
の
た
び度

は
此こ

の

真し
ん
じ
つ実

を
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
へ
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり
教お

し
え
た
い
か
ら

這
一
次
，
想
在
世
界
之
中
將
此
實
情

好
好
地
、
確
實
地
教
導
給
你
們
，

36	

其そ
れ

故ゆ
え
に
甘か

ん
ろ
う
だ
い

露
台
を
創は

じ
め
た
は
　

	

本ほ
ん

元も
と

な
る
の
処

と
こ
ろな

る
の
哉や

因
此
豎
立
了
甘
露
台
，
這
是
最
根
本

的
處
所
呀
。

任
事
將
顯
時
已
至	

消
除
神
憾
可
待
視

創
世
創
人
此
原
地	

迄
至
今
日
無
人
悉

故
此
今
向
全
世
界	

將
此
真
實
欲
詳
解

故
而
始
建
甘
露
台	

乃
因
創
世
根
源
在

第
十
七
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37	
こ
ん
な
事こ

と

創は
じ

め
掛か

け
る
と
言ゆ

う
の
も
な
　

	

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
救た

す
け
た
い
か
ら

開
始
做
這
樣
的
事
，
為
的
是
想
要
拯

救
世
界
。

38	

其そ
れ

を
ば
な
何な

に
も
知し

ら
ざ
る
子こ

ど
も供

に
な
　

	

取と

り
払は

ら
わ
れ
た
此こ

の

残ざ
ね
ん念

は
な

子
女
對
此
什
麼
都
不
知
道
，
將
它
將

它
拆
除
。
真
是
遺
憾
啊
。

39	

確し
か

と
聞き

け
此こ

の

先さ
き

な
る
は
何ど

の
様よ

う
な
　

	

返か
や
し
有あ

る
や
ら
此こ

れ

知し

れ
ん
で
な

仔
細
聽
好
，
今
後
會
有
什
麼
樣
的
「
返

還
」
誰
都
不
會
知
道
。

40	

月つ
き
ひ日

よ
り
此こ

の

残ざ
ん
ね
ん念

と
言ゆ

う
の
は
な
　

	

な
か
な
か
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
無な

い
ぞ
哉や

說
到
月
日
這
心
中
的
遺
憾
，
絕
非
只

是
件
小
事
情
而
已
啊
。

所
以
要
建
此
聖
台	

乃
因
欲
拯
世
人
哉

子
女
對
此
毫
不
知	

撤
去
聖
台
是
憾
事

汝
等
細
聽
今
後
事	

將
與
何
報
莫
能
知

須
知
月
日
神
遺
憾	

決
非
輕
微
小
事
件

第
十
七
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41	

返か
や

し
で
も
一ち

ょ
っ
と寸

の
事こ

と
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

何ど

ん
な
事こ

と
を
ば
月つ

き
ひ日
す
る
や
ら

也
別
以
為
「
返
還
」
只
是
件
小
事
情

啊
，
怎
知
道
月
日
會
做
出
什
麼
樣
的
事

情
呢
？

42	

此こ
の

話
は
な
し

何な
ん
と
思お

も
う
ぞ
皆み

な
の
者も

の
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

偉え
ら

い
事こ

と
や
で

對
於
這
些
話
你
們
有
什
麼
想
法
？
神

心
中
的
遺
憾
可
是
不
得
了
的
啊
。

43	

今い
ま
ま
で迄

は
何ど

の
様よ

な
道み

ち
も
段だ

ん
だ
ん々

と
　

	

通と
お
り
抜ぬ

け
て
は
来き

た
る
な
れ
ど
も

至
今
，
不
論
什
麼
樣
的
路
都
一
步
一

步
跨
越
過
來
了
，

44	

も
う
一ち

っ
と寸
の
刻こ

く
げ
ん限
来き

た
ら
ん
其そ

れ

故ゆ
え
に
　

	

じ
っ
と
し
て
い
た
事こ

と
で
あ
れ
ど
も

但
由
於
時
限
還
沒
有
來
臨
的
緣
故
，

才
一
直
靜
靜
地
處
著
。

莫
將
回
報
輕
微
看	

不
知
月
日
何
事
顯

此
言
汝
等
如
何
思	

可
知
神
憾
甚
激
烈

至
今
無
論
任
何
路	

雖
然
漸
次
皆
走
出

時
機
不
久
即
將
來	

故
而
月
日
仍
靜
待

第
十
七
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45	
今き

ょ
う日

の
日ひ

は
も
う
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
詰つ

ん
で
来き

た
　

	

刻こ
く
げ
ん限
来き

た
ら
直す

ぐ
に
返か

や
す
で

今
天
日
子
已
經
十
分
迫
近
了
，
當
時

限
一
到
就
會
立
刻
「
返
還
」
回
去
。

46	

此こ
の

日ひ

は
な
何い

つ時
の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

廿に
じ
ゅ
う
ろ
く
に
ち

六
日
が
来き

た
る
事こ

と
な
ら

你
們
想
這
日
子
會
是
在
什
麼
時
候

呢
？
就
在
二
十
六
日
來
臨
時
。

47	

其そ
れ

か
ら
は
何な

ん
で
も
彼か

で
も
真し

ん
じ
つ実

の
　

	

心
こ
こ
ろ

其そ
れ
ぞ
れ々

皆み
な

現あ
ら
わす
で

在
那
之
後
，
無
論
如
何
要
將
真
心
一

個
一
個
都
揭
露
出
來
。

48	

こ
ん
な
事こ

と

何な
ん

で
言ゆ

う
や
と
思お

も
う
な
よ
　

	

可か
わ
い愛

余あ
ま

り
て
言ゆ

う
事こ

と
や
で
な

不
要
想
「
為
什
麼
要
說
這
樣
子
的

話
？
」
哦
，
因
為
太
疼
愛
子
女
才
這
麼

說
的
呀
。

現
今
時
機
已
逼
近	

時
至
定
將
回
報
行

可
知
此
日
指
何
時	

一
切
顯
於
二
六
日

此
後
所
有
一
切
事	

按
汝
真
心
皆
顯
實

莫
認
何
以
講
此
事	

因
人
可
愛
故
使
之

第
十
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49	

月つ
き
ひ日

に
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
子こ

ど
も供

は
な
　

	

可か
わ
い愛
ば
か
り
を
思お

も
て
い
る
か
ら

對
月
日
來
說
，
世
界
上
的
子
女
們
都

非
常
可
愛
，

50	

其そ
れ

故ゆ
え
に
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
を
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

胸む
ね

の
掃そ

う
じ除

を
し
た
い
故ゆ

え
か
ら

因
此
不
論
在
世
界
上
哪
個
地
方
，
都

想
去
那
裡
清
掃
子
女
們
的
內
心
。

51	

此こ
の

掃そ
う
じ除

如ど
う何

言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
て
い
る
　

	

救た
す
け
ば
か
り
を
思お

も
て
い
る
か
ら

你
們
想
這
清
掃
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

月
日
所
想
的
全
是
關
於
拯
救
的
事
。

52	

救た
す
け
で
も
悪あ

し
き
治な

お
す
る
迄ま

で
や
無な

い
　

	

珍め
ず
らし

救た
す

け
思お

も
て
い
る
か
ら

拯
救
不
單
只
是
將
疾
病
治
好
而
已
，

還
想
要
施
予
珍
奇
拯
救
。

月
日
只
因
全
世
人	

皆
是
可
愛
子
女
身

故
而
世
界
各
地
方	

欲
將
心
塵
皆
掃
光

對
此
掃
除
如
何
思	

只
想
進
行
拯
救
事

拯
救
不
僅
治
病
疾	

並
願
拯
救
顯
珍
奇

第
十
七
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53	
此こ

の

救た
す

け
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

病や

ま
ず
死し

な
ず
に
弱よ

わ
り
無な

き
様よ

に

你
們
想
這
拯
救
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

是
讓
人
不
病
、
不
死
，
也
不
會
衰
弱
。

54	

こ
ん
な
事こ

と

今い
ま
ま
で迄

何ど
こ処

に
無な

い
事こ

と

哉や

　

	

此こ
の

証し
ょ
う
こ
う

拠
を
知し

ら
し
た
さ
や
で

這
種
事
情
至
今
哪
裡
也
沒
發
生
過
，

想
把
證
據
拿
出
來
給
你
們
看
啊
。

55	

此こ
れ

迄ま
で

は
何ど

こ処
尋た

ず
ね
て
も
無な

い
事こ

と

哉や

　

	

此こ
の
た
び度
神か

み
が
創は

じ
め
た
さ
や
で

這
件
事
一
直
到
現
在
，
不
論
去
哪
裡

也
尋
不
著
，
但
這
一
次
神
想
讓
它
開
始
。

56	

今き
ょ
う日

迄ま
で

は
何ど

ん
な
道み

ち
や
ら
知し

れ
な
ん
だ
　

	

此こ
れ

か
ら
先さ

き
は
道み

ち
を
知し

ら
す
る

一
直
到
今
天
，
這
究
竟
是
條
什
麼
樣

的
路
誰
也
無
從
得
知
，
但
今
後
的
路
會

先
讓
你
們
知
道
。

對
此
拯
救
思
如
何	

不
病
不
死
不
衰
弱

此
事
至
今
從
未
見	

今
欲
將
其
證
據
顯

尋
遍
到
處
未
有
事	

此
番
要
由
神
開
始

至
今
不
知
是
何
道	

此
後
將
道
告
汝
曉

第
十
七
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57	

此こ
の

道み
ち

は
如ど

う何
言ゆ

う
事こ

と
に
思お

も
う
か
な
　

	

月つ
き
ひ日
残ざ

ん
ね
ん念
一い

ち
じ
ょ条
の
事こ

と

你
們
想
，
這
是
條
什
麼
樣
的
路
呢
？

這
條
路
全
是
關
於
月
日
的
遺
憾
。

58	

此こ
の

残ざ
ね
ん念
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
う
か
な
　

	

甘か
ん
ろ
う
だ
い

露
台
が
一い

ち
の
残ざ

ん
ね
ん念

你
們
想
，
這
遺
憾
是
怎
麼
一
回
事
呢
？

甘
露
台
的
事
是
最
大
的
遺
憾
。

59	

此こ
の

残ざ
ね
ん念

一ち
ょ
っ
と寸

の
事こ

と
で
は
無な

い
程ほ

ど
に
　

	

何ど

ん
な
返か

や
し
を
月つ

き
ひ日
す
る
や
ら

這
遺
憾
不
只
是
件
小
事
，
誰
知
月
日

會
做
出
什
麼
樣
的
「
返
還
」
來
。

60	

何ど

の
様よ

う
な
事こ

と
が
有あ

り
て
も
恨う

ら
み
な
よ
　

	

皆み
な

銘め
え
め
え々

に
し
て
置お

い
た
の
哉や

不
論
發
生
什
麼
事
都
不
要
怨
恨
哦
，

這
些
都
是
每
個
人
自
己
過
去
的
所
做
所

為
啊
。

此
道
汝
等
如
何
看	

月
日
專
欲
掃
神
憾

可
知
此
憾
指
何
言	

撤
除
聖
台
最
遺
憾

此
憾
決
非
輕
微
事	

月
日
何
報
人
不
知

任
事
顯
現
莫
恨
憎	

皆
因
過
去
各
自
行

第
十
七
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61	
此こ

の

先さ
き

は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
何ど

こ処
迄ま

で
も
　

	

高た
か
や
ま山
に
て
も
谷た

に
そ
こ底
迄ま

で
も

今
後
在
世
界
上
任
何
地
方
，「
高
山
」

也
好
，
或
是
「
谷
底
」
也
好
，

62	

此こ
れ

か
ら
は
世せ

か
い界

一い
ち
れ
つ列

段だ
ん
だ
ん々

と
　

	

胸む
ね

の
掃そ

う
じ除

を
す
る
と
思お

も
え
よ

要
知
道
，
今
後
會
一
點
一
點
地
清
掃

世
上
所
有
人
的
內
心
。

63	

此こ
の

掃そ
う
じ除

何な
ん

と
思お

も
う
ぞ
皆み

な
の
者も

の
　

	

神か
み
の
心

こ
こ
ろ

を
誰た

れ
も
知し

ろ
ま
い

你
們
大
家
對
這
清
掃
有
什
麼
想
法

呢
？
神
的
心
誰
都
不
知
道
。

64	

月つ
き
ひ日

に
は
何ど

ん
な
残ざ

ね
ん念

が
有あ

る
と
て
も
　

	

今い
ま
ま
で迄

じ
っ
と
見み

ゆ
る許

し
て
い
た

至
今
不
論
是
抱
著
什
麼
樣
的
遺
憾
，

月
日
都
靜
靜
地
看
並
允
許
了
。

此
後
全
世
任
何
地	

無
論
高
山
或
谷
底

今
後
對
於
全
世
人	

逐
次
掃
淨
心
中
塵

對
此
掃
除
如
何
想	

神
心
知
者
無
一
人

月
日
雖
有
任
何
憾	

至
今
皆
忍
未
責
譴

第
十
七
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65	

さ
あ
今き

ょ
う日

は
日ひ

も
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
詰つ

ん
で
来き

た
　

	

何な
ん
で
も
返か

や
し
せ
ず
に
い
ら
れ
ん

Sa

！
今
天
日
子
已
經
非
常
迫
近
了
，

無
論
如
何
都
不
得
不
「
返
還
」
回
去
。

66	

此こ
の

返か
や
し
何な

に
の
事こ

と
や
と
思お

も
て
い
る
　

	

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

ば
か
り
な
る
ぞ
哉や

這
「
返
還
」
你
們
想
是
怎
麼
一
回
事

呢
？
全
都
是
有
關
於
神
的
遺
憾
呀
。

67	

此こ
の

残ざ
ね
ん念

一ち
ょ
っ
と寸

の
事こ

と
と
は
思お

も
う
な
よ
　

	

積つ
も
り
重か

さ
な
り
上う

え
の
事こ

と
や
で

別
以
為
這
遺
憾
只
是
件
小
事
，
是
經

過
日
積
月
累
而
來
的
。

68	

月つ
き
ひ日
に
は
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
は
皆み

な

我わ

が
子こ

　

	

可か
わ
い愛

一い
っ
ぱ
い杯

思お
も

て
い
れ
ど
も

對
月
日
來
說
，
全
世
界
的
人
都
是
我

的
子
女
，
一
心
一
意
想
要
來
疼
愛
。

現
今
時
機
已
近
前	

不
得
不
使
回
報
顯

對
此
回
報
如
何
思	

乃
是
神
憾
非
他
事

莫
將
神
憾
輕
微
看	

乃
因
久
積
方
使
顯

人
皆
月
日
之
子
女	

雖
然
神
愛
深
無
比

第
十
七
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69	
其そ

れ

知し

ら
ず
皆み

な

一い
ち
れ
つ列

は
銘め

え
め
え々

に
　

	

埃ほ
こ
りば
か
り
を
思し

や
ん案
し
て
い
る

但
世
人
不
知
道
此
事
，
每
個
人
的
思

慮
中
充
滿
了
灰
塵
。

70	

此こ
の

心
こ
こ
ろ

神か
み

の
残ざ

ん
ね
ん念

思お
も

て
く
れ
　

	

ど
う
む
何な

ん
と
も
言ゆ

う
に
言ゆ

わ
れ
ん

請
明
白
，
這
樣
的
心
使
神
感
到
遺
憾
，

想
說
些
什
麼
卻
說
不
下
去
。

71	

今い
ま
ま
で迄

の
様よ

う
な
る
事こ

と
は
言ゆ

わ
ん
で
な
　

	

此こ
れ
か
ら
先さ

き
は
悟さ

と
り
ば
か
り
哉や

到
目
前
為
止
這
樣
子
說
理
，
但
不
會

再
說
下
去
了
。
接
下
來
就
由
你
們
自
行

去
領
悟
吧
。

72	

此こ
の

先さ
き

は
何な

に
を
言ゆ

う
や
ら
知し

れ
ん
で
な
　

	

ど
う
ぞ
確

し
っ
かり

思し
や
ん案

し
て
く
れ

今
後
會
說
些
什
麼
誰
也
不
會
知
道
，

請
你
們
要
好
好
地
去
思
量
。

然
而
世
人
並
不
知	

各
自
只
抱
塵
俗
思

須
思
神
對
人
心
憾	

實
乃
欲
言
未
能
言

不
像
過
去
一
一
述	

此
後
只
盼
人
能
悟

此
後
言
何
人
不
知	

望
汝
世
人
須
細
思
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73	

里さ
と
さ
と々

田た
お
と音
た々
お
と々

平び
ょ
う
さ
ま様

々び
ょ
う
さ
ま々

娘
家
的
人
啊
，
田
甚
家
的
音
次
郎
啊
，

平
等
寺
村
的
小
東
家
啊
。

74	

此こ
の

話
は
な
し

合あ
い
ず図
立た

て
合や

い
出で

た
な
ら
ば
　

	

何な
に

に
就つ

い
て
も
皆み

な

此こ
の

通と
お

り

當
諸
事
匯
集
，
所
言
之
事
接
連
出
現

時
，
什
麼
事
情
都
將
依
此
而
行
。

75	

此こ
れ

を
ば
な
一い

ち
れ
つ列

心
こ
こ
ろ

思し
や
ん案

頼た
の

む
で

這
些
事
請
所
有
人
的
心
裡
都
好
好
去

思
量
，
拜
託
你
們
了
。

語
川
田
甚
及
小
東	

汝
等
更
須
細
思
量

如
若
此
事
相
合
顯	

無
論
何
事
皆
一
般

切
望
對
於
此
教
導	

世
人
皆
應
深
思
考

第
十
七
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